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インターネット時代の「個人」と「社会」

西洋近代が創り上げた「個人」という概念が持つ問題点を再検討しようという試みがさ

まざまな分野でなされている。企業や学校等では、いまだに「個人」の確立が大事だとか、

自立した「個人」になろうといった主張を聞くことが多いが、しかし、他方では、この「個人」

という概念がひとり歩きし、さまざまな問題を社会に投げかけていることも事実である。

「個人」は他とは独立した効用関数を持ち、自分の意思に基づいて最適な行動を選択する

主体としてとらえられてきたが、最近の人文･社会科学における研究によって、「個人」は

決して「自律的な存在」等ではなく、個人を取り囲む環境やさまざまな「人工物」（制度や

ルールを含む）によって意思決定や行動が大きく左右される「他律的な存在」だということ

が分かってきた。

あるいは、近代経済学においては長らく「合理的個人」（ホモ･エコノミクス）が理論構

築の大前提になってきたが、最近の行動経済学や神経経済学の実証研究が明らかにしたように、個人は合理的というより

も直感や衝動によって行動していることが多いということも分かってきた。もしそうだとしたら、「合理的個人」を前提

とした市場理論をはじめとする近代経済学の理論体系は大きく書き直されなければならないだろう。

このような最近の研究成果から導き出されるのは、「民主主義」や「マーケットメカニズム」の「最適性」には留保が必

要ということだ。そもそも人間とは常に理性的･合理的に意思決定することができない存在であり、それに加えて、意思

決定に必要な情報が完全でない、あるいは、そのような情報を獲得しようとする意志が人間の方にないというのが常態で

あるとすれば、二重の意味で民主主義的決定やマーケットメカニズムが創り出すマクロ的結果が「最適」であるという根

拠はなくなるだろう。

これは西洋近代が創り上げた啓蒙思想や社会科学の体系の多くが｢合理的個人｣という前提の見直しを必要としてい

るということになる。なぜなら、自由な個人が創り上げるユートピア社会の理論は「合理的で理性溢れる個人」の存在を

前提にして出来上がっているからだ。したがって、21世紀の人類が目指すべき社会を構想するためには、「個人」という

フィクションをもう一度根本から検討しなおし、｢個人｣と「社会」の相互依存関係を解きほぐす作業ががどうしても必要

になるように思われる。

今回の『季刊政策・経営研究』に掲載されている論文は、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング社内の勉強会の場であ

る｢巌流塾｣での5回にわたる研究会（平成26年4月から7月に開催）の模様を特集したものである。各回とも問題意

識がフレッシュな比較的若い世代の研究者に講師をお願いし、それぞれのテーマに即して問題提起をお願いし、それをも

とに｢巌流塾｣の塾生たちを交えた討論を行った。講師およびテーマについては本稿の末尾にリストアップしたので参照

願いたいが、いずれの論者も比較的若い世代に属している。古市憲寿氏は1985年生まれの29歳、濱野智史、宇野常寛

両氏は30歳代、入山章栄氏は40歳代前半、そして瀧澤弘和氏は50歳代前半である。

以下では収録されている論文について私なりに気になったこと、興味深いと思われたポイントについて記してみたい。

お断りしておくが、ここでのコメントはそれぞれの論者の意見の全体についてのものではなく、私自身が興味深いと思っ

たポイントのみに限定されたものである。したがって、興味のある方はそれぞれの本文をぜひとも熟読していただきた

い。
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濱野智史氏「日本のインターネット文化･社会の行方」はAKBとインターネット上の2チャンネルの「共依存的」関係

について面白い分析をしている。｢共依存的｣というのは、両者がお互いに刺激を与え合いながら利益を得ている関係の

ことであり、AKBというサブカルチャー的なアイドル集団とインターネットというテクノロジーがまさに｢共依存的｣

だというのが濱野氏の分析である。そもそも、インターネットというのは「人間の自由をエンパワーする」という前提で

創られている。テレビや新聞等のマスメディアの世界では、個人は自由に意見を発表したり、アクセスできなかったが、

インターネットを使えば個人の思い通りに検索したり、画像をアップロードしたり、自分の意見を公表したりすることが

できる。

濱野氏によれば、日本にはそもそも西洋的な個人主義が十分に根付いていないため、インターネットの使い方がアメリ

カ等とはかなり違っているという。たとえば、フェースブックは、自分の実名を名乗りながら仲間とネットワーキングし

ていくためのプラットフォームだが、日本では実名を名乗り､自己主張することを嫌う人たちが結構いる。そのような人

たちには2チャンネルのような匿名で好き勝手に意見を吐露できるプラットフォームの方が好ましいということになる。

日本で2チャンネルがここまで発展したのはそういった背景がある。濱野氏は、AKBという「未熟なアイドル」と2チャ

ンネルに匿名で書き込むことを好む「未熟なオタク」が共振をしてそこから創造的な「共依存的」関係が生まれたのだと

いうのである。

詳しくは本文を読んでいただきたいが、2チャンネル上でAKBの中の特定のアイドルについて議論が盛り上がるとし

よう。それを見たAKBプロデューサーの秋元康氏はその議論を反映させながら、そのアイドルの個性（売り込み方）を少

しずつ変えていく。それに反応した2チャネルのファンたちが新たな提案をしたり、苦情を言い募ったりする。それを見

た秋元氏が再びそれに反応する。そうすることによって、ファンに愛されるアイドルが育っていくという構造である。

これを読んで、江戸時代にはやった「連」を思い出した。連とは田中優子氏によると「決して巨大化せず適正規模を保つ

こと（そのため連の数が増える）、存続を目的としていないこと、コーディネイターはいるが強力なリーダーはいないこ

と、費用は参加者が各々の経済力に従って負担すること、パトロンと芸術家、享受者と提供者の分離がなく全員が創造者

であること、さまざまな年齢、階級、職業が混在していること、メンバーの出入りが自由であること、他の連と密接なつ

ながりがあること、メンバー各々が多名であること、などである。連に参加する創造的な人間は、活動によって複数（と

きには数十個）の名前を使いわけているのがふつうである。」（www.lian.com/TANAKA/whatis.htm）

｢連｣は複数の人が参加する歌会等で連想によって次から次へと新しい和歌（連歌）が誕生していく構造と似ている（い

わゆるｎ次創作）。ここでは個人の著作権を主張しようといった西洋的発想はいっさいなく、いかに座をクリエイティブ

で愉快なものにできるか、いかに座持ちをよくし、出席者全員が楽しめるようにするかに力点がある。この「共依存的」

な展開は、ある場合には、著作権を強調する西洋的な環境から生まれる創作物よりもよりクリエイティブなものを生む可

能性がある。濱野氏は言う。「私はここに日本社会の情報技術（が持つ）社会的な影響力の持たせ方の可能性を見ているの

です」。濱野氏は現在は自分自身で独自のアイドルグループをプロデュースされていると聞く。その後の展開を待ちたい

と思う。

宇野常寛氏「2020年を考えるための『いま･ここ』へのヒント」の考え方も、濱野氏の発想に近い。日本のアニメやマ

ンガ、アイドル等、いわゆる「夜の世界」における創造性は世界的に見ても大きな価値があり、この成果を「昼の世界」に

いかにして伝播するのかが日本の課題なのだという。宇野氏によれば、人間は100％能動的な存在でもなければ､100

％受動的な存在でもない「中動態的」存在である（「中動態」とは「する」でもなく「される」でもない中間的な状況のこと。

国分功一郎「中動態の世界」『精神看護』（医学書院）2014年1月から連載中を参照）。「映画に行く」は能動的だが、「テ
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レビを見る」のは主体性がなく受動的になるが、インターネットは人間の常に移り変わる能動性の程度に合わせたメディ

アを提供することに始めて成功した。宇野氏は言う。「例えば、映画に必要とされる能動性が100％でテレビに必要とさ

れる能動性が0％だとしましょう。その時おそらくインターネットはマイナス30にもできるし、プラス150％にもで

きる」。つまり、インターネットは人間の移り変わる能動性に合わせたメディアなのであり、そこから新たな創造の可能

性が生まれるのではないかというのである。

民主主義が理想的な政治体制だというのは，人間の100%の能動性（理性的個人）を前提にした議論であるが、実は人

間は常に能動的な存在ではない（むしろしばしば動物的かつ受動的な存在である）がために、民主主義は衆愚政治をうみ、

また、簡単にポピュリズムに陥ってしまう。人間を中動態的な存在だと認識してはじめてそれを前提とした新たな政治シ

ステムを構築する準備が整うわけであり、インターネットの登場によってテクノロジー的には中動態的な人間を前提に

した政治システムの構築が可能になったというわけである。どうすればインターネットを使った理想的な政治システム

が作れるのか。そもそも理想的な政治システムとはいかなるものなのか。それはまだ具体的な形では議論されていない。

しかし、民主主義が行き詰まりを見せている今日、インターネットがそれをどのように進化させうるのか。21世紀には

避けて通ることのできない大きな課題であることは間違いない。

古市憲寿氏「戦争博物館から戦争を考える」はインターネットや合理的個人といった問題に直接触れているわけではな

い。古市氏は、日本になぜ（世界中、ほとんどの国に存在する）戦争博物館がないかを考察するのだが、結局のところ、国

民がいくら熟議を尽くしてみたところで，第2次世界大戦についての日本人の歴史認識を一元的に集約することができ

ないからだという。たしかに、戦前の日本は前近代的な軍国主義国家であったとする｢自虐史観｣的な歴史認識と、西洋

列強からの圧力によってやむなく日米開戦に突入せざるを得なくなったとする｢愛国主義的｣歴史認識は、今や国論を2

分するほどに鋭く対立している。したがって、世界各国で建設されているような、統一された歴史認識のもとに創られる

戦争博物館は日本では作れないし、もしそうであれば、あえて建設する必要もないというのが古市氏の意見だ。つまると

ころ、戦争の総括をするためには、日本の国体（天皇制）、明治維新の評価、靖国問題、記紀史観、東京裁判の是非等、日本

という国の成り立ちにまで立ち入った議論が必要になる。

ハーバート･サイモンが早くから指摘しているように人間には限定的な合理性（Bounded Rationality）しかなく、よ

ほどの専門家でもない限り、普通の人間はそのような複雑な議論にはついて行けないのである。私が、古市氏の結論に感

心したのは、戦争の総括に関しては「話せば分かる」｢十分に話し合えば統一された見解に到達する｣といった状況にはな

く、したがって、そんな無駄なこと（熟議を尽くすこと）はやめて、より未来志向的な、より生産的なことを考えた方が良

いと結論づけているところである。彼は「別に『あの戦争』のことを大して知らない人であっても、世界平和を願うことは

できる」のだから、戦争の総括等という無駄なことに精力を費やすのではなく、どうすれば中国や韓国と将来にわたって

紛争を起こさないようにできるかを考えるようにした方が良いというのだ。卓見だと思う。

入山章栄氏（「世界の経営学者はいま何を考えているのか」）はアメリカで経営学Ph.Dを取り、アメリカの大学で数年

間教鞭をとって帰国して間もない新進気鋭の経営学者だ。アメリカのビジネススクールで今どのようなテーマが話題に

なっているのか、期待に十分応えてくれる講義だった。中でも面白かったのは、最近はやりの「ダイバーシティ」「情報共

有」といった言葉には注意した方が良いという話だ。

「ダイバーシティ」に関して言えば、女性の管理職は何％、外国人の管理職も何％かは入れないと経営がグローバルに

ならないというのが常識になっているが、そういった数値目標は、多くの場合、経営を悪化させるという。必要なのは性

別、年齢、国籍等のデモグラフィー型の「ダイバーシティ」ではなく、その人が持っているバックグラウンド、知見、能力
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等のタスク型の「ダイバーシティ」なのだ。

一見、民主的で誰も反対できない「ダイバーシティ･マネジメント」なのだが、よく見ると実に多くの問題を抱えている。

そもそも、多くの国では今や「多様化しすぎていることが問題」になっているのであって、仮にすべてのグローバル企業

が同じような多様性に満ちた取締役会をもったとすれば、それは実は何の個性化にもならない。さらに言えば、ベースに

なる価値観や常識が共有化されていないメンバーが取締役会で実のある議論をしようと思っても、そもそも深い意味の

あるコミュニケーションが期待できず、議論は上滑りしてしまう。

たとえば次のような例はどうだろう。さまざまな国から多様な取締役が選ばれているあるグローバル企業の取締役会

で、イギリス人の役員がある提案についてにこにこしながら発言した。「That’ s very Interesting!」。しかし、皮肉と

ユーモア好きのイギリス人の性格からするとそれはひょっとしたら「Very boring ！」（なんて退屈な提案なんだ！）と

いう意味が込められていたのかもしれない。他方、実直で知られる（ユーモアの分からない）オランダ人の取締役は「おお、

彼は賛成なんだ」と早とちりしてしまう可能性が高い。これでは意味のあるコミュニケーションは成立しない。

このように、ベースになる文化や価値観が違いすぎる、あまりに多様化された組織では｢実のある｣会話が成立しない

ということはしばしば起こる。単純に「グローバル企業の経営者層は多様化していた方が良い」｢ダイバーシティ ･マネ

ジメントをもっと推進しないと時代遅れになる｣という考え方は実は幻想に過ぎないのだ。

「情報共有」についても同じである。「情報は組織内で共有した方が良い」というのは組織論の常識であろう。しかし、

入山氏はここでもそんなことはないと主張する。「重要なのは、組織の全員が同じことを覚えているのではなくて、組織

の誰が何を知っているかだけを組織の全員がよく知っていること」であり、情報の共有で大事なのは、Whatではなく、

Who knows what（誰が何を知っているか）を全員が熟知していることである。確かに、人間の情報処理能力には限界が

あるから、専門的なことを全員が知識として共有するなんてことはあり得ない。むしろ問題が起きたときに誰が何を知っ

ているかをしっかり情報共有しておくことこそ問題解決には役立つというわけである。ここでも、個人の情報処理能力の

限界ということがポイントになる。

最後になったが、瀧澤弘和氏（「近代的個人の変遷と新しい社会構想」）の講義は、近代的個人の限界に関するさまざま

な分野における最新の研究成果を紹介したもので、情報量が極めて多く、大変参考になる。｢個人｣の行動が彼（または彼

女）を取り囲む人工物（インターネットや高速道路、制度やルール、道徳倫理等すべてを含む）によって大きく制約され、

個人の自由意思とされているものの多くが実はそのような｢人工物｣によって決定されているものだとすれば、重要なの

はどのような「人工物｣を設計すれば理想的な社会が創れるのかということになる。なかでも、どのような制度やルール

を作れば｢個人｣は「正しい行動」を取れるようになるのだろうか。そもそも、そのような試みは人間にとって可能なのか。

｢個人｣が｢他律的な存在｣だとしても、集合的には人類は｢自律的な存在｣（自分たちの意思で望ましい社会を創れると

いう意味で）になれるのだろうか。

もちろん、答えはまだない。瀧澤氏の議論はそういったことを検討するための貴重なきっかけを与えてくれる。ぜひと

も本文を熟読願いたいと思う。

｢巌流塾｣研究会講師および講演テーマ一覧（2014年4月～7月実施、敬称略）

１．瀧澤弘和（中央大学経済学部教授)

　　「近代的個人の変遷と新しい社会構想」
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２．入山章栄（早稲田大学ビジネススクール准教授）

　　「世界の経営学者はいま何を考えているのか」

３．古市憲寿（社会学者）

　　「戦争博物館から戦争を考える」

４．濱野智史（日本技芸リサーチャー／千葉商科大学商経学部非常勤講師)　

　　「日本のインターネット文化･社会の行方」

５．宇野常寛（評論家／批評誌（PLANETS））編集長）

　　「2020年を考えるための『いま･ここ』へのヒント」
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近代的個人観の変遷と新しい社会構想
中央大学経済学部  教授　瀧澤 弘和 氏

【中谷理事長】  今日は、中央大学の瀧澤先生に、お忙しい

ところ来ていただきました。

瀧澤さんと私はもう十何年のつき合いがありまし

て、そして今、私が土曜日にやっております不識塾の

師範としていろいろ貢献していただいております。今

日の話は、現実の資本主義世界がどうなっているかと

いうことよりも、どちらかというと哲学的な話になる

だろうと想像しています。１時間とにかく自由に話し

ていただいて、その後、何でもばんばん質問するとい

う形でいきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。一応私の方からご紹介だけ。

どうもありがとうございます。ご紹介にあずかりまし

た中央大学の瀧澤と申します。

こういう場で皆さんと議論できるということを本当に

楽しみにしておりました。

今ご紹介いただいたように、どうも私の話というのは

結構観念的に聞こえて、何か小難しいことを言っている

というふうに思われてしまいがちなので、まず最初に、

今日の話がどういう話になるのかということを見取り図

としてお話しして、そのうえで必要な部分をかいつまん

で説明していって、ひとつのストーリーになればいいか

なと考えております。

おそらく皆さん今までにも勉強したかと思うのです

が、「われわれは近代という時代にいる」ということは自

覚されていると思うのです。では、その近代というもの

がどうやって始まったかというと、これも通説ですけれ

ども、デカルトの哲学というのがありました。ちなみに、

実はホッブスの方がデカルトよりも先に生まれていたの

ですね。哲学的には、通常言われるのはデカルトの哲学

があり、それで個人というものが哲学の焦点になって、

社会に対する見方も、ホッブスやロックなんかが述べて

いく、というわけです。そして、その個人というものを前

提にしながら社会観をつくってきたわけです。そして、

民主主義とかいろいろな近代的な概念がその上に乗って

きて、これまで数百年にわたって近代的な物の見方とか

社会制度をつくってきたと言えると思うのです。

きょう私がお話しすることは、ある意味ではわれわれ

はデカルトとかホッブスとかロックと同じような状況に

いるのかもしれない、ということです。つまり、デカルト

とかホッブスとかロックが、社会の構造とか個人をどう

とらえるのかということについて、知的格闘をやったの

と同じような状況にいるのかもしれないということが本

日一番言いたいことになります。それを説明するために

は、デカルトとかロックが考えていた時代状況と、今現

在の時代状況が変わってきたということをお話しする必

要があります。すなわち、20世紀の哲学とか科学の進展

によって、われわれが個人とか社会を見る目というもの

が、どういうふうに変わってきたのかということで話を

補いたいと思っているわけです。

それは非常に単純に言ってしまいますと、進化の産物

として人間の心を見るということになろうかと思いま

す。そうすると、そういう人間像をもとにして、近代的な

Part1：講義

はじめに：本日の講義の見取り図



ゼロ年代の思考

8 季刊  政策・経営研究　2014  vol.4

社会とはちょっと違う社会を構想するという試みが徐々

に提示されつつあるということです。その試みは複数

あって、さらに考え方も違うので、今の時点でそれぞれ

の考え方というのはどう評価できるのか、そしてわれわ

れはそのうちどれを選んでいくのかということを考えな

ければいけないのではないかという問題意識で、きょう

のお話を組み立てていくことになります。

１番目の、近代的世界観の勃興というところについて

は、大ざっぱにしかお話ししませんけれども、先ほどお

話ししたように、このときにはガリレオ・ガリレイとか

ニュートンの物理学での大成功ということがあって、そ

れによって、それ以前のわれわれ人間が世界を見る見方

というものを壊していったわけです。すべてを目的論的

に見ていくという見方があったのを、全部壊してしまっ

たわけです。

さらに、デカルトが出てきて、本当にすべてを疑うと

いう「方法論的懐疑」ということを行い、「もしかしたら

神様さえ自分をだましているのではないか」みたいに、

疑って疑って疑い抜いたのです。それで、自己やコギト

（これは「私は考える」というラテン語ですけれども）を

発見したわけです。ローティによれば、そのように物的

な世界から完全に隔離された自己、そこに「心」という概

念を発見して、内的な空間を確保したことが「デカルトの

コギトの意義」ということになります。そして、デカルト

とその周辺の哲学者たちは、人間が世界を認識するのは

どうやってするのかというと、世界を心の中に「表象」と

して写すという概念を打ち立てたのです。

そういうふうにすることで、それ以前の世界とどうい

うふうに違ったかというと、主観と客観が完全に分離し

てしまうわけです。主観と客観は、われわれも日常的に

使う言葉ですけれども、そういう言葉自体が、そこで生

まれてきたのです。また、哲学の中心問題というものは、

人間がどうやって世界の真実を知り得るのかという認識

論が中心になってくるということになります。

人間に対する見方も、認識主体としての人間という観

点が中心になってきます。それで知識がふえていけば、

自然を人間が変更することができるという考え方に至り

ます。おそらくそれ以前であれば、根本的に人間という

ものは世界の中にあるとか、人間そのものの内に世界が

あるとか、そういう見方だったと思うのです。けれども、

人間と世界との見方も変わってきたのです。

次に、「個人と社会」についてです。

「人間は、自分自身を自分でもって定義するような主体

である」という観点から、自律的な個人という考え方が生

まれてきます。そして、それがアトムとなって、そのアト

ムである個人が集まって社会を形成していると見るよう

になってきました。注意しておきたいのは、ベクトルが、

個人から社会へと向いていることです。社会があって個

人があるというふうに見るのではなくて、さっきのデカ

ルトのコギトみたいに、完全に遮断した人間というのが

あるわけです。そこに「個」というのがあって、そこにつ

くられた主体が社会を形成していくということです。

それを非常にカリカチュアライズした言い方が、「人々

を、あたかもたった今地上に湧き出し、互いにいかなる

約束をすることなく、突然（キノコのように）完全に成熟

するかのように考える」というホッブスの記述になるわ

けです。

こういう近代的な世界観というものは、今日までかな

り続いていると思います。そういう根本的な見方はいろ

いろな社会制度に反映されていると考えていいわけで

す。個人の責任とか、もちろん個人の自由という概念も

そこにあるでしょう。そして、個人に自由があるのだっ

たら、そこに責任を帰属させるという概念が出てきます。

ということで、近代法の体系もその上に成り立っていく

ということだと思います。そして今もわれわれは、この

パラダイムの中に生きているということは間違いないと

ころだろうと思います。

それに対する反発はいっぱいありました。ここではそ

れは省略させていただきますけれども、われわれは基本

的なところでは、近代の枠組みの中で現在も生きている

近代的世界観の勃興
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ということだろうと思います。

ここが中心だと思いますので長く話したいと思います

が、20世紀という時代、これはどういう時代だったのか

ということに移りたいと思います。そしてこの時代をヒ

ントにして、近代の枠組みというものが、どういうふう

に揺らぐのか分からないけれども、もしかしたら根本の

ところで変わってきつつあるかもしれない、ということ

をお話ししていきたいと思います。

20世紀という時期は、おそらく人類の歴史の中でも異

常な世紀だったのではないかと思います。たとえば、20

世紀に書かれた科学論文の数と、それ以前に書かれた数

と比べるとどうなっているのかと考えると、20世紀とは

すごい時代だったのではないかと思うわけです。

それを特徴づけるために、私は20世紀を「前半」と「後

半」とに大胆に切り分けました。前半は論理学とか物理学

が甚大な影響を及ぼした時代で、後半は進化論が甚大な

影響を及ぼした時代、というふうに考えると、この時代

が分かるのではないかというような気がします。

ダーウィンの『種の起源』が発行されたのは1859年

でした。マルクスの『資本論』が刊行されたのが、1867

年から1894年にかけてですので、ほぼ同時代だったわ

けです。20世紀の後半になってようやく、初めて進化論

がどのような社会的な意味を持つのかということが明ら

かになってきたと言えると思います。

それから、統計学も20世紀の学問です。おそらく皆

さんも業務で統計的検定を使ったことはあると思います

が、これも甚大な影響をわれわれに及ぼしているはずで

す。もっとも、その意味について語れるほど僕は知らな

いので、きょうは外させていただきます。

こういうふうに20世紀を前半と後半に分けたときに、

実はヴィトゲンシュタインという哲学者がこの区分をう

まく反映している人だと思います。ヴィトゲンシュタイ

ンの著作を読んでみると、だいたい、前期ヴィトゲンシュ

タインと、後期ヴィトゲンシュタインに分けることがで

きます。中には「中期」を立てる人もいるのですけれども。

前期にヴィトゲンシュタインは、『論理哲学論考』とい

う本を書きました。この本は、それ以前の哲学からの大

ブレークとなりました。どうして大ブレークなのかとい

うと、こういうことです。『論理哲学論考』においては、

「私」が「世界」を認識するという関係で考えると、「私」と

いう存在は消えるのです。どうして消えるかというと、

言語をもって「世界」をとらえる「私」という構造に変わ

るわけです。だから、言語で把握されていないものは「世

界」ではないという、そういう考え方なのです。

そして、その言語に関しては、19世紀末から20世

紀に初めにかけてフレーゲという人が登場しました。フ

レーゲは、本当にすごい人だなと思いますけれども、「ア

リストテレス以来進歩もなければ後退もない。いわば完

成された学問」というふうにカントが言っている論理学

を、独力で全部革新するわけです。これが、われわれが

知っている今日の論理学です。命題論理とか述語論理と

いう記号論理学の世界になるわけです。これはあまりに

も強力なツールだったので、言語を通じて世界を論理的

に把握していくことを、ヴィトゲンシュタインは、『論理

哲学論考』で考えたわけです。

そして、それがオーストリアに飛び火して、そこで

「ウィーン学派」と言われる、論理実証主義を生んでいっ

たのです。ヴィトゲンシュタインの影響が、20世紀前半

にものすごく大きかったことが理解できます。

後期になりますと、ヴィトゲンシュタインは自分が前

期に書いた『論理哲学論考』は完全に誤りだったと明確に

書いています。そして日常的な言語使用の分析に入り込

んでいくのです。それと同時に、むしろプラグマティズ

ムにどんどん傾斜していきました。

こういうふうに考えてみると、後期のヴィトゲンシュ

タインは、プラグマティズムとか日常言語に推移してい

くわけでありますけれども、20世紀の初めにヴィトゲン

シュタインが言語を通じて世界を論理的に把握していく

という考え方を打ち出したことによって、哲学は大きく

舵をきったというふうに言っていいわけです。すなわち、

20世紀とヴィトゲンシュタイン
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二元論のような近代的な世界観に対して反対する哲学は

それまでもいっぱい生まれてきたのですが、ヴィトゲン

シュタインは直接二元論に対抗するというよりは、言語

を使用して世界を把握しようという方向に舵を切ったの

ですね。

それが、言語論的転回（linguistic turn）と呼ばれるも

のになります。この概念でもって、前期のヴィトゲンシュ

タインは、世界に起こっている事態と言語で表現してい

る事態がちゃんと対応しているならば、それによってわ

れわれは真理に関していろいろな命題を組み立てていく

ことができると考えたわけです。

それを「真理の対応説」と言うのです。この考え方でい

うと、世界に起こっていることと、ある文章とを見比べ

て、それは対応づけられると考えているわけです。それ

が前期のヴィトゲンシュタインの世界です。

ところが、後期のヴィトゲンシュタインになると、言

語の使用に関して、ひとつひとつの文と世界のひとつの

事態との対応関係では絶対に理解できないというふうに

なってくるわけです。われわれが実際に言語を使用して

いるということ、その活動を分析してみると、当然それ

らはその中でルールに従っているわけです。これを「言語

ゲーム」と後期のヴィトゲンシュタインは名づけるわけ

です。われわれはルールに従っています。それから、言語

で使われている概念同士は実はネットワークをなしてい

ます。たとえば、「これは赤い」と言う時に、「赤い」とい

う本当に根本的な概念ですら、さまざまなほかの概念を

前提にしないと意味をなさないわけです。そういうよう

な形で概念というものがあらわれてくるわけです。

そして、ヴィトゲンシュタインにとって「私」という主

体は、この『論理哲学論考』の体系の中では、唯一話題に

することができないものだというふうに考えられている

のです。「私」という言語の限界は、「私の世界」の限界を

意味しているのです。思考し表象する主体なるものは存

在しないのです。このように、ヴィトゲンシュタインは

言語を前面にバーッと押し出して哲学をし始めたという

ことがよく分かると思います。

だけど、「私」と「世界」というふうに考えていた哲学か

ら、「言語」と「世界」という関係に移って、さらに「言語」

を使う人間がいるわけですから、「私」あるいは「人間」、

そして「言語」という媒体があって「世界」がある、という

ふうに変わってくるわけです。言語を使う者としての私

は、必然的に社会性を帯びているというふうに見るわけ

です。

最近の認知科学も基本的にこういうラインに沿ってい

ると言ってもいいんですけれども、この「私」というもの

について、無意識の部分の占める割合が異様に高くなっ

てきたのです。ですから、無意識的あるいは意識的な「私」

と「人間」、そして「言語」があって、「世界」がある、とい

う構図に変わってきたのではないかと思います。

ここで、哲学が20世紀の前半から転換してきたこと

の具体例を説明しておいた方がいいかなと思います。前

期のヴィトゲンシュタイン、あるいは論理実証主義の考

え方を批判することから、いくつかのコアとなる考え方

が出てくるのです。

ひとつが、ホーリズム、全体論ということです。これに

ついては、クワインという人が書いた「経験主義の２つの

ドグマ」という論文が決定的に有名です。その第２のドグ

マというものは、さっきも言ったように経験的な言明と

いうのは、ひとつひとつ世界の感覚的な経験と対応して

検証できるという考え方なわけです。そして、それはあ

り得ない、ということをクワインは言いました。

彼の「描像」を分かりやすく言うと、クロスワード・パ

ズルのようなものということです。クロスワード・パズ

ルで何か解こうとするときに、ヒントがありますよね。

ヒントは、何か感覚的な経験だというふうに思ってくだ

さい。ヒントがあれば、クロスワード・パズルに入る言

葉がひとつに決まるかというと、そうではないわけです。

クロスワード・パズルに入る言葉は、ほかのところに入っ

ている言葉とお互いにかみ合っているわけです。そうい

う感覚です。ですから、クロスワード・パズルの解がヒ

20世紀における哲学の転換
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ントと１対１になっていないように経験的言明と感覚的

経済は１対１になっていないということです。

そしてクワインは、「外界」についてのわれわれの言明

は、個々独立にではなく、ひとつの団体として、感覚的経

験の裁きに直面する、ということを言っていますが、こ

のことは、今の哲学者はほとんどが受け入れていること

だと思います。

そして次に、アメリカの哲学者セラーズの話をします。

セラーズの「概念の全体論」とは、「より基本的な概念（た

とえば、赤の概念）をもつことでさえ、他の多くの概念を

もつことを前提としている」ということです。

それから、われわれが言語を交換するゲームについて、

セラーズは「理由の空間」と言うのです。詳細は省くとし

て、今の哲学者がどういうふうに考えているかというと、

こういうふうに考えているのです。たとえば、ローティ

は「知識は社会的実践―自分の主張を自分の同胞に対し

て正当化するという実践―から切り離すことができない

のである。知識はこの実践によって前提とされているわ

けではない。知識は、社会的実践とともに出現するので

ある」と書いています。そういうふうに見方がだいぶ変

わってきているのが分かると思います。

２つ目は「外在主義」です。さっきも言ったようにデ

カルト以来、哲学の中心は認識論だったのです。そし

て、「われわれが真なる知識を持つということはどうし

て可能なのか」という命題に集中してきたのですけれど

も、実は知識というものは、プラトン以来20世紀の半ば

まで、「正当化された真なる信念」だという定義でした。

justified true beliefというのですけど、これを「JTB」

というふうに表記すれば覚えやすいですね。しかし、そ

れが決定的に論理的に論破されるのです。1963年に、

それに当てはまらない矛盾した状況をゲティアという哲

学者が出してきたのです。

それでは、なんでわれわれが知識について間違ってき

たのかということを深く追究していくと、知識というも

のはわれわれ人間が頭の中に持っていて、自分ひとりの

中で正当化しているという「描像」に行き着くのです。こ

のことを「内在主義」と言い、正当化に関する内在主義と、

知識に関する内在主義があります。正当化に関する内在

主義について見ますと、認識主体が何かを信じるための

正当化を持つかどうかを決定する要因が、その認識主体

が反省のみによってアクセスすることができるもの、つ

まり内的にアクセスできるものによって正当化できると

いう考え方です。

簡単に言うと、これが論駁されていくのです。さっき

もローティの言葉にありましたが、知識とは社会的な実

践なのです。たとえば、私が何か知識を持っているとし

ます。ある場合には、この人がそういうふうに言ってい

るから、そうだろうと自分は信じているわけです。そう

いう形で社会の中に知識が存在していると考えるよう

に、根本的な知識に対する考え方の転換が起こるのです。

哲学者はもちろん、そういうことが本当に可能かどう

か、すごく細かく論証してお互い議論するわけですけれ

ども、世の中の風潮としては、そういう見方で見るよう

になるわけで、より広い意味での外在主義というものが

出てくるのです。そして、知識というものは図書館等に

分散して、社会の中に存在しているものなのだ、知識と

いうのは心の中にあるものではない、とすら考えるよう

になってくるわけです。

３つ目が社会性と規範の重視です。後期のヴィトゲン

シュタインが使った「言語ゲーム」の中身は何かという

と、言語の意味というものはその使用によって決まる、

ということです。言語の意味とは、その使用のことであ

る、とヴィトゲンシュタインが後期に言っているわけで

す。

われわれは言語を交わし、交換し続けているわけだけ

れども、言語ゲームにおいては規則に従っているわけで

す。そして、この「規則に従う」ということを突き詰めて

いくと、「ひとりだけで規則に従うということは絶対な

い」というところに行き着つくわけです。すなわち、「たっ

た一度だけ、たったひとりの人間がある規則に従ってい

社会性と規範の重視
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た、などということはあり得ない。たった一度だけ、たっ

たひとつの報告がなされ、ひとつの命令が与えられ、あ

るいは理解されていたなどということはあり得ない。―

ある規則に従い、ある報告をなし、ある命令を与え、チェ

スを一勝負するのは、慣習（慣用、制度）なのである」と

いうことになるわけです。

制度というものを、以前であれば個人から出発して説

明しようとしてきたわけです。だけど、ずっと突き詰め

て考えていくと、人間の営みというものはすべて制度に

浸透されているわけです。制度があるから、すべての人

間の営みがあるというふうに考え方が逆転しているとい

うことが分かると思います。こうやって言語に焦点をあ

てると、主体と世界という関係から、言語を通して世界

を理解するというふうに変わっていくのです。そして、

言語を使う自分というふうに見方を変えると、人間の認

識の社会性とか規範性みたいなものに行き着くことにな

ります。今までは個人から出発して社会を組み立ててい

くという見方をしていたのが、そういう説明順序が強く

批判されるようになったということが、20世紀の前半か

ら後半にかけての哲学の流れだと思います。

そして、20世紀の後半は、進化論の影響を強く受ける

ようになります。確かに進化論は19世紀後半に出てき

ているのですが、たとえば、デネットの文章では、「ダー

ウィン革命がやってきて地球上のあらゆる教養人の精神

―や心―の安全で平穏な場所を占領することになるが、

ダーウィンの死後100年以上を経た今日でも、私たち

はその肝を潰すような意味合いをまだ理解し切っていな

い」というふうに書かれています。

この流れを変えるのに大きな役割を果たしたのが、

ドーキンスの『利己的な遺伝子』という本です。この本に

ついては多くの人はご存じだと思うのですけれども、要

約して何を言っているかということを説明しておきま

す。

進化するということは、形式的には自分自身を複製し

ていくというプロセスに過ぎないわけです。進化のプロ

セスの中で複製している単位というのを考えてみると、

実は遺伝子が自分自身を複製していることになります。

それが進化のプロセスだというふうに考えられるわけで

す。そうするとわれわれひとりひとりの個体というのは

どういう役割を担っているかというと、その遺伝子が増

えるために遺伝子を載せている「乗り物」にすぎない、と

いうふうに見ることができるということです。そういう

ふうに進化論の意味を徹底して考えることで、一番小さ

い単位が複製子の単位となり、進化のプロセスにとって

は本質的であると考えるようになったのです。

一方で、集団を単位として淘汰が働くという考え方が

今日でも結構あるし、それを数理的に証明しようとする

人たちもいるのです。そういうことを「集団選択」とか「群

淘汰」というふうに言います。ただし、ドーキンスはそれ

に対して、今日でもものすごく批判的です。なぜそれが

だめかというと、たとえば素朴な説明の仕方は、こんな

感じになります。「群淘汰」の理論とは、単純に言うと、人

間というものはお互いに協力するような種であり、ほか

の種との関係において、人間のパフォーマンスが上がる、

したがって、人間は栄えてきたみたいに説明するわけで

す。

だけど、ドーキンスがそれに反論するのは、こういう

ことです。仮に人間がそういう協力的な種だとしたら、

周りが協力してくれるので、それを裏切るような突然変

異が発生するだろう。周りが協力してくれるのだったら、

ドーキンスの『利己的な遺伝子』
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その中で裏切るような遺伝子を持った人たちがどんどん

得をして、そっちがふえていくはずだ。だから、集団単位

でうまくいくという発想はあり得ないと批判するわけで

す。

もうひとつ重要なのは、ドーキンスが「ミーム」という

文化的な複製子が人間にはあるということを言ったこと

ですが、これについては後でお話しします。

こうした中で、「進化心理学」という学問が20世紀の

後半に立ち上がってきます。もともとの発想はダーウィ

ンにもあったのですけれども、人間の脳は進化の産物で

あるという観点から、人間の心の動きを解明するような

アプローチです。そういう形で研究していくと、人間の

心について結構いろいろなことが分かってくるわけで

す。たとえば、近親相姦を禁止するということは、どうい

う人間の脳の進化的な仕組みによって起こるのかという

ことが解明されて、「なるほどな」ということが分かって

くるわけです。それが「進化心理学」です。

さらに、これは比較的最近になって進化論の中に起

こってきた理論ですけれども、人間は文化的行動を継承

し、伝達するシステムを持っているので、単純な生物学

決定論では説明できない、という考え方があります。実

は文化と遺伝子も、お互いに関連しながら共進化してい

るという考え方が出てくるのです。

たとえば、酪農で生きているヨーロッパの一部の社会

だと、牛乳を飲んだときに、それを分解する分解酵素「ラ

クトース分解酵素」を大人になっても保持しているので

す。子供のときには人間は誰でも分解酵素を持っている

のですけれども、大人になると通常なくなってしまうの

ですね。こうした分解酵素を保持し続けるような遺伝子

と、それからミルク文化がお互いにかかわり合って成立

してきているということです。そういうような理論も出

てくるのです。

そして、心理学・認知心理学における人間観の変化で

す。これも全部はお話できませんので、特に重要なところ

を言いますと、無意識の比重が非常に大きくなってきた

ということがあります。たとえば、認知的不協和への対

処とかサブリミナル効果の存在というものは、無意識の

部分です。さらに戦後になると、分離脳の症例が蓄積さ

れてきます。分離脳というのは、重症のてんかんの患者

に対する治療方法として、左右の脳をつなげている脳梁

のところを切るという治療方法があったのですが、その

手術をほどこした患者がどういうふうに振る舞うのか、

という観察結果なのです。スペリーというノーベル賞を

取った研究者と、ガザニガという研究者が、それでいっぱ

い論文を書きます。そうすると右手でズボンを脱ごうと

し、左手で履こうとすることが起こるのです。そして、そ

の患者に「どうしてそんなことをやったのか」と訊くと、

めちゃめちゃなつくり話をするらしいのです。実は人間

というものは、意図があって行動しているわけではない、

ということが見え見えになってくるということです。

さらに、これも決定的なことなのですけれども、ベン

ジャミン・リベットという神経生理学者の『マインド・

タイム』という本があります。たとえば僕がこの本を取ろ

うとする時に、「自分が取ろうとしている」と意識するも

うすでに350ミリ秒前に、脳の中では運動を始めている

ということをリベットは計測できたということです。こ

の研究はずいぶん批判されましたけれども、今では完全

に受け入れられた研究になっていると思います。

さらに、さっきの外在主義のところで言おうとしたこ

となのですけれども、実は人間の心というものは、脳の

中にあるものではないのです。人間というものは当然進

化の中で脳を発達させていたわけだから、しかも生き延

びるためにそれをやってきたわけだから、人間というも

のは環境と一緒になって、組になって情報処理している

というアイデアは当然あってもいいわけです。それが「拡

張された心」というアイデアで、人間は「脳―身体―環境」

の相互作用の中で心の作用を遂行しているということで

す。この「拡張された心」という理論の革新的なところは、

「心」というのは「脳」の中にあると考えてはいけない、と

いう点です。「脳と身体と環境全部一体になったものが心

進化心理学
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だ」みたいに考えないと、理屈が合わないのです。そこま

で踏み込んでいったわけですね。

さらに言うと、人間というものは、人工物をつくって、

それを情報処理に利用するのがとりわけ得意な動物であ

るという認識に至ります。実は人間というのは、サルな

んかとそれほど知性が違うわけではない。だけれども、

外的なものを自分の外側につくりだして、それをうまく

使って情報処理することで、人間の高い知性は実現され

ているという見方です。

ひと昔前だと、どうやって人間に言語を使えるように

なるような脳の進化が起こったのか、ということを一生

懸命探すというようなアプローチで研究をしていたわけ

です。そういう研究者は今でもいると思うのですけれど

も、「拡張された心」という考え方は、むしろ逆の考え方

になるのですね。

「人間の脳は、他の動物や自律ロボットが持つ、断片的

で特定用途的で行為指向の器官とそれほど違わない。し

かし、我々は一つの決定的に重要な点において優れてい

る。我々は、これらの無秩序な資源から複雑で一貫した

行動を成型するために、我々の物理的・社会的世界を構

造化する名人である。我々は、より少ない知性で成功す

るように、知性を用いて我々の環境を構造化する」。この

環境のひとつが言語だというふうにすら考えるようにな

る。言語というものは、人間がつくり出して、その言語と

人間の脳というのは共進化するという形で人間の情報処

理を考えていく、ということです。

それからもうひとつ、これも知っておいた方がいいと

思いますので現在のことに関する話をすると、「心の二重

過程理論」という考え方があります。この概念も行動経済

学の本において、普通に見られるようになりました。人

間の心というものは、脳の特定の部位と関連づけるのは

研究上すごく難しいので、「心の二重過程理論」はそれを

整理して単純化した理論なのです。まず「心の二重過程理

論」では、人間の心というものは、システム１とシステム

２に分かれていると考えます。

システム１というのは、モジュール化されていて、た

とえば人の顔を認識するというような部分です。それを

やりながら同時に、われわれは人の音声を聞いて理解す

ることができます。このようにシステム１はモジュール

化していて、並列処理が行われるのです。そしてインプッ

トによって駆動されます。われわれは人の顔を見たとき

に、人の顔として見たくないと思ったとしても、それを

やめようとしてもやめられないわけです。インプットが

きたら、必ずそれでもって脳が駆動されてそういう処理

をしてしまうのです。この部分は個人差が少ないのです。

このように、おそらく進化的には古い部分だと考えら

れているシステム１という部分と、もうひとつ、システ

ム２という部分から人間の心は成り立っているのです。

システム２とは、言語的、論理的な処理を逐次的に行う

もので、処理速度がすごく遅いのです。それから人によっ

て個人差があり、うまい、へたという差が大きいのです。

ですから、このシステム２は、おそらく進化的には新し

い部分だというふうに整理して、人間の心を考えるよう

になってきました。

経済学の現状についてはだいぶ飛ばしますけれども、

経済学が変わってきたのは、大ざっぱに言うと「ゲーム

理論」を取り入れたことが大きいのではないかと思いま

す。私もゲーム理論が専門ではあるのですけれども、ゲー

ム理論では比較的簡単に実験ができるのです。このこと

によって、経済学で実験をするということが当たり前に

なってきました。実際の人間行動と理論の予測が全然違

うということも当たり前のようにわれわれは観察するよ

うになりました。

そうやって考えてみると、それまでの経済学は、合理

的な個人というものを想定して、それ以外の代替的な仮

説を考えてこなかったのですけれども、そこで現実に人

間がどう行動しているのかということを改めて対象にす

るような経済学が生まれてきたわけです。それが「行動経

済学」です。

さらに、20世紀の1990年代には、脳の中の活動

心の二重過程理論
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について、非侵襲的にFMRI（functional magnetic 

resonance imaging；磁気共鳴機能画像法）でもって

計測する技術ができるようになると、その技術を使って

「神経経済学」という学問が立ち上がってきました。僕は

一時的な現象かなと思ったのですが、どうもそうでもな

いようです。もう15年ぐらいになると思いますけれど

も、今日まで続いていて、衰えは見せていないのです。経

済学でも人間観がだいぶ変わってきたということが分か

ると思います。

もうひとつ、経済学での人間観の変化としてあげられ

るのが、「人間の超社会性」です。たとえば、「囚人のジレ

ンマ」という非常に有名なゲームがありますが、それにつ

いても実験結果を見てみると、理論通りにはならないの

ですね。理論で言うと、「必ず人々は裏切る」という結果

になるのだけど、実際には結構多くの人が協力したりす

るのです。これについては、相当いろいろな論文が書か

れています。だけど結局行き着いた先は、先ほど言った

ようなさまざまな人間科学のほかの分野の影響を強く受

けた回答だと思います。結局、人間というものは最終的

には制度をつくるような本能を持っているということだ

と思います。

人間というものは、進化の中で発達的な可塑性という

のを獲得するに至ったのです。要するに発達の中でどん

どん脳が変わっていけるような存在になったということ

です。そして、人間というものは模倣的な学習をします。

チンパンジーの学習とは違うのです。チンパンジーの学

習は「エミュレーション学習」というもので、たとえば、

道具でいいものが取れるということを実演して見せる

と、それを使うと何か餌が取れるんだな、ということを

学習して、自分なりにいい方法で取ろうとするのですね。

ところが人間は、そういうフィルターをかけないの

です。たとえば、実演をする人が、「ここに何かボタンが

あって、おでこでボタンを押すと餌がもらえる」というこ

とを示したら、人間の赤ちゃんはまったく同じことをや

るわけです。知性とかフィルターを一切かけないで、まっ

たく同じことをやるのです。それがここで言う「模倣的

学習」なのです。おそらくそういうふうにやることによっ

て、文化の蓄積が可能になったと考えられるわけです。

行動をコピーする際のフィデリティー（忠実度）が高い

わけです。全然フィルターをかけないでも、みんなが同

じことをやるわけだから、同じことが社会の中に蓄積さ

れていくということが起こるのです。

また、子供が学習していく中で文化依存的に発達して

いくことになります。言語だって、単にほかの人たちが

使っているのを模倣する形で生まれてきたものです。合

理的ではなくて不合理かもしれないけれども、かりに不

合理なものであっても、無条件に模倣することで言語と

いうものはおそらく生まれてきたのです。そして、規則

に従うということも、おそらくその中に含まれているわ

けです。現在のゲーム理論、あるいは進化心理学とか発

達心理学の合わさった行き着く先に、そういう制度をつ

くり出す本能を持った人間像が生まれてきているのでは

ないかと思うわけです。

さっきも申し上げましたけれども、かつては個人を積

み上げて社会の仕組みをつくっていくという考え方だっ

たのだけれど、その個人に対する見方がこういうふうに

変わってきたわけで、それにともない社会をどういうふ

うに仕組んでいくのかということを考えるいくつかの提

案が、断片的ではあるんだけれども、ようやく出される

ようになってきました。

ひとつ目が、スタノヴィッチです。スタノヴィッチは

『ロボットの叛逆（Robot’s Rebellion）』という本を書い

ています。私は日本語訳が出る前に読みましたが、これ

は当時ではここ数年で読んだ中で僕が一番大きい影響を

受けた本です。『人の心は遺伝子の論理で決まるのか』と

いうタイトルで日本語に翻訳もされています。

先ほど「二重過程理論」について、システム１とシステ

ム２から成り立っているということをお話ししました。

システム１というものは進化的に古いのですね。さっき

のドーキンスの議論に戻って思い出してほしいのです

ロボットの叛逆
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が、人間の脳のシステム１の部分は、遺伝子の利益に奉

仕する傾向が結構あるのです。そして、人間の心の中の

システム２の論理的な部分というものは、人間の個体の

利益に奉仕するような傾向があるということが言えるだ

ろうというのがスタノヴィッチの考えです。

遺伝子の利益と個体の利益というものは、しばしば反

しますよね。たとえば、われわれは避妊をするわけです。

しかし、遺伝子の中では避妊なんて概念はないのです。

子孫をいっぱいつくればいいのですから。だけどわれわ

れは、自分の個体の利益を考えるから、避妊するのです。

そういうふうに遺伝子の利益と個体の利益が乖離すると

いうことを、おそらく認識した動物というのは、人間が

初めてなわけです。

さらに、遺伝子の利益に従って、われわれはシステム

１も持っているので、たとえば実験等で非常に不合理な

行動を選択してしまうことがよく観察されるわけです。

おそらくそれはシステム１が勝手に先走っているわけで

す。そして、実は不合理な結果を選んだ被験者に対して、

「後からよく考えてください」と言うと、「やっぱり違って

いた」というふうに自分の行動を正そうとするわけです。

人間が不合理な選択をする場合のシステム１とシステム

２の関係はそんなふうになっています。

そうすると人間の心というものは、よくよく考えて

みると、非常に古い時代に進化的に適用してきた心の部

分を引きずっているということになります。だけどわれ

われの現在住んでいる社会は、古い時代とは全然違って

いて、合理的な情報処理もしなければいけないという中

にいるわけです。こういうふうに考えたときに、スタノ

ヴィッチはどのように結論づけたかというと、「我々の心

を合理的なほうに改革すべきだ」「個体の利益のために立

ち上がるべきだ」と言ったのです。これが「ロボットの叛

逆」ということの意味です。要するに、遺伝子に支配され

ている人間の部分ではなくて、自分の個体の利益のため

に合理的な行動ができるように、われわれの認知を改革

していくべき、と考えたわけです。

それからもうひとつ、先ほどドーキンスに関連して

「ミーム」という存在があると言いました。「ミーム」とは、

文化的な情報の単位で、これも遺伝子と同じく複製子で

す。このミームにとっても、われわれは宿主として乗り

物としての役割を果たしています。たとえば、「宗教的信

念」というものもミームです。「ミーム」はそれ自身のロ

ジックで広がっていくのです。われわれの頭を媒体とし

て広がっていく、というふうに見ることができるわけで

す。

そして、信念（ミーム）というものは、それが真実であ

るとか、その信念を抱いている人間の役に立つかどうか

にかかわらず、伝播していくことになります。たとえば、

「殉教」というのもそうでしょう。「殉教」は、明らかに個

体にとってマイナスなわけですけれども、ミームとして

広がっていくのです。このことに対しても、スタノヴィッ

チは「叛乱すべきだ」というふうに言うわけです。これ

ら遺伝子とミームという２つの複製子に対して、個体の

利益を重視した叛乱を行っていくべきだとスタノヴィッ

チは主張しているのです。スタノヴィッチは、私たちが

複製子の狭量な利益を超えて、独自の自律した目的を明

確にするために必要な、進化理論上の洞察と認識改革を

ひっくるめて「ロボットの叛逆」と呼ぶことにしたい、と

いうふうに呼びかけています。

それから、20世紀の人間観の変化のなかで、人間は結

構動物的なのだということが分かってきた、すなわち、

人間の自然主義的な理解はずいぶん広がってきたので、

「それを許容していこう」または「それで楽に生きていけ

るように、むしろ社会の方を変えちゃおうよ」という考え

方が登場します。ある意味では、上のスタノヴィッチと

は逆の考えになります。

情報社会学の研究者で鈴木健さんという人が、『なめら

かな社会とその敵』という本の中で、非常にアウトスポー

クンに書いているわけです。そのモチベーションは自然

主義的ということができると思います。ヒュームのよう

な例外もいたけれども、啓蒙主義の社会思想の多くは、

伝播委任投票システムと分人民主主義
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「人間は細胞から構成された動物であり、生態系の一部と

して進化的な位置づけを持った生命の一つであるという

事実」を完全に無視するか、少なくとも誤った認識を持っ

ていた、とのことです。私たちは、まず生命を語り、その

延長線上の存在として人間と社会制度について語らなけ

ればならない、と鈴木さんは書いています。

また、「自由意志があるから責任をとるのではない。責

任を追及することによって自由意志という幻想をお互い

に強化しているのである」とも書いています。科学的に

は、もう自由意志が事実の上であり得ないということは

分かっているわけです。現代社会は、大きな政治的レベ

ルからミクロで個人的なレベルのものまで、責任追及す

ることによって自由意志という幻想を産み出してきた。

だが、このトレンドは大きな曲がり角に差しかかってい

る。人間を合理的で機械的な存在として他の動物と異な

るものとしてみなすのではなく、感情的で身体的な動物

の延長線としてやや特殊な能力を進化的に獲得しただけ

の存在に過ぎないと次第に考えるようになってきた。そ

のような人間観、社会観に基づいて、全体主義にも個人

主義にも自由主義にも陥らない、新しい思想を切り開い

ていきたい、ということが彼の宣言となっているわけで

す。

ただ、実際の具体的な提案になると非常に難しいこと

が書いてあります。たとえば、鈴木さんは「PICSY」とい

う新しい貨幣の提案をしています。これは、「伝播投資貨

幣」と呼ばれるものです。この「PICSY」がどういうふう

に現行の貨幣と違うのかというと、こういうことです。

つまり、私が払ったお金、各人の使用する貨幣単位の価

値が、「PICSY」の場合、その人が社会にどのくらい貢献

したかということで変動するのです。その貢献度それ自

体をコンピュータで計算できるような仕組みを提唱して

いるのです。誰が誰にどれだけお金を払ったのかという

ことについて、巨大な行列が書けるわけです。その行列

の固有ヴェクトルを計算することで、その人の社会の中

におけるウェイトが計算できる、という貨幣を鈴木さん

は提案しています。

あるいは、むしろ「伝播委任投票システムと分人民主

主義」というアイデアの方が分かりやすいかもしれない

ですね。われわれは、１人１票だと考えているけれども、

たとえば僕が１票持っているとして、そのうちの0.3票

は中谷先生に委任します、とするわけです。もちろん直

接誰かに投票するというかたちがあってもいいのですけ

れど。この「委任投票」も、さっきと同じように行列にな

るわけです。その固有ヴェクトルを計算すれば、多くの

人から委任された人のウェイトは当然大きくなるわけで

す。そういうようなシステムをやりましょう、と鈴木さ

んは提案しているわけです。

近代社会では、われわれは完全に自律的な主体として

行動することが求められているのですが、社会が複雑化

するとその負荷は大きくなってきます。ひとりの人間に

対して、「あなたは自律的で合理的な人間なのだから、意

思決定して自民党に入れるか、民主党に入れるか判断し

なさい」ということを強要するシステムが今の民主主義

です。そうではなくて、それをなめらかに「0.3は民主党、

0.7は自民党」みたいにしていった方が、われわれにとっ

ては居心地がいいだろうという考え方が「伝播委任投票

システム」と「分人民主主義」です。

それに対して、「啓蒙主義2.0」という言葉を掲げて、

むしろこういう自然主義的な生き方に対して反対する社

会構想を考える人も出てきました。たとえば、ジョセフ・

啓蒙主義2.0
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ヒースという哲学者です。彼は20世紀後半に明らかに

されてきた自然科学的な人間に対する知見を否定するわ

けではないのです。むしろ積極的に受容しています。だ

けれども、あまりそういう自然主義を野放しにしてしま

うと、駄目だと言っています。一方で、ハイトという有名

な道徳心理学者がいて、彼は「人間なんてどうせ道徳と

いったって直観で決めているに過ぎない」みたいなこと

を論文で書きまくっていて、「直観を大事にしなければい

けない」ということを言ったりしています。

そういう風潮・状況に対して、「人間は合理的に物を考

えることができる存在であって、そこを捨ててはいけな

い」というのがヒースの根本的な発想だと思います。も

し、「啓蒙主義1.0」というものが仮にあるとすると、きょ

う一番最初にお話ししたように、それは「個々人が合理的

で自律的な存在である」というところから始まっている

わけです。それはかなりフィクションである、実はそん

なことはないのだということが、20世紀後半の科学で明

らかになってきました。だから、われわれはもはや「啓蒙

主義1.0」に単純に復帰することはできないわけです。

ヒースは、「個々人は確かに合理的な存在ではないか

もしれないけれども、社会集団的には合理的な意思決定

をするような仕組みをつくっていけるはずだし、そうい

うふうにしていこうよ」と言っており、それが「啓蒙主義

2.0」なわけです。

では、それをどうやってつくっていくのかというと、

たとえば先ほどの「拡張した心」というアイデアに頼る

ことになるわけです。実は人間が合理的であり得るのは、

ひとりひとりが合理的であるからではなくて、たとえば、

文字であったり、皆さんとこういう対話する機会があっ

てそうした議論の中である程度一貫した合理的な考え方

をつくっていったりしているわけです。人間は環境の中

で、環境に助けられながら、合理性を確保しているとい

うふうに言えるわけです。だとすれば、人間の合理性を

引き出すような仕組みを意識的に導入していこうという

ことが、ヒースの「啓蒙主義2.0」という考え方なわけで

す。

最後になりますけれども、ヒースは「スロー・ポリティ

クス」の提案をマニフェストとして掲げています。ファス

ト・ライフとか、ファスト・ポリティクスは愚行である、

というふうに彼は考えているわけです。「情動の政治」み

たいなものですね。それに対して、理性の擁護をしなけ

ればいけないというのが、ヒースの主張です。そして、わ

れわれの理性の擁護は３つの柱に依拠しなければならな

い、としています。

第一に、それを可能にする条件をよりよく理解しなけ

ればいけない。これは認知科学であり、どういうときに

ちゃんと合理的になれるのかということを知ることが重

要だということです。第二に、われわれはこれらの諸条

件を改善する方法について熟慮しなければならない。そ

して最後に、われわれはこれらの改善をもたらすことを

目指す集団的行為に従事しなければならない、というこ

とです。

ということで、情動というか、感情に任せるというか、

動物的な側面に走ってしまう今の風潮に対して、あるい

は、ほっておけばそういう人間観が蔓延して、不合理な

ままに生きていくことが容易になる社会に流れていくか

もしれないということに、対抗するべきだという議論を

ヒースはしているのだと思います。

先ほど紹介した、「なめらかな社会とその敵」という本

を書いた鈴木健さんは、ITのベンチャーをみずからやっ

ている人でもあります。そして、こういうことを構想する

にあたっては、ICTがかなり彼の中で影響しているわけ
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です。ご存じのようにツイッターとかフェイスブックが

はやっているわけですが、どういうものがはやるかとい

うと、人間の感情に訴えるものの方がはやるわけでしょ

う。ツイッターだったら、断片的な自分を表現できるわ

けです。本当に短いテキストで、そのとき思ったことを

断片的にパッと書いちゃうことができるわけです。合理

的な自分というものを保持して発言するとなると、異様

に長いこと書かなければいけないわけだけれども、そん

なことやっていられないような時代で、断片的な自分を

駄々漏れで出していくようなシステムになっているわけ

です。

仮に僕がヒースの立場に立って言うとすると、「だけ

ど、ツイッターとかフェイスブックという仕組み、そし

てICTの仕組みも人工物だ」ということになります。

「人工物との関係で自分の行動を変えていく」というこ

とが今の人間観だとすれば、ひとつは人間の「分人」が楽

になるような人工物のつくり方もあるかもしれないわけ

です。けれど、逆に人間の自律性を高め、意識していく

ような人工物の設計の仕方だってあり得るのではないで

しょうか。それが僕が鈴木健さんに対して反論している

ことで、おそらくヒースもそういうことを考えているの

ではないかと思います。

一方で、僕と鈴木さんの共通の友人で、ゲーミフィケー

ションを研究している友達がいるのですけど、彼の話に

よると、人間はゲームに結構はまるのだけれども、ゲー

ムを使った英語教材で成功した例はなかなかない、との

ことです。それはどうしてかを考えてみるのも非常にお

もしろいのではないでしょうか。

もしかしたら、そのときの自分の気分に合わせて行動

していくことを許容するような人工物の方が、ずっと設

計しやすいということなのかもしれないですね。だけれ

ども、合理的な一貫性を持った自分というものをむしろ

補強していくというか、そうした行動を実現しやすくす

るような社会の仕組みとか、ICTのあり方を設計する可

能性もあるのではないかと考えているところです。以上

です。（拍手）
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【太下】  瀧澤先生、どうもありがとうございました。

事前にレジュメに目を通された方は、とてつもない

難しい話が飛んでくるのではないかと思って慄いて

いたと思うのですけど、お話を聞くと何となく理解で

きたような気がしますよね。ところで、その理解でき

たような気がするあなたは、１時間前のあなたとつな

がっているあなたでしょうかみたいな禅問答は置いて

おくとして、今最後にご紹介いただいたヒースについ

ては、瀧澤先生は謙虚なのであえてお話しされません

でしたけど、瀧澤先生自身の訳で本が出版されていま

す。時間があったら読んでみてください。

というわけで、ヒースも言っている理性の擁護のた

めの３つの柱、理解し、熟慮し、そして集団的行為、そ

れを実践しているのが、この「巌流塾」ではないかと思

いますので、巌流塾を代表して瀧澤先生にディスカッ

ションをお願いしたいと思います。最初に西尾さん、

お願いします。

【西尾】  ありがとうございました。西尾と申します。

身近な問題に引き寄せて理解したいなと思うのです

けれども、私は自治体に勤務していたことがありまし

て、４年ほど自治体の部長職をやっていて、自治体で

の意思決定の現場にいたわけです。そのときに、最後

のポリティクスの話になりますが、なかなか合理的な

政治的意思決定ができない現実を肌で強く感じていま

す。具体的には不利益の配分問題を取り上げたいんで

すが、公共施設の老朽化問題というものに取り組みま

した。公共施設は、高度経済成長期に大量につくられ

たものが一気に老朽化するので、今後はその維持更新

の費用を見積もると、とてもやりくりできない。デフォ

ルトしてしまうということが非常に明らかなのに、今

から施設を減らしていこうとか、そういう意思決定が

なかなかできないという状況を経験しています。

つまり総論として、全体として減らしていかなけれ

ばいけないことはみんな理解してくれるのですが、自

分の身近な施設を具体的に減らすということになる

と、各論では反対している。総論賛成、各論反対という

状況が出てきています。こういったときに、どうした

らうまく合理的な意思決定に導いていけるのかなとい

うことを考えています。

それに関連してもうひとつ申し上げたいのが、市民

アンケートを取ってみますと、８割から９割ぐらいの

人は賛成してくれるんです。公共施設は問題があるか

ら、減らしていくことに賛成であると言ってくれるの

ですが、みんなが集まって議論する場になると、少数

の反対意見が非常に強くなって、多くの人の良識的な

意見が全部隠れてしまって、最終的にそれが議会に持

ち込まれると反対意見で、できないということになっ

てしまう。

最後の方の話で、実は逆になるのかと思うのですけ

れども、人々の中には非常に良識的なものがあって、

それをうまく集めて意思決定に反映できれば、非常に

合理的な集団的な合理性が確保できるのではないかと

思うわけです。そういう可能性を追求したいと考えて

いるんですが、それについてコメントいただけるとあ

りがたいと思います。

【瀧澤講師】  今のお話を伺っていて、NHKの「クローズ

アップ現代」で、自治体で意見が非常に対立している状

況の中で、どうやって解決するのかという番組を放映

していたことを思い出しました。

Part2：質疑応答

西尾氏
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【西尾】  先生、その番組に私も出ていました。

【瀧澤講師】  ああ、そうですか。

要するに最初に共感をつくっていくこと、それが

あって初めて合意に到達できる、ということですよね。

それを実践されているということはすばらしいと思う

のです。でも、それが本当の知恵だと思うのです。20

世紀後半の人間科学をよく理解したうえで、感情的な

人間をどうやって合理的な意思決定に導いていくの

か、ということに関しては、非常に賢いやり方だな、と

僕は見て感心していたのです。

【西尾】  そのことに関連してもうひとつお聞きしたいの

ですけれども、私が取り組んだのは、ワークショップ

等を非常に丁寧に時間をかけてやることによって合意

をうまく形成していくことは非常に手応えもあって感

じられたんですが、ただ、それはものすごく時間とコ

ストがかかる。しかも、そこに関係できる人も非常に

限られてきますので、大きなマスでの合意形成という

のは、とてもこのやり方では間に合わないな、手遅れ

になるなというふうに感じました。このスロー・ポリ

ティクスというスローというところがすごく大きな

ネックになって、それを考えると実現できないのでは

ないかということさえ思ってしまうんです。その点に

ついてはいかがでしょうか。

【瀧澤講師】  それは西尾さんが、すばらしいメカニズムを

考えていただけるのではないかと思います（笑）。たし

かに、小規模の場合と大規模の場合は全然違うでしょ

うし、単に共感とか感情だけでは済まないと思います。

その問題の切り分けとしてはいくつかありますよね。

それこそ法律も含めて、仕組みをどうしていくのかと

いう問題もあるでしょうし、感情とか共感の問題もあ

るでしょう。それらの問題がいくつか組み合わさって

いるわけですから、やはり感情や共感の問題だけでは

解決できないのではないかと思います。

【西尾】  ありがとうございました。

【太下】  それでは次に、上野さんお願いします。

【上野】  今のことに少し関係するのですが、意思決定の方

法といいますか、政治のあり方として、巌流塾では昨

年度、東先生をお招きしまして、今の時代はICTを活

用することによって、ルソーが『社会契約論』で提唱し

たような「一般意志」を容易に可視化することができ

る。また「一般意志」は、単なる個人の意志の合計では

なく、「人々の間でコミュニケーションがない」とした

ら、「プラスとマイナスがぶつかり合って、相互相殺さ

れることで出てくる」ため、「間違うことがない」とい

う話を伺いました。言い換えれば「ノーコミュニケー

ション」、「熟議なしの政治」というところなのですけ

れども、先ほど最初の概要のところで、ICTの進展も大

きな影響を与えるということをおっしゃっていました

が、今西尾さんが言ったような意思決定の難しさのと

ころに、ICTの発展はどのような影響を及ぼすと考え

られますでしょうか。

【瀧澤講師】  もしかしたら僕が完全に理解していないの

かもしれませんが、東浩紀さんの『一般意志2.0』とか、

先ほどの鈴木健さんの「なめらかな社会」というような

話をいろいろなところで聞いて、同じような感想を抱

いているのです。そのイメージとしては、たとえば、ニ

コニコ動画の画面に変な表現や主張がいっぱい出てく

るけれども、そういうものが可視化される時代になっ

たので、それを見ながら政治家が政策を決定すること

になる、という話ではなかったですかね。

【太下】  東さんも、ICTという仕組み自体で何かすごいこ

とができるということではない、と考えているようで

瀧澤講師
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す。

【瀧澤講師】  たとえば、この三菱UFJリサーチ＆コンサ

ルティングのすごくまじめな会社員が、実はネットで

はヘイトスピーチのような発言をしているとか、そう

いうまさに「分人」というか、ICTというものは、多か

れ少なかれ違った人格で違った局面にわれわれが存在

することを許容する仕組みでしょう。でも、それをつ

くって何が楽しいのだろうか、と僕は思うのですよね。

西尾さんの話ではないですが、ICTを応用して新し

い建設的な仕組みをつくることは、まだ誰もうまくつ

くれていないわけですからとても難しいわけです。難

しいのですけれども、ある程度自己責任があるような

世界をつくれないだろうかと考えています。少なくと

も実際の現実社会の中で、自律的で責任を持った個人

を補強して、社会の解体に歯止めをかけるぐらいの仕

組みが何かできないのかなと思っています。

鈴木健さんから聞いた話なのですが、掲示板等でい

じめがはやったときに、逆に励ますとポイントがつく

ようなサイトとか、誰かを励まして元気にしたという

ことが評価されるようなウェブサイトが実際にあるの

だそうです。そのサイトを僕も見たことがあるのです。

たとえば、就職活動をやっているだけれど次々落とさ

れていく学生たちに「そのサイトで励ましてもらえ」と

いうことを、僕も言ったことがあります。これはちょっ

といいアイデアではないかと思います。

【上野】  続いて、実はわれわれ事前に、先生が2008年に

当社の機関誌に寄稿してくださった「グローバル・キャ

ピタリズムと日本企業」も読ませていただいておりま

して、それに関連して、もう前の話なのでお考えが当

時と変わっていることもあるかもしれないのですが、

ご質問させていただければと思います。

2008年の当社の機関誌において、先生が、「市場取

引はこれまで考えられてきた以上に‶社会規範"に規定

されている可能性が大きい。社会規範によってコント

ロールできる余地が存在している」、「環境問題という

世界全体が共有する問題意識に基づいて、グローバル

な社会規範が生み出されつつあるように思われる。今

後のグローバル経済の行く末には、単なる資本の論理

ではなく、こうした社会的価値観が大きな影響を与え

るようになるだろう」と書かれているんですけれども、

現在の市場は、当時に比べて、社会規範によってコン

トロールできているとお考えになりますでしょうか。

われわれとしては、CSRからCSV等も言われてい

るものの、まだ環境問題対応等は仕方なくやっている

会社が多いのかなと認識していますし、発展途上国等

ではまだまだ環境意識も低い気がします。また、リー

マンショックで一時期下火になっていた投資銀行も米

国で再び活発化して、不動産投資バブルが起こってい

るとも言われています。現時点ではまだまだ市場は、

社会規範によってコントロールできていないように思

えます。市場は社会規範によってコントロールできる

ということを言われていて、もし今できていないとす

れば、いつそういうふうに、どのようにして、どういう

主体がどういうことを行うことによってそれは実現す

るとお考えになりますでしょうか。

もう一点は、同じ論文の中で、日本企業の役割につ

いても先生はおっしゃっていて、「日本企業は、グロー

バル化する経済と日本の経済システムのインターフェ

イスを形成するとともに、日本的価値観に基づく独自

の貢献を世界経済に対して積極的に発信していくべ

き」と書かれています。

実は、巌流塾ではこのことを、これまでに何度も、日

上野氏
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本は、瀧澤先生が書かれているこうした役割を果たす

べきだという議論を行ってきていまして、今年で５年

目なんですけれども、たとえば、株主利益よりも従業

員を家族のように大切にすることや労使協調、完成品

メーカーと部品メーカーとの長期にわたる取引関係を

ベースとした共同技術開発等、日本企業の持つ優れた

ものを大事にしていくべきだという議論をしてきてい

ます。

ただ、日本的価値に基づく雇用関係や取引関係を日

本において実践することはできたとしても、その価値

観をどのような方法で世界に発信できるのか、普遍的

なものにできるのかについては答えが見つからないま

まできている状況にあります。

こちらの機関誌にご執筆いただいて以降、日本企業

は、日本的価値観に基づく独自の貢献を世界経済に対

して積極的に発信してきたと思われますでしょうか、

というのが２番目の質問で、もし、そう思われる場合

は、具体的な企業事例等を教えていただければありが

たいです。

【瀧澤講師】  １点目についてなのですが、市場取引と社会

規範との関係というものは、一部分かっていることも

あるけれども、非常に複雑だと思います。一部分かっ

てきていることは何かということについては、たとえ

ば、これも私が訳した本なのですけれども、ジョン・

マクミランという人の『市場を創る』という本があり

ます。その本の中で書いてあることなのですけれども、

実は市場がうまく機能するためにも、社会が安定して

いて、人々を信頼できるような社会じゃないと、市場

はうまくいかないんだよ、ということです。

しばしば市場原理主義はいけないということを主張

したいがために、「市場原理主義みたいな考え方に陥っ

ていくと、人々が利己的になって、社会の道徳的な基

盤を覆してしまう」という考え方を表明する人がいま

す。たとえば、藤原正彦さんの『国家の品格』にはそう

いうことが書いてあります。

ところが、人間の公平性に関する実験をしてみると、

結構おもしろい結果となります。「最後通牒ゲーム」と

いう有名なゲームがありまして、そのゲームでは、一

方のプレイヤーに「もしも10ドルあったら、相手プレ

イヤーとどういうふうに分けるのか」ということを提

案させます。たとえば、「五分五分」とか、「自分が８で

相手は２」とかですね。それを聞いた相手が、提案をア

クセプトする場合にはそのままお互いにお金をもらう

ことができるのだけれども、相手プレイヤーが「だめ」

と言った場合には両方がゼロしかもらえない、という

ゲームです。

実は合理的なゲーム理論では、プロポーザー、すな

わち「最初に提案する人が全部取っていく」というこ

とが均衡解になるのです。なぜならば、提案を聞いた

人は、合理的に考えるとゼロになるよりは少しでもも

らった方が得なので、だから自分にとってはかなり不

利な分け前でも、受け取った方がいい、という結果と

なるのです。それを見越すと、最初の提案者は、ほとん

ど自分が取るような提案をする。それが合理的な解な

のです。

ところが、1991年ぐらいに、私の師匠のひとりで

もある東大の奥野先生が、アルビン・ロスらと一緒に、

実際に実験してみた有名な論文があるのです。その実

験によると、だいたい「五分五分」に分けるという結果

になるのです。これは、合理的ではない判断が一番典

型的だという例だと思うのです。

しかも、実はアメリカとユーゴスラビアとイスラエ

ルと日本の4ヵ国で比較実験をやっているのですが、

そのうち２つの国は６：４で分けるという傾向があっ

たそうで、残りの２つの国は50：50で分ける傾向が

あったそうです。僕は、この話を学生によくするので

すが、「どっちがどっちだと思う？」と尋ねると、たい

ていは「アメリカの方が貪欲だから、６：４だろう」と

答え、そして、「日本人はフェアだから50：50だろう」

と答えるのです。でも正解は逆なのですよ。そういう

おもしろい実験結果もあるのです。このように、実験

でそれぞれの社会におけるシェアリングの文化、分割
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の仕方に関する違いというものが分かるのです。

そして、この４ヵ国の比較実験の論文がもとになっ

て2000年を過ぎてから、マッカーサー財団が巨額の

資金を提供し、多くの文化人類学者と経済学者を集め、

４大陸・12ヵ国、15の小社会で同じ実験を行ったの

です。その結果分かったことは何かというと、分割の仕

方のバリエーションは思ったよりも大きかったという

ことです。具体的には、ほとんどのソサエティで50：

50になるのではないかと思っていたら、そうでもない

という結果となったのです。そして計量分析ができる

ぐらいの多くのデータが取れたので、それぞれの社会

でどのくらいの市場取引が行われているのか、どのく

らい大規模な集団で生産活動をやっているのか、等の

データと突き合わせて、そのこととフェアな分割との

関係があるかどうかを調べてみたのです。

そうしたら、もともと市場取引にさらされている社

会の方が、50：50に分けるという傾向が明確に出て

きたということです。小社会の場合、市場社会にそん

なにさらされていないので、分割の比率は50：50に

ならないのですね。これはひとつの実験の例ですけれ

ども、市場取引と社会規範の関係はかなり複雑なもの

があると思います。

もうひとつ、実験の結果で分かっている知見を申し

あげます。たとえば、被験者になんらかの作業をやっ

てもらうときに、あたかも市場取引のように、「お金を

あげるから、あなたの仕事としてやってください」とい

うふうにして作業をやってもらうケースと、「困ってい

る人がいるから、かわりにやってください」というふう

に依頼されるのと、どっちの方が仕事がはかどるかと

いう実験です。実験の結果、「困っている人がいるから」

という方が仕事がはかどったそうです。どうやら人間

というものは、経済取引をやるときと、社会規範みた

いな関係の中で行動するときで、脳の中でモードを切

り替えているようなのですね。そういったことも実験

の結果、分かってきているのです。

ここでちょっと複雑なことを言って申しわけないの

ですけれども、21世紀は、こうした市場取引と社会規

範を、もしもできるならばうまく組み合わせることが

求められている時代なのではないかと思うのです。た

とえば、「教育」を全部利潤という価値観だけでやって

しまったら大変なことになるわけでしょう。かといっ

て、すべてを善意だけでやっていたら、非常に非効率

的な組織になってしまいます。医療もそうですね。こ

のように、市場取引と社会規範の間にある活動が、社

会の中で占めるウェイトが高くなってきているのが現

代のひとつの特徴であると思っています。ですので、

この分野はもう少し研究しないといけないわけです。

ジェイン・ジェイコブズという都市論で有名な人が

『市場の倫理 統治の倫理』という本を書いていまして、

その中で、市場の倫理と統治の倫理というものは水と

油で、それを一緒にしてはいけない、というふうに言っ

ています。それらをまぜると、いいところ取りではな

くて、悪いところが両方とも出てきてしまう、という

話をしているわけです。ショートショートで有名な星

新一さんの作品に、「メロンのように大きな実がブド

ウのように沢山なる」ことを期待して交配した果物が、

「ブドウのように小さな実がメロンのように少しかな

らない」新品種になってしまったという話があります。

それが「ブロン」ですね。でも、それに対してジェイコ

ブズは、そんなに明確なエビデンスを出して書いてい

るわけでもないのです。僕は、市場と非市場の2つの

要素をどこまでどういうふうに組み合わせていくこと

ができるのか、ということはすごく重要なイシューに
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なっていくのではないか、と思います。

今までは市場取引というのは匿名的なものでしたた

けれども、現代はそれこそICTがあるので、すべての

取引の情報を取るということもあり得るわけです。実

際に一部ではそうなっていますよね。たとえば、牛肉

を販売する時に産地を表示しないといけないというこ

ともそうです。この例のように、人の目を市場取引の

中に入れていくことで、社会規範が持っている、行動

に対する圧力を利用することができるのではないか、

ということを思っています。

ただし、本当にそうすることがいいのかどうかと

いうことには自信を持てないのです。やはり、匿名性

があるから、市場というものはプラス面がある可能性

もあると思っていて、そこは現時点でも明確な解答を

持っていないところです。

それから、日本企業が日本的な価値を発信していく

べきという話ですね。ひとつの方法としては、もしも

企業がそれを発信していくということであるならば、

日本企業はそれをやって徹底して成功して市場で勝つ

ということでしか方法はないだろうと思います。「やっ

ているのです」と言いながら負けていたら、それは全然

説得力を持たないだろうということです。でも、そう

いう日本的な思考方法で会社の組織をつくり、それが

ベストプラクティスだと思えるようなことをやって、

日本企業が徹底的に成功する可能性はあるのかな、と

思うのです。

もうひとつは、私がずいぶんお世話になった青木昌

彦先生が研究されてきたように、日本企業の行ってい

るプラクティスを経済合理的に説明するということで

す。たとえば、従業員を大事にするということ等、日本

企業のやっていることには、企業としての合理性が絶

対あるはずなので、それを青木先生のように、理論的

な方面からロジカルに説明していく、という方法がも

うひとつあると思います。それはやはりやらなければ

いけないでしょう。もしかしたら、本当は僕がやらな

ければいけないのかもしれないですが、そういうふう

に思います。

【上野】  ありがとうございました。

ひとつ目の方で非常に興味深いと思ったのが、われ

われは実は市場を規範でコントロールできるという

ところです。もともとはたとえば、本日のお話にあっ

たようなポリティクス等でコントロールをしていくと

思っていたのですが、先ほど先生がおっしゃったよう

にすべての市場取引にICタグをつけるというのもひと

つで、市場取引にさらされていれば、むしろ人間は自

然と社会規範を身につけ、良識を身につけて行動する

ようになる、そういうことだと理解してよろしいので

しょうか。

【瀧澤講師】  いえ、それは本当に難しいことですよ。た

とえば、現在の市場での取引を調査研究しようと思っ

ても、株式市場で取引するときの人間と、商店街でお

ばちゃんと話ししながら取引するときでは全然違うと

思うのです。でも、アダム・スミスも言っていますけ

れども、人間というのは取引する動物なわけです。そ

れは本能に埋め込まれていて、ある程度異質な人と出

会って商品を交換していくということは、かなり社会

規範に近いレベルであるのではないかと思うのです。

もう少し大きい話をすると、ドイツの社会哲学者

のハーバーマスは、こんなことを言っています。もと

もとは社会で商品を取引するということと、コミュニ

ティの中で生きていくということは、そんなに違わな

い話だったかもしれない。けれども、市場取引すると

いうところだけを独自の空間として、自立させていっ

たという面が近代という時代にはあるわけです。それ

はハーバーマスの言葉で言うと、「システム」という言

葉になり、彼は「システムと生活世界」という言葉で表

現しているわけですけれども、その「システム」の暴走

に対する批判はありうると思います。ハーバーマス自

身もたぶん検討していると思うのですが、われわれの

生活世界、コミュニケーションの場としての共同体的

な生活世界から、どこまで「システム」の暴走を許して

いいのか、という問題のとらえ方もできるのではない
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かと思います。

【上野】  ありがとうございました。

【太下】  ほかに質問ある方はいらっしゃいますか。では、

宮本さんどうぞ。

【宮本】  本日は、おもしろいお話をありがとうございまし

た。

先ほどのお話の市場取引と社会規範の関係におい

て、結論として市場取引と社会規範を組み合わせるべ

きだという話は、個人的には非常に賛同しているとこ

ろです。一方で、これは難しいなと思うところがあり

ます。市場取引は目に見える、つまり、数値・理論等で

の説明・立証が割と簡単なのかなと思う一方で、社会

規範というものは目に見えないとか、これが重要だと

いうことをロジックで示しにくいかなというところが

あります。そこで後者の社会規範について、どのよう

に合理性や必要性を立証するのかというところについ

て、何かお考えがあればいただきたいと存じます。

【瀧澤講師】  たとえば、「エチケット」とか「ルール」とい

うものと、「道徳」では、全然重みが違うように感じら

れますね。社会規範はそれらのちょうど真ん中ぐらい

かなと思うのです。でもヒースは、みんな基本形は同

じだと考えているのです。僕はヒースの本を翻訳しま

したが、結構ヒースの社会規範論に共感しています。

社会規範というものは、どういうふうに生じてきたか

というと、人間がほかの人を模倣して同調行動をとる

ということ、規範に同調するような行動をとるという

ところに社会規範の基礎がおそらくあるだろうという

ことです。本能的にみんなと同じ行動をとるところが

社会規範の基礎の部分だろうと思います。だから、も

ともとは社会規範が合理的とは必ずしも限らないわけ

ですし、逆に言えば合理的である必然性なんてまった

くないのですね。

たとえば僕は、きょう皆さんにお会いするためにネ

クタイしています。実はふだんはネクタイを全然して

いません（笑）。この「ネクタイをする」ということも、

考えてみたらひとつの文化であり、社会規範ですけれ

ども、このことが合理的とは思えないですよね。これ

はハイエク的な社会の見方になるのですけれども、わ

れわれの社会規範とか文化というものは、もともとは

不合理なものの積み重ねの上で成立していると思うの

です。さっきも言いましたけれども、市場取引に社会

規範を入れることは可能かもしれないけど、逆にそれ

は危ないことかもしれないと思うのです。社会規範と

いうものは実はそんなに合理的なものだというわけで

はないのです。

また複雑な話をして申しわけないのですけれども、

一方で人類には、社会規範自体を合理的に改革してき

た歴史があるわけで、このことがヒースの『ルールに従

う』という本で強調されています。社会規範というもの

は、単に不合理なものの積み重ねででき上がってきた

ものではなくて、それ自体がわれわれの合理的な改定

の対象になるものである、ということです。社会規範

だって変わりますよね。たとえば、電車の中での携帯

電話の使用について、初めは「一切使うな」と言ってい

たのが、最近は「この場所では使うな」というふうに変

わってきています。そういうふうに社会規範が変わっ

ていくことについて、僕は非常に興味深く観察してい

るところです。人類は実際にそういうことをやってき

たということですから、そういう意味では、いい社会

規範に向けた改革もこれからわれわれはできるのでは

ないかと思っています。それは、きょうのスロー・ポ

リティクスのように、政治的な言説の中で徐々にでき
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てくるのではないでしょうか。

【宮本】  ありがとうございます。

追加でよろしいですか。社会規範を合理的に変えて

きたというか、変えてきつつあるというところについ

て、社会規範を合理的に変えるというところが行き着

くと、すべての社会規範がひとつのところに収斂され

ると思われますか、それとも最終的には収斂しないと

思われますか。

【瀧澤講師】  収斂しないと思います。なぜならば、「合理

的」と言ったときに、合理性の基準というものがひとつ

では絶対ないからです。社会というものはものすごく

複雑なのです。せいぜい人間がやっていることという

ものは、今あるものを断片的に改良していくことだと

思います。これもハイエク的な考え方ではありますけ

れども。ハイエクは、「ピースミール・エンジニアリン

グ」という言葉を使っています。

先ほどお話しした通り、人間社会というものは不合

理なものの蓄積なので、「そんな不合理なものは全部

取っ払ってしまえ」と言って、ゼロから社会を構築しよ

うとしたのがフランス革命の時代でした。ハイエクは、

そんなこと絶対にやってはいけないと言うわけです。

それはどうしてかといったら、人間はおばかさんなの

でそんなことは絶対にできないということです。ハイ

エクが、社会主義とかフランスの啓蒙主義等の設計主

義を批判するのは、こういう理由ですね。社会を改良

していくということは、ピースミールに積み重ねてい

くことなのです。だからといって合理的ではないとい

うことではなくて、今あるものよりもより合理的なも

のに変えていくことはできると思うのです。そういう

ふうにして達成される合理性というものは、もともと

複雑なものが存在しているわけですから、単一の合理

性ではあり得ないと思います。

もしも「合理性」という言葉でひとつの単一の合理性

を考えるならば、合理的に改定できることはひとつの

ものに行き着つくだろうというロジックになると思う

んですが、そうはなってないのではないかと思います。

合理的な改定ということは、ピースミールに改良し

ていくということであり、すごく小さい合理性という

意味だと思います。経済学の分野で「パス・ディペン

デンス（Path Dependence）」という言葉がありまし

て、これは「経路依存性」「歴史的経路依存性」という

意味です。たとえば、一番有名な事例としては、皆さん

が使っているパソコンのキーボードです。パソコンの

キーボードは左手の上段がQWERTYのキーとなって

います。それをクワーティ・キーボードと言うのです

けど、これがなんで今使われているのかということは

不思議でしょうがないわけです。このキーボードがつ

くられたのは、反論や異論もあるのですけれども、基

本的には19世紀末にアメリカでできたとされていま

す。そして、タイプライターのタイピストが、あまり早

く打ち過ぎてしまうとアームが絡まってしまうので、

あまり早く打ちすぎないように、そこそこ早く打てる

というためにできてきたのがクワーティ・キーボード

なのです。だけど、いったんこの配列が採用されると、

今はコンピュータなのでアームなんかないにもかかわ

らず、この配列が一般化しているわけです。

実は僕は富士通の親指シフト・キーボードをめっ

ちゃ早く打つことができます。いえ、打てましたとい

う過去形が正しいですね。だけどそのキーボードは全

然はやらなくて、いまだにクワーティ・キーボードが

主流となっています。そういうことを「歴史的経路依

存性」と言うのです。つまり、われわれの社会の仕組み

宮本氏
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というものは、歴史的な過去の遺物を背負って、その

中でしか変わらない、という考え方ではないかと思う

のです。「合理性」と言ったときに、ゼロからつくれる

という合理性を僕は想定していなくて、社会の中で部

分的に改定していくような合理性をイメージしていま

す。そうすると、もともとの歴史の中での経路依存性

というものが働いているとすると、社会規範をみんな

が合理的に変えていけば、同じ社会規範に行き着くか

というと、そうはならないのではないかと思います。

【宮本】  ありがとうございます。

【太下】  ほかにどなたかいらっしゃいますか。では、美濃

地さんどうぞ。

【美濃地】  きょうはありがとうございました。美濃地と申

します。

難しい話が多かったので、聞く前の自分よりか今

の自分の方がよく分かったとは思います。私が関心を

持ったのは、鈴木さんの具体的な提案の部分です。そ

れで、２つお伺いしたいことがあります。ひとつは本

当に単純なことなのですが、鈴木さんの言葉ですけれ

ども、「伝播投資貨幣」とか「伝播委任投票システム」と

いう名称となっていますが、その「伝播」の意味がよく

理解できなかったので、よくご存じであれば教えてい

ただきたいと思います。

それから２つ目は、どちらのシステムもおもしろく、

実現できればいいと思えるのですけれども、特に、２

つ目の民主主義がおもしろい仕組みだと思います。こ

うした仕組みは、たとえば政界とか、学会とか、あるい

は霞が関で、それなりに受け入れられて評価されてい

るものなのか、それとも、まだそうではないのか、とい

うことを教えていただきたいと思います。

【太下】  瀧澤先生にお答えいただく前に、私がお聞きした

かったことが関連しますので、重ねて質問させていた

だきます。鈴木健さんが『なめらかな社会とその敵』と

いう著書の中で提案されている社会システムですが、

われわれは社会科学のシンクタンクなのでここの部分

に関心ある研究員が多いと思うのです。私が知ってい

る限りでは、「伝播投資貨幣」や「伝播委任投票システ

ム」の仕組みを鈴木健さんが最初に提唱されたのが、

2009年に東京大学で開催された「第１回ウェブ学会」

の場だったと思います。ちなみに、この「ウェブ学会」

はなぜか第２回が開催されていないようなのですが。

それはさておき、この「第１回ウェブ学会」の壇上に出

られた方はそうそうたる方々で、鈴木健さんをはじめ

として、巌流塾で昨年お呼びした東浩紀さん、今年お

呼びする濱野智史さん、等の方々が登壇されていまし

た。

ただし、これは非常におもしろいアイデアがあると

同時に、批判もたくさん出ています。瀧澤先生もご存

じだと思うのですが、その批判に対して、瀧澤先生が

どうお考えなのかをお聞かせいただきたいと思いま

す。

私なりに理解すると、このPICSYというものを使う

と結局社会が全部つながっていき、その中でウェイト

づけが相互にされることになります。そうすると自分

の世界の中でのポイントと位置づけが明確になるわけ

です。それは時々変動するでしょうけれども、自分の

位置づけ、すなわち社会の中での順位が可視化されて

しまうのですね。でも、それはすごく生きづらい社会

だと思うのです。それで本当にいい社会なのでしょう

かという点がひとつ目の質問です。

そして、このつながりは一種の投資の仕組みですよ
美濃地氏
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ね。お互いが分散投資して、その値が常に変動すると

いうことなので、常に自分の値が変動することになり

ます。でも、その変動の理由が自分には分からないと

思うのです。たとえば、伝播していった先の人がもの

すごく社会に貢献したら、自分のポイントが上がるか

もしれないし、逆にすごく悪いことをしたら下がって

しまうかもしれないですよね。そう考えると、自分の

交友関係自体が、常に社会にさらされていることにな

ります。それも何だか生きづらいような気がするので

す。

同様に、伝播委任投票システムや分人民主主義とい

うものも、一見すごく合理的なような気がするのです

が、一方で、今われわれが採用している間接性民主主

義が最終的に何か意思決定することをかえって阻害す

る側面もあると思います。先ほど瀧澤先生がひとつの

例を出されましたように、たとえば「自民党に0.6、民

主党に0.4」と投票できることになりますね。でもそ

れは、国会の場での議論を相殺して、結果として民主

的な決定を遅らせることになってしまうのではないで

しょうか。もちろん遅らせること自体に意味があるの

であれば、それはいいのですけれども。伝播委任投票

システムや分人民主主義というものは、結果として、

現在の民主主義を阻害するようなものになっていくの

ではないかという批判があると思います。

実際の現役の政治家も、伝播委任投票システムや分

人民主主義について、ツイッターで批判をしていまし

た。他人に委任した場合、その人がなんらかバーミン

グパワーみたいなものをもった時、そしてそれがさら

に既得権益に結びついた時、ものすごく嫌な社会にな

るのではないかと言っていた政治家がいました。ちな

みに、それを言っていたのは細野豪志という議員で当

シンクタンク出身の議員なのですが。

実は、伝播委任投票システムや分人民主主義は、従

来型の共同体のものごとの決め方そのものではないか

と思うのです。つまり、最先端のICTを活用して、先祖

返りを僕らはするのではないか、という感じもいたし

ます。このあたりの批判も含めて、鈴木健さんのアイ

デアに対して瀧澤先生は現時点でどうお考えなのか、

ぜひお聞かせいただきたいと思います。

【瀧澤講師】  まず、「伝播」ということの意味なのですが、こ

れは英語でいうと「プロパゲーション（propagation）」

です。コンピュータサイエンスの分野だと、プロパゲー

ションはしょっちゅう使う言葉ではないかと思いま

す。

この「伝播」を説明するのに、一番単純な例で言うと、

ある貧しい野球選手がいて、その貧乏な選手にある

ラーメン屋さんがラーメンを売りました、という話で

す。その後、その野球選手が活躍してイチローみたい

な存在になったとします。でも、イチローみたいな存

在になったとしても、ラーメン屋さんにとっては、そ

の野球選手が若くて貧しい時に、ラーメンを食べさせ

てあげたという過去は、現在の自分の価値に反映して

いくわけです。イメージとしては、こういう話ですね。

ちょっと誤解を受けやすい点なのですけれども、僕

が覚えている限りで言うと、この「伝播」という概念は、

人と人との取引関係を行列で足していくことになるの

で、フローではなく、ストックみたいにして足してい

くことになります。過去の履歴が残っていくシステム

なのです。ですから、10年前にラーメンを食べさせて

あげた人が大出世したということも現在の評価に影響

してくるということが起こり得ます。フローではなく、

ストックだという点は誤解してはいけないところかと

太下氏



ゼロ年代の思考

30 季刊  政策・経営研究　2014  vol.4

思います。

ところで、PICSYは「はてな社」というウェブ企業

で社内の人事評価に使われたことが知られています。

社員同士がマトリックスで、お互いに誰が一番貢献し

ているか、ということを投票するというような形です。

その結果、どうだったかというと、今おっしゃってい

ただいたように、傷つき自信をなくしてしまう人も出

たそうです。これは鈴木健さんから聞いた話です。

しかも、パラドックシカルでおもしろいのですが、

社員に対して「こういう計算式でやります」と言うと、

「これはすばらしい」「透明だ」と言って、みんな納得す

るそうです。要するに、事前に判定するロジックは透

明で素晴らしいという評価になるわけです。だけど、

人事制度というものは、あまり納得し過ぎるのも残酷

なことになるわけです。ちなみに、「はてな社」の人事

評価の考え方が変化したため、今はこういう人事評価

はやっていないそうです。

それから、民主主義についてですけれども、おそら

く鈴木さんが考えていることは、政策イシューごとに

投票していく、ということではないかと思います。先

ほどの例ですと、「ある党に0.6」というふうに話しま

したけども、現在のICTであれば、それぞれの政策イ

シューごとに直接投票していくといことで十分対応で

きると思います。しかも、それぞれのイシューごとに、

たとえば、「日本の経済政策というイシューであれば、

僕はよく分からないから0.7票は中谷先生に入れる」

というような、ことを想定しているのだと思います。

ただし、政党制のいいところはいろいろな政策にコ

ンシステンシー（整合性）を一応担保するということ

なわけです。ですので、僕が鈴木さんのアイデアを聞

いて思ったことは、人々が直接イシューに対してそん

なふうに投票した結果、コンシステンシーが全然とれ

なかったらどうするのか、という点が僕自身は一番疑

問に思ったところです。

実は、鈴木健さんの『なめらかな社会とその敵』につ

いては、大々的な本の論評会をやりました。それはウェ

ブで見ることができます。その場では、たとえば社会

心理学者の山岸俊男さんとか、そうそうたる人たちが

出てきていて、かなり鋭い批判をつきつけています。

興味ある人はぜひ見てほしいと思います。たとえば、

山岸先生はどういうふうにおっしゃったかというと、

分人という自分を分けて、生きやすいようにするとい

うけど、それではめちゃめちゃになるから、個人とい

うフィクションがあるんでしょう、というロジックで

す。

先ほどはちゃんとお話できなかったのですが、たと

えば個人とか人格というものはフィクションだとわれ

われは分かっているのです。自由意志もフィクション

だと事実の上では分かっているのです。でも、事実の

上で分かっているということと、「それはなくてもいい

のだ」ということとは別のことなのですよ。そのフィク

ションを大事にしなければいけない可能性もあって、

そこのところについてちゃんと議論して、考えられた

仕組みではないというところが問題なのではないか、

と思うのです。

山岸先生がそのときに挙げられていたのは、アメリ

カの経済学者アブナー・グライフの『比較歴史制度分

析』という本のことでした。この本でグライフは、地中

海貿易が何で拡張したのか、ということを対象として、

ゲーム理論を活用して研究しているのですが、この本

の中で「集団責任制」という言葉が出てくるのです。あ

る都市とある都市の間で貿易が盛んになるということ

を担保するために、Ａという都市の誰かひとりがＢと

いう都市で悪いことをしたら、Ｂという都市はＡの都

市の商人全部と手を切る、という仕組みです。それは

非常に分かりやすい仕組みで、それで地中海貿易は結

構うまくいっていたということです。

「分人」とは、それと似たような話だというふうに山

岸さんは言っているわけです。つまり、「分人」にして、

僕のある部分と、ほかの人のあの部分が勝手に取引し

ていくみたいなかたちになると、逆に言えば、それら

を束ねるものがなくなるということで、かえって社会
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を混乱させていくかもしれないということです。だか

ら、そういうところにある種のフィクションを入れて

いくことに、合理的な理由があると考えないといけな

いかもしれないわけです。「分人」というコンセプトに

は、その議論が抜け落ちているのではないかと思いま

す。

【美濃地】  どうもありがとうございました。

【太下】  それでは中谷理事長、最後にお願いします。

【中谷理事長】  どうもありがとうございました。

きょうは鈴木健さんの話が結構出たのですけど、鈴

木健さんの提案というものは、かなり設計主義的だと

思うのです。なぜなら、伝播委任投票システムや分人

民主主義という提案がありましたが、その結果、何が

起こるかのかについては、実は事前にはなかなか分か

らないわけです。というのは、人間は「不合理」な存在

だから、その結果、何が起こるのかということについ

ては本当に分からないと思うのです。

ですので、分人主義のような設計主義的な提案自体、

根本的な誤謬があるのではないかという感じがしま

す。そういう批判は彼に対してないのでしょうか。

【瀧澤講師】  実は僕は鈴木さんに面と向かって、「設計主

義だ」と言いました。でも、彼はその本の序文にも書い

てあるのですけど、ホッブスが書いた構想というもの

が何百年もかかって事実上構築されていったことと同

じように、別に今この提案を実現しようなんて思って

いないし、今は社会の骨格みたいなものを提示したの

だ、と彼は言っているのです。鈴木さんもすごいこと

を言うなと思うのですけど、そういう意味で言うと、

今すぐそれを実現しようというわけではないのだとい

うのが彼の言い分でした。

【中谷理事長】  300年後の読者のためにですね。

【太下】  はい。では、よろしいでしょうか。

それでは、瀧澤先生、講義自体の内容もだいぶ濃かっ

たですけれど、質疑の応答も大変すばらしい充実した

お答えをいただきました。どうもありがとうございま

した。（拍手）

それでは、これで瀧澤先生の講義を終了したいと思

います。

中谷理事長
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世界の経営学者はいま何を考えているのか
早稲田大学ビジネススクール  准教授　入山 章栄 氏

どうも皆さんこんにちは。早稲田大学の入山でござい

ます。

本日は、こういう機会をいただきまして本当に光栄で

ございます。ありがとうございます。

それから、私は実は本当にどこでも言っているわけで

はなくて、きょう、ここでこうやってお話しさせていただ

くのが非常に光栄でございます。何でかと申し上げます

と、実はこのきょうのお話をいただいたのがものすごく

最近のことでして、たぶん10日ぐらい前なのです。たま

たまスケジュールがここだけぽっかり空いていたのと、

とはいえ、普通は私はこういう講演のようなお話をいた

だくと、当然準備も必要ですし、あまりにも短いとお断

りさせていただくか、あるいはせめて２、３ヵ月待って

くださいとお願いするのが普通なのですが、実はきょう

に関しては、お相手が三菱UFJリサーチ＆コンサルティ

ングさんからのお話だったということで、ぜひというこ

と本当に来たくて来たのです。

何でかと言いますと、理由が２つございます。ひとつ

がMURCさんは、母体のひとつが三和総研だと思うので

すが、実は20年近く前のことなのですけれども、私は一

時期、三和総研に少しだけ出入りをしていました。当時

は新橋の三和銀行の上にオフィスがあったと思うのです

が、私が日本で学生をしていたころでございまして、実

はあそこに何度か顔を出させていただいました。実際何

名かの方も存じあげております。もう多くの方はお辞め

になられていると思うのですが。ですから、そういうこ

ともありまして、もともとシンパシーを持っておりまし

て、ですから、ここでこうやってお話しさせていただく

のがすごく光栄だということがひとつです。

もう１点は、やはり中谷先生の存在です。たぶんここ

で講演される多くの方がそういうことをおっしゃるのか

もしれませんが。私はもともと経済学部出身でして、私

の世代でマクロ経済学といえば中谷先生の本を読むとい

うことがとにかく大定番でした。私は大学のころ不良学

生だったものですから、１年と２年は全然勉強しなかっ

たのですが、３年生から急に勉強するようになって、大

学院まで行ってしまいまして、専門は国際貿易論という

どちらかというと応用ミクロに近いことをやっていたの

ですが、マクロの方に関してはとにかく中谷先生の本を、

それこそ目を皿のようにして読み込みました。逆に言う

とあの本以上の知識は知らないのです。あの中谷先生の

本を１冊読んでおくだけで、その後、エコノミストをやっ

たりしたときとか、早稲田の学生にマクロ経済の話をし

なければいけないときに、すごく参考になったのですね。

そういうわけで、私は中谷先生にきょう初めてお会いさ

せていただいたのですが、私の中では勝手にお世話に

なった先生でして、その方の前でこうやって話をさせて

いただくということは大変光栄だと思っております。

さて、私のプロフィールについてですが、今、申し上げ

ましたように、私は経済学部の出身で、大学院まで行き

まして、そのあと三菱総研に入社しました。三菱総研で

は、最初のうちはいわゆるエコノミストの業務をしてお

Part1：講義

はじめに
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りまして、いわゆるマクロ経済の予測、特に私はアジア

の経済の予測とかをやっておりました。加えて、昔の三

和総研にもあったので今もお持ちかもしれませんけれど

も、コンピタブル・ゼネラル・エクイビリウム・モデル

という舌をかみそうな名前なのですが、たとえば貿易政

策が変わることでGDPとか経済構成がどのくらい変わ

るのかというシミュレーションソフトがありまして、当

時日本の民間企業でそれを購入したのが三菱総研と三和

総研だけだったのですね。今もTPPがすごく話題になっ

ていますけれども、当時もFTAでどのくらい経済効果が

あるのかと試算をするのに使っていまして、そういうこ

とを実は私もやっておりました。

ただし、たまたま所属していた部署がビジネスに関す

るコンサルティングをやる部署だったのです。東京大学

にいらっしゃる藤本隆宏先生といった方々がもともとつ

くられた部署で、私はそこの不肖の後輩なのですけれど

も、そういう部署に所属したものですから、だんだん自

動車メーカーさんとおつき合いをさせていただくように

なりました。このように自動車メーカーさんの仕事を多

くやるようになって、経営学や経営ビジネスはおもしろ

そうだと思って、それで、一念発起してアメリカで経営

学を勉強してみようと思って留学したということです。

そのあと博士号を取って、ニューヨーク州立大学の

バッファロー校で勤務していました。バッファロー校は、

日本であまりなじみがない大学かもしれませんが、そこ

で働いていた自分で言うのも何なのですけれども、アメ

リカでは比較的いい大学なのです。アメリカには2,000

以上の大学がありますが、その中で、たぶんトップ60位

ぐらいに入ってくるような、比較的いいリサーチスクー

ルだと思います。そこのビジネススクールで助教授を５

年間やって、昨年の９月から早稲田大学に来たというこ

とです。

ですので、私自身は５年間、三菱総研で働きはしたの

ですが、基本的にはいわゆる頭でっかちの学者さんでご

ざいまして、しかも帰ってきてまだ半年少しなのです。

率直に申し上げて、あまり日本の企業の現状といったこ

とにそんなに詳しくはありません。ですから、もしかし

たらきょうの私の話の中で、たとえば今の日本の企業の

評価とか、特別にこの企業はどうだとかいう議論を期待

されている方がいらっしゃるかもしれないのですが、大

変申しわけないのですけれども、そういうことは皆様が

ご専門ですので、むしろ私の方が伺いたいというのが本

当に率直なところでして、このあとディスカッションの

時間もあると思いますので、ぜひ私の方もいろいろと勉

強させていただきたいと思います。これは本当に本心で

思っております。ですので、そういう点でもよろしくお

願いします。

ただ他方で、いわゆる学問としての経営学というこ

とになりますと、この本を読んでいただいた方はお分か

りいただけると思うのですが、今なんとなく日本で経営

学と思われているものと、日本を除く世界でスタンダー

ドになりつつある経営学というものには、実はかなり

ギャップがあります。そのことについて、私は比較的よ

く知っている人間だということはいえると思うのです。

ですから、きょうは、この本の話ともだいぶ重複する

ところも出てくるのですが、また、ちょっとお勉強にな

るかもしれませんけれども、経営学、特に世界でスタン

ダードになっている経営学というものはどういうものな

のかというお話をしながら、いろいろ議論をさせていた

だきたいと思っております。

というわけで、最初に、あまりご関心ないかもしれま

せんが、学問としての経営学の話を少しさせていただき

たいのです。

ところで、「8,338分の28」、この数字は何だと思わ

れますでしょうか。

経営学の世界というものは、経済学とかほかの学問と

同じように学術分野ですので、その分野にいる学者、た

とえばビジネススクールの教授ですとか、経営学部の教

授にとって一番大事な仕事のひとつは、当然ながら研究

をすることなわけです。そして研究をして、それで論文

8,338分の28
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を書いて、それを学会で発表して、できたらなるべく上

位の学術誌、査読誌に論文を載せるということがわれわ

れにとって非常に重要な仕事になるわけです。

そして世界で一番大きな経営学の学会が、アカデミー・

オブ・マネジメントです。経済学ですとAEAという学会

が一番大きいのですが、われわれの世界だとAOMが一

番大きいのですね。このアカデミー・オブ・マネジメン

トは世界最大の経営学の学会で、世界中で１万8,000人

ぐらいの経営学者が登録をしています。そして毎年夏に

アメリカのどこかの主要都市で年次総会を開いておりま

す。ちなみに去年はフロリダのオーランド、ディズニー

ワールドがある都市で開催されたのです。その世界最大

の経営学会、アカデミー・オブ・マネジメントの去年の

８月の年次総会に世界中から集まった経営学者の数が

8,338人でした。そして、そのうち日本から参加した研

究者の数が28名でした。つまり全体の0.3％以下なの

です。300人に１人もいないのですね。この数字をお見

せすると、「入山さん、そうはいっても、これはアメリカ

の学会でしょう」という方がすごく多くいらっしゃるの

ですね。つまり「海外の経営学」イコール「アメリカの経

営学」であり、だからアメリカで行われている学会とはア

メリカの経営学なのだから日本人は少なくて当然ではな

いか、という方が実は結構いらっしゃいます。私が本を

出したときも、これはアメリカの経営学の話でしょうと

おっしゃる方が結構いらっしゃったのです。

しかし、結論から言うとまったく違います。

去年の学会に参加した8,338人の内訳を見ると、当然

ながらアメリカで毎回開く学会なので、アメリカからの

参加者が多いのです。アメリカは大学が2,000以上あり

ますから、もうそれだけでかなり数は多いのですが、と

はいえ、その数は3,849人で半分以下なのです。そして

この割合は年々減っています。このデータを見ていただ

ければすぐ分かると思います。そしてイギリスが560

人、カナダ400人、ドイツ360人となっています。注目

すべきは中国で284人ですけれども、実は香港は別に集

計されており、370人です。

このデータはアカデミー・オブ・マネジメントの公式

のデータで、ウェブサイトに行けば簡単に誰でも手に入

るデータなのです。そして、どの国の大学から参加して

いるかという大学の場所別のデータなのです。実はアメ

リカのビジネススクールには多くの中国人や韓国人の経

営学者がいて、彼らは「アメリカ」にカウントされている

わけです。私もここに去年まで「アメリカ」でカウントさ

れていたわけです。ですので、実は国籍ベースで見ると、

このアメリカの3,849人という数字はもっと少なくて、

おそらく中国はアメリカの上にいってしまっているわけ

です。さらに、シンガポールは150人、人口2,000万の

台湾も140人、お隣の韓国からも104人、それに対し

て日本は28人しか国際学会に出ていないのです。フィ

ンランドの３分の１もいってないのです。これはとにか

くいいか悪いかという問題ではなくて、これが現状だと

いうことです。

ですから、これが私が本を書いた動機のひとつになる

のです。私はアメリカへ行ってから経営学を始めたもの

ですから、日本の経営学というものがよく分かってない

のです。

それで、アメリカに住んでいて、こういう現状を知っ

ていて、たまに日本に一時帰国して、大きな書店の本屋

さんの経営書コーナーに行くことになるわけです。もと

もと私は経済学をやっていたものですから、以前は経営

書コーナーにはあまり行かなかったのですね。それで、

一時帰国したときに本屋さんの経営書コーナーに行く

と、ドラッカー、ドラッカー、ドラッカーと並んでいるわ

けです。これはどうしたことかと思ったのですね。でも、

先ほどの学会参加者の数字を見て、「そういうことなのか

な」と理解しました。つまり今世界で何が起きているかと

いうことが、日本ではあまり知られていないのです。そ

して、世界の経営学は今急速に国際標準化が進んでいま

す。もうアメリカの経営学ではないのです。日本を除く

世界中の経営学者が同じ理論を使って、同じ分析手法を

使って、英語という世界共通の言語を用いて、同じ学会

に出て、同じ学術誌に論文を発表するようになっている
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のです。そしてそこに日本人がいないということです。

一方で、日本の書店ではドラッカー、ドラッカーとな

るわけですね。私はドラッカーを悪いと言っているわけ

ではなくて、実は私はドラッカーがすごく好きなのです

けれども、とはいえ、こういう現状が知られてないのは

非常に残念なのではないかと思って、それがこの本を書

いたひとつの理由だということです。

ちなみに、私は昨年までニューヨーク州立大学のバッ

ファロー校のビジネススクールにいたのですが、だいた

いアメリカのビジネススクールというものは、大きなビ

ジネススクール傘の中で、ファイナンスとか、会計学と

か、オペレーションとか、いろんな専門分野に分かれて

いるのです。私がいたデパートメントはちょっと変わっ

たところで「経営戦略論」でした。私は戦略論が専門です

ので、ストラテジー部門なのですが、それになぜかオペ

レーションがくっついていて、オペレーションとストラ

テジーというデパートメントだったのです。これはアメ

リカでも結構ユニークです。普通はストラテジーは、そ

れだけでひとつのデパートメントなのですが、バッファ

ロー校ではなぜかオペレーションとくっついていていま

した。

このビジネススクールのメンバー、すなわち去年の８

月まで私のデパートメントで同僚だった人たちとして

は、教授、アソシエイト・プロフェッサー、アシスタント・

プロフェッサー等がいます。

そのヘッドは、スレッシュというインド人で、すごく

いい人です。その他、オペレーション担当のアメリカ人

がいます。それから、ウインズトンという名の台湾人。

チャールズという名の中国人。それから、私は一番関係が

深くて今でも一緒に論文を書いているヨという中国人。

それから、ジュンという名の中国人。それから、ドゥッタ

という名のインド人。もうひとり、名前を忘れたのです

けれども、去年来た新任のオランダ人。その他、ラミンと

いう名のイラン人。

これでお分かりの通り、アメリカのビジネススクー

ルなのですけれども、アメリカ人がひとりしかいないの

です。残りはインド人、中国人、オランダ人です。ほか

のデパートメントに行くと韓国人とか、たまにドイツ人

もいます。つまり、これだけ国際標準化が進んでいるわ

けです。これはうちのビジネススクールやデパートメン

トだけが特別なのではなくて、たとえばほかのアメリカ

のビジネススクールも同様です。トップクラスのビジネ

ススクールのウェブサイトを検索すると、働いているメ

ンバーの顔が写真で出ていますからごらんになってい

ただければすぐ分かります。アメリカ人はもうマジョリ

ティーではありません。こうやって外国人が普通に来て、

普通にビジネススクールの経営学者として働いているわ

けです。これは実は逆もしかりです。特に香港とか中国

のお金のある大学は、国からの援助でものすごいお金を

突っ込んで、アメリカから有能な経営学者をばんばん引

き抜いているのです。はっきり言うと私の3倍か4倍ぐ

らいの給料で引き抜いているわけです。そういうわけで、

世界中で経営学者もプロスポーツと一緒で引き抜き競争

が急速に進んでいます。

なぜこういうことが起きているのかというと、先ほど

申し上げたように、世界中で経営学が国際標準化されて

きているからです。ですからこういうことになってきて

いて、そして残念ながらそこに参加している日本人が非

常に少ないというのが現状だということをまずご理解い

ただきたいのです。これがいい悪いと言っているわけで

はなくて、ただ、現状が今こうだということです。

そして続いて、52対５、この数字は何でしょうか。

先ほど申し上げましたように、われわれは学者ですの

で、世界標準になっている経営学で一番大事な仕事は、

トップの査読つきの学術誌に論文を載せることなので

す。アメリカで比較的いい大学に就職して生き残るため

には、「Ａジャーナル」とわれわれは呼びますけれども、

いわゆるトップのＡジャーナルに、数年の間に最低２、

国際標準化される経営学

52対５
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３本は論文を載せないと、はっきり言ってクビになるの

です。そういう厳しい競争を世界中でやっているわけで

す。そうするとだんだん学術に序列ができてくるわけで

す。たとえば経済学だと「アメリカン・エコノミックレ

ビュー」とか、「エコノメトリカ」がＡジャーナルなわけ

ですけれども、われわれの分野にもいわゆるＡジャーナ

ルというものがあって、みんなそこを目指して論文を投

稿するようになるわけです。

私の専門分野である経営戦略論、それから組織論で

すとか国際経営論あたりの分野で、一応Ａジャーナルと

呼ばれている学術誌がだいたい７、８本あります。そし

て、その中のひとつが「ストラテジック・マネジメント・

ジャーナル」という学術誌で、経営戦略論の分野では世界

で一番と言われているのです。

その「ストラテジック・マネジメント・ジャーナル」に

発表された実証研究といわれる論文が2011年に57本

あって、うち52本がなんらかの形で統計分析を使って

いるのです。一方で、日本でなんとなく「経営学はこうだ」

と思われているのは、１社か２社の企業を丹念に分析し

て、そこから定性的な情報を拾ってくるという、いわゆ

る事例分析ですね。そういう事例分析は実は５本しかな

いのです。先ほどの「52対５」という数字は、私の本で

も載せたのですけれども、実証研究のうち、「統計分析を

使った論文」と「事例分析の論文」の本数だったわけです。

ほかの学術誌でもだいたいそういう傾向があります。

それが今世界の経営学のフロンティアで行われているこ

とです。ではなぜ統計学をこれほど使うのかというと、

やはり経営学というものが国際標準になっていることと

関係があります。

日本以外の世界で国際標準になりつつある経営学で、

経営学者が目指していることとは、大変難しいことなの

ですけれども、なんとかして経営を科学的に分析したい

ということを考えているわけです。では科学とは何かと

いうと、これは言うまでもなく、どの分野でも一番大事

なことのひとつは真理の探究なわけです。では、その真

理の探究のために何をするかというと、経営学はほかの

分野と同じように、まず理論を立てて、そしてその理論

が１社だけでなくて、なるべく多くの会社、企業に普遍

的にあてはまっているかどうかを、統計分析等を使って

確認していくわけです。これが実証分析になるわけです。

ですから、今世界標準になっている経営学では、たとえ

ばいわゆる企業データ、アーカイヴァルデータを使った

統計分析ですとか、大量のアンケート分析等を使います。

たぶん皆様もクロス集計とかやられていると思うのです

が、そういうことに加えて、実は経営学の世界では、非常

に精緻なアンケート用の統計手法というものがかなり進

んでいます。それから、人間を使った実験ですとか、シ

ミュレーションも行っています。

ですから、まず理論を立てて、仮説を立てて、それが多

くの企業にあてはまるかチェックする、ということで、こ

ういうアプローチを演繹的なアプローチというのです。

ただし、日本でなんとなくこれが経営学だと思われてい

たのはたぶんそうではないのですね。たとえば１社か２

社に行ってインタビューをして、その企業活動の中から

何か語ることができそうなことを引っ張ってくる、とい

うアプローチですね。こういうのは、いわゆる帰納的な

アプローチと言います。ですが、先ほど申し上げたよう

に、そもそもケース・スタディーは世界標準になってい

る経営学の中では全体の10分の１ぐらいだというのが

現状だということです。

私自身は実はケース・スタディーはすごく大事だと

思っていまして、統計分析とは車の両輪みたいなものだ

と思うのです。両方ないとたぶんうまくいかないと思う

のです。そういう意味では、ややもすると欧米の経営学

は統計分析の方に行き過ぎで、日本の経営学は逆に事例

研究を重視し過ぎなのかなと個人的には思っています。

だから大事なのはバランスだと思いますし、いい悪いと

いう話ではないのですが、少なくとも世界の現状はこう

なっているということです。

私が経営理論と言いだすと、結構「ぷっ」と笑いだす人

せめぎ合う3つの学問
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がいて、特に理系の方に多いのです。「入山さん、経営理

論とか言うけれども、無理だよ。経営とか企業なんて複

雑なものを理論化するなんていうことは本当に難しい話

ではないか」とおっしゃる方が大変多いのです。私も本当

にまさにおっしゃる通りだと思います。自然科学の分野

は、いうまでもなく、たとえば万有引力の法則等、研究を

積み重ねて分かっていることがあるから、予測ができる

わけです。それに比べると経営学は、突き詰めれば人間

についての学問、あるいは人間が織りなす組織について

の学問です。ですから、人間が何を考えているかという

ことが一番大事なわけです。これも皆様には釈迦に説法

ですけれども、人間というものは当然ものすごく複雑で、

あいまいで、非常にわけの分からない存在なわけです。

ですから一番いい方法は、頭をぱかっと開けて脳みそを

見るのが一番いいのです。最近は経済学でも神経経済学

という分野が出てきていますが、実際にはなかなか難し

いわけです。

とはいえ、そのままですと何も進まないので、われわ

れ経営学者は何をしているかというと、この３つの学問

分野、すなわち経済学、心理学、社会学から理論を応用し

て使っているのです。経営学は非常に学際的な学問です。

それに対してこの３つの分野は、人間が何を考えて、ど

う行動するかということに関して、比較的しっかりした

仮定ですとか基礎的な考え方を持っています。その考え

方を使って経営の事象に応用していくわけです。ですか

ら、経営学者の中でも、この辺が得意な人とか、あの辺が

得意な人とか結構いて、そういう状況で、この３つの学

問分野がうまくせめぎあって、今日の世界の国際標準に

なっている経営学が発展しているわけです。

3つの学問分野の中でもたぶん皆様が一番よくご存じ

なのは経済学です。経済学について中谷先生の前で申し

上げるのは本当に僣越なのですけれども、端的に言うと

経済学では人間の合理性に仮定を置いているわけです。

人間は全員がそうでないけれども、そこそこはある程度

は合理的である、という仮定です。

たとえば、ここに400円のラーメンがあって、あちら

に700円のラーメンがあるとします。そして、麺の種類

も味も一緒で、家からの距離も一緒で、お店の汚さも一

緒で、親父の態度も一緒だとします。そうすると、みんな

だいたいは400円の方の店に行くわけです。つまり、条

件がだいたい一緒な場合、やはり人間はそこそこは合理

的に行動するわけです。ですから、「人間はそこそこ合理

的である」という前提で、経済学的なディシプリンを使っ

た経営学というものがつくられているわけです。

それに対して、「いや人間はそこまで合理的ではないの

ではないか」という考え方もあります。たとえば、人間に

は感情もあるし、また、人間の脳みそに限界があります

ので情報処理や認知に限界があります。そういったこと

が人間や組織の行動に影響を及ぼすのではないかという

のが心理学ベースのアプローチです。

それから、社会学、日本であまり知られていないかも

しれませんが、特にアメリカでは社会学は非常に進んで

います。たとえば、統計学を使った実証分析においては、

コンピュータシミュレーションが大量に行われています

が、その際に、人と人のインターアクションに関するデー

タを基礎に置いた社会学的な理論も導入されています。

「この３つの学問のうち、今はどれが一番主流なのです

か」とよく聞かれるのですが、実は私の感覚でいうと３つ

の学問ともせめぎあっています。この３つのディシプリ

ンがせめぎあっており、せめぎあうだけでなくて対話し

て、お互いの理論を融合させようということを進めよう

としているわけです。
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そしてここからはあくまでも私の仮説なのですが、経

済学のアプローチがこれからより重要な考え方になるの

ではないか、ということです。

なぜかというと、経済学の分野は比較的国際標準化が

進んでいます。そして、国際化が進んでいて、海外で博

士号を取って日本に戻ってきて、その考え方を日本に広

めるという方が多くいらっしゃいます。実際、アメリカ

の経済学の博士課程には実は日本人が毎年50人ぐらい

いるのです。彼らが海外で経済学を研究して、その知見

を日本に持って帰っています。また、逆に日本で経済学

を学んだ学生たちも非常に力をつけていて、今では日本

の博士課程にいるけれども、海外の学術誌に論文を載せ

るような力の人もいっぱい出てきているわけです。そう

いった方々が経済学の知見を使って、いろいろな本を書

かれたりしています。

私個人としては、経済学的アプローチがこれからの日

本の企業や産業を見るうえで、大事なのではないかと考

えております。ですので、きょうはこれからこちら側の

話をさせていただきたいと思っております。実は私もも

ともと経済学をやっていたので、こちらの方が得意で好

きなのです。

いよいよこの辺から本題なのですが、まず最初に2人

の有名人を紹介したいと思います。ひとりは皆様もたぶ

ん多くの方が名前をご存じだと思うのですが、マイケル・

ポーター教授です。ハーバードビジネススクールの教授

でおそらく世界で一番有名な経営学者だと思います。

もうひとりは、名前をご存じの方も多いかもしれませ

んが、ジェイ・バーニー教授といって、ちょっと前まで

はオハイオ州立大学にいて、今はユタ大学に移籍しまし

た。

この２人ともご存じかもしれませんが、いわゆる80

年代から90年代において、競争戦略論といわれる分野

を打ち立てた、まさに大功労者なわけです。私にとって

は神様みたいな２人です。よく言われますのはポーター

の戦略論というものは「ポジショニング」であり、ある業

界の中で比較的ユニークな個性化できるようなポジショ

ンをとることで企業は競争優位を保てるという考え方で

す。

バーニーは、ポジショニングも大事なのだけれども、

あわせて企業内の経営資源、経営のリソースみたいなも

のに注目すべきだ、という考え方です。

実は２人のそういった考え方のもとは経済学からきて

います。ポーターに至っては、彼は経営経済学という分

野で博士号を取っているのです。だから本当に経済学の

人なわけです。

ですから、80年代から90年代にポーターやバーニー

が打ち立てた競争戦略論の考え方のベースにあるのは経

済学的な考え方、とりわけミクロ経済学的な考え方です。

そしてポーターもバーニーも考え方は多少違うのです

が、彼らがともに主張しているのは、企業というものは

競争優位を持続させることが大事だ、そのためにユニー

クなポジションをとれば比較的競争優位が持続できる、

と言っているのですね。

では競争優位が持続できるというのはどういうことか

といいますと、比較的長い間、たとえば10年ぐらい安定

して利益や成長率といった指標を維持できる、といった

ことをわれわれは持続的な競争優位というのです。ポー

ターやバーニーの時代は、こういうことを企業は目指す

べきだと言っていたわけです。

ところが、先ほど申し上げましたように、経営学の世

界では統計分析が大量に行われています。その中で、テ

キサス大学のティモシー・ルエフリ教授が2000年前後

から統計分析によるいくつかの論文を発表しています。

ルエフリ教授は、アメリカのかなり多くの企業のサンプ

ルのデータを使って、企業は競争優位を本当に持続でき

るのか、ということを統計分析したのですね。その結果、

分かってきたことがあります。まず、10年ぐらい競争優

位を持続できる、すなわちライバル社と比べて高い利益

一時的な競争優位

ポーターやバーニーの「競争戦略論」
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率を出せる会社は、実は多くのアメリカ企業の中でも全

体の３％ぐらいしかいない、ということが分かってきた

わけです。

たとえば、新しい製品を出したり、新しいビジネスモ

デルが出てきたりすると、一時期収益が上がるわけです。

ところが、やはり競争は厳しいので、３年または４年た

つと、同業他社がまねしてきたりとか、新規参入企業が

あって、だんだん利益率が落ちてくるのです。ただし、そ

こでまた新しい手を打つことでまた利益率が上がりま

す。そして、３、４年たつとライバルの反撃にあうのです

けれども、またまたぐっともちこたえて新しい手を打つ。

こういうふうに、落ちきらないでぐっと踏みこたえてい

る企業が、今アメリカで勝っている企業だということが

分かってきたわけです。

私は別の講演でこの話をしたときに、「牛若丸の八艘飛

び」と言いました。要するに、ぴょんぴょんと、とびはね

るような活動をしている企業が勝ってきている、という

ことが分かってきたわけです。

ところで、実は別の講演でお話を差し上げたとき、「入

山さん、うちの業界はもうそうではないよ」と言われまし

た。何のことかと思ったら、「入山さんは３、４年と言っ

たけれども、うちはもう２年です」とか、「いや、うちは１

年半です」という企業の方がいらっしゃったのです。です

から、実は日本の企業の中でも、そういう感覚はやはり

あるみたいなのです。

なんでこういうことが起きているかというと、やはり

月並みなのですけれども、競争が激しくなってきている

わけです。規制緩和もあるし、景気も悪いし、そして何よ

りグローバル化が進んで、それから、IT技術等で非常に

技術進歩のスピードが一部の産業で速くなっているので

すね。ですから、すべての産業ではないのですが、少なく

ともある一部、あるいは特定の複数の産業では競争が激

しくなってきていて、われわれはこういう状況を「ハイ

パー・コンペティション」と呼びます。この名称は、ダー

トマス大学のリチヤード・ダヴェニがつけました。やは

りいくつかの業界は間違いなくハイパー・コンペティ

ティブな方にいっているのです。そしてそういう業界で

勝てる企業とは、ポーターやバーニーが言っていたよう

な、持続的な競争優位を保てるような会社ではないので

す。落ちそうになってまたすぐ次の手をバーンと打てる、

落ちそうになって、また次の手を打てる、こういうこと

をわれわれは「テンポラリー・アドバンテージ」、すなわ

ち「一時的な競争優位」といいます。この「一時的な競争

優位」を鎖のようにつないでいけるような会社が今勝っ

てきている会社なのです。そしてもし、ハイパー・コン

ペティティブな業界がもっとふえていくと仮定すると、

これからはもっとこういう企業が勝てるようになってく

るということがわれわれの研究者の積み重ねで少しずつ

分かってきたわけです。

では、この「一時的な競争優位」の世界で何をすべきか、

ということについてなのですが、２つぐらい大きな考え

方があると思うのです。

まずひとつ目は、「競争行動」という考え方があります。

これも私の本で書いたことですが、実はポーターやバー

ニー以降の競争戦略論では、ほぼ全員がこの「競争行動」

という研究をしています。もうポーターのポジショニン

グ等の研究は誰もしていないのです。

この「競争行動」というものは、たとえば新しい商品を

投入したりとか、モデルチェンジをしたりとか、大がか

りなプロモーションをしたりとか、ある程度企業が時間

やコストをかけて同業他社を攻撃するような活動のこと

です。これをわれわれは「競争行動」と呼びます。そして

たとえば、競争行動を頻繁にやる場合とやらない場合で

どっちがいいのかとか、頻繁にやることで相手は反撃し

てくるのかとか、そういうことを統計分析を使って研究

するのが、実は現在の世界で主流になっている競争戦略

論の中心テーマなのです。そして、いろいろと賛否はあ

るのですが、おそらく経営学者の中で比較的コンセンサ

スになっていると私が理解していることは、こういう積

極的な競争行動をやった方が長い目で見て業績、たとえ

「一時的な競争優位」の世界で何をす
べきか
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ばマーケットシェアですとか、利益率にプラスになると

いう結果が複数の実証研究で出てきています。ですから、

多少お金とか人がかかっても、やはり攻めた方がいいと

いうことになるわけですね。

ですので、昔のポーターやバーニーの時代、70年代か

ら80年代ぐらいの競争戦略論というものは、比較的安

定した競争環境の中で、ポーターが言うようにユニーク

なポジショニングをとっていれば、比較的長い間、安定

した収益が確保できたわけです。それに対して、必ずし

もすべての業界がそうではないのですが、いくつかの業

界では、よりハイパー・コンペティティブになってきて

いて、そしてこういう業界ではもっと攻めた方がいいと

いう話になってくるわけです。

そうしますとポイントは、ユニークなポジショニング

をとりながら攻めることができないのか、すなわち両方

の「いいとこどり」はできないのかという話になるわけで

すね。この辺が実は今世界の競争戦略論の経営学者がい

ろいろと研究しているところです。まだ正解は出てない

のですが、私の個人的な仮説としては、うまくビジネス

モデルが回れば、両立が可能な場合があるのではないか、

と考えています。

たとえば、アメリカですとサウスウエストの事例が典

型だと思うのです。サウスウエストは、ご存じのように、

アメリカの国内航空業界の中で非常にユニークなポジ

ショニングをとっている会社なのですね。

ところで、経営学の世界では、「マルチマーケット・コ

ンペティション」という考え方があります。この「マルチ

マーケット・コンペティション」の考え方というものは、

企業がライバルと複数のマーケットでかぶっていると、

お互いが攻めにくくなるという考え方なのです。経営学

の分野では、このことをゲーム理論を使って説明される

方もいらっしゃいます。

たとえば、あるセグメントのＡで攻撃しだすと、Ａ、Ｂ、

Ｃ、Ｄ、Ｅの全部のセグメントにおいてライバルとマー

ケットがかぶっている場合、Ｅで反撃される可能性が出

てくるわけです。ですから、かぶればかぶるほどお互い

なかなか牽制し合って攻撃しなくなるというのが、「マル

チマーケット・コンペティション」の考え方です。実際に

これをサポートする実証研究の結果も非常に多く出てい

ます。

そして、もしも「マルチマーケット・コンペティション」

の考え方が正しいとすると、サウスウエストはその真逆

の、非常にユニークなポジショニングをとっているので

す。実はサウスウエストは、たとえば路線ですとか、空港

ですとか、同業他社とかぶってないのです。少なくとも

昔はかぶってなかったのです。ですから逆にアグレッシ

ブに攻めても大丈夫ということがいえるのではないか、

これは学界のコンセンサスというよりも、私の仮説なの

ですが、そういうことを考えています。

ほかに私がアメリカで使った事例は、現代自動車です。

現代自動車は最近ちょっと調子が悪いのですけれども、

２、３年前までアメリカでのマーケットシェアの上位に

トヨタに肉薄する勢いでいました。確かに現代自動車の

車両は非常によくなっているのです。私もよくレンタ

カーで乗っていたので分かるのですけれども、性能も非

常にいいし、デザインがとにかくものすごくよくなって

います。そもそも商品がとても力をつけているのですが、

それに加えてアメリカの現代自動車の特徴は非常にアグ

レッシブなプロモーションをかける点なのです。

ところで、新車を買った後、何年かしたら下取りに出

すわけですね。現代自動車では、その下取りの価格につ

いて、新車を購入するときに決められるのです。つまり

そのあとどんなに車をぶつけたり、壊したりしても、そ

の価格で買い戻してくれるのです。これはカーディー

ラー的にはかなりアグレッシブなことをやっているわけ

です。何で現代自動車がそういうアグレッシブな攻めの

戦略、高競争行動をとれるのかというと、おそらくこう

いうことなのです。

すなわち、現代自動車はアメリカでは確かにマーケッ

トシェアの上位にいるのですが、それでもやはり一部の

セグメントだけなのですね。小型車と、エラントラ、セダ

ンとソナタ、それとSUVだけなのです。一方で、ご存じ



世界の経営学者はいま何を考えているのか

41

かもしれませんが、アメリカの自動車市場で一番ドル箱

なのは、ピックアップトラックなのです。けれども、ピッ

クアップトラックには全然参入しようとしないわけで

す。ですから、現代自動車は比較的うまくポジショニン

グをとりながらアグレッシブなことをやっているのでは

ないか、ということです。いずれにしてもこういう競争

行動的な視点というのを持つのが、大事なことなのでは

ないか、と思っています。

そしてもう１点、ハイパー・コンペティティブな世界

でどうすればいいかということについてです。先ほどお

話しした「牛若丸の八艘飛び」と一緒で、とにかく市場環

境や競争環境がすぐに変わりますし、すぐに敵が反撃し

てきますから、なるべく常に新しい手をどんどん打てる

ような企業組織にする必要があります。これをわれわれ

はよく「アジリティー（敏捷性）」といいます。というこ

とは月並みなのですけれども、新しい知を継続して生み

出せるような会社が重要なのですね。私はこの言葉はあ

んまり好きではないのですが、やはり「イノベーション」

は大事なのですね。

今、ビジネス誌を読むと、どこでもイノベーション、イ

ノベーション、イノベーションなので、ちょっと食傷ぎ

みなところもあるのですが、やはりこうやって考えてみ

ると、イノベーションというものはハイパー・コンペティ

ションな世界では非常に重要なのです。では、どうやっ

たら企業というものはイノベーティブな知識を生み出せ

るかという話をこれからさせていただこうと思います。

イノベーションに関しては、当然ながらなのですが、

世界中でものすごい数の経営学者が研究をしています。

日本で知られてないだけで、ものすごい数です。そして彼

らが先ほど申し上げたような統計分析ですとか、シミュ

レーションですとか実験を使って、どうやったら企業や

組織はイノベーション、すなわち新しい知を生み出せる

のかという研究をしていて、また、研究者同士も競争し

ているわけです。

ここで、イノベーション研究の大御所といわれてい

る３人の方たちを紹介したいと思います。ひとりはスタ

ンフォード大学のジェームス・マーチです。２人目はペ

ンシルバニア大学のダニエル・レビンサールです。３人

目はカーネギーメロン大学の組織学の世界的な権威で、

リーダル・アルゴーティーという人です。実は私はこの

人に習っていたのですけれども。この３人は本当に超大

物ですが、それに限らず何百、おそらく何千、何万とい

う研究者がイノベーションについて研究しているわけで

す。

とはいえ、イノベーションに関する一番根本の考え方

というものは実はすごく不変で、経営学者たちがおそら

くコンセンサスで持っている一番根本的な考え方という

ものがあります。それは何かというと、イノベーション

というものは言うまでもなく新しい知を生み出すことな

わけです。そして新しい知を生み出す最大の前提は、新

しい知というものは常に今ある知と、今ある知識の新し

い組み合わせなのです。これは言われてみたらすごく当

たり前のことで、人間というものはゼロからでは何も生

み出せないわけです。ですから、新しい知というものは、

常に何かの知識と別のある知識との新しい組み合わせな

のです。このことは経営学では今でもコンセンサスです。

また、シュムペーターが80年前から「ニューコンビネー

ション」ということで言っていることでもあります。そし

ていまだにこれは世界の国際標準になっている経営学の

イノベーション研究の大前提になっています。ですので、

なるべく新しい知識を組み合わせる、知識同士を新しく

組み合わせるということが大事なわけですね。

ただし、知識と知識を組み合わせればいいわけですけ

れども、人間というものは、どうしても目の前にある知

識だけを組み合わせがちなのですね。これも当たり前の

話で、人間とか組織には認知の限界がありますから、ど

うしても自分の目の前の知識をいっぱい組み合わせるわ

けです。

イノベーティブな知識を生み出す

知の探索
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たとえば、ある業界においてはその業界の周りの知識

が比較的多く組み合わさっているわけです。そして、同

業他社も同じ業界にいるわけですから、同じような知識

が周りにあって、同じような組み合わせをやっているわ

けです。そうすると、同業他社も同じような組み合わせ

をしているので、実はそこからはイノベーションが出て

こないということになるのです。

ですから、そうではなくて、新しい組み合わせを求め

るには、なるべく自分の業界や自分の周りからなるべく

離れた知識を可能な限り多様に幅広く拾ってきて、それ

と今自分が持っている知識とを組み合わせるというこ

とが大事になってくるわけです。これを経営学的には 

Exploration 、知の探索といいます。実はほぼすべてのイ

ノベーションというものは、この「知の探索」活動からで

きてきているのです。

私がよく授業で話す一番端的な例は、世界に冠たるイ

ノベーションであるトヨタ生産システムがどうやって

できたかという話です。これは有名な話なのでご存じの

方も多いかもしれませんが、生みの親の大野耐一さんが

アメリカに研修に行って、そこでスーパーマーケットに

行って、スーパーマーケットのものの流れを見たときに、

「あっ、これは自動車生産に使える」と思って日本に持っ

て帰ってきて、それで世界に冠たるトヨタ生産システム

ができたわけです。ですから、アメリカのスーパーマー

ケットと日本の自動車生産という全然関係がない知識が

組み合わさって、ああいうイノベーションが起きている

わけです。

ほかにも、たとえばカルチュア・コンビニエンス・ク

ラブ、ツタヤの社長さんがそもそもCDレンタルのビジ

ネスがいけると思った理由は何だかご存じでしようか。

あれはあのの社長さんが消費者金融のビジネスモデルを

見たときに、「うちの商売でもいける」と思ったらしいの

です。CDレンタルでは、たとえば1,000円のCDを貸

して100円を取るわけですね。あれはよく考えると十一

の高利貸しみたいなものなわけです。そう考えると、CD

レンタルというビジネスもうまくいくのではないかとい

う着想に至ったわけです。ですから、あれも消費者金融

とCDレンタルという全然関係ない知識と知識が組み合

わさって新しいビジネスができてきているわけです。や

はり知の探索というのは大変重要なわけです。こうやっ

て遠くから拾われた知識を一度組み合わせてみて、うま

くいきそうだと思ったところを深めていく必要があるわ

けです。それをわれわれはExploitation、知の深化と呼

ぶわけです。

ところがやっかいなのが、この本でも書いたのですが、

組織というものは、たとえぱとにかく来年の予算を立

てなければいけないわけです。そうなると認知科学的に

も、どうしてもとりあえず目の前のもうかっているとこ

ろにある知識を深掘りして、何とかここで収益を上げよ

うというふうになるのです。われわれ経営学者はこれを 

Competency Trapと呼んでいます。

これは決していいとか悪いではなくて、人間あるいは

組織の本質として、Competency Trapに陥りがちなの

ですね。問題なのは、特にハイパー・コンペティティブ

な世界で何か新しいことをしたいというときに、「知の探

索」が圧倒的に重要なわけなのですが、組織の本質として

やはりどうしてもCompetency Trapに陥りがちになる

点です。

「日本のメーカーはイノベーションが足りない」という

話をさんざんされているわけです。これについては、も

Competency Trapに陥らないために
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ちろんいろんな理由はあるのですが、おそらく最も重要

な本質的なひとつは、大企業が Competency Trapに

陥っているからだということになるのだと思います。

逆に言えば、少なくとも既存の企業に関しては、何と

かして「知の探索」側に組織をもっていくような施策や手

を打つということを考えることが大事になるわけです。

ではそのために何をすればいいかということなのです

が、だいたい３つか４つぐらい考え方があると思うので

す。

ひとつは、言うまでもなくやはり経営者の存在です。

経営者の方々がそういうことを考える、取り組むという

ことが大事です。

ここで、ひとつの共通点のあるいくつかの製品を紹介

したいと思います。最初は、Lisaというパソコンです。

次にアップルTVです。実は私はアメリカで持っていた

のですけれども、全然売れてないのです。そして、アップ

ルがフェイスブックとかツイッターに対抗するために出

したソーシャルネットワークシステムPingです。今は誰

も使っていませんけれども。それから、一番最初の iMac

が出たときのマウスです。私も実は持っていたのですけ

れども、ものすごく使いづらくて大変評判が悪かったマ

ウスです。それから、iPod shuffleです。これは、表示が

全然なくて曲がshuffleされるのです。だからshuffleす

ると、どの曲がかかっているかまったく表示がないまま

いきなり曲が流れてきて、何が楽しみかさっぱり分から

ないというものでした。これも私がアメリカにいたとき

に持っていて、学生から変な目で見られていたのです。

さて、これらの製品の共通点は何だか分かりますか。

実はこれらは全部、スティーブ・ジョブズの失敗作なの

です。Lisaというパソコンは、これは有名な話なのでご

存じかもしれませんが、スティーブ・ジョブズの娘さん

の名前です。スティーブ・ジョブズは思い入れがあって

娘の名前をつけたのですが、大失敗したパソコンです。

残りの製品も全部スティーブ・ジョブズの失敗なわけで

す。ジョブズはとにかく失敗作がいっぱいあるのです。

スティーブ・ジョブズは大天才の経営者で、出すもの出

すもの全部あてているというイメージがあるのですけれ

ども、それはうそですね。この人は大失敗王で、とにかく

失敗ばかりしているわけです。

ただし、彼は典型的な知の探索人間なのです。たとえ

ば、アップルのデザインの着想をカリグラフィーから得

たという有名な話がありますけれども、ジョブズはとに

かくいろんな知識を幅広くとって、そして組み合わせ、と

にかくまず市場に出して試すわけです。試すから、当然

のように失敗作は大量に出るのです。けれども、たまに

アイポッドとかアイフォンみたいな大ヒット作が出るの

で、何でもあてているようなスーパースターに見えるの

です。実際すごい天才だと思いますが、とはいえものすご

い数の失敗をしているのだということになるわけです。

それに比べると、後継者のティム・クックはその真逆

なわけです。彼は失敗が一番嫌いなのです。ティム・クッ

クがCEOになってから、アップルは失敗作をひとつも

出していないのです。もちろん、それはティム・クック

のパーソナリティもあるのです。彼はもともとオペレー

ションの人ですから、そもそも失敗が嫌いな人なわけで

すね。だから実はティム・クックがCEOのとき、私はア

メリカの授業で「これからのアップルはやばい」というこ

とをさんざん言っていました。実際しばらくして、去年

の初頭ぐらいからアップルの株価はだら下がりしていま

すね。これは本当に今からだと後出しじゃんけんなので

すけれども。今もそんなに調子がよくないです。よくア

ナリストの方は、端的にアップルからわくわく感がなく

なったという言い方をするのですけれども、まさにわく

わく感がなくなっているわけです。そのわくわく感がな

くなっているというのは経営学的にどういうことかとい

うと、まさに知の探索をたぶん怠ってきているというこ

となのですね。ですから、そういうことを市場もだんだ

ん評価するようになってきているということなのだと思

います。

逆にソニーについては、実は今の平井さんになってか

無駄玉を撃て
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らはそんなに悪くないと私個人は思っているのです。む

しろ私は中谷先生がどういうふうに評価されているか

すごく関心があるのですが。ソニーは今はメディアでむ

ちゃくちゃたたかれていて、本当にひどい言われような

わけです。確かに今は利益も全然出てないし、テレビも

うまくいくかいかないか分からないみたいな話になって

いるし、パソコン部門も売ってしまったし、そういう状

態です。ただし、たとえばエンジニアの方とか内部の方

の話を聞くと、平井さんはエンジニアに「無駄玉を撃て」

ということをちゃんと言っているらしいのです。まさに

ジョブズがやったことはほとんど失敗作ですから、やは

り無駄を打つということは「知の探索」をしろというこ

とです。少なくともエンジニアレベルではそういうこと

ではっぱをかけていて、エンジニアもそれを聞いて結構

ふるいたっているという話を聞いています。平井さんに

なってからR&Dに対する売上比率もふえていて、「知の

探索」にもっとお金をかけようということをやっている

わけです。

もちろん、だからといってソニーがうまくいくかとい

うとなかなか難しい問題です。けれども、平井さんは少

なくともベクトル的には「知の探索」側の方にソニーをな

んとかもっていこうとしていて、少なくともその方向性

自体は理論的には間違っていないはずなのです。

今までは経営者の話でしたが、それ以外に、たとえば

戦略レベルの話も重要です。特にヘンリー・チェスブロ

ウ教授が提唱して有名な「オープン・イノベーション」

は当然重要なわけですね。たとえば、自分の同業他社で

すとか、違う業界の会社と企業レベルで戦略的にコラボ

レーションするということが大変重要なのです。最近は

日本の企業もだいぶこの辺を意識して実施している会社

が出てきました。けれども、やはりアメリカの会社と比

べるとまだまだ足りないですね。

もちろんアライアンスですとかM&Aも重要なのです

が、それ以上に私が今注目しているのは、「コーポレート・

ベンチャーキャピタル」という考え方です。ご存じの方

も多いと思うのですが、これはいわゆる事業会社がベン

チャーキャピタルのような役割を果たしているというこ

とです。たとえば、ベンチャーキャピタル会社をつくっ

たり、あるいはファンドを組んだり、あるいは直接投資

によって、若いベンチャーに投資をするということです。

当然ながらベンチャーの持っている技術とか知識という

ものは要するに新しい知識や技術ですから、非常に不確

実性が高く、事業リスクも大きいわけです。だからM&A

でいきなりお金をかけて買ったりすることは、かなりリ

スクが高いわけです。けれども、ベンチャーキャピタル

投資のような形で、たとえばファンドを組んだり、シン

ジケーションを組んで複数の企業で投資をしたりすれ

ば、ある程度コストを抑えることができるわけです。そ

ういうことでなるべく幅広くベンチャーの知識を確保し

て、それで本当にこの技術がものになると思ったら、事

後的に買収してもかまわないし、コラボレーションして

もいいわけです。

この「コーポレート・ベンチャーキャピタル」は、アメ

リカでは特にハイテク産業を中心にものすごく行われて

いまして、今はM&Aとアライアンスに続く第三のオー

プン・イノベーションの方法だという考え方が、少なく

ともわれわれ学者の間では定着しています。

たとえば、インテルですとか、シスコですとか、マイク

ロソフトもそうですし、それから製薬会社のジョンソン・

エンド・ジョンソンとか、ああいった企業ではコーポレー

ト・ベンチャーキャピタルを非常にうまくやっています。

実は最近日本企業もかなりここに注力する会社が少しず

つ出てきています。たとえばソニーでは、コーポレート・

ベンチャーキャピタルの会社がシリコンバレーにありま

したが、休眠状態だったのですけれども、最近平井さん

になってからまたベンチャーに投資するようになってい

るようです。また、トヨタも持っていますし、あとおもし

ろいところではフジテレビが持っていたりします。それ

から三菱商事は昔から持たれています。あと最近の事例

ですと、直接ベンチャーに投資をするという意味で、オ

コーポレート・ベンチャーキャピタル
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ムロンですとか、それから、ロート製薬等もベンチャー

に投資しています。ですから、コーポレート・ベンチャー

キャピタルという考え方が日本でもこれからもっと注目

できる考え方なのではないかなと個人的には考えていま

す。

次に人材の多様化についてです。これは当然ながら重

要です。しつこいようですけれども、「知の探索」という

ことはなるべく遠くの幅広い知識をとるということで

す。そして、すなわち知識というものは人間の中に埋まっ

ているわけですから、一番分かりやすいやり方としては、

なるべく多様な人を採ってくるというのが一番てっとり

早い知の探索になるわけです。ですから、そういう意味

で申し上げると、やはりダイバーシティということはも

のすごく大事なのです。特にこれからの日本企業では、

なるべく多様性のある知識とかバックグラウンドを持っ

た人を採って、知の探索を促すということが大事になる

はずです。

ただし、今日本で「ダイバーシティ」というと、たとえ

ば女性を活用するとか、女性の管理職を何％にするとか、

外国人を何％にするというような、いわゆる表面的なダ

イバーシティの議論をされることが多いことが、私とし

ては気になっています。

私も今奥さんが働いているので、もちろんそうしたこ

とも社会的にはものすごく大事だと思います。ちなみに、

なぜ私が日本に帰ってきたのかというと、ひとつの理由

は奥さんに働いてほしいから帰ってきたということで

す。ですので、ダイバーシティには個人的にはものすご

く賛成なのです。しかし、他方で、より大事なのは女性が

何％、外国人が何％ということではなくて、その人が持っ

ているバックグラウンドなり、知見なり能力、そういった

ものを多様化することが大事なわけで、それがイノベー

ションにつながるわけです。こういうことを経営学では

「タスク型のダイバーシティ」というのですね。

それに対してたとえば性別とか、年齢とか、人種とか、

いわゆる表面的なダイバーシティのことを「デモグラ

フィー型のダイバーシティ」と言います。どうも最近の論

調は、両方のダイバーシティを混同しているところがあ

るのかなと思います。しつこいようですけれども、私自

身は女性が社会に出ることについてはものすごく大事だ

と思うのです。ですが、他方で今、安倍首相が言ったから

といって、「数値目標何％」みたいな風潮は個人的には危

惧をしております。

それからもう１点、戦略レベルの話があります。経営

学では「組織の文化」みたいな話をよくすることがあり

ます。実は経済学者はこういう言葉は好きでないのです

けれども。具体的には、社員一人ひとりが比較的「知の探

索」をしやすいような、それを促すような風土づくり、文

化づくり、あるいはルールを設定することはできるので

はないかという研究が経営学ではあります。われわれ経

営学者はこれをContextual Ambidexterityというので

す。この一番分かりやすい例が、グーグルの20％ルー

ル、あるいは３Ｍの15％ルールと呼ばれるものです。こ

れは本でも書いたのでご存じかもしれませんけれども、

たとえば３Ｍでは、正規の業務時間の中の15％はとにか

く好きなことをしていいという時間があるわけです。そ

うした時間があると、エンジニアたちは、いつか会社の

ためになるかもしれないけれども、とりあえず今は目の

前の上司は認めてくれないという仕事をその15％の時

間を使ってやるわけです。それはルール化された知の探

索活動なわけです。最近、話を伺っていると、日本企業で

もこういうことを取り入れている会社も出てきているよ

うなのです。こういったことをやっていくということが

大事になるわけです。

そして、遠くから集められた知識は、イノベーション

を本当に起こすためには当然ながら組み合わされなけれ

ばいけないわけですね。組み合わされるということは、ど

うしなければいけないかというと、当然ながら組織や会

社の中で情報が共有化されなければいけないわけです。

人材の多様性

Contextual Ambidexterity
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そこでこれも本で書いたことなのですが、多くの方が

勘違いされていることなのですが、「情報の共有化　イ

コール　組織の全員が同じことを覚えていること」だと

考えられている方が非常に多いのです。これはそもそも

無理なのですね。だって人間の脳みそは限界があります

から、大きくなった組織で、ひとりの社員が会社全体に

共有されている知を覚えていろ、ということはそもそも

無理なわけです。それに対して経営学の分野で、特に組

織学者の分野でよく言われているのが「トランザクティ

ブ・メモリー」という考え方です。

これは本を読んでいただいた方には繰り返しで恐縮な

のですが、情報の共有化で重要なことは、組織の全員が

同じことを覚えていることではなくて、組織の誰が何を

知っているか、ということを組織の全員がよく知ってい

ることである、ということです。ですから、情報の共有化

において大事なことは、英語で言うとWhatではなくて、

WhoのつくWhatであるということが、この「トランザ

クティブ・メモリー」という考え方です。

そして、実はこれは個人の学習と組織の学習の最大の

違いでもあるわけですね。個人の学習というものは、人

間の脳みそには限界がありますから、しょせん学習にも

限界があるわけです。ですけれど、組織というものは各自

がスペシャリストになれますから、各人がスペシャリス

トになったあとで、たとえば私が吉田さんの知識を持っ

ている必要はないのです。そして、「何か困ったときには

吉田さんに話を伺えばいい」ということさえ分かってい

れば、組織全体の知というものは非常に深まっていくわ

けです。

たとえば、新しい製品を開発したけれども、需要の見

通しが立たないというときは、「ああ、こういうジャンル

の情報だったら、６階の誰誰さんに聞けばいいよ」という

ことだけを知っていればよいのです。でも実はこれは最

初のステップで、もうひとつ重要なことは、実際にそこ

に気軽に聞きに行けるということなのですね。実は意外

とそういうことができてない会社がいっぱいあるわけで

す。

ではその「トランザクティブ・メモリー」を高めるにあ

たってどうすればいいかということなのですが、実はこ

れについても多くの研究がなされています。まず、多く

の実証研究で、「トランザクティブ・メモリー」が高い会

社や組織の方がパフォーマンス、すなわち業績がいいと

いう結果が出ています。ではそのうえで、どういう組織

が「トランザクティブ・メモリー」を高められるかという

ことについての研究もいろいろあるのです。中でも非常

にいい研究だと私が思っているのは、南カリフォルニア

大学の心理学の教授マーサ・ホリングスヘッドという人

が98年に行った研究です。彼女は、34組のカップルを

使って共同作業の実験をしてもらったのです。カップル

で作業して、そして事後的にその作業のパフォーマンス

とか、「トランザクティブ・メモリー」を指標化して、ど

ういうカップルが「トランザクティブ・メモリー」が高

かったか低かったかという研究をしたわけです。

彼女の研究がおもしろかったのは、そのカップルを３

種類に分けたのですね。第１のカップルは、お互いに顔

が見えて、しかも普通に口でコミュニケーションできる

タイプのカップルです。第２のカップルは目かくしか何

かしているのでお互いの顔が見えなくて、口でコミュニ

ケーションをとるタイプです。第３のタイプはマスクか

何かで口は閉ざされていて会話もできないのです。だけ

ど身振り手振りですとか、アイコンタクトですとか、それ

こそ筆談ですとか、そういったことでコミュニケーショ

ンがとれるタイプです。

この中でどのタイプのカップルが「トランザクティブ・

メモリー」が一番高かったのでしょうか。高かったのは分

かりやすいので、どのタイプが「トランザクティブ・メモ

リー」が低かったと思いますか。「トランザクティブ・メ

モリー」を高められなかったカップル、正解はタイプ２の

カップルなのです。タイプ３のカップルはどうだったか

というと、「トランザクティブ・メモリー」の数値はタイ

プ１とほとんど変わらず、少なくとも統計的有意な差は

トランザクティブ・メモリー
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出なかったのです。

この研究のポイントは何かというと、「トランザクティ

ブ・メモリー」を高めるには、アイコンタクトですとか

身振り手振り、顔をつき合わせるコミュニケーションと

いうものがどうも大事なのではないか、ということです。

実はそういったことが非常に大事で、本当に意外とばか

にできないのです。そしてそれが「トランザクティブ・メ

モリー」を高めている可能性があるのです。

ただし、実はこれは率直に申し上げて経営学者のコン

センサスになっているとまでは断言しない方がいいかな

と私は思っています。研究が積み重なって「絶対にそう

だ」というところまでまだいってないのです。ただし、複

数の研究でそういう結果が出ているのです。たとえば、

ルイスという別の研究者も同じような結果を出していま

す。この研究では、Ｅメールでやりとりする場合と、普通

に顔を合わせる場合でどっちが「トランザクティブ・メ

モリー」が高まるかという研究をしています。結果は、や

はりＥメールの交換だけだと絶対高まらないという結果

になっているのです。

どうしても組織が大きくなると、会社全体がたこつぼ

化してしまったりとか、隣の部署が何をしているか分か

らないということが率直に言ってあるわけですね。たと

えば、オフィス環境等でも、最近はパーティションで区

切るようなことが出てきて、パーティションで区切ると

どうしてもフェイス・ツー・フェイスのコミュニケーショ

ンは減るわけですね。よくありがちなのが、同じオフィ

スの同じフロアにいるのに、フロアのこっちとこっちで

メールでずっと会話しているみたいなことが非常に多く

あるわけです。そういうことは個人が仕事に集中すると

いう意味では一見効率がよさそうなのですけれども、少

なくとも「トランザクティブ・メモリー」という長い目で

見たときの組織の記憶力という意味からいうと、実はマ

イナスになっている可能性が結構あるということになる

わけです。ですから、やはりフェイス・ツー・フェイス

の関係は今だからこそ非常に重要な可能性があるという

ことなわけです。

今度は社会学的なアプローチの話をしたいと思いま

す。

先ほど申し上げたように、アメリカを中心として、社

会学はものすごく進展しています。そして、人と人のソー

シャルな関係とか、組織と組織のソーシャルな関係がど

うやって業績とかパフォーマンスに影響を与えるかとい

うことについてものすごい数の研究があります。その研

究者の代表が、スタンフォード大学のジェームズ・マー

チ、シカゴ大学のロンバード、ケンタッキー大学のス

ティーブ・ボガッティという人たちです。この人は「サイ

エンス」にネットワーク理論という論文を載せているぐ

らいの人なのです。

とにかく社会学ベースでいろいろな研究がされている

のですが、今日は時間がないので１点だけ申し上げたい

のが、「ネットワーク理論」という考え方です。その中で

「strength of weak tie」という考え方があります。

人と人の関係を見たときに、ただの知り合い同士と親

友だったらどっちの方が皆さんにとっていいかという

と、だいたいは皆さん「親友」と答えるわけですね。だけ

ど必ずしも実はそうではないという考え方です。これも

経営学でほぼコンセンサスになっています。

たとえば、Ａさん、Ｂさん、Ｃさんという３人がいた

として、ＡさんとＢさんが親友で、ＡさんとＣさんも親

友だったら、勢いＢさんとＣさんもつながりやすいわけ

ですね。そうするとＡさんとＢさんが親友で、Ａさんと

Ｃさんも親友だと、ＢとＣもつながりやすいので結果的

に閉じた三角形ができてしまうことになります。とする

と強い結びつきでできたネットワークは閉じた三角形の

ネットワークになりがちです。われわれはこういうこと

を「テンス・ネットワーク」というのです。

それに対してＡさんとＢさんがただの知り合いで、Ａ

さんとＣさんもただの知り合いだと、知り合いと知り合

いなので、ＢさんとＣさんはなかなかつながらないわけ

です。とすると三角形の一辺が欠けた状態のネットワー

弱いネットワーク
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クとなります。こっちはすかすかのネットワークができ

るわけです。

ではこのどっちがいいかということなのですが、実は

これはネットワークの全体で見ると、常にではないので

すけれども、弱いネットワークの方がいいときがあると

いうことがよく言われているわけです。

もしも同じ量の情報を流すのだったら、強いネット

ワークの方が効率はいいわけです。または水道管で考え

ていただくと非常に分かりやすくて、同じ１トンの水を

流すのだったら、強いネットワークの方が効率的に行き

渡るわけです。

ただし、弱いネットワークの方は、弱い結びつきです

から簡単につくれるわけです。誰かととりあえず名刺交

換して、メールの交換でもそのうちしましょうよという

ぐらいなら誰でもすぐ簡単につくれるわけです。という

ことは、弱い結びつきのネットワークの方が簡単につく

れるので遠くにすぐ広がるのです。そして遠くに広がる

ということは、それだけ多様なバックグラウンドを持っ

た人がいますから、多様なバックグラウンドを持った人

とつながりやすくなるのです。だからそういうところか

らの情報が入ってきやすくなるわけです。ということは、

先ほど申し上げた話に戻るわけです。なるべく弱いネッ

トワークの方が多様で、自分から離れた遠くに延びた

ネットワークで多様な知識を得られるわけですから、す

なわち知の探索には向いているのです。ですから、実は

イノベーションには弱いネットワークの方がいいという

研究が多くの経営学の実証研究で得られています。

その代表的な例が、ティム・ローリーという研究者が

2000年に発表した論文なのです。サンプルは少ないの

ですけれども、世界中の半導体企業と鉄鋼企業のデータ

を彼は集めて、各企業の提携を全部調べて、そして強い

タイプの結びつき、弱いタイプのアライアンスに分けた

のです。強いタイプのアライアンスというのは、たとえ

ばジョイントベンチャーとか、R&DのＲの方のアライア

ンスとか、金とか人とか時間がかかるようなアライアン

スのことです。弱い結びつきというものは、たとえばラ

イセンシング契約とか、共同マーケティングとか、お金

も、人も、ものもあんまりかからないようなアライアン

スのことです。そういうものを弱い結びつきのアライア

ンスとすると、半導体産業では弱い結びつきのアライア

ンスをいっぱい持っている企業の方が事後的な利益率が

高くて、鉄鋼産業ではむしろ強い結びつきのアライアン

スを持っている企業の方が事後的な業績がよい、という

研究結果になったのです。

ここから何が言えるかというと、鉄鋼産業でももちろ

んイノベーションは起きているのですが、鉄鋼と比べれ

ば半導体産業はよりイノベーティブなわけですね。シリ

コンサイクルというものがあって、常に新しいことをし

なければいけないわけです。こういうハイパー・コンペ

ティティブな、イノベーションが求められるような産業

では弱い結びつきのアライアンスの方が事後的な業績に

いい効果を及ぼす可能性があるということです。

もちろん鉄鋼も新しい技術が各所に起きていますけれ

ども、とはいえかなりまだ緩やかなものです。こういう

産業だったらむしろ強いタイプの結びつきを使って知識

を深掘りした方がいいということになるわけです。

ですから、どの会社も自分の会社がどういう提携を

持っているかについてはもちろんご存じですし、最近、

業界提携マップとかいうものもあるわけですけれども、

それに加えてアライアンスの質ということを考えて、そ

れを見て全体のネットワーク構造を考えるということが

実は結構大事だということになるわけです。

せっかくなので、とばそうと思ったのですけれども、

もうひとつだけ言わせてください。ネットワーク理論で

大事な考え方のひとつが「ストラクチャル・ホール」とい

う考え方です。これも本で紹介したのですが、たとえば

企業でも人でもいいのですけれども、あるネットワーク、

すなわち人脈のつながりがあるとしたら、その中で一番

得をするのは誰かというのはお分かりになりますでしょ

うか。正解はネットワークが経由する結節点にいる人な

ストラクチャル・ホール
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のです。なぜかというと、たとえばある側のプレーヤーが

新しい知の探索で知識がほしくて、反対側の知がほしい

というときには、当然ながら結節点を経由しないとこっ

ちにこないわけです。こっち側のプレーヤーがあっち側

の知がほしいというときは、やはり結節点を経由しない

と情報を取れないわけです。そして、この結節点にいる

プレーヤーを「ホール」というのです。このプレーヤー

が真ん中の結節点になっていて、こういうプレーヤーは

ネットワーク上のいろんな情報とか知識をコントロール

できるので、実は非常にプラスなわけです。

ちなみに、今世界で一番イノベーティブな会社と言わ

れている、シリコンバレーのデザイン会社でIDEOがあ

ります。実はIDEOという企業はまさに典型的なストラ

クチャル・ホールプレーヤーなのです。なぜかというと

IDEOはデザインの会社なので、いろんな業界のデザイン

の情報や案件が持ち込まれるわけですね。実は彼らはそ

れらを社内でシェアしています。たとえば、新しいおも

ちゃのデザインをつくる場に、別の自転車の案件を抱え

ているデザイナーがいて、その自転車のアイデアが使え

るのではないのという話になって、まさに知と知の組み

合わせで新しいデザインができてくるわけです。ですか

ら、IDEOは典型的なストラクチャル・ホールのポジショ

ンにいるプレーヤーなのです。もっとも、実はこれは多

くの商売の基本なのですね。商社もこっち側とあっち側、

たとえば国と国をつないで、その結節点でお金をもうけ

ているわけです。

ということで、おさらいするために、あと５分ぐらい

いただきたいのです。

ひとつは競争優位はもう持続しません、という前提で

ものを考えた方がよいということです。業界で濃淡はあ

るのですが、多くの業界がこれからもっとそうなってい

くので、そういう中で企業戦略を考える必要があるとい

うことです。そしてそのためには、もちろん経済学的な

知見も大事なのですが、それに加えて、たとえば認知心

理学的な考え方を勉強されてもいいでしょうし、知の探

索ですとか、トランザクティブ・メモリーというような

考え方、そして社会学的な弱い結びつきというものが実

は大事だという考え方、それから、ストラクチャル・ホー

ルみたいな考え方が、特に大事なのではないかと思って

いるわけです。

最後に、では日本ではどうなのかという話です。今ま

での話は、海外の経営学で得られている知見であり、私

が言っていることではなくて、学者たちがそう言ってい

るという研究の成果を紹介したものです。最後に私の床

屋談義みたいな話で、では日本はどうなんだろうか、と

いうことなのですが、実はこういうことを今考えていま

す。それは、昔の方が結構よかったのではないかと思う

ことなのです。これは本当に床屋談義ですね。

たまたま奇遇なのですけれども、まだ私は読んでない

のですが、１ヵ月ぐらい前の日経ビジネスで「昭和の企業

はよかった」みたいな特集がありました。実は昔の日本企

業は「知の探索」「トランザクティブ・メモリー」等を持っ

ていた可能性があるのです。典型的な例が「ヤミ研」です

ね。これは本でも書いたのですが、「ヤミ研」とはご存じ

のように、たとえば夜10時ぐらいでオフィスが消灯時

間になって組合の人たちが見回りに来て、いったんは電

気を消して、それで彼らが去ったあとにもう一度ぱちっ

と電気をつけて、そこから本業と関係ない自分たちの好

きな研究をするというものです。昔の日本企業のヤミ研

で起きたイノベーションはすごくいっぱいはあったわけ

日本ではどうか？



ゼロ年代の思考

50 季刊  政策・経営研究　2014  vol.4

ですね。たとえば、カシオQV-10という日本で一番最初

にヒットしたデジカメがそうでした。その他、青色発光

ダイオードをつくられた中村修二さん、今はカリフォル

ニア大学サンタバーバラ校（UCSB）の教授ですけれど

も、まさに彼も会社のヤミ研であの技術をつくられたわ

けですね。ヤミ研でつくったからもめたわけですけれど

も、でも少なくともヤミ研で出てきたイノベーションな

わけです。

最近は、コンプライアンスとか、組合がうるさいとか、

そういう理由で日本のメーカーでもヤミ研をなかなかや

らなくなってきていますが、実はヤミ研はインフォーマ

ルな意味で知の探索をする仕組みになっていたのではな

いかと考えています。

同じように、平場のオフィスで「わいがや」でやる、と

いうことがトランザクティブ・メモリーを高める効果が

あるはずなのです。実際、この前、オフィスメーカーのオ

カムラの方と話をしたのですけれども、おもしろかった

のは、オカムラのところに発注されるオフィスデザイン

の案件も、一時期パーティションがすごく売れたのです

けれども、実は最近逆に平場がふえているらしいのです。

もしかしたら日本の企業もこういうことを少しずつ意

識されてきているのかなと思うのです。やはり平場のオ

フィスみたいなものはすごく大事です。

また、たばこ部屋も大事ですね、昔は日本の企業では

大事なことは全部たばこ部屋で決まると言われていたわ

けです。たばこ部屋はいろんな部署の方が集まるわけで

す。いろんな部署の方がたばこを吸いに集まって、そこ

で実はインフォーマルな情報交換が行われていて、それ

が知の探索だったり、トランザクティブ・メモリーを高

める効果があった可能性があるわけです。しかし最近は、

喫煙者はかなり肩身が狭くて、そういう場所が減ってき

ているのです。

実はそういう趣旨のこと、すなわち、たばこ部屋にか

わる仕組みが大事なのではないですか、みたいなことを

去年の10月ぐらいに日経ビジネスオンラインで書いた

ら、「この入山という経営学者は、この健康ブームの折り

にたばこを推奨している」とかいってまた炎上しました。

ただし、私はそういう意図ではなくて、たばこ部屋に代

わるようなインフォーマルな仕組みみたいなものをつく

ることが結構大事です、と言いたかったわけです。 

そういう意味で、やはりインフォーマルなつき合いが

重要です。たとえば、飲みニュケーションみたいなもの

を若い人は敬遠しているという話も聞いているのです

が、別に飲み会をしろというわけではないのですけれど

も、特に他部署の人と飲むようなつき合いというものは

実はトランザクティブ・メモリーを高めていた可能性が

あるわけです。そういうわけで人脈も大事だということ

になるわけです。

そして興味深いのが、実はこれらの多くは、日本企業

で失われつつあるものなのですけれども、逆に今、シリ

コンバレーでいけている会社を見ると、全部これを取り

入れているわけです。たとえばなのですけれども、先ほ

ど申し上げましたけれども、グーグルの20％ルールとか

３Ｍの15％ルールは、明らかにルール化されたヤミ研な

わけです。彼らはヤミ研みたいなインフォーマルな仕組

みがないから、かわりにルールとしてそれを取り入れて

いるわけです。

それから、最近だといろんなサイトでシリコンバレー

の注目されている会社のオフィス紹介をやっていますけ

れども、あれを見るとほとんど平場のオフィスですね。

実際、ほぼすべての企業は平場です。また、たとえばアッ

プルはご存じかもしれませんけれども、年に１回運動会

をやっているわけです。運動会をやることで会社全体の

いろんな部署の人が顔を合わせる機会があるわけです。

それから、グーグルのオフィスにはご存じのように、バ

レーボールコートとか、ビリヤード場があって、好きな

ときに社員が来て、そこでいろんな他部署の人たちと意

見交換をして、そこでトランザクティブ・メモリーが高

たばこ部屋に代わる仕組み

インフォーマルなつき合いは重要
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まったり、知の探索ができるわけです。

それから、同じような意味でいくと、インフォーマル

なつき合いも大事です。先ほど飲みニュケーションとい

う話をしましたが、最近、若い人たちがお酒を飲みに行

かなくなって、日本もだんだんアメリカ化してきたみた

いな話を聞くのですけれども、あれは大うそですね。シ

リコンバレー等、アメリカの結構いい会社の部長クラス

の一番大事な仕事は、ご存じかもしれませんけれども、

週末のワインパーティーなのですね。いかに週末にいい

多様なメンバーを集めてワインパーティーをするかとい

うことがすごく大事なのです。私も大学で上司に連れて

いかれたのですけれども。たとえば、自分の部署の部下

とか、他部署の人たちとか、お客さんとか、あるいは自分

たちの親戚とかで、彼らは結構慎重に人選をして、なる

べくいろんな知識がインフォーマルに集まるようにして

いるわけです。だから、アメリカの企業は飲みニュケー

ションをやらないというのは全然うそなわけです。

他方、日本企業で失われているものを実はシリコンバ

レー企業は戦略的に取り入れていています。彼らはすご

くハイパー・コンペティティブなところにいるので、や

はり知らず知らずのうちにそういうことが大事だと気づ

いているわけです。

最後になりますけれども、ひとつお話をしたいと思い

ます。

去年の年末にヤフーのCEOになったメリッサ・マイ

ヤーという女性の方がいらっしゃいます。彼女はグーグ

ルの出身ですけれども、彼女が当時絶不調だったヤフー

に行って、一番最初にやったことは何だかご存じですか。

これは結構日本でも話題になったのですけれども、グー

グル出身のメリッサ・マイヤーがヤフーに来て一番最初

にやったことは、実は在宅勤務を禁止にしたことです。

これはかなり話題になりまして、なぜかというと、メリッ

サ・マイヤーは当時妊娠して出産した直後だったので

す。だからヤフー内で一番在宅勤務をしたい人だったわ

けです。ところが彼女が一番最初にやったことは在宅勤

務を禁止にしたのです。これはアメリカでもかなり話題

になったし、日本でもかなり報道されたのですが、メリッ

サ・マイヤーはかなり批判も受けました。そのときに彼

女が言ったのが、こういうことでした。「私があのイノ

ベーション企業のグーグルで一番学んだことは、あの会

社はとにかく毎日少なくとも１回は社員が全員会社に来

て、それで平場のオフィスでわいがやでみんなで顔をつ

き合わせてインフォーマルな情報を交換する、というこ

とだ。実はそれがグーグルの長い目で見たときの競争力、

イノベーションの源泉だ。こういうことを肌身で感じた

から、だから一番最初にヤフーに来てそれを取り戻した

かったのだ」と言ったのです。

ですから、やはりそういうことはシリコンバレーでは

ものすごく意識されているのです。日本では、多くのメー

カーとかがそうだと思うのですけれども、昔あったもの

を取り戻していくことが大事なのではないかと私は思っ

ています。

先ほどから申し上げているように、私はアメリカ帰り

の経営学者です。

先ほど経済学の分野ではアメリカの博士課程に50人

ぐらいの日本人がいるという話を申し上げました。それ

自体は本当にすばらしいことなのですが、逆にいえば経

営学は私の知っている範囲ですと１人と非常に少ないの

です。私は別にアメリカの経営学や世界の経営学がすぐ

れていて、日本の経営学が劣っているとは思いませんし、

両方の対話が重要だと思うのですが、いずれにしても対

話をするには世界標準になった経営学はこうだという知

見が日本にもっと持ち込まれて、対話ができるところま

でいかないといけないわけです。ところが残念ながらそ

ういうことをできる人がほとんどいなくて、結果的に私

のところにいろんな話が集中するのですね。なので、い

ろんなメディアからの問い合わせとかが私のところに

ばっかり今来ていて、正直研究をさせてくれというのが

個人的なテーマになっています。そういうわけで、ここ

にいる皆さんに会社を辞めろというわけではないのです

おわりに
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が、もし知り合いの方で、30歳前半ぐらいまでの若手で

ちょっと一発海外へ行ってやってやろうという方がいま

したら、ぜひ私のところにご一報いただきたいというよ

うに思っております。

実は経済学より経営学の方が今は就職もしやすいので

す。PhDに入るのはものすごく倍率が高いのですけれど

も、そのかわり入ると意外とクビにならないのです。これ

は中谷先生もよくご存じだと思うのですけれども、経済

学の世界はPhDに入ったあとの競争がすごく厳しいの

です。全体の半分とか７割ぐらいは簡単にクビになるの

ですけれども、経営学は比較的お金があるおかげでそこ

までではないのです。しかもビジネススクールは世界中

で成長産業なので、私みたいにちゃんと就職もできます

ので。最後はスカウティングになってしまって恐縮だっ

たのですけれども、そういうことでちょっと長くなって

しまったのですが、ご清聴ありがとうございました。（拍

手）



世界の経営学者はいま何を考えているのか

53

【大島】  入山先生どうもありがとうございました。

巌流塾自体も当社の中のストラクチャル・ホールに

なっているのではないかなと思いつつ、理事長の方か

ら一言お願いいたします。

【中谷理事長】  入山さん、どうもありがとうございまし

た。

この人の話し方は、典型的にアメリカの教壇にいる

話し方です。日本人でこういう話し方をする人があん

まりいないので、参考にしていただければいいのでは

ないかと思います。

入山さん、話はうまいし、中身も最先端の経営学の

話ができていて非常に皆さん方にはためになったと思

うのです。

入山さんが結局バッファローで教えておられたのは

５年間ぐらいですか。

【入山講師】  そうです。

【中谷理事長】  ちょっと帰ってくるのが早かったのでは

ないかな。というのは、あなたのような人材は日本で

非常に極めて希少なのです。だから今お話の端々に出

てきましたけれども、日本の社会では引っ張りだこに

なるのです。たぶんアメリカの大学にいればやらざる

を得ないタイプの実証研究とか、そういうことをする

時間が間違いなくなくなります。そして日本でなぜア

メリカ人とか国際標準化したようなアプローチの研

究が少ないかという理由のひとつは、そんなややこ

しいことをしなくても食っていけるからです。日本の

ジャーナリズムというのは非常に特異なもので、アメ

リカのジャーナリズムはこういう日本的なジャーナリ

ズムではないのです。非常にプロフェッショナルなと

ころにいるか、非常に大衆化した世界にいるかなんで

す。日本は非常に中間層の多い社会なので、だからあ

なたのような才能があって、それでアメリカでPhDを

取ってきて、アメリカ的な知見もあるし、国際標準は

何かも知っていて、そういう人材は非常に少ないから、

たぶん石川遼と同じぐらいぐじゃぐじゃにされます。

だからもし入山さんが今後も国際標準化したような

アプローチで経営学の研究者として生きていきたいの

なら、なるべく早く早稲田を辞めて、もう１回アメリ

カに帰られた方がいい。たぶん私の予測は正しいと思

います。このままいると、だってずっと楽に金もうけ

できるもの、アメリカにいたら、そんなの日本でいろ

いろ雑誌で対談するとか、そういうことをやってお金

をかせいでいる人なんてほとんどいません。アメリカ

は。専門家同士で専門家としてのレピュテーションを

獲得するには、やはりアメリカ的なアプローチできっ

ちりした実証分析をやらなければいけない。

ですから、こういうこと一事をとってみても、日本

という社会が歴史的に見ても、社会構造から見ても極

めて異質なのです。だからこういう場所にいて国際標

準化された研究者としてばりばりした仕事をして、世

界中の大学からオファーがくるような、そういう形の

研究を続けることは環境的に非常に難しいと思いま

す。

だからどっちを取りますかということをお伺いして

いるわけです。

【入山講師】  中谷先生が長い間のご経験で感じられたこ

とだと思います。こういうアドバイスいただけて本当

に大変光栄です。先ほど申し上げたように、私も中谷

マクロ世代なので、中谷先生からこう言っていただけ

るのは本当にありがたいし光栄です。ありがとうござ

Part2：質疑応答

中谷理事長
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います。

中谷先生がおっしゃる通りで、本当にインセンティ

ブ構造が違いまして、アメリカはとにかく競争が激し

いのです。テニュア制度というものがあって、私はテ

ニュアを取る前にもう帰ろうと思って帰ってきたので

すけれども、あのままいたら、まさに中谷先生がおっ

しゃる通りで、本当に純粋に研究で競争して、闘って、

研究でスターになっていくしかたぶん生き残る道はな

いというところにずっといたのです。それはそれで本

当におもしろいし、つらいけれどもエキサイティング

な世界です。そこでメジャーリーグのとりあえず弱小

チームかもしれないけれども、ライトで８番ぐらいに

はいるというのはすごくやはりすばらしい経験だった

のです。

他方で、では何で帰ってきたかということについて、

実は同じようなご指摘をほかのアメリカにいる日本人

の自然科学分野の研究者から「入山さんもう帰るの」と

すごく言われたのです。私は40歳で帰ったのですが、

今41なんですが、ちょっと早過ぎるのではないかと

言われました。実は帰ったひとつの理由は、すごくパー

ソナルな理由で、あんまりこういうところで言う話題

ではないかもしれませんけれども、父親が何年か前に

他界して母親がひとりなのです。ちょっと母親が心配

だとか、嫁さんの就職を考えてとか、そういう理由が

ありました。

もうひとつの理由が、まさに中谷先生がおっしゃっ

たことを踏まえて、ひとつの役目としてはこういうこ

とをするのが大事なのかなと思ったのです。つまり私

ひとりがアメリカでぎゃんぎゃんほえていても、結局

学問は変わらないのです。それに対して、日本に帰っ

てきて、早稲田大学にいれば、比較的有能な人材にも

会えますし、こういう機会も設けさせていただけるの

で、そういう中で何人か若い人たちをたきつけて、海

外に行かせて、とりあえずまず数をふやすということ

ができないかなと思ったわけです。

それから、経営学に関して言うと、経営学と経済学

の大きな違いは、経営学はやはりデータ分析をしてい

るだけではだめで、当たり前ですけれども、生身の企

業の方々とお話することが大事なのです。先ほど経営

学のほとんどは統計分析だと言っていたのですけれど

も、私はそれは必ずしもいいことだと思っていなくて、

当たり前ですけれども、実務家の方と対話することが

大事だと私自身は信念で思っています。片やバッファ

ロー大学は、ニューヨーク州というとすごい都会に聞

こえるのですけれども、ものすごいど田舎にあって、

裏庭にシカが出るようなど田舎なのです。それが東京

に来ると、こういった形で本当にいろんな会社の方々

と会えるのです。だからどっちがプラスだろう、マイ

ナスだろうとてんびんにかけたときに、東京に帰った

方がいいのかなという判断で帰ってきたのです。

他方で中谷先生がおっしゃっていることは本当によ

く分かりまして、実際時間もなくなってきているので

す。私は本当に図々しいのですけれども、研究もちゃ

んとやりたい、だから一応両方頑張ろうということを

やっていまして、実際に研究もしています。ですから

正直ほとんど寝る時間はないのです。けれども、中谷

先生がおっしゃった通りで、本当にインセンティブが

ないのです。今、研究を何のためにやっているのだろ

うと思います。アメリカにいるときは逆に研究をやら

なければ生きていけないのですけれども、日本にいる

と普段の学務と、ティーチングと、それのおまけみた

いな感じで研究をやるというのが日本の大学ではよく

入山講師
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あって、それは非常によろしくないわけですね。

今、１回書き直したらもしかしたら某トップジャー

ナルに載るかもという論文が２本ぐらいあるのです。

その研究を今、アメリカの共同研究者とやっていて、

時差があるので、だいたい毎朝９時とか夜８時ぐらい

に毎日のようにスカイプで打ち合わせをして、２人で

統計分析をしながら研究しているところです。では私

が何をモチベーションにして研究をやっているのかと

いうと、こういうことです。今おかげさまで結構メディ

アとかにもたまに出ているので、そのときに恥ずかし

くない研究者でいよう、ということです。ですから、自

分が「世界の経営学」を使って講演とかをしているの

で、そういうことがちゃんと普段から言えるようにし

ようということで研究をしているのです。けれども、

確かに本当に中谷先生のおっしゃる通りで非常に難し

いなと思います。やはり日本の社会の構造的な問題だ

と思います。なので、これを変えるような政策提言を

ぜひ役所にしていただけばと思っております。

【大島】  理事長ありがとうございました。

思わぬところで身の上相談になってしまったような

感じがいたします。巌流塾のメンバーの方から実はい

くつか質問が用意されています。

【小松】  先生、貴重なご講演ありがとうございました。

プライベートのところもいろいろお話しいただきま

して恐縮なんですけれども、巌流塾自身はご説明がど

なたからからあったかも分かりませんけれども、資本

主義とか西欧合理主義の限界に達しているのではない

か、現在がという中で、では日本のあるべき姿、日本の

企業のあるべき姿というようなところを見ていこうと

いうものなんですけれども、私の担当としては、日本

の企業、世界の企業の将来像というようなところも検

討しておりまして、日本の企業のよさとして、先生に

言われてしまってあっと思ったのですが、トランザク

ティブ・メモリーに関しましては、日本の中の同期会

とか、大学の同窓会組織みたいなものもこういうもの

に貢献しているのかなと思っていた次第なんですが、

トランザクティブ・メモリーに関係してイノベーショ

ンのところで、先生の本やきょうの講演では特に触れ

ていただいてなかったのですけれども、そもそも経営

組織のありようについて、経営学のフロンティアでは、

どういうものが最先端なのかな。よくフラット型組織

とか、あとコネクトの本とかで書いているコネクト型

組織とかいうようなのは本で拝見したりしているので

すけれども、フロントラインのところではどういう組

織論が闘わされているのか、イノベーションに向いて

いる組織というのはどういうものかというようなとこ

ろをお教えいただければ。

【入山講師】  組織の分野では、こりかたまったような組織

がうまくいくということはなかなか難しいのですね。

チャンドラーが「組織は戦略に従う」と言いましたけれ

ども、そもそも組織というものは、どういう市場競争

環境でどういう戦略があって、その会社が何を目指し

ているのか、ということに当然影響されますので、「絶

対にこれが正解です」という組織の形はないと思いま

す。

とはいっても、やはりイノベーションに関しては、

今まさにおっしゃられたようなことはあると思いま

す。今日も、たとえばトランザクティブ・メモリーの

話でありましたように、やはりフェイス・ツー・フェ

イスで、パーソナルなコミュニケーションをした方が

組織の記憶力、すなわち「トランザクティブ・メモリー」

が高まるわけです。ですから少なくとも理論的にはや

小松氏
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はりそういうフラットな組織の方がいいということは

いえます。

また、最近は国際経営の分野ですと、多国籍企業が

どういう組織形態をとるのがいいのか、つまりヘッド

クオーターが中心で、現地子会社をコントロールする

のがいいのか、あるいは複数の拠点が育った方がいい

のか、という研究が多くあるのです。その中で研究者

が今注目しているのは、多国籍企業であってもネット

ワーク型である方がいいという考え方です。たとえば、

GEとかもそうだと思いますし、多国籍企業の中で世界

中で学習をしてそれを教え合うような、そういう会社

がいいという考え方です。最近ですとご存じかもしれ

ませんが、リバース・イノベーションという、途上国

のアイデアを学んで先進国に持ってくるという考え方

が出てきています。ああいう学習するような組織とい

うものは、組織内のネットワークが非常によくできて

いるのです。ですから、まさに小松様がおっしゃって

いただいたような方向がやはり経営学者も注目してい

る方向だと思います。

あとおまけで言いますと、先ほどの「知の探索」とい

う話に関連したことですが、ハーバード大学にマイケ

ル・タッシュマンという人がいて、この方はハーバー

ドで編成領域の論文を書いていますし、日本語訳があ

ると思うので、もしご興味があったら読んでいただけ

るといいと思います。彼が「知の探索」に向いている組

織とはどういうものか、という研究をしているのです。

彼の主張は、普通「知の探索」をやる時は新しい事業

をやる時なので、たとえば新規事業開発本部みたいな

のを新しくつくることが多いわけですね。問題はそこ

からで、たとえば新規事業の部署を立ち上げると、だ

いたいの企業で起こるのは予算のぶんどり合戦なので

す。やはり新規事業というものは「知の探索」の分、不

確実性が非常に高いですから、はっきり言ってもうか

るかもうからないか分からないわけですね。だけどと

りあえず新しい事業を始めようとするわけです。です

から、始めたはいいけれども、続けていくと、やはりだ

んだんお金をもらえなくなってくるわけですね。確実

にかせげる方に予算がいってしまうのです。ですので、

タッシュマンが言っているのは、そういうものをコン

トロールするために新規事業本部というのをまずつく

るだけではだめだと言うことです。そして、これは月

並みなのですけれども、やはりリーダーシップが重要

だと言うことです。トップダウンで、その一番のトッ

プは開発部長レベルではなく、さらにその上のレベル

の人たちが責任を持ってその新規事業本部に予算を回

すことが大事だと言うことです。それから、たとえば

評価をする仕組み等についても、確実にもうかってい

るところと同じ評価軸で評価をしてしまうと、当然な

がら絶対に立ちいかないわけですね。そういったルー

ルとか評価手法みたいなところからちゃんと責任を持

つことが大事だということを言っていまして、その成

功した例としてUSAトゥディの事例をあげています。

ご存じのように、今、新聞メディアは電子媒体も押さ

えていて、USAトゥディという企業は、インターネッ

トの電子版をつくって比較的成功しているのです。そ

の紙媒体から電子版に移行するときに、いかに彼らは

新規事業本部を立ち上げて、それをリーダーレベルで

うまくルールを切り分けて自由にさせてやったかとい

う研究がありますので、そういったものをもしかした

らごらんになっていただくと意外と示唆があるかなと

思います。

【小松】  ありがとうございます。
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【張】  先生ありがとうございます。

単純な質問で申しわけないと思うのですが、これか

らの50年から100年にかけて、予測は難しいと思い

ますが、アジアの企業が意識すべき経営の方向性とい

うものがもしあるとすれば、先生は何が一番大事かと

思っていますか。

【入山講師】  50年、100年というとかなり壮大で私にも

回答が難しいのですが、まさにこの巌流塾のテーマと

合致するかもしれない、非常におもしろいご指摘だと

思います。

実は経営学で「インスティチューショナル・ボイド」

と呼んでいるものがあります。まさに巌流塾のテーマ

とも合うと思うのですけれども、もしご関心があった

ら、ハーバード大学のタルン・カーナ等が研究してい

る論文をごらんになると非常におもしろいと思うので

す。いわゆるグローバルで進んできていた考え方とい

うものは、やはりアメリカ中心の資本主義なわけです

ね。中谷先生の前でこういうことを言うのは本当に恐

縮なんですけれども、それは株主をちゃんと守って、

少数株主がガバナンスをきかせて、それで市場の取引

コストが比較的低いところで取引が行われて、パレー

ト最適な世界が実現するみたいな、比較的そういう考

え方があったわけです。ところが実は最近、これは経

営学とか、ファイナンスの分野とか、ミクロ経済学の

研究者の間で言われていることが、やはり国と国でか

なり制度の仕組みというものが違っている、というこ

とです。たとえば「取引費用」という考え方があります。

市場取引をするときに、取引でもめ事があると、アメ

リカでは司法制度がすごくしっかりしているので、最

終的には裁判所に行ってやりあえばいいわけです。と

ころが、中国とかインドですと、当面は必ずしもそう

いうインフラが整っていないわけですね。そういうと

ころでいわゆるアメリカ型の経営的なロジックだけを

使っていてもうまくいかない可能性があるわけです。

われわれはそういう制度のすき間のことを「インス

ティチューショナル・ボイド」というのです。

ですからわれわれの研究でよく言うのは、同族経営

とかいわゆるグループ企業、財閥といった仕組みは、

実は中国とかインド等のエマージングマーケットの方

が機能しやすいのです。なぜかというと、あれはいわ

ゆる市場の失敗の部分を企業同士をグループ化した

り、あるいはガバナンスがうまくいかないことを同族

にすることで逆に機能させるという可能性があるわけ

ですね。

ですから、もしかしたら制度的な仕組みが企業の戦

略とかにも影響している可能性があるのです。ですの

で、景気が上がった下がったという話よりももっと本

質的な話でありますので、そういうことを考えられる

のはたぶん重要なんではないかと思います。

【張】  分かりました。ありがとうございます。

【吉田】  今日はどうもありがとうございました。

当社で組織人事の領域でコンサルタントを担当して

おります吉田と申します。一方で、日本の大学のビジ

ネススクールで客員教授の立場で、比較的長い期間関

わってきている立場の者です。入山先生は昨年の９月

に日本に戻られて早稲田でビジネススクールをやられ

ている。その前はアメリカのビジネススクールでもご

経験がある。

お聞きしたいことは、日本の大学におけるMBA教

育に関してですが、私も担当してみていろいろと思う

ところがあります。というのは、日本のMBAは、最近

では社会人を対象とした社会人大学院、専門職大学院

張氏
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といわれるものが多いのですが、そこに来ている学生

は、企業から来ている社会人で、結構ご年配の方も多

い。目的は何かというと、仕事に即使えるような知識

やスキルを学べるところと思って来ている人たちが結

構多い。一方で、比率からいうと少数派になるのかも

しれませんが、先生がおっしゃられるような科学とし

ての経営学を学ぼうと思って来ている学生もいる。そ

の中で今度は教員の立場ですが、いわゆる実務家教員

という、企業で実務を経験して先生をやっている人と、

純粋にアカデミズムの世界で教員をやられている方が

いる。実務家教員というのは、実務に役立つようなこ

とを一生懸命教えるわけですね。アカデミズムの世界

でこられた方はやはり理論を中心とした、それこそ統

計解析等を前提とした形できちんと教えられる先生が

おられる。

理論を中心に教えている先生に対しては、実務です

ぐ役立つようなものを身につけようと思って来ている

学生にはかなり不人気なんですね。私は組織と人事が

専門なので、担当しているのは人的資源管理です。実

はこの主任教授の方も、そういう意味では国際標準的

なアプローチといいますか、人的資源管理の中でも、

たとえば修士論文を執筆する際には、必ず統計解析の

手法を用いた形できちんと書くというように指導して

います。すると、実務を学ぼうと思っている学生にとっ

ては、かなりそれにギャップを感じて、「人的資源管理

でもそういうものが本当に必要なんですか？」と真顔

で聞いてくる学生がいたり、片や本当に科学としての

経営学を学ぼうとしている少数の学生にとっては、あ

まりに実務偏重だと今度は逆にそちらに対して不満を

感じてしまう。今私が関わっているビジネススクール

では、実はそういう状況にあります。

昨年戻ってこられて、まだ比較的新しい目で日本の

大学のビジネススクールをご覧になられているお立場

だと思うので、今の日本のビジネススクールのMBA

教育というのは先生の目にはどのように写っているの

か。それから、これから先、日本のビジネススクールは

どうなっていくべきなのかということに関して、何か

お考えがありましたらぜひお聞きかせいただきたいと

思っています。

【入山講師】  大変すばらしいご質問で、私も実は同じよう

な問題意識を持っていました。日本のビジネススクー

ルはどうなってくるかというのは非常に難しい問題な

のですけれども、私はマーケットとしては結構これか

らあり得るのかなと思っています。なぜかというと、

人材はきっと流動化するはずなので、そうすると転職

をするときに、キャリアアップの一手段としてMBA

を使われる方がこれからふえてくるはずなのですね。

ですから、そこでちゃんとわれわれがいい内容で貢献

すれば、なくなるということはない、むしろうまくや

ればもっともっと期待されるのではないかなと個人的

には思っています。

その中で日本のMBAがどうあるべきか、というこ

となのですが、これは大変難しい問題です。実は私は

日経ビジネスオンラインの連載の第１回目か２回目で

まさにそういうことを書いたのですけれども、アメリ

カでも実は結構多様なのです。アメリカでは、たとえ

ば私のいた大学もそうでしたけれども、比較的上位の

50校、60校ぐらいまでは、まさに研究大学で、そこ

にいる教授も95％は博士号を持っている、いわゆる

研究者なのです。ですから、はっきり言うと実は授業

は結構つまらないです。ハーバードは別格で、ああい

うところの人はうまいのですけれども、それ以外の私

吉田氏
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がいたような中堅の州立大学では、みんな研究がやり

たいので、はっきり言っていい授業をしても出世に響

かないから、学生の評判も悪いことがいっぱいありま

す。ゲストスピーカーを連れてくると実務家の方は話

が非常にうまいので、教授は全然だめだけれども、きょ

うのゲストスピーカーはよかったなという話はしょっ

ちゅうあるわけです。アメリカもそういう大学が上位

はほとんどなのです。

でも、ハーバードは違うのです。ハーバードは、そ

んなにリサーチに力を入れていないのですが、でもリ

サーチもできちゃうスーパーマンを採っているからす

ごい大学なのです。そして、実はものすごくティーティ

ングにプレッシャーをかけていますね。教授たちがみ

んな集まって、その中で若手の教授が模擬授業をやら

されて、がんがんだめ出しをされるということをやっ

ているのです。それで実務家のところに行ってヒアリ

ングをして、ものすごく深く企業のことを学ばなけれ

ばいけないのです。

そういうことで実務との接点をすごく考えている大

学なのです。だけど逆にあれができるのはハーバード

だけなのですよ。あれだけの知名度と金があるからで

きるので、ニューヨーク州立大学レベルでは絶対でき

ないのです。なので、私の連載では「ハーバードを見

てアメリカのビジネススクールと思うな」というタイ

トルを書いたのです。けれども、これは本当なのです。

トップクラスといえるのはハーバードとバブソンだけ

です。私は実はバブソンに就職しかけたのですけれど

も、バブソンからインタビューがあるという話を同僚

とか指導教官の教授に言ったら、「絶対行くな」と言わ

れました。「あそこに行ったらリサーチできなくて、そ

のかわりティーティングをひたすらやらせる。だから

おまえが一生バブソンで食っていくならいいよ。だけ

どそうでないから絶対に行くな、価値がなくなるから」

と言われました。だからあの２つは例外なのです。

ただ逆に言うと、実はそういう意味ではビジネスス

クールでも絶対にこうだというものはアメリカでもな

いのです。なので日本も同じで、たとえば慶応はもの

すごくアカデミック志向が強くて、あそこはビジネス

スクールは全員PhDを取っているのですね。グロービ

スは、実務家の方しかいなくてまさに真逆ですね。

私は早稲田をわざわざ選んできたのですが、その

理由は、日本の経営学ですぐれているといわれている

方々が少なくとも何人かいらっしゃっることです。加

えてご存じかもしれませんが、実務家の方でものすご

いビックネームが、内田和成先生とか、遠藤功先生と

か、平野さんとか、ああいう方がいらっしゃって、両方

いるのです。ああいうビジネススクールは実は日本に

あまりなくて、アメリカでもなかなかないのです。な

のですごくおもしろそうだなと思いました。実はよく

「実務家の方がいてやりにくいのではないですか」と言

われるのですけれども、私は逆で実務家の方がいるか

ら来たのです。何でかというと、先ほどの学者云々と

いう話とも関連するのですが、私は実はアカデミック

か実務かでいくと、どっちかどっちかではなくて、どっ

ちも大事だと思っています。これはあくまでも私の考

えなのですが。たとえば、私がなんとなく理論をこね

くり回して言っていることと、現場力とか見える化と

いう言葉をつくられたローランド・ベルガーの会長の

遠藤功先生が言っていることと結構一緒だったりする

のです。私はそれを理論的に説明して、遠藤先生は現

場力みたいな感じで、ご自身の経験から言葉が出てく

るわけですけれども、実はよくよく話してみたら同じ
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ようなことを言っていて、だからやはりお互いパスは

違うけれども、つながっているわけです。もちろん逆

にずれているところもあるわけですけれども。

だから私が学生によく言っていることは、両方大事

だ、ということです。入山がこうやって授業でこねく

り回した理論を言っている。一方で、ボストン・コン

サルタントの社長であった内田先生の授業に行った

ら、全然違うことを言うかもしれませんけれども、そ

れが大事なのだということです。それで自分で考えろ

と言っています。

先ほどのお話で実務に近いこと、という話があった

のですけれども、これは別のところで私は書いたこと

があるのですが、経営学の役割というものは、考える

ための方向性、私は羅針盤という言い方をよく使うの

ですけれども、羅針盤を与えることが目的であって答

えを与えるものではないということです。当たり前で

すけれども、経営は大変難しいわけで、答えなんかな

かなかないわけですね。「答えはこうだよ」と出すのは

非常に難しいのです。コンサルティングの方は時にし

て「これが答えだ」と言わなければいけないわけですけ

れども、いずれにしても答えをほしい人はたぶん経営

学を学ぶのには向いてないのだと思うのです。答えを

ほしがるのではなくて、コンサルの先生がこう言った

とか、入山がこう言ったということをもとに自分で考

えろ、ということです。その「考えること」のためには

まさに「知の探索」ではないですけれども、いろんな視

点が必要で、それを得られるという意味で早稲田は比

較的バランスがいいのです。だから「おまえら恵まれて

いるよ」という言い方を私は学生にしているのです。私

はどっちがどうかというよりはどっちも大事であり、

また、学生がそれを使って考えることが大事なのだと

思っています。

【吉田】  ありがとうございました。

【大島】  どうもありがとうございました。

本来であれば後ろの皆さんも含めて全員にお伺いし

たいところなのですが、時間を超過しておりますので、

本日のところは入山先生に拍手を送ってお開きにいた

します。

ありがとうございました。（拍手）

大島氏
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戦争博物館から戦争を考える
社会学者　古市 憲寿 氏

古市と申します。きょうはよろしくお願いします。

きょうはどういう話をしようか迷ったのですけれど

も、８月15日も近いということで戦争博物館の話、戦争

の話をさせていただきたいと思います。

初めに自己紹介をしておきたいのですけれども、

1985年生まれ、今29歳です。2011年に『絶望の国の

幸福な若者たち』という本を出しまして、そのころから

「何か若者に詳しそうな人」といろいろな人が勘違いして

くれて、若者のことを知りたい大人たちの講演会である

とか、そういう場所に呼ばれる機会がすごく増えました。

そういう経験をもとにして、最近、『だから日本はズレ

ている』という本を出しました。これは日本の括弧つき

の「おじさん」を分析した本です。「おじさん」たちは、会

社の中にずっと居続けてしまっていて、世間の価値観か

らどんどんずれていってしまい、社内の論理だけを考え

過ぎてしまうのではないか。そういう括弧つきの「おじさ

ん」の存在を前提として、日本社会はこれからどうなって

いけばいいのだろうか、ということを書いた本です。

このように、若者であるとか、若者から見た日本社会

論というものを基本的にずっと本としては出してきてい

るのですけれども、１冊だけちょっと違う本を去年に出

しました。それがみなさんに事前に読んでいただいてき

た、『誰も戦争を教えてくれなかった』という本です。こ

れは一言で言えば、戦争博物館の本なのです。あまた戦

争についての本はたくさんありまして、戦争体験記であ

るとか、戦争を分析した本であるとか、もしくは集団的

自衛権であるとか、イラク戦争とか、現在の戦争を分析

するとか、戦争に関する本はすごくたくさん出ているの

ですけれども、戦争博物館に関する本、しかもいくつか

の戦争博物館を比べる本というのがなかったので、自分

で書いてしまったというわけです。

実はもともと戦争博物館のことに興味があったわけで

はありません。戦争自体にも特に興味はありませんでし

た。それがなんで書こうかと思ったということから、きょ

うの話を始めたいと思います。

2011年のお正月に、たまたま友だちとハワイに行っ

ていたのです。ハワイに２週間も行ってしまったのです

けれども、僕は海があまり好きではなくて、海水に入り

たくなかったのです。海に入らないとなるとハワイって

本当にやることなくて、買い物もセールとかもやってい

るんですけど、そんな別にパッとしたものがあるわけで

もないじゃないですか。というわけで、どうしようかな

というので『地球の歩き方』をめくっていたら、ハワイに

パールハーバーがあるということを思い出したのです。

当然、「パールハーバー」の名前は知っていましたし、真

珠湾のアタックがあったという事実は当然知っていたの

ですけれども、実際に行ったことはないので、行ってみ

てもいいかなと思って、気軽な気持ちでパールハーバー

に行ったのです。

そうしたら、その空間がすごくおもしろい場所だった

のです。そして、僕にとってはすごく興味深い場所だっ

たのです。というのも、僕が「戦争に興味がない」と言っ

Part1：講義

はじめに：なぜ「戦争博物館」なのか
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ても、日本で教育を受けてきていて、その中で戦争とい

うものはすごく悲惨であって、繰り返してはいけなくて、

かつ、すごく重いこととして日本では教えられたりであ

るとか、メディアで流されることが多いと思うのです。

けれども、アメリカのパールハーバーの「アリゾナメモリ

アル」は違っていたのです。どういうことかというと、非

常に明るい場所だったのです。

「アリゾナメモリアル」は沖合に沈んでいる艦隊があっ

て、その上に建っているミュージアムなのです。そこまで

はクルーザーで行くのですが、ハワイの海のクルーズな

ので楽しいのですね。よその子供たちと一緒の船で行っ

たのですけれども、子供たちはみんな喜んでいましたし、

同乗していたアメリカ人もこのクルーズを楽しんでいま

した。また、たまたま僕が乗ったクルージングの船には、

当時の兵士の遺族の方々が乗っていて、それをガイドの

おじさんが紹介したところ、みんなで拍手して盛り上が

るということが起こりました。こういう文化は日本とは

違うな、ということをすごく実感しました。

そして、パールハーバーの「アリゾナメモリアル」は、

日本とアメリカの歴史に関してはある種中立的に描い

ているのですけれども、そのメモリアルの主眼が犠牲に

なった兵士たちであり、彼らをたたえることなのです。

その犠牲になった兵士たちの存在があるからこそ、アメ

リカのあの戦争における勝利はあったという形で、ある

種前向きでさわやかな勝利を祝う場所なのです。でも、

これはある意味で当たり前であって、アメリカというの

はまだ戦争をし続けている国なのですね。戦争を継続し

ている国であるから当然、戦争反対であるとか、戦争を

二度と起こしてはいけないということは言わないわけで

す。このことが僕にとっては非常に驚きだったのです。

アメリカ側に立てば当たり前の視点ではあるのですけれ

ども、同じ戦争、特に第二次世界大戦というものであっ

ても、国や場所が違えば、これだけ見方が変わるのだな、

ということがとても印象的でした。

たまたまその翌月、中国の南京に行く機会がありまし

た。南京という場所は、南京大虐殺、南京事件が起こった

場所ですけれども、その南京という場所もまたアメリカ

とは違う形で、戦争の記憶を残している場所でした。そ

の博物館にはいくつかの建物があるのですが、当時の日

本の新聞等を展示しながら、日本がこれだけ騒いでいた、

日本にこれだけ残虐なことをされたということを展示し

ているのです。

何よりも目立つのは、「30万」という数字にすごくこ

だわっていることです。まず、入り口には、犠牲者が30

万人だったということを示す巨大なモニュメントがあ

り、「30万」という数字を12ヵ国語ぐらいで表記して

います。かつ、博物館内の石の数も30万個であるそうで

す。博物館内にある平和を願う女神の像も高さ30ｍで

あったりとか、とにかく「30万」という数字にこだわっ

ているのです。

歴史を正しく伝えるであるとか、証言者の声を伝える

という思いもたぶんあるとは思うのですが、プロパガン

ダ色が非常に強い場所でした。どういうことかというと、

中国のほかの博物館にも共通して見られる傾向なのです

けれども、「日本にこんなにひどいことをされた。でも中

国共産党の寛大な心によって、今日中関係は非常に友好

である」という、ある種の共産党のプロパガンダとして使

われている場所だったのです。

また、ちょっとおもしろかったのは、最後に「弔いマシ

ン」というものがあったことです。ボックス型マシンで、

日本語、中国語、英語が選べて、日本語を選ぶと「犠牲者

を弔う」というマークが出てきて、どのようなものをささ

げたいかということを選んで、ＯＫを押すと、「あなたの

思いは弔われました」という表示が出てくるのです。館内

では、日本のことを憎んでいる展示がありながらも、こ

うやって日本語で弔いマシンで弔いすることもできるの

です。その他、ビジターセンターの日本語訳が「お客様セ

ンター」であったりとか、そういうちくはぐさみたいなこ

とをここで感じました。

またその翌月、３月に広島に行ったのです。広島の原

物語のない広島
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爆ドーム（広島平和記念碑）という場所です。広島という

場所は日本の中でも珍しく、戦争の被害をそのままの形

で残している数少ない戦争遺跡であるのです。けれども、

その博物館は特に物語がなかったのです。アメリカでは

非常に分かりやすい物語がありました。つまり、「犠牲に

なった兵士によってアメリカは勝利した」ということで

す。中国であれば、先ほど言ったような共産党の物語が

あります。でも広島に関しては、物語というものがなく、

ただただ悲惨さを強調するだけということが印象的でし

た。

詳しくは本に書いたのですけれども、展示はそもそも

広島市の歴史から始まるのです。だから戦争の加害とか、

被害とかそういう戦争に関する責任問題ではなくて、た

だ広島で起こった悲惨なことを表現しているわけです。

広島には「過ちは繰返しませぬから」という碑があります

けれども、あの碑については「日本が加害者なのか、被害

者なのか、主語は誰なのか」ということが批判されますけ

れども、まさにそれを裏打ちするような博物館でした。

また、広島の博物館については、原爆被害に遭った子

供や大人たちの皮膚がどろどろになった人形が展示され

ているのですけれども、あれを撤去しようという運動が

あります。ショック療法みたいに、あの姿を見せてどう

なるのか、という反対の声が上がっているからなのです

けれども、もしもその人形さえもなくなったら、ただひ

たすらに悲惨なことを強調する場所に広島はなると思い

ます。

この３つの国の３つの博物館をたまたまめぐる機会が

あって、同じ「あの戦争」を記憶するはずの場所であって

も、戦争の残し方というものはまるで違うな、と感じま

した。そして、ある種当たり前ではあるのですけれども、

そのことがおもしろいというふうに思ったのです。同じ

第二次世界大戦という世界中で戦った戦争であっても、

一方にとっては「よい戦争」であったりするわけです。

特にアメリカにとっては、あの戦争は「よい戦争」なの

ですね。本土空襲にも遭っていないですし、戦争によっ

て景気がよくなって、アメリカという国はあの時代に栄

えたわけです。その後に起こるベトナム戦争とか湾岸戦

争に比べて戦費もそれほどかかっていませんし、自分た

ちの国のダメージはほとんどなかったにもかかわらず、

それで経済復興したという意味で、あの戦争は非常に「よ

い戦争」として記憶されているのです。

一方で、日本では当然「悲惨な戦争」として記憶されて

いるわけです。「あのような戦争は二度と起こしてはいけ

ない」ということが、いまだにトラウマのように日本人の

心に張りついています。一方で、中国では、「悲惨」という

ことも当然強調されるのですけれども、それよりも政治

の道具として、あの戦争は記録されていました。こうし

たことから、はたして各国は「あの戦争」をどう残してい

るのか、ということを調べたくなったのです。

こうやっていくつかの戦争に関する博物館をたまた

ま見たことによって、ほかの博物館を見てみたくなった

のです。というわけで、ほかの国の博物館にも行ってみ

ました。ちょっとまじめなことをしゃべっておくと、「戦

争社会学」という学問分野が今ちょうど注目を浴びてい

るのです。社会学というのはもともと社会のことを研究

する学問ですから、戦争については従来はあまり対象に

なってこなかったのです。なんでかと言うと、戦争とい

うものは社会の状態から見て非常にまれに起こる非日常

的な出来事ですから、社会学の対象にはならないと思わ

れてきたのです。でも、それがこの20～30年で状況が

変わってきました。

まずひとつが、「メモリースタディーズ」とか「メモリ

アルスタディーズ」と言うのですけれども、記憶の研究と

いうものがこの30年間ぐらいですごく勃興してきまし

た。直接の契機は、戦争経験の風化、すなわち戦争体験者

がどんどん亡くなっていくという状況と非常に密接に関

係しています。この30年ぐらいで、どんどん「あの戦争」

の経験者が亡くなっていき、そうした中で「あの戦争」を

どう検証すべきなのかということが、日本のみならずど

この国でも問題になってきたのです。その中で記憶とい

戦争社会学
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うものをどう考えればいいのか、そして記憶と忘却とい

う問題、記憶の研究がすごく注目を浴びました。

加えて、これは観光社会学という分野とも関係してく

るのですけれども、この10年ぐらいは「ダークツーリズ

ム」研究というものが流行しています。東浩紀さんがここ

にいらしたときもたぶんしゃべったと思うのですけれど

も、観光の一分野として、アウシュヴィッツであるとか悲

惨な場所、人類が残した負の遺産みたいな場所を研究し

ようということが盛り上がっています。実は「ダークツー

リズム」は特別な観光ではないというか、そもそも観光と

いうものは非日常を求めて人々が遠くに行ったり海外に

行ったりするものですよね。ですから、死のにおいを感

じさせるようなアウシュヴィッツであるとか、そういう

場所は実は観光地としても非常に納得できる場所である

ということで、ダークツーリズム研究というものが最近

注目を浴びています。そして、先ほどお話ししたように、

異常な状態としての「戦争」を対象にするのではなく、戦

争をきっかけに社会構造がつくられることもあるという

立場に立って、社会学の対象にもすべきではないかとい

う「戦争社会学」という議論がこの数年、日本でも盛り上

がっています。

また、日本の戦後の社会構造というものは、戦時中

に結構つくられたのではないかという議論があります。

1945年に日本は生まれ変わった、と丸山眞男等は言っ

ていまして、そういう議論が一時期盛り上がった時代も

あったのですけれども、実はよくよく見てみると、日本

は別に1945年で完全に断絶しているわけではなくて、

戦前と戦後というものは結構連続しているのです。つま

り、戦時中につくられたさまざまな制度を戦後は継承し

ているのです。

よくよく考えてみたら、戦後の経済成長というものも、

ある目的のために国民が一丸となって、ある意味で私生

活を犠牲にしてまで国のために経済成長するということ

は、戦争とも非常に似ているわけです。戦争中は、敵の国

を滅ぼす、敵の国に勝つという目的で、日本国民が一丸

となって戦闘機をつくったり、兵士になったりしたわけ

です。つまり戦争中とある時期までの高度成長期という

ものは、実は国の形というものは似たりもしているので

す。そうだとすると、戦争だけを特別な事象として考え

て本当にいいのかどうか。もしかしたら戦争と戦後とい

うものを連続して考えた方がいいのではないかという考

えのもと、戦争社会学という議論が最近注目を浴びてい

るのです。

その中で僕が注目したのは、国立の戦争博物館という

ものです。国立というのは、つまり国家というものがい

かに第二次世界大戦を、あの戦争を記憶しているかとい

うことでもあります。ですので、国立の戦争博物館を見

ることによって、ある意味でその国の形というものが分

かるのではないかと思ったのです。というわけで、いろ

いろな国に行ってきました。

2012年の夏にはアウシュヴィッツに行ってきまし

た。当たり前のことですけれど、アウシュヴィッツという

場所はすごい観光地なのです。日本のドキュメンタリー

番組では、曇り空の中を暗い顔をした俳優さんが歩いて

いく、みたいなシーンが切り取られると思うのですけれ

ども、実際のアウシュヴィッツという場所は、世界遺産

にも認定されている、外国からも人がたくさん訪れる観

光地で、年間140万人が来場しています。特に夏のポー

ランドは気候もいいですから、人がたくさんやってくる

のです。

観光地としてのアウシュヴィッツ
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というわけで、「死の工場」であるとか、ここで何10

万人も殺されたというイメージとは裏腹に、ある種俗世

的な場所になってしまっているわけです。僕が行ったと

きも空は晴れていて、ガイドさんの後に人がずらずらつ

いて行くという感じの場所でした。さすがに場所が場所

だけあって、みんなが騒いでいるということはないので

すけれども、僕のイメージに中にあったアウシュヴィッ

ツとは違うな、と思いました。

アウシュヴィッツは、日本からだと結構行きづらい場

所なのです。日本からだとフランクフルトかヘルシンキ

に行って、そこからポーランドのクラクフという町まで

行きます。クラクフという町はポーランド第2の都市で

はあるのですけれども、基本的にアウシュヴィッツに行

くための拠点としての役割を果たしている町です。そこ

に来る観光客はたいていアウシュヴィッツへ行くので

す。つまり、アウシュヴィッツが重要な観光資源になっ

ているのです。そして、アウシュヴィッツという場所は

ショッピングモールや教会とも隣接しています。つまり、

アウシュヴィッツの収容所は別に何もない荒野につくっ

たわけではなくて、もともと村があったところにつくら

れたわけなのです。そもそもドイツの強制収容所は、線

路がないと囚人を運べないので、完全に人里離れた場所

ではなくて、線路が通っているぐらいの地方都市である

ことが多いのです。アウシュヴィッツも、収容所の敷地

以外には昔も今も人が住んでいます。当然生活するため

の施設、たとえば、ショッピングモールとか教会とか極

めて日常的なものが周りにあったりするのです。

このアウシュヴィッツの博物館は、ほかの博物館と比

べて「残す」ということに執着した場所だと思いました。

1995年にこの博物館はできたのですが、そのころから

館内の展示はほとんど変わっていないそうです。たとえ

ば、IT技術とか最新技術もほとんど使われていないので

す。最近の博物館だったら、スマートフォーンを展示物

にかざすと、ARで展示内容が見ることができるとか、情

報が見れるということもありますけれども、そういうこ

とが別にあるわけでもなく、ただ昔の古典的な博物館の

ようにガラスケースがあり、そこの中に物が飾ってあり、

それを見ていくというかたちの、非常に古典的な博物館

でした。

一方で、残すことに対してはすごく気を使っている場

所なのです。たとえば、アウシュヴィッツを取り囲む金

属の塀は、最新の技術を使って、なんとか当時のまま残

そうとしています。よくメディアに出てくるような大量

なユダヤ人の靴とか眼鏡も、なんとか当時の姿のまま残

そうとして、さまざまな取り組みがなされているようで

す。このように、ありのままを残そうとするような博物

館という点が印象的でした。

アウシュヴィッツについてもうひとつおもしろいなと

思ったのは、普通の展示ツアーで回ってしまうとそこは

飛ばされるのですけれども、各国の歴史を展示する施設

があるのです。アウシュヴィッツに連れて来られたユダ

ヤ人はポーランド人だけではありません。ヨーロッパ全

体の12ヵ国ぐらいから連れて来られたのです。そこで、

各国ごとに展示用の建物がだいたい１棟ずつ割り振られ

ていて、その建物の中で各国ごとの展示がされているの

です。フランスは現代アートを使ってホロコーストの悲

惨さを訴えたり、オランダはアンネを使っているとか、

各博物館がお客さんを楽しませようとする気概みたいな

ものが感じられました。

その後にドイツのベルリンにも行ったのです。ドイツ

のベルリンという場所も非常におもしろい場所で、ここ

は街中に敗戦の記憶がたくさん立ち並んでいる場所なの

です。たとえば、旧ソ連軍が建てた「勝利の碑」が、まだ

ベルリンには残っています。つまり、街中に海外の人が

建てていった勝利の碑が残っているのです。こういう考

え方は日本人にはあまりないと思うのです。

それだけではありません。ドイツのベルリンの町を歩

いていると、敗戦の痕跡をたくさん見つけることができ

ます。たとえば、シーメンスという企業の本社に戦争の

犠牲者を弔う碑があったり、戦争のことを想起させるよ

戦争がタブーではないベルリン
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うな碑が街中にあふれています。

ベルリンでは国立歴史博物館にも行ってきたのですけ

れど、その中で「ナチス」のことを特別な時代としては

扱っていなかったのです。よく日本で言われているのは、

ドイツはナチスというものを完全に切り離して、ナチス

が全部だめだったのだという形で罪を全部ナチスに着せ

て終わった、ナチスは特別の時代であって、その後ドイ

ツはまったく違う国として生まれ変わった、ということ

が言われるのですけれども、今現在の国立歴史博物館を

見る限り、そうではありませんでした。

たとえば、各展示コーナーにはパネルがあって、そこ

のパネルの中に先史時代から現代まで時代区分の示す目

盛がついているのですが、その中でナチス時代も普通に

ひとつのパートとして扱われていたのです。つまり、ナ

チスを必ずしも特別な時代としては扱っていないので

す。このことが印象的であり、また、おもしろかった点で

す。

かつ、ヒトラーももはやタブーではありませんでした。

ヒトラーの演説を聞けるコーナーがあったり、ヒトラー

のポスターが張ってあったりして、ヒトラーをタブー視

していなかったのです。これは日本との大きな違いです

けれども、軍事もタブーではないのです。もともと国立

歴史博物館という場所は弾薬庫か何かの場所につくった

博物館であり、極めて軍事的な場所なのです。そして、軍

事はタブーではなく、かつ、館内の展示においても、ドイ

ツ軍が使っていた兵器も置いたりしているのです。とい

うわけで、日本と違って軍事もタブーではないというこ

とが非常に印象的でした。

そして、アウシュヴィッツ、ベルリンに続いて敗戦国

をめぐろうと思って、イタリアに回ったのです。イタリア

にも当然戦争博物館があると思って、首都ローマに行っ

てきたのですが、実は戦争博物館というものがなかった

のです。そもそもイタリアには国立歴史博物館自体もな

いらしいのです。何人かの専門家に聞いたのですけれど、

国立パスタ博物館はあるらしいのですが、イタリアには

国立歴史博物館というものはないそうなのです。また、国

立美術博物館は、中世で展示が終わっているのです。つ

まり、現代史を展示する国立博物館はないらしいのです。

ちなみに、イタリア人が使っている歴史教科書を見せて

もらったのですが、イタリアのことだけを描いているわ

けではなく、歴史教科書がそのまま世界史なのです。

イタリアという国は、そもそも「国家」というものを非

常に描きにくい国らしいのです。特に南部と北部はまる

で別々の国と言っていいぐらい違っています。先に工業

地帯として発達していた北部、事実上その植民地だった

南部という形で、北と南でまるで違う国であったという

歴史が長くて、「イタリア」という国を統一的に描くこと

が非常に難しいらしいのです。

というわけで、そもそも国立歴史博物館もないのです

から、国立戦争博物館もないわけです。そのかわり各地

に「解放博物館」というものがたくさんあり、ローマでは

２件ありました。これらは、いかに自分たちローマ市民が

ムッソリーニの圧政から自らを解放して新しい時代をつ

くったのか、ということを展示している博物館なのです。

実はイタリアは、民衆が自国を解放していて、その後、枢

軸国に宣戦布告をしているので、「敗戦国」とも言い切れ

ないという事情もあります。

イタリア・ローマを回ってきたところで、中国の話を

したいと思います。中国は、北京、長春、瀋陽、大連、上海

に行ってきました。中国の特徴は先ほどもしゃべったよ

うに、「日本軍がこんなに悪いことをした。しかし、共産

党は寛大な心があるから、今日は友好だ」ということを基

本のフォーマットにしています。現地に行って感じたこ

とは、少なくとも博物館を見る限りは、あんまりこの人

たち本気で怒ってないんじゃないか、ということを思っ

たのです。

どういうことかといいますと、たとえば、国家博物館

というものが北京にありますが、たまたま僕が行ったと

戦争博物館のないイタリア

現場と齟齬のある中国
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きはルイ・ヴィトン展をやっていて、ルイ・ヴィトンの

方が戦争の歴史であるとか毛沢東よりも展示の扱いが多

かったのです。こんなものなのかな、と印象的に感じま

した。

長春、昔の満州国・新京ですけれども、そこに立地し

ている満州国の博物館も当然日本のことは糾弾してい

て、溥儀のことはぼろくそに言っているのですけれども、

一方で博物館に併設されているレストランでは、「溥儀が

愛した宮廷料理」というフェアをやっていて、当時の食材

を食べられるのです。この長春の博物館は、中国政府か

ら観光地指定をされていて、実際たくさんの人がここに

やってくるのです。ある意味で戦争時代を割り切ってし

まい、それを観光資源にしようという思惑が非常に透け

て見える場所でした。

大連と旅順に関しても同じようなことを思いました。

ちなみに、僕が旅順に行った2011年は、ちょうど『坂

の上の雲』が日本で放送されていた時期だったのです。旅

順の博物館では、『坂の上の雲』関係の日本語のポスター

がたくさん張ってあって、『坂の上の雲』にまつわるキー

ホルダーとかグッズがたくさん売られていました。203

高地に登ってみると、そこには土産物屋さんがあって、

日本語をしゃべれるおばさんが土産物を売っているので

す。国家としては日本を糾弾するのだけれども、一方で、

それを観光地にしようというしたたかさがあると言う

か、徹底してなさというものを感じました。

徹底してなさで言えば、上海でそれをすごく感じる出

来事がありました。上海には当然、戦争博物館というも

のがあり、その戦争博物館に僕が行ったときは、たまた

ま愛国教育の一環として地元の小学生が来ていたので

す。そして、この博物館には映画館が併設されていて、本

来は中国共産党を褒めたたえ、かつ日本のことをだめと

いう戦争映画が流されているはずなのですけれども、実

際その映画館で流れていたのはディズニー映画の『白雪

姫』だったのです。つまり、子供たちが泣きわめいたり、

はしゃいだりして抑えることができないから、結局ディ

ズニー映画を見せたりしているわけです。そして、先生

たちもずっとスマートフォンをいじったりしているわけ

です。

どういうことかというと、国家としては上から押しつ

けで戦争博物館を各地につくっており、愛国教育も上か

らの押しつけでちゃんと行っていこうとしているのです

が、そこで何を教えるか、何をするかということは結局

現場に任されているのです。このように、上海では国家

と現場との齟齬みたいなものを感じました。

中国と比べて韓国の戦争博物館は、より本気だなとい

うことを率直に思いました。たとえば、天安という場所に

ある「独立記念館」は、面積が400万平方メートル、ディ

ズニーランド８個分が戦争博物館のためにつくられた場

所で、たぶん世界最大の戦争博物館だと思います。この

広大な博物館の敷地に入ると、まず815本の韓国の国旗

が掲げられた場所で迎えられるのです。僕が訪問した時

は、ちょうど竹島・独島問題が盛り上がっていた時なの

で、「独島は韓国のものである」という展示も同時にされ

ていました。

この博物館は、非常にスタイリッシュで、おしゃれで、

お金がかかった博物館なのです。７つの巨大な博物館が

あり、戦争映画を放送する4Dシアターという、3Dだけ

ではなくて振動も感じられるようなシアター等、いろい

ろな施設が立ち並ぶ、歴史教育の中心地になっています。

この博物館は「独立記念館」とは言いますけれども、実際

は1910年から1945年の間のことにほとんどの展示

が費やされているのです。

そして、戦争というものをすごくおしゃれな形で、か

つ、楽しませて伝えようという、エンタメ性が非常に感じ

られる場所だったのです。たとえば、「独立戦争体験コー

ナー」という一角があるのですが、そこでは射撃の体験が

できたり、射撃で兵士を撃つようなゲームですとか、韓

国の国旗をいかにきれいにはためかせられるかというこ

とを競うゲームがあるとか、なんとかしてお客さんを楽

しませようというエンタメ性を考えていた場所でした。

エンタメ性のある韓国
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そういう巨大な博物館がソウルにもあるのです。ソ

ウルの戦争博物館では、竹島と記念撮影ができるフォト

ゾーンがありました。僕が行ったときは、事情が分から

ないヨーロッパ人が、そこで韓国の国旗を持って写真を

撮ったりしていて、ある種プロパガンダではあるのです

けれども、お客さんを楽しませようとする演出がたくさ

んある博物館でした。ちなみに、両方の博物館とも無料

ということもあってお客さんは非常に多いのです。

特に日本と違うなと思ったのは、戦争博物館のすごく

目立つところに、「自由と平和は、ただではない」という

ことが書かれていたことです。つまり、「平和」のイメー

ジがまるで日本と違うと思うのです。たとえば、戦争博

物館内に「平和」の重要性を謳うイメージ映像を上映して

いるコーナーがあります。仮に日本で「平和」と言うと、

鳥が青空を飛んでいるとか、草原であるとか、そういう

ことを思い浮かべる人が多いと思うのです。でも、ソウ

ルの博物館で「平和」というイメージとして上映されてい

たのは、銃を持って国境を守る兵士の映像だったのです。

「平和」という概念が、日韓両国ではこれだけ違うのだ、

ということを印象づけられました。

韓国という国はちょっと前までは非常に貧しい国でし

た。それが非常に豊かになってはきたけれども、まだ戦

争は続けている状態にあるわけです。いまだ休戦状態で

あるということの凄さを感じた場所でした。

その他としては、シンガポールであるとか、香港とか

いろいろな国の戦争博物館に行ったのですけれども、い

ろいろな国を回ってきて、翻って日本のことを考えてみ

ると、日本はすごく特種な場所だなと思ったのです。日

本には国立の戦争博物館というものがありません。国立

歴史博物館も1983年までなかったのです。しかもたい

ていはどこの国でも、国立歴史博物館は首都であるとか

アクセスがしやすい場所にあるのに、日本では千葉県佐

倉にあるのです。佐倉の博物館は、東京駅から高速バス

で行くか、もしくは最寄駅からバスか車で行くような非

常にアクセスが悪い場所にあります。しかもこの博物館

は、現代史のコーナーが2010年までなかったのです。

歴史博物館なのに明治ぐらいで歴史が終わっていたので

すね。これは何でかというと、やはり「戦争のことを描き

たくなかったから」という理由だそうです。国立博物館が

戦争のことを描いてしまうと、それはすなわち国家の意

思となってしまう、だから国家として戦争を語りたくな

い、現代史コーナーを展示したくない、ということだっ

たらしいのです。

とはいえ、ようやく2010年に現代史コーナーが開設

されたのですけれども、それがすごく無味乾燥なのです。

たとえば、「戦争」の体験談もなく、かつ何かを実感でき

るようなものもなく、ただ年表があったり、道具が置いて

あるだけなのです。唯一、エンターテイメント性があり

そうなものは、当時日本軍が使っていた銃が置いてあっ

て、その重さを体験できるというコーナーがあることで

す。でも、これも一悶着があったらしくて、初めは銃を実

際に構えるような高さまで持ち上げられるようにしよう

としたらしいのですけれども、そうすると銃を撃つまね

をする子供が出てきてしまう、ということで、それはや

めた方がいいというので、20cmぐらいしか持ち上げら

れないような銃の展示になっていました。しかも、これ

を決めるプロセスで、館内ですごくもめたらしいのです。

また、沖縄戦に関しては資料がドカッと置いてあって、

各自自由にお考えください、という形で、明言を避けて

いるのです。自分の国のことを語りたくない、特に戦争

について語りたくない、ということがありありと分かる

ような博物館でした。でもこれは、今の最新の博物館展

示学から考えたら非常におかしい話なのです。

最近、博物館展示学という学問が盛り上がっているの

です。今までの博物館は、物を収集してお客さんに見せ

ればいいぐらいの形で、見せ方であるとか展示方法につ

いはあまり注目が集まらなかったのです。ところがここ

数年、博物館をちゃんと見てもらうためには、来てもらっ

た人に学んで楽しんでもらって帰ってもらう必要がある

ということで、博物館をいかにおもしろくするか、いか

戦争の総括をしていない日本
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にエンタメ性を高めるかという意味も込めて、博物館展

示学という学問が非常に流行っているのです。こうした

状況にあるにもかかわらず、戦争博物館に関しては、そ

れが例外であるようなのです。「戦争」という重いテーマ

を扱うので、その体験をさせることにどこか拒否反応が

ある、どこかに歯どめがかかっているということで、難

しくなっているのだと思います。というわけで、この国

立歴史民族博物館の現代史コーナーも、「戦争」に関して

は努めて無味乾燥な場所にしているように思いました。

ただ、これは別にこの場所だけの問題ではなくて、日

本という国の戦争の記憶の残し方と関係してくる話だと

思うのです。そもそも日本は、「国家」としてあの大きな

戦争をどう残すのか、大きな記憶というものを持ててい

ない国です。これに対して、冒頭に紹介したアメリカ、中

国、韓国は非常に分かりやすいわけです。アメリカは勝

利の物語を描けばいいわけです。中国や韓国は、「日本に

こんなことをされた。でも今は日中友好だよ、日韓友好

だよ」という話を描けばいいのです。しかし、日本の場合

は、「戦争」というものをどう描けばいいかということを

結局まだ決め切れていないのですね。

これはよく言われる、日本は「戦争」を総括できていな

いという問題とも関係してくると思います。日本という

国は、「戦争」をどう扱うかということについて、ずっと

ダブルスタンダードでやってきました。サンフランシス

コ講和条約を結び、東京裁判を受け入れて、つまり日本

は敗戦国として自分たちを認め、そこの中でアメリカの

手助けをかりて国際社会に復帰したわけです。一方で、

日本国内では東京裁判に納得できない政治家がたくさん

いたし、国民にもたくさんいたので、東京裁判に反する

ような言動も許されてきました。この点でドイツとは違

うわけです。ドイツは戦争を美化するようなことを言う

ことは禁止で、つまり言論の自由を制限してまで、戦争

の総括をしてきました。日本はそうはしてこなかったの

です。「戦争」というものの総括をしないまま、今までやっ

てきたわけです。そのことが象徴的にあらわれているの

が戦争博物館という場所だと思います。

こういう話になると、若者ほど戦争を知らないとか、

上の世代の方が戦争を知っている、とかいう話になって

しまうのですけれども、実際はそうではないのですね。私

の本でも図表で紹介していますけれども、NHKが2005

年に行った世論調査からの抜粋です。「日本が一番長く

戦った国を知っていますか」、「同盟関係にあった国はど

こですか」、「真珠湾攻撃の日はいつですか」、「終戦を迎

えた日はいつですか」、ということを各世代に聞いたアン

ケート調査なのです。結果を見てもらえば分かるように、

確かに戦後派、特に若い世代は、真珠湾攻撃がいつかとい

うことをあまり知らない結果となっています。真珠湾攻

撃に関しての正答率は22％です。長く戦った国も31％

しか正答していません。同盟関係にあった国も47％しか

知らないのです。全問正解は10％しかいませんでした。

ただ、一方で戦争を経験したはずの戦中世代も、この

４つの質問をしたときにちゃんと答えられているわけで

はないのです。長く戦った国が分からない人が半分以上

いますし、同盟関係にあった国、真珠湾攻撃の日も半分

ぐらいしか知らないのです。だから戦争を経験した世代

であっても、そのようなことを覚えているわけではない

ということです。

また、「広島原爆の日はいつですか」、「長崎の原爆の日

はいつですか」と聞いてみたところ、若い世代を全国で

見てみると25％しか知らないけれども、実は70歳以上

若者だけが戦争を知らないのか
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の、これらの史実をリアルタイムで経験したはずの世代

も同じぐらいの正答率しかないのです。かつ、広島に住

んでいる人であっても、全員が全員この日を覚えている

わけではないという結果となっています。これは、ある

意味意外な結果だと思うのです。東京にいると、広島の

人はみな「原爆」ということを非常に重くとらえていて、

「原爆の日」には毎年メモリアルの行事が開催されるとい

うことで、広島の市民は全員、あの日のことを大事に思っ

ているのだろうと思ってしまうのですけれども、実際に

「原爆の日はいつですか」と聞くと、正当率がだいたい７

割ぐらい、特に若い世代では５割ぐらいしか知らないと

いう結果となっています。

長崎についても同じですね。長崎の原爆については、

全国ではだいたい25％ぐらいしか知らないのですが、長

崎市民であっても正答率は非常に低い結果となっていま

す。だから、若い世代ほど戦争を知らないとか、長崎や広

島の人は戦争のことをよく知っている、というふうに一

言で言いますけれども、実際にはそうでもない、という

ことがあらわれてくる調査結果だと思います。

ところで、「終戦を迎えた日」という質問については、

このNHKの調査では「８月15日」が正解となっていた

のですけれども、この講義の課題図書として提示した『８

月15日の神話』という本で書かれているように、そもそ

も終戦を迎えた日が８月15日ということも実は非常に

怪しい話なのです。確かに8･15に玉音放送は流されま

した。そして現在では法律で8･15は「終戦の日」とちゃ

んと制定されていて、確かに8･15に戦争が終わったこ

とになっています。けれども、国際法の視点から見たら、

多くの国で対日VJデーは９月２日になっています。つま

りミズーリ号上で休戦協定を結んだ日です。日本だけの

視点で言えば、８月15日ではなくて、御前会議で戦争を

やめるということが決まった日を「終戦の日」にしてもい

いわけです。にもかかわらず、なぜか８月15日という日

が「終戦の日」ということになっているのです。だから、

本当は８月15日を「終戦の日」というふうに言う正当性

がどうなのかは怪しいのです。

このように、戦争を知っている/知らないということ

について、思ったほど上の世代が知っているわけでもな

いし、かつ、８月15日は「終戦の日」でしょうとなんと

なくみんなが思っていることも、それをたどったら怪し

かったりもする、ということが分かると思います。

きょうはいろいろな話をしてきたのですけれども、そ

ろそろまとめに入りたいと思います。僕は、そもそも戦

争について僕たちはどれだけ知っているのだろうか、と

いうことについて考えているわけです。たとえば日本で

は、戦争について学校の教科書で習う、であるとか、『火

垂るの墓』や『はだしのゲン』等の作品を通じて戦争のこ

とを思い出すとか、そういうかたちで戦争のことを知る

人が多いと思うのです。

たとえば現在、集団的自衛権の問題が盛り上がってい

ます。この集団的自衛権に関して反対派は、徴兵制が復

活するとか、日本が空襲で攻められる国になってしまう、

ということを言っています。けれども、それは戦争とい

うもののイメージが、あまりにも第二次世界大戦に縛ら

れているからなのではないのか、と僕は思うのです。

世界の歴史を見てみると、国と国が総力を結して戦う

戦争というものは、「あの戦争」以降ほとんど起こってい

ません。そういう国と国が戦う総力戦というものはどん

どん減ってきていて、逆に終わりがない紛争であるとか、

国境付近での小競り合いというものが増えてきているの

です。ですので、今現在において「戦争」と言ったときに

は、必ずしも「あの戦争」、すなわち太平洋戦争ではあり

得ないはずなのです。にもかかわらず、戦争に関する話

題が出るたびに、なぜか「あの戦争」に関する話題やイ

メージばかりが想起されるのです。

このこと自体は、確かに戦争に関する抑止力にはなっ

ていると思うのです。しかし、それが果たしてどれだけ

意味があることなのか、ということも同時に思うのです。

逆に、戦争イコール「あの戦争」というふうに思っている

と、現在世界のさまざまなところで起こっている戦争、

戦争＝「あの戦争」なのか
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もしかしたらこの国が巻き込まれるかもしれない戦争と

いうものに対する想像力を奪ってしまうことになるので

はないか、ということも同時に思うのです。

今現在、現実的に日本で戦争が起こるとしたら、尖閣

諸島が攻撃されるとか、国境付近で戦闘機同士が交戦す

るという形ではあり得ると思います。そして、そういう

ことが起こっても、日本で徴兵制は始まらないだろうし、

総力戦にもたぶんならないだろうと思います。にもかか

わらず、戦争という話題が出るたびに、賛成派も肯定派

もなぜか「あの戦争」ばかりを想起してしまうのです。だ

から、戦争イコール「あの戦争」と思ってしまうことの弊

害というものは非常に大きいと思うのです。

しかも、紛争の時代という話を先ほどしましたけれど

も、戦争の在り方も変わっています。たとえば、イラク戦

争のときによく言われたように、世界的には民間軍事会

社や傭兵が活躍する時代になってきています。かつては、

国民軍対国民軍の戦争が中心でしたけれども、今はそう

ではなくて傭兵であるとか、自国の国民ではない人が命

を落としたりしているのです。だから、確かに一般の日

本人は戦後に戦争に巻き込まれてこなかったと言えるの

ですけれども、一方で民間軍事会社に入って、そこで命

を落としている日本人はいたりするのです。

また、各国がロボット兵の開発を進めていますし、無

人機の問題もあります。こうした無人機やロボットがど

んどん戦場に入り込んでいるのです。というわけで、人

と人が、歩兵対歩兵が銃を持って戦う戦争というものは、

どんどん過去のものになりつつあるのですね。こうした

中で、「あの戦争」を基準にして「もう戦争を起こしませ

ん」と言ったとしても、どうしても空疎になってしまうと

思うのです。

一方で、そもそも「あの戦争」自体を僕たちは知ってい

るのかという問題もあると思います。先ほどお話しした

「長崎原爆の日」をみんなが知らないということがその象

徴です。また、「終戦の８月15日の青空」ということもよ

く言われます。「８月15日の青空」の話は多くの人がす

るのですけれども、実際に気象図を見てみると、８月15

日は確かに東京の一部では晴れていたのですけれども、

曇りがちの晴れだったみたいです。しかも東京ではなく

て違う地方を見てみると、曇りとか雹
ひょう

とかの場所も多い

のです。当時の日本領土を考えると、韓国とか中国に関

しては、必ずしも青天なわけではないのです。にもかか

わらず、なぜか「８月15日は青空」というふうに想起さ

れてしまうわけです。

だから、どんな記憶もある種のフィクションの上に成

立している、と僕は思うのです。日本はその意味では、

「８月15日の青空」であるとか、そういう部分部分にお

けるフィクションというか、共同のイメージについては、

つくってこれたのだけれども、国際的に通用するような

大きな記憶というものは、たぶんつくれてこなかったの

だと思います。先ほどダブルスタンダードという話をし

ましたけれども、国家としての戦争の記憶というものを、

結局つくれてこなかったのですね。それがゆえに今のさ

まざまな混乱があると思うのです。

たとえば、靖国神社へ行く、行かないにしても、本当は

国立の追悼所を別につくれば済む話なのですけれども、

歴史的経緯を考えるとなかなかできなかったり、それに

反対する政治家がたくさんいたりして、どうしてもダブ

ルスタンダードというものがずっと続いているわけで

す。そういうこともある以上、なかなか戦争の総括は難

しいのではないかと思います。

翻って、きょうの話をまとめたいのですけれども、戦

争博物館については2011年から始めて、３年ぐらいの

間、旅行のたびに回っていたことになります。各国に行

くたびに、国ごとの違いというものを意識させられまし

た。ただ、どこの国も都合の悪いことはごまかしたがる

のです。たとえば中国に関して言えば、歴史博物館に行っ

ても文革時代のことは大して描かれていませんでした。

韓国では軍事政権下のことはさらっと流されています。

つまり国家の正当性にかかわることは、どこの国も隠し

ておきたいし、あまり触れたくはないのです。

日本のアキレス腱としての「戦争」
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日本の場合、それが「戦争」なのだと思います。日本と

いう国はいつできて、どんな正当性のもとに成り立って

いるのか、という日本のアキレス腱みたいな正当性の問

題が戦争にかかわっている以上、日本としてはなかなか

それを提示しにくいのです。文革とか軍事政権という問

題はある意味で国内の問題ですけれども、日本が不幸な

のは、「戦争」というものは相手がいる問題であるという

ことです。だから日本国内で勝手に記憶をつくりかえる

ことができないのです。勝手に記憶をつくりかえようと

すると、そもそも東京裁判はどうするのだ、とか、サンフ

ランシスコ講和条約はどうするのだ、という形で、海外

も巻き込んだ話になってきてしまうのです。だから、日

本の国家としての正当性におけるアキレス腱が「戦争」で

あることの不幸を、日本のあいまいな戦争博物館は教え

てくれるのだと思うんです。

難しいのは、これからの話です。今までの日本は、ずっ

とこうやって曖昧にやってきました。でも、曖昧にした

くないという一派も出てきています。そこで総括ができ

るのかということですね。

終戦から今年で69年目、来年で70年目になり、ほと

んど生存者がいなくなってきています。戦後すぐだった

らみんなが戦争の経験者ですから、こうしましょうとか、

こういう方向で行きましょうという合意も得られやす

かったと思うのです。ただ、もはや戦争の実体験がない

中で、戦後の記憶しかない中で、いかに戦争というもの

を総括できるのかというと、非常に難しいと思うのです。

よくも悪くも、結局ダブルスタンダードはこれからも続

いていくでしょう。そして、戦争に関して海外から何か

言われたりとか、それに対して日本が言い返したりとい

う、戦争にまつわるぐだぐだした事態は、８月が来るた

び、もしかしたら８月ではなくても、これからもずっと

続いていくのではないかと思っています。

戦争博物館についての本を出した後、どういう博物館

をつくればいいのか、とよく尋ねられたりしました。し

かし、それはすごく難しい問題です。博物館は箱モノで

もあるし、日本という国がどんな歴史を描くかというこ

とを選べない以上、博物館もどうしても曖昧になってし

まうのだと思います。かつ、1個の歴史だけを選ぶことは

できないとなると、博物館というものをつくる意味自体

もないのではないか、とも思うのです。

しかし、別に「あの戦争」のことを大して知らない人で

あっても、世界平和を願うことはできるのです。逆に「あ

の戦争」を知っているがゆえに、今起こっているようなさ

まざまな小さな戦争、紛争の危険性を見逃すことがある

のだとしたら、むしろ戦争博物館というものはなくても

いいし、戦争の総括ももしかしたらなくてもいいかもし

れないし、そもそも戦争というものをちゃんと教える必

要があるのかどうかも分からない、ということを思うよ

うになりました。

その辺の話は後半のディスカッションの中でしていけ

たらいいなと思っています。一方的に話すのはこれぐら

いで終わりにしたいと思います。どうもありがとうござ

いました。（拍手）
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【太下】  古市さん、ありがとうございました。

それではディスカッションに入りたいと思います。

事前に準備してきているメンバーがいると思いますの

でよろしくお願いします。

【西田】  大阪の研究開発第２部の西田と申します。ふだ

んは環境問題とか自然保護分野の調査を担当していま

す。今回は戦争の話ということで、まったく知らない

世代ですが、今回いろいろな本を読ませていただいて、

改めて勉強させてもらったところです。

早速、質問なのですけれども、過去の戦争、特に太平

洋戦争を将来にどういうふうに生かすのかというとこ

ろを伺いたいと思っています。おっしゃる通り、太平

洋戦争がどうであったかとか、誰が原因であったかと

か、そういった知識だけでは、今後起こり得る将来の

戦争、これから考えられるような戦争に対してはあま

り生かせないのではないかという点については私も同

感です。

ただ、日本人の心の中に、戦争は知識としてはなく

ても、何となく怖いものというか、怖ろしいものとい

う恐怖感だけは伝わっているように思っています。戦

争にかかわっていかないという路線を日本が仮に目指

すのであれば、この恐怖感というものを伝えていくこ

とは意味があることなのではないか、と思います。そ

ういったとらえ方で私は聞いていたのですけれども、

これから戦争について何を伝えていくのかという点に

ついて、もう少しお話を伺えればと思います。

【古市講師】  ありがとうございます。恐怖感に関して言え

ば、ジブリの『火垂るの墓』を毎年放映していればいい

のではないかと思うのです。ただし、『火垂るの墓』は、

だいたい２年置きぐらいに放送されていたのですけれ

ども、視聴率がどんどん落ちているらしいのです。去

年は戦争ものの作品が、『風立ちぬ』をはじめいくつか

公開されましたけれども、昔ほどは興行成績が振るわ

なくなってきているようです。でも、『永遠の０』はす

ごく流行ったのですよね。ただし、『永遠の０』のよう

に、特攻隊を賛美とまではいかないけれども、肯定的

に描くような映画がヒットしたということは、戦争の

悲惨さを伝えたいと思っている立場の人から見て、果

たしていいことなのか、悪いことなのかという問題が

あると思うのです。

戦争は確かになんらかの形では伝わってきていま

す。でも、戦争のことを残したい派閥は大きく２つに

分けられていて、あの戦争は正しかったと思いたい派

と、あの戦争は二度と繰り返したくない派の２つがあ

ることが難しい点ですね。よく年配の方が若者に「戦争

を知ってほしい」と言うのですけれども、そういうとき

に暗黙のうちに、自分と同じ考えの人が増えると思い

込んでいるようなのです。でも実際は違っていて、戦

争に関する知識が増えても、自分と同じ考えの人が増

えるわけではないのです。

難しい点は、戦争というものはどうしてもイデオロ

ギーと絡まってしまうので、結局のところ派閥に分か

れてしまうと思うのです。こうした中で、ただ伝える、

ということが非常に難しいことだと思うのです。こう

したことから、たとえば教育に対して過剰な期待が両

派閥から起こっていると思うのです。戦争のことや歴

史のことをちゃんと子供たちに伝えなければいけない

ということについては、いろいろな人が言います。で

も、結局学校で何を教えるのかということについては、

Part2：質疑応答

西田氏
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みんな大して議論していないわけです。たとえば、日

教組の教育によって日本はすごく自虐史観が生まれ

た、ということを言う人がいますけれども、実際その

人たちも日教組の教員に教育を受けてきたわけです。

自分たち自身がその反証になっているように、日教組

の教育は実は影響がなかったりするわけです。そもそ

も子供たちに戦争や平和ということをいかに伝えてい

くかということに関して、学校教育に頼り過ぎている

のではないか、と僕は思ってしまうのです。

一方で、当然に恐怖感というものは、戦争が起こる

ことに対するなんらかの歯どめにはなっていると思う

のです。たとえば、日米両国で行った調査結果を見て

みると、日本人のだいたい75％は、たとえ理由があっ

ても戦争を起してはいけないと答えています。一方で、

アメリカだと同じ75％は、理由があったら戦争はやむ

を得ないと答えています。こうしたことから、日本人

の非軍事に対する欲望みたいなものは、教育とかどう

こうではなくて、ある種全体的に共有されていると思

うのです。

こうした感情はすぐには変わらないですし、すぐに

変わらない以上、それを無理に教育で恐怖感をあおっ

て伝えていくよりは、今現実に75％の人が「戦争は絶

対だめ」と思っているということだけで僕はいいので

はないかと思っているのです。だから、恐怖感のよう

な感情をどう生かすのか、ということは難しいと思い

ますし、それはたぶん国単位でできることはあまりな

いと思うのです。

先ほど千葉の佐倉にある歴史博物館はあいまいだと

いう話をしましたけれども、一方で、日本には全国各

地に平和博物館というものが非常にたくさんあるわけ

です。こうした小さなレベルで戦争を伝えることぐら

いしか、今できることはないのではないかという気が

します。

【西田】  ありがとうございます。もうひとつ追加で伺いた

いことがあります。

おそらく恐怖感というものが戦争の抑止に一定の程

度効いてきたと思うのですが、こうした過去の戦争に

対する恐怖感みたいなものが、経済の仕組みであると

か日本人の考え方に影響を与えたのかということにつ

いて、戦争社会学の中では考えられているのでしょう

か。たとえば、日本人は世界の他の国の人々と比べて

争いを好まないという傾向があるとして、それは戦争

に対する恐怖感のようなものから影響が来ているのか

どうかという分析が戦争社会学の分野でなされている

のかどうか、教えていただければと思います。

【古市講師】  戦争の一般国民に対する影響はもちろんあ

ると思うのですけれども、実は戦後のほとんどの思想

は、戦争体験から生まれているのです。たとえば、丸山

眞男もそうですし、江藤淳でもいいですし、大江健三

郎でもいいのですが、戦後の名立たる言論人、文化人、

小説家というものは、「あの戦争」の強烈な体験から思

想を紡ぎ出している人が多い。戦後思想というものは、

そもそも敗戦の記憶から始まっているのです。その意

味において戦争が与えた影響は当然大きいものがある

と思います。

一方で、日本という国家は、非軍事という憲法を掲

げており、国民はそのことを何度も教えられてきまし

たし、実際に大規模な戦争を起していないのですから、

当然人々の意識にも影響は与えていると思います。た

だ、それは単純に平和を願う心かという話ではないと

僕は思っています。そして、それは「一国で閉じこもり

過ぎではないか」という批判にずっとさらされてきた

古市講師
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ことにもつながっているわけです。

このことは戦争だけに限る話ではないと思うので

す。日本は人口が１億3,000万人もいる国であって、

内需だけでやってこれた国であったがゆえに、そもそ

も外向きに視点を向けにくかったという状況がある

と思うのです。そういうこともあって戦後、海外での

戦争に参加しようということについては、決断してこ

なかったわけです。そして、いろいろな社会的要因が

重なって、国内だけでガラパゴス的になってしまうと

いう現象が起こっていると思うのです。もちろん、戦

争の影響はあったと思うのですが、世代がこれだけ変

わってしまうと、今の社会において戦争の影響がどれ

だけ残っているかということはなんとも言いにくいと

思います。

ただし、日本のように軍事というものが当たり前で

はない国と、ヨーロッパのように軍隊が当たり前にあ

る国では、軍事とか戦争に対する距離の取り方は当然

違うと思います。日本では徴兵制もないですし、自衛

隊についてもある時期まではネガティブなイメージを

持たれていました。そして、軍隊がないということと、

「何が起こっても戦争を起してはいけない」と答える人

が75％いるということはたぶん関係していると思い

ます。一方で、ヨーロッパは戦後すぐにほとんどの国

が徴兵制度を導入しました。ドイツもずっと徴兵制度

をしいていました。ヨーロッパの各国で徴兵制度がな

くなるのは1990年代から2000年代頃なのです。ド

イツは2010年、スウェーデンも2010年ぐらいまで

徴兵制がありました。

【西田】  分かりました。ありがとうございました。

【谷口】  大阪で経営コンサルティングをやっております

谷口と申します。本日は素晴らしいお話、ありがとう

ございました。

先生の著書で、『誰も戦争を教えてくれなかった』を

拝読していたのですが、各国の歴史博物館での戦争の

扱いや認識にかなり違いがあるということを書かれて

いたかと思います。この中で読んでいて感じたのです

が、たとえば「正しい歴史認識」ということが各国政

府の首脳なりマスコミで語られる場合があるわけです

が、果たしてそういったことが実際に可能なのかどう

か。あるいは「正しい歴史認識」というものを共有しな

いから、問題が起きているということがよく語られて

いるのですが、逆に「正しい歴史認識」という言葉を出

すほど戦争が近づいているような気がしてしまいまし

て、その点についてお考えをお聞かせいただけないで

しょうか。

【古市講師】  このことについては、アメリカと日本の例を

考えるのが非常に分かりやすいと思うのです。ちょう

ど去年、僕はネバタ州ラスベガスの核実験博物館とい

う場所に行ってきたのです。ネバダ州は今でこそカジ

ノの街となっていますけれども、ある時期までは核実

験の街でした。そして、ずっと核実験が行われていた

のですが、ネバタ州では「キノコ雲」というものがポジ

ティブなイメージとして想起されるらしいのです。ど

ういうことかというと、今では核実験は全部、地下で

実施しますから、キノコ雲は上がらないのです。一方

で、キノコ雲が上がっていたのは1960年代初頭まで

ですが、これはちょうどアメリカの黄金時代と重なる

のです。つまり、経済が成長していて、国がどんどん豊

かになっている、そういうアメリカの古きよき時代の

象徴というものが、ネバタ州ではこのキノコ雲らしい

のです。ですから、ネバタ州の博物館では、キノコ雲は

非常にいいものとしてとらえられています。長崎、広

谷口氏
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島に落とした原爆についても、当然悪いことではなく

て、あの原爆を落としたがゆえに戦争が終わった、と

いう形でポジティブに評価されています。

同じキノコ雲、同じ原爆であっても、日本とアメリ

カでまったくイメージが違うのです。すなわち歴史観

が違うわけです。一方で、これだけ歴史観が違うにも

かかわらず、日本とアメリカは友好国であり、同盟国

であり得るわけです。ですから、歴史観が別に一致し

ないとしても、国と国は仲よくなれると思うのです。

翻って考えてみると、歴史観を一致させようという

努力自体については別に否定しませんけれども、歴史

観を一致させること自体がそもそも難しいですし、そ

んなことをする必要もないのではないかと思います。

歴史観というのは、ひとつの国の中でも違ってくるわ

けです。「あの戦争」に関しても、司令側にいた人、死ん

だ兵士、生き残った兵士、遺族等、立場によってまるで

歴史観は違うわけですから、それを一致させようとい

う努力自体がむなしいのではないか、という気がしま

す。

【谷口】  ありがとうございます。

もうひとつよろしいでしょうか。本日は映画『火垂

るの墓』の話が出てきましたが、いろいろな戦争映画を

観るときに、日本とアメリカではだいぶ違うなと思っ

ています。特に日本の場合はアニメがかなり盛んだと

思いますが、日本のアニメの場合は、主人公はいや応

なしに戦争に巻き込まれて、結果的にロボットを操縦

して戦うことが多いと思います。戦争は駄目だという

認識に立ちながら、結果的に戦ってしまっているよう

なストーリーが頻繁に描かれているような気がしてい

ますが、このあたりは社会学的に説明できる背景はあ

るのでしょうか。

【古市講師】  わけの分からない戦争にいきなり巻き込ま

れた主人公というジャンルは、『エヴァンゲリオン』を

初めとして多数ありますよね。今公開されている、邦

題が『オール・ユー・ニード・イズ・キル』という日本

のライトノベルをもとにしたハリウッド映画があるん

ですけれども、あれも本当にわけも分からない戦争に

巻き込まれて、わけも分からないまま戦うという形で

す。最近の日本の戦争映画に関して言うと、そういう

動機も描かれず、別にどこの国とも知れないような戦

争みたいなものを描くという作品が多くなっていると

いうことがよく言われます。お答えになっているかど

うか分からないですけど。

【谷口】  ありがとうございます。

【秋元】  きょうは貴重なお話、ありがとうございました。

東京本社でエネルギー関連のコンサルティングを専門

にやっております秋元と申します。

お伺いしたいことはメディア関係の話になります。

先生のご著書の『だから日本はズレている』を拝見させ

ていただきましたけれども、こちらでは、「正しさでは

なくもっともらしさが勝つ」とか、「真実はいつも一つ

なんて嘘」というフレーズが出ています。きょうのお

話を聞いていても、たとえば戦争博物館で伝えられて

いる記録等について、当時戦争が起こったころにはひ

とつの事実であったものが、誰がどう伝えるかによっ

て意味がいろいろに変わっていく、ということがあっ

たかと思います。要は情報を伝える媒体がどういうふ

うにそれを伝えるかというところがポイントになると

思っています。

こうした中で、今後この第二次世界大戦を伝えてい

くうえで、新聞とかウェブでもいいのですけれども、

メディアの役割はどういうものがあるとお考えでしょ

うか。また、メディアが戦争について伝えていくこと
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が本当にできるのかどうか、その点についてお伺いで

きればと思います。

【古市講師】  メディアのうち、どうしても上から目線で物

事を伝えるマスメディアに関しては限界があると思い

ます。８月15日が近づくたびに、各メディアが戦争体

験の検証ということを言うわけですけれども、結局そ

れがどれだけ伝わっているかどうかは怪しいというこ

とを示すのが、先ほどの戦争に関する正答率の低さだ

と思うのです。終戦記念日がいつなのかも分からない、

真珠湾の日がいつかも分からないのです。メディアの

側では勝手に伝えた気持ちになっていたのだけれど

も、実際それが戦争の知識として定着しているわけで

はないのです。

そもそも、メディアにできることは限られていると

思うのです。これは別に戦争に限らずあらゆることに

言えると思います。メディアであるとか、教育である

とか、ある人が大多数に向けて発するメッセージは、

そこまであまり影響を持たないと思うのです。それは

非常に効率的だし、効率的だからこそ、みんながその

威力を求めて右往左往するわけですけれども、実際は

その効果は非常に限定的だと思うのです。

もちろん、メディアが戦争をあおった面も当然ある

と思います。しかし別にメディアだけがあおっても、

戦争が始まるわけではないですよね。たとえば、ナチ

ス・ドイツのヒトラーの宣伝術が人々を先導したとい

うことがよく言われますが、それこそ『八月十五日の神

話』を書かれた佐藤卓己さんに言わせると、ナチスはそ

んな大したことはなかったらしいのです。ナチスがつ

くった映像におけるヒトラーの演説を僕たちは見てい

るから、あの演説はすごいと思うけれども、でも実際

に生で見た人の感想を聞いてみると、別にあれは画期

的でも何でもなかった、普通に使い古された手法をた

だなぞっただけであったということが言われていたり

します。だから、メディアで人々を先導するというこ

とは、言われるほど実はできないのではないかと思っ

ています。

あと真実はいつもひとつかどうかという話に関して

言うと、ついこの前に東京都議会の「やじ問題」があり

ましたけれども、あれはマスコミのカメラも入ってい

る、ボイスレコーダーもたくさん回っている、人々も

たくさんいるにもかかわらず、やじが誰かということ

さえも特定できなかったわけですね。ひとりは名乗り

出ましたけれども、あとはうやむやになったというこ

とがあります。あの事件は、これだけテクノロジーが

発達した時代でも、歴史的事実というものをひとつに

同定させることが非常に難しいという実例だと思うの

です。ある事実をメディアがどう伝えるかという問題

はあり得ますが、たとえどう伝えようと、そんなに歴

史に影響は与えないし、与えられる影響は、人々がメ

ディアに関して思っているイメージよりも小さいので

はないかと思っています。

【吉田】  今日はどうもありがとうございます。東京のコン

サルティング事業本部で、組織と人事に関する分野を

専門とするコンサルティングをしております吉田と申

します。よろしくお願いいたします。

古市先生の本のタイトル『誰も戦争を教えてくれな

かった』ということからいいますと、私は今ご質問させ

ていただいた者よりは年代が上でございまして、先生

が本の中で書いている表現方法をお借りすれば「吉田

（+14）」という立場です。私自身はもちろん戦後生ま

れですから、戦争は個人的には経験していないのです

が、父親が当時満州にいまして、関東軍の一部隊にお

秋元氏
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りました。衛生兵でしたから戦場に行って人を殺した

りはしていないのですが、一応父親から戦争の話は聞

いております。衛生兵関係をやっていたものですから、

たまたま現地で伝染病にかかってしまって、体を壊し

て日本に戻ってきた。もう今では死語になっています

が、いわゆる「傷痍軍人」という立場で戦後を生きなけ

ればならなくなったんですね。

個人的に戦争がいいか悪いかというのは、実際自分

も経験していないし、よく分からないところもありま

すが、ただ戦争というものが、人ひとりの人生をふい

にするということは、戦争体験者を身近に見て、これ

は自分の父親でしたから非常に痛切に感じている。だ

から戦争すべきか、すべきでないかであれば、やはり

してはいけないものかなという思いは抱いておりま

す。

ただ、いろいろな本を読ませていただいて、先生の

お話も伺ったりすると、その戦争体験というのは基本

的にはその人の体験であって、置かれた立場や状況に

よって解釈の仕方が違うんですね。私はたまたま戦争

を体験した父親からいろいろ聞かされたことを、あの

戦争のリアルかなと思って、それで子供のころはそん

な理解をしていたつもりでいました。

今の点でよく分からなくなってくるのは、ああいう

戦争から離れて70年近くたつと、本当に戦争という

のがどういうものか、われわれは身近に感じることが

できなくなっている。たとえばこの間の６月29日で

すか、集団的自衛権に反発して、新宿で焼身自殺未遂

を起した人間がいました。あのときに宮尾節子という

詩人の詩がツイッターで流れて、一時期話題になりま

した。この詩については、皆さんお分かりにならない

方もいるかもしれませんが、114文字と短い詩なので

一通り朗読しますと、

　　　明日戦争がはじまる

　　　まいにち

　　　満員電車に乗って

　　　人を人とも

　　　思わなくなった

　　　インターネットの

　　　掲示板のカキコミで

　　　心を心とも

　　　思わなくなった

　　　虐待死や

　　　自殺のひんぱつに

　　　命を命と

　　　思わなくなった

　　　じゅんび

　　　は

　　　ばっちりだ

　　　戦争を戦争と

　　　思わなくなるために

　　　いよいよ

　　　明日戦争がはじまる

こういう詩なんです。

われわれは映像を通じて暑い国の戦争のシーンを見

たり、焼身自殺未遂をした人の映像もツイッターで見

吉田氏
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れたりする中で、正直、間接的にそういうものが体験

できるものですから、感心を示さなくなってしまって、

本当の戦争というものに対しても何かこう無感動で見

えるといいますか、非常に第三者的立場で見えるよう

な状況にあるのかなと思います。

そうなってくると本当に戦争のリアルを、これから

先歴史の事実として伝えていくことができるのだろう

か。あるいはそういうズレは本当にあるんだろうか。

そんな素朴な疑問ですが、最近の事件も踏まえて感じ

るところがありまして、今回は「戦争」がテーマでした

から、そういう観点で古市先生にお聞きしたいと思い

まして質問させていただきます。

【古市講師】  分かりました。ありがとうございます。

戦争が遠いものであるということは、今も昔もある

種同じかなと思うのです。湾岸戦争の時には、画面の

向こうで起こる戦争は、すごく遠いものであるように

感じられました。「それは起こっていない」という評論

家もいました。けれども、実は「あの戦争」のときも同

じだったのではないかと思うのです。たとえば、第二

次世界大戦中でも空襲がなかった地域は別に戦争の被

害をそんなに受けていませんから、そうした地域の人

からしたら、たぶんあの戦争は非常に遠いものであっ

たと思うのです。実際に、戦争中の映像で、ある村のお

ばあさんが、「今、日本はどこの国と戦争しているんだ」

というふうに聞いてくるシーンが残っているのですけ

ど、そもそも日本がどこの国と戦争しているかという

ことさえも知らない人が当時にいたのです。だから、

戦争から遠いということは、実は時代には関係なく、

戦争の同時代であっても起こり得ることだと思うので

す。

当事者性ということについて言えば、戦後の日本で

は確かに武力を使う戦争こそは起こっていません。け

れども、自殺者は年間3万人弱いたりとか、いろいろ

な事件や事故は日々起こっているわけです。確かに戦

死者はいないのですが、でも自殺者が3万人弱もいる

という事実をどう考えるべきなのでしょうか。果たし

てそうした死者の存在と戦争というものをそこまで区

別して考えることができるのかといったら、違うので

はないかという気もするのです。この話は先ほど紹介

していただいたツイッターの詩の件とも関係してくる

と思うのです。

戦争中は人を殺すことや殺されることがたぶん当た

り前になっていたのだと思います。だから、戦争とい

うものは人々にとって、どんどん慣れたものになって

いっていたのでしょう。でも、同じことが今の自殺の

問題にも言えると思うのです。自殺で年間３万人弱が

死んでいるのです。交通事故のだいたい２倍、３倍の

人が死んでいるわけです。そして、そうした状況がずっ

と続いているので、みんな当たり前のようにやり過ご

していて、特に問題とは思っていないわけです。でも

実際に考えてみると、３万人弱というのは結構大きな

数なわけです。そういう形で人々がなれていくという

ことを考えると、「戦争」と「自殺」というものは実はそ

んなに違うものではないし、分けて考える必要はない

のではないかと思ったりします。

一方で、「あの戦争」のことを伝えられるかどうかは、

本でも書きましたけれども、すごく難しいと思うので

す。それこそ韓国みたいに最新テクノロジーを使って、

戦争の記憶を残すような博物館をつくったり、もしく

は戦争のことをちゃんと理解できるようなリアル没入

型のシミュレーションゲームをつくったり、できるこ

とはたくさんある気はするのです。しかし、それは結

局ある一視点における戦争にしか過ぎないわけです。

そういうふうに上から何かをこうしましょうという形

で伝えるだけでは、本当に戦争のことを知ったことに

はならないのです。

これに対して、各個人がたまたま戦争の記憶に出会

うことは日々起こり得ると思うのです。東京でも戦跡

は、分かりやすくはないけれども残っていたりします。

今の若い世代であっても、祖父母、もしくはひいおじ

いちゃん、ひいおばあちゃんの代までさかのぼれば戦

争経験者はいたりします。そうやって細々と戦争が伝
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わっていくぐらいしかたぶん可能性はないと思いま

す。逆に言えば、戦争に対する知ったかぶりみたいな

ことの方が、よりこれから警戒すべきことだと思うの

です。ほとんどの人がもはや経験者ではないにもかか

わらず、自分の方が戦争を知っているとかいう態度で

すね。たとえば、日本人はお花畑であるとか、さも自分

を上位に置いて誰かを批判するみたいな人が最近ふえ

ている気がします。そういうことの方が、より警戒す

べきことではないかと思うのです。

たとえば、日本には軍隊は要らないと言う人に対し

て、「お花畑」的な平和主義といった批判がされますが、

そういう人はどこの国にもいるわけで、今現在軍隊が

ある国であっても、軍縮や軍隊をなくそうと思ってい

る人はいたりするのです。むしろ、戦争について変な

知ったかぶりみたいなことをやめる方が、戦争を知ら

しめようという上から目線の態度よりも大事なのでは

ないかと思います。

【吉田】  ありがとうございました。

【大澤】  会員向けの情報発信をしているコンテンツ編集

室の大澤と申します。本日はどうもありがとうござい

ます。

余談から入りますが、私はご著書に出てきた「あゆ

みさん」と同じく、もともと韓国とか韓流に全然興味が

なかったんですけど、Bigbangを聴いてからK-POP

にハマった人間でして。同じくご著書で取り上げられ

ているスーパージュニアについても、メンバーのイェ

ソンが兵役に就いた、まさにその直後のコンサートに

行っています。そういった経緯もあって、最近、韓国や

中国の動きに興味を持つようになっていて、今日の話

も非常に興味深く伺っておりました。

今月、中国の習近平主席が韓国に行って――今ちょ

うどドイツに行っていますけれども――韓国では「反

日共闘」について、ソウル大学等で講演しています。先

ほど、先生は「どの国も都合の悪いことは隠す」とおっ

しゃっていましたけれども、この反日共闘という部分

について、中国は朝鮮戦争において北朝鮮側に付いて

参戦したことや、300万人といわれる市民が犠牲に

なったことには言及しておらず、認識は第二次世界大

戦で完全に止まってしまっています。

佐藤卓己さんのご著書に書かれていた「つくられる

記憶」という観点では、もう戦後70年近くも経ってし

まい、その度合いがより強くなっていく中で、特に中

国と韓国は国家主導で歴史の再構築が行われているの

ではないかと。そういった国の「つくられた記憶」、し

かも第二次世界大戦にこだわって日本が批判を受け続

けている状況において、わが国としてはどのように対

応していくべきでしょうか。特に、国際社会に向けた

発信にあたり、私自身は、少なくとも今のように靖国

参拝をしつつも平和主義を訴えていくのはうまいやり

方ではないと思っているんですけれども、先生のご意

見を伺いたいと思います。

【古市講師】  おっしゃっていただいたように歴史とはそ

もそも都合よくつくれるものなのです。「反日共闘」の

ように、国家が自分に都合のいい歴史だけを選び取っ

て、歴史をつくろうとしているということはどこの国

でも起こっていますし、まさに日本でもそういうこと

をしたい政治家がたくさんいるわけです。ただし、東

京裁判やサンフランシスコ講和条約という事実の上に

今の日本という国がある以上、それを覆すことはでき

ないのです。そのジレンマに今の自民党の改憲派も苦

しんでいると思うのです。本当に国際世論を気にする

のだったら、靖国神社というあいまいな場所には行か

大澤氏
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ないで、国立追悼墓地をつくり、しかるべき日に国家

の要人たちがそこに行けばいいと思うのです。しかし、

そういう案がありながらもなかなかできていないので

すね。

一方で、実際問題として日本が国際的なインパクト

を高めようと思った場合、分かりやすい目標を立てる

としたら、国連安保理の常任理事国になることだと思

うのです。一時期日本もそういうことを言ったりして

いました。ただし、安保理に入るにあたって、あの戦

争の責任を全部認めなければ中国は納得しないわけで

す。ということを考えると、靖国には行かずに、ちゃ

んとした場所をつくった方がいいと僕は個人的には思

います。ただ、それが日本遺族会の問題であるとか、当

面は難しいのだろうなということも同時に思っていま

す。どうしても論理では割り切れない情緒みたいなと

ころで、靖国に行く人々がいるわけです。それが外交

上、得策かは分かりませんが、しばらくはこういう状

態が続くのではないかと思います。

【大澤】  ありがとうございます。

【中谷理事長】  古市さん、どうもありがとうございまし

た。日本という国にとって重要な問題を提起していた

だいたと思います。とても難しい問題ですよね。本当

にどうしたらいいか分からない。戦争博物館という切

り口から各国の比較をしたときに、基本的に日本以外

のどの国もやっていることが国威発揚なのです。自分

の国こそ正しいのだ、ということを世界に知らしめる、

その記憶、記録として博物館のようなものをつくって、

そこを訪れた人が、ああこの国のやっていることは正

しいのだ、と実感するわけです。

中国、韓国は日本をスケープゴートにして、それを

世界に見せるということをやっているわけです。この

厳流塾でも、西洋の国はアメリカのみならず、また、戦

争博物館だけでなくて一般に博物館というものは、西

洋の世界支配の構造を定着させるためにあるのだ、と

いう趣旨で書かれた松宮秀治さんの『ミュージアムの

思想』という本を読みました。松宮さんの本にも書いて

ありましたけれども、博物館は西洋の近代社会の構造

を定着させるひとつの役割を果たしているわけです。

広い意味では、それぞれ西洋全体をくくるというのか、

それぞれの国単位で言うのかは別として、正当性の主

張なのです。

ところが日本は国論が完全に分裂していて、戦争の

総括もできないし、だから国威発揚をしようと思って

も、普通日本以外の国のすべてがやっているこの「国威

発揚」という基本コンセプトを、この博物館という構想

の中に組み込むことができない。ですから、博物館ど

うするのと言われてもどうしようもない、というすご

く特異な状況に置かれているわけです。

古市さんが言われたことは、僕が聞き間違いでなけ

れば、もう博物館は要らないんじゃないのか、あるい

は無理して総括することもできないし、そんなことを

議論してもしようがないからやめた方がいいんじゃな

いのか、ということだったと思います。でも日本人は、

どんなことがあっても戦争はすべきではないという人

が75％いる。だからそこのところをよりどころにし

て、そこから日本という国のあり方を考え直していっ

たらいいのではないか。そういうご意見だと考えてい

いですか。

【古市講師】  はい。

【中谷理事長】  僕もそれしかないだろうなと正直いって

思います。けれども、これを万全のものにする方法は

あるのかどうかということが僕の疑問です。というの

中谷理事長
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は、人間というものは、あるいはそれぞれの主権国家

というものは、何とかして自分の身を守らなければい

けないという本能があるわけです。人間個人個人にも、

自分の個体維持という本能があると同じように。だか

ら何も紛争が起こっていないときには、憲法９条は絶

対守るべきだ、日本は世界にないような絶対平和を目

指す国になるんだ、と言うわけです。これすばらしい

ですよ。これで世界の人たちに、日本はどうやら本当

に平和っていうものを望んで、それのためにあらゆる

努力をしているすばらしい国だと思わせることができ

れば、それは国策としてとてもいいことだと思うんで

す。

ただ、それを本当に実行する方法、あるいはそれは

時間とともにどれほど強固な方策であるのかというこ

とに対して自信がない。というのは今、尖閣の問題と

か、竹島の問題とかが起こっていますけれども、あそ

こで中国や韓国と武力を使った衝突がたとえば起こっ

たとすると、今もめている集団的自衛権の行使なんて、

あっという間に通ると思うんです。つまり先ほど申

し上げた主権国家の本能というものがあって、いざと

なったら自分で自分の身を守らなければいけない。今

はまだいざとなっていないわけです。だから75％の人

も、「どんなことがあっても戦争はいけない」というき

れいごとを言える。そういう立場に日米安保体制の中

で日本は置かれてきた。だから、この75％が「イエス」

と言っているわけですよ。

でも、中国との関係とか韓国との関係で衝突が起こ

り、何人かの日本人がそこで死んだとか、何かそうい

う事態が起こったときに、防衛本能というものが起こ

ると、いや平和国家として徹底的に世界の平和のため

にわれわれは尽くすのだとずっと言っていても、それ

を維持できなくなる。そこの脆弱性をどういう方法で

担保できるのかということが問題の根幹にあると思っ

ているのですが、古市さん、何かいいアイデアはあり

ますか。

【古市講師】  そこは確かに心もとないところだと思うの

です。ただし、尖閣問題に関して言えば、あと15年か

20年たったら少子高齢化が進んでしまうので、中国も

国力が弱ってくることは半ば確定的なわけですね。そ

うしたら今のような覇権主義をとることができないの

で、そういうことを考えると、この20年のうちに何も

起こらなければ大丈夫じゃないかと思います。逆に言

えば、この20年がすごい勝負というか、この期間は運

に任せる要素が多い気がします。本当に今のこの状況

は、確かに心もとないと思うのです。

しかも憲法９条は右派、左派両方のおかげで、非常

に骨抜きにされてきてしまいましたよね。解釈がどん

どん変えられて、憲法９条はどんどん骨抜きになって

しまいました。ですので、憲法９条を守ることが平和

を追求することかといったら、もはや非常に怪しく

なってきています。だから、憲法９条を守ることで平

和になろう、というアピールもなかなかできなくなっ

てきています。平和国家であることを確かにするすべ

を、日本はどんどんなくしてきてしまっているので、

そこを強固なものにするのはすごく難しいと思うので

す。

一方で、憲法を変えて普通の国になろうという議論

もちょっとずれていると思います。というのは、75％

の国民が戦争をしたくないという国で、憲法という文

章だけを変えたところで、人々の心が急に変わるわけ

ではないわけです。文章だけを変えて人々の心が変わ

るみたいなことを言う人もいますけれども、それはた

ぶん難しいだろうと思います。

ただし、国際関係に関して、ちゃんと手順を踏むと

いうことは大事だと思います。たとえば、日本は去年

の夏に「イプシロン」という固体燃料ロケットを打ち上

げましたけれども、あれは技術的にはどう見ても固体

弾道燃料ミサイルと同じテクノロジーなのです。それ

をどこの国の人もちゃんと分かっているわけです。で

も、そういうことを日本国内のメディアはあまり報じ

ずに、ただあれを「打ち上げ成功」というふうに報じま

した。
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JAXAの関係者も、「あれは軍事目的ではなく単純

なロケットである」ということを、中国や韓国に対し

てロビーイングするということは、あまりしていない

らしいのです。だから、中国や韓国をむだに刺激をし

ないとか、むだなことをしないということに関しては、

もうちょっと気を払ってもいいかもしれないと思いま

す。そういうレベルでできることはたくさんあると思

います。ただ、全体として平和をどうやって確固たる

ものにしていくかということに関しては、すごく難し

い状態にあるのではないかと思います。

【中谷理事長】  古市さんのきょうのご提案でおもしろい

のは、丸山眞男を初めとする自虐史観派と愛国派の対

立で、その議論を深めて何か解決策を見いだすことは

もう無理だからやめた方がいいと、ここのところは

ちゃんと達観すべきだと、そして日本の置かれた状況

からすると、今余計なことはもうしないのだというこ

とをおっしゃいました。これはなかなかおもしろい考

え方ですね。世界から見て、日本という国は確かにほ

かの国と違う、成熟した国だと思われるようになりた

い、ということですね。そして少しずつでも紛争回避

というか、たとえば中国が尖閣で余分なことしても、

日本はいたずらに戦闘的な方向で、マッチョな元気の

いい話に持っていくのではなくて、世界中から冷静に

見て、「あ、日本の対応は本当に大人だね。そんなつま

らない言いがかりに過剰に反応しないし、非常に大人

だ。日本はすばらしい国だ」というふうに思わせるよ

うな対応をとれるよう、努めようというわけですね。

そのためにも、不毛なイデオロギー論争はもうやめて、

そういう方向で国民の意識が高まっていけば少しは抑

止力になるかもしれない、ということですね。

繰り返しになりますが、古市さんのご提案で一番お

もしろかったのは、国論を二分しているイデオロギー

論争を、これ以上やったって解決のしようがないから、

そこはむしろ棚上げしてしまって、そのうえで何か築

けるのではないかという提案でした。ただ、これだっ

てなかなか実現にはハードルが高い。もっともっと議

論し、国民の意識を高めるためには何が必要なのか。

いずれにしても、やらなければいけないことは山積み

です。

【太下】  ほかの皆さんはどうですか、何かご意見はありま

すか。

【上野】  上野裕子と申します。官公庁からの受託調査を手

がけており、産業政策や科学技術政策を専門としてお

ります。

先ほどのお話の中で、歴史観が一致しなくても友

好国になり得るということで、アメリカと日本の話が

あったんですけれども、歴史観が一致しなくても友好

国になるためには、個人的には歴史観が一致していな

いという事実を強調しないというか、覆い隠すという

か、そういうところが必要なのではないかと感じてい

ます。

私自身アメリカの高校の教育を受けていることが

あって、米国の教科書には、広島、長崎に原爆を落とし

たので、日本は諦めて戦争をやめましたと書かれてい

るのはその通りなのですけれども、その事実を一般的

に日本の人が知っているかというと、そんなに広くみ

んなが知っているわけではない。逆に戦後ずっと流さ

れてきたのは、『パパは何でも知っている』のような米

国のよいホームドラマで、戦争している間は「鬼畜米

英」だったのが、一夜にして「マッカーサー、格好いい」

というふうになるように、ガラリと価値観の転換が起

こるような、ちょっと悪い言い方をすると情報操作の

ようなことが行われて、国民の意識が変わって、アメ
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リカに対する歴史、現代史の部分をあまり教えてこな

かったというところがあります。この背景には、もち

ろんいろいろあると思いますが、アメリカに対する敵

国心をあおらないようにして、安保体制をみんなが認

めるように持っていくというマスメディアの力、先ほ

どあまりないとおっしゃったんですがマスメディアの

力や、メディアに限らず政府や教育等によるいろいろ

な場所での国民に対する情報の与え方というのがあっ

たのではないかと思っています。

それを中国、韓国との今の関係に当てはめると、両

国ともが事細かにいちいちなんでも報道して取り上げ

る、これがいけないのではないかと思います。靖国神

社に誰が参拝したとか、個人名で行ったのか、公職で

行ったのか、玉串を個人のポケットマネーで払ったの

か、税金で払ったのかと、いちいち細かいことがニュー

スとして報道されています。その報道の仕方も新聞、

ニュース、テレビだけではなくて、ツイッター、イン

ターネット含めて、若い人から年を取った人までみん

なが細かく知る。それを中国、韓国側も日本側も常に

一挙手一投足取り上げてあおっている感じがします。

両者の認識が違うということを分かりつつも、それを

強調しなかったアメリカと日本だから友好関係は築

けたのであって、こうやって強調している限りなかな

か友好関係を築くのは難しいように思います。マスメ

ディアの影響、流れてくる情報の影響で、日本に限ら

ず国民の感情や世論は、各国ともつくられるのではな

いかと思うのですけれども、いかがでしょうか。

【古市講師】  情報というものは、ある時代までは政府なり

メディアなりから一元的に押しつけて与えることがで

きたと思うのです。たとえば、軍事政権下の韓国はま

さにそうだったと思うのです。実際、日韓で条約を結

び、韓国の軍事政権もそれを納得して、ある種日本の

バッシングを抑えていた時期もあります。

一方で、日本国内でも、インターネットがここまで

発達する以前までは、いわゆる「自虐史観」と言われる

歴史を学校で教えたところで、大騒ぎにはならなかっ

た。メディアもそれを当たり前のように流していまし

た。そして、それで別に問題がなかった時代もあるわ

けです。

でも、今はそうはいかないですよね。メディアが伝

えなくても、政権が伝えなくても、どこかから漏れて

しまうのです。ツイッターもあるし、ソーシャルメディ

アもあります。それは韓国、日本、中国、どこの国も同

じ状況だと思うのです。情報がコントロールできなく

なってきているのです。そして、日本で今ややいびつ

な形ではありますが、学校で教えてくれなかったけれ

ども、実はこうだったんだ、日本はこんないいことを

して、逆に韓国、中国がこんなに悪かったみたいなこ

とが、ネット右翼と呼ばれる人たちによって叫ばれて

いる状況があるわけです。そういうことを考えると、

過剰に上から一元的に細かいことを伝えないというこ

とに関しては、ある時代までは有効だったけれども、

もはやそれは難しいのではないか、と思います。

【太下】  ほかにどなたかいらっしゃいますか。他になけれ

ば私も質問したいことがあるのです。

実は私もベルリンに列置している、ある種の戦争博

物館である「ユダヤ博物館」が大変好きで、ベルリン

に行くたびに寄っているのです。また、私自身は文化

政策を専門にしていますので、ミュージアムと世界の

事象の関係は非常に興味深いテーマだと考えていま

す。先ほど中谷理事長からもお話がありましたように、

ミュージアムというものが西欧文明を固定化するとい

上野氏
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う社会的機能なのだという考え方にも、なるほどと感

じています。

一方で、私が専門にしているアートの世界で言うと

逆のことが起こりつつあります。どういうことかとい

うと、ある思想的体系のもとに収集されたコレクショ

ン、その価値体系としてのミュージアムというものが

確立されてきたわけですが、今は逆にそれがほどけて

いって、そういったアートというものがフィールドに

還元されていき、そして個人やコミュニティと歴史的

事象との関係が再編集されている、こういったことが

今起こってきているように思うのです。

たとえば、ヨーロッパで実施されているアートイ

ベントで、「欧州文化首都」という事業があります。こ

れは毎年、ここが欧州の文化首都だということで、そ

の都市で１年間さまざまな文化事業が行われる、ヨー

ロッパでも最大規模の文化イベントです。そして、こ

の欧州文化首都が開催された都市の中で、やはり戦争

というテーマが取り上げられるわけです。今日は２つ

事例を紹介したいと思います。

ひとつは、オーストリアのリンツで行われた2009

年の欧州文化首都です。実は本日の講義にも登場した

ヒトラーは、このリンツの近郊で生まれたのです。そ

して第二次世界大戦中には、このリンツという町を舞

台にナチスがさまざまな事件を起こしています。ただ

し、現在のリンツの住民は、ある意味日本人と非常に

近いのかもしれないのですけれども、当時の事件のこ

とをあまり振り返らないで、どちらかというと忘れた

いというスタンスを持っているわけです。

そうした状況にあって、この戦争の記憶をアートと

して取り上げたプロジェクトがあって、そのタイトル

は「イン・サイチュ」で、これは現場という意味なので

す。このプロジェクトでは、かつてナチスがいろいろ

な事件を起こした現場ごとに、白墨のような筆記具で、

いつ何が起こったのかという事実を書くのです。それ

が道路上で起こったことであれば、実際の道路上に書

くわけです。また、ある家で起こったら、その家の人の

許可を得て家の壁に書くわけです。

このプロジェクトのポイントは、それが白墨みたい

なもので書かれているということです。なぜそういう

もので書くのか。プロジェクトを開始したときはきれ

いに書かれて判読できる文字が、雨や風、または道路

だと車や人が通ったりすることによって、どんどん薄

れて消えていってしまうのです。要するに、かつてあ

る事件が起こったけれども、それは私たちの記憶の中

からどんどん風化して消えていくということ、それ自

体をアートのコンセプトにしている作品なのです。こ

のプロジェクトを見た人は、見るタイミングにもより

ますけれども、消えかけている歴史的事実を見て、同

時に自分の中で消えかけている歴史事実とパラレルな

関係にあることを再認識する、という構造を持ってい

るのです。

もうひとつの事例をご紹介します。ドイツのルール

地方のエッセンという街で行われた2010年の「欧州

文化首都」の事例です。このエッセンの街にフォルク

ヴァング・ミュージアムという非常にきれいなミュー

ジアムがありますが、この美術館で「世界で一番美しい

美術館」という展覧会が行われたのです。なんで「世界

で一番美しい」というタイトルにしたでしょうか。実は

このフォルクヴァング・ミュージアムはとても歴史の

あるミュージアムなのですけど、かつて持っていたコ

レクションの大半をナチスに売り払われてしまったの

です。

太下氏



ゼロ年代の思考

86 季刊  政策・経営研究　2014  vol.4

古市さんもご存じかと思いますが、ナチス・ドイツ

はかなり強力な文化統制を行いました。いわゆるドイ

ツ的なもの、アーリア的なものについては非常に賛美

した一方で、前衛的な表現であるとか、自分たちの感

性に合わない美術品については「退廃芸術」という烙印

を押して、徹底的に排除していったのです。ベルリン

のミュージアムでは「退廃芸術展」というタイトルの

展覧会が開催されて、一定期間展覧会を開催した後は、

作品を中央の広場に運び出して、それらを全部燃やし

たということもありました。

そういった意味では、フォルクヴァング・ミュージ

アムのケースはある意味でラッキーだったのですけれ

ど、コレクションは燃やされずに、ナチス・ドイツの

軍資金にするために売り払われたのです。こうした歴

史を有するミュージアムで、21世紀になり、「欧州文

化首都」を開催したときに、世界中に散逸したコレク

ションをもう一回借りてきて、かつてナチス・ドイツ

がコレクションを売り払ってしまう前のミュージアム

のコレクション展を再現したわけです。これはもちろ

んテンポラリーなもので、コレクションはまたすぐに

なくなってしまうわけです。だけど、そういうふうに

展開会を開催した後にコレクションがなくなってし

まうという行為を通じて、エッセン、そしてルール地

方の人たちは、かつてそこで何が起こったのかという

ことをいや応なく認識し続けなければいけないわけで

す。

こういう事例から理解できる通り、現代アートの分

野では、かつてのミュージアムとは異なる、新しい形

で人々の記憶に問いかけるような試みが起こってきて

いるのです。ミュージアムの機能は終わったのではな

いか、という議論もありますが、ある意味ではそうか

なとも思いつつ、アートの世界では新たに違う動きが

起こってきているのだということをお伝えしたいと思

いました。古市さんから何かコメントがあればぜひお

聞きしたいと思います。

【古市講師】  ありがとうございました。確かに戦争とい

うものは、場所や箱モノに縛られる必要はないのかな

と思いました。日本の場合、残念ながら戦争そのもの

の記憶を残せる場所は、広島原爆ドームを除いてあま

り存在しないのですけれども。そこで日本では、戦争

の記憶を一回全部壊してしまって、後からそれを埋め

合わせるように箱モノをばんばん建てたという歴史が

あります。しかし、箱モノは結局古びていくわけです。

こうした状況において、必ずしもミュージアムという

箱モノや場所にこだわらないで、できることはまだま

だあるのかなという気はします。たとえば、その場所

に縛られないようなデジタルアーカイブの形でもいい

し、街中の戦跡を何かつなぐようなＡＲのアプリでも

いいかもしれないですね。戦争は日本国中でどこでも

起こったことですから、そういう形でかつての箱モノ

ではないものとして、再構築できる可能性はあるので

はないかと話を聞きながら思っていました。

【太下】  ほかに何かご質問ありますか。よろしいでしょう

か。では、もう時間をだいぶオーバーしているので、本

日はこれで終わりにしたいと思います。最後に古市さ

んに、拍手をお願いいたします。（拍手）
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PIP総合プロデューサー　濱野 智史 氏

濱野さんが到着されるまでに少し時間がありそうなの

で、差し出がましいのですが、きょう濱野さんがしゃべ

られるであろうと予想されることの背景にある事情につ

いて、私見を申し上げたいと思います。

戦後、一世を風靡した丸山眞男が、引退する直前ぐら

いに書いた論文があるのです。終戦直後、進歩的文化人

としてスタートされた丸山眞男教授も、東大紛争前後に

書かれたものは成熟度が高く、納得性も高いと思います。

取り上げたいのは「歴史意識の古層」という有名なペー

パーですけれども、彼がそこで言っているのは、それぞ

れの民族の思考のかたちというものは、神話の時代、神

代の初めの趣によってだいたい説明できるという仮説で

す。

本居宣長は、ライフワークとして「古事記伝」という

44巻の大著を書いた。丸山眞男はその論評から始めて、

たしかに「古事記」を子細に読めば日本人の思考のかたち

は分かる、ということを言っています。たとえばユダヤ・

キリスト教の、いわゆる旧約聖書に書かれている創世記

は、全知全能の神様がいて、自分の意図に従って人間社

会を含む天地創造を行ったわけですね。つまり、「創る」

主体というものと、「創られた」われわれ・人間というも

のが隔絶した存在としてあるということなのです。だか

ら、人間は神様の意図が何なのであろうかということを

そんたくして、それを理想と見立てて、社会の究極目標

は神様の意図通りにわれわれが動くことだ、となるわけ

です。これは別名「摂理史観」ともいうし、「進歩史観」と

も言います。つまり、神様が求められた理想というもの

があって、その理想に向かってわれわれは一生懸命何か

をつくろうとする、これが西洋的な発想です。

これに対して日本が際立っている点は何かというと、

日本の神話は、決して全知全能の神様がわれわれ人間世

界を含む全世界を創造したというふうになっていませ

ん。どちらかというと、神様が「産む」のです。産んだも

のが自然につぎつぎとなりゆき変化していく。つまり、

「産む」ということは、「創る」とは全然違うのですね。「産

む」ということは「血がつながっている」ということなの

です。継承性があるということなのです。そこには、創造

主と被創造物の断絶がない。「創る」ということと、「産む」

ということと、もうひとつ、「創る」の対極にあるのは自

然に「なりゆく」「なっていく」ということになります。何

かの状態が与えられると、それに対してわれわれは反応

する。自然界も反応します。人間も反応します。そして、

つぎつぎとなりゆくままに世代、世代の人たちが新しい

状態を生み出していく（成る）のです。

ギリシア神話を見ると、「産む」という話がないわけで

はない。しかし、非常に特徴的なのは、日本の場合は「な

りゆく」という話が多いということですね。ある形に自然

になっていく。理想とか究極の目標などはあまりないの

ですよ。何事も自然になりゆくわけです。

「産む」ということは、先ほど言ったように、血がつな

がっている、継承性があるということなのです。高天原

の神々から今日までずうっとつながっている。その中で

人々は、今を大事にして一生懸命頑張って新しい状況が

次々と現出するということです。

中谷理事長によるプレ講義
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丸山眞男はいろいろと議論をしているのだけれど、日

本人の思考とか社会のありさまを一言であらわすと、結

局、「つぎつぎになりゆくいきほひ」というふうに表現で

きるのですね。

たしかに、日本企業は、しばしば「戦略がない」と言わ

れるわけです。また、日本人は理想主義的な観念論は信

じない。表面上は「そうですね。それはすばらしいです

ね」と言うけれども、そういう観念論、抽象論というもの

はあまり信用していない。そして、何かが起こったとき

に、それに対して誠心誠意、一生懸命頑張って適応する。

だから、日本人が好きなのは、どちらかといえば進歩観

ではなくて進化なのです。日本の学会とか日本の社会は、

ダーウィンの進化論が大好きなのです。進化論というも

のは適応過程なので、適応過程というのは日本人の「つぎ

つぎになりゆくいきほひ」そのものなのです。ですから、

すごいなじみがよかった。アメリカ等では、進化論はキ

リスト教との対立がすごかったわけでしょう。西洋は進

歩史観なので、神様が創った通りにいくのだから、とい

う摂理を前提として考える社会なのですね。

きょう濱野さんがお話しされるであろうAKBあるい

は地下アイドルの世界がどうしてこういうふうに成り

立ってきたかということについては、濱野さんは、この

言葉では言わないと思うけれども、濱野さんは「生態系」

という言葉を使っていますね。生態的に自然適応をお互

いにしながら、どんどん変形していく。彼が言うアーキ

テクチャというものは何か理想主義で固まったものでは

なくて、そこに身を置かれた日本人、若者ひとりひとり

がそれに適応しつつ、しかし、日本人の価値観をその中

にインプットしながらどんどん新しいかたちが「成って

いく」。こういう姿を濱野さんはイメージしているのでは

ないか。丸山眞男を読んでおられるかどうかは分かりま

せんが、こういうことを前提に濱野さんのお話を聞くと、

「ああ、あのことだな」ということが出てくるのではなか

ろうかというのが私の予測です。その予測を前提に彼の

話を楽しみにして聞いてみてください。それで、もしこ

れが当たっていれば、「それは分かっているよ」というコ

メントを彼にしていただければと思います。

なお、「歴史意識の古層」という論文は『至誠と反逆』（ち

くま学芸文庫）という文庫本の中の一章で出ております。

僕もこれを読んでみたけど、すごい教養がないと読みき

れない。出てくる文献、引用されているものが全部古典

で、「こんなものあったっけ」というものがいっぱいです。

とてもついていけなかったのですが、要約だけはできま

したので、以上ご紹介まで。

【太下】  本日の講師の濱野さんについて、ご紹介させてい

ただきます。

ご存じの方が多いと思いますけど、濱野さんは『アーキ

テクチャの生態系』という本を2008年に出して、第25

回テレコム社会科学賞を受賞する等、かなり話題になり

ました。

この本を読んでいただくと分かるのですけれど、

2008年当時、日本でいろいろなネット環境の変化が起

きました。正確にいうと、それ以前から起こっていたこ

となのですけれども、その変化が非常に顕著になってき

た時代だったと思います。たとえば２ちゃんねるが社会

的にも、いわゆる夜の世界から昼の世界に見えてきたよ

うな時期でもありましたし、初音ミクも普及し始めた時

期です。その他、セカンドライフが話題になった時期で

もありました。

そういう状況を踏まえ、濱野さんは、日本のインター

ネット文化の特徴についてこの本の中で語っているわけ

ですね。いろいろなウェブサービスがあるわけですけれ

ども、その中から日本的な特徴を導き出しています。語

りかけ調で書いているせいもありますけれども、非常に

分かりやすく、2014年から当時を振り返るという意味

でも、非常におもしろい書物ではないかと思います。

きょうはこのようなインターネットの話も出るとは思

いますが、事前に打ち合わせをした時点では、濱野さん

から「ぜひアイドルの話をしたい」と言われております。

「何でアイドルなんだ」と思われる方もいるかもしれませ

濱野講師の紹介



日本のインターネット文化・社会の行方

89

ん。実は濱野さんは、『アーキテクチャの生態系』を執筆

した後、インターネット系の評論等はもちろんいろいろ

と執筆されているのですけれども、その一方で、アイド

ル系の本も出されています。一番有名なのが『前田敦子は

キリストを超えた　宗教としてのAKB48』という本で

すね。そして、単に本を執筆するだけではあきたらず、ご

自身でアイドルをプロデュースするということも始めて

います。本当はきょうの講義も自らがプロデュースする

アイドルを連れてくると言っておられたのですけど、直

前になって、やめたという連絡が来て、私はちょっとがっ

かりしました。ちなみに、ご自身がプロデュースされた

アイドルがデビューするのが、６月15日だそうです。と

いうわけで、きょうの講義はかなりの部分がアイドル論

になると思います。ただ、アイドル論といっても、社会評

論としてのアイドル論ということではなくて、日本のア

イドルという存在の状況を見ると、日本社会の構造が透

けて見えるというロジックでお話をされると思います。

一方で、アイドルという現象を見れば日本の社会の構

造が透けて見えるということ自体はその通りかもしれな

いのですが、それはある瞬間の話でしかないですよね。

先ほどの理事長の話にもありましたが、もっと深く遡る

というアプローチもあるでしょうし、逆に、その理論が

本当に確かなものであれば、これからどうなんだと未来

に伸ばしていくこともできるわけですね。

濱野さんは、この本の中では、先手を打っていて、「ウェ

ブの未来予測はできない」と書いています。ただし、ア

イドル論というものは先読みをしなければいけない部分

がありますので、「この次はどうなるんですかと」いう点

については、濱野さんに素直に聞いてみたいところだと

思っています。

アイドル論が中心になるとはいえ、濱野さんのもとも

との専門分野が情報社会学ということもあり、インター

ネット系の話はそれなりに出てくると思いますので、そ

の分野の話についてもいろいろとお聞きしてみたいと思

います。特にインターネットの進展がわれわれの社会や

経済、政治環境にどういう影響をもたらすのか、民主主

義そのものが変わっていくのか、といった点についても

質問してみたいと思っています。

ちなみに、濱野さんは「初音ミク」について、初音ミク

をサポートするニコ動とかPixvができたからはやったの

だと説明しており、それら全体を新しいアーキテクチャ

として取り上げています。ただし、個人的な意見ですが、

同様のアーキテクチャは、もっと以前から日本にあった

のではないかと考えています。たとえば、和歌における

本歌取りであったり、連歌における座みたいな仕組みで

あったり、さらに言うと、近代における俳句の季語とい

うものもそうだろうと思います。

俳句というものは、あらかじめ定められた季語を使っ

ていると思うかもしれませんけれども、そんなことは全

然なくて、季語というものは、当然ですけれども、時代に

よって変わっていくわけです。だから、俳句歳時記はど

んどん新しくなっていくわけです。季語は新しくできて

いくるわけですね。では、いったい季語は誰がオーソラ

イズしているのかというと、誰もオーソライズはしてい

ないのです。どこかの誰かが「今の季節感を表現するのに

はこの言葉がいい」と思って、ある単語を織り込んだ俳句

を読むと想定してみましょう。もちろん、それだけでは

世の中は動かないわけですけど、そのうちのひとつの俳

句がとても素晴らしい作品であった場合、他の誰かが「確

かに、この単語は、今の季節感をあらわす言葉だ」と考え

ることもあるでしょう。そして、その単語をパクること

になります。こうして、ひとつの単語をバクリあってい

くことによって、結果としてある単語が「季語」になるの

です。もともと日本の文化的作法に、そういう仕組みが

あったのではないかと考えているわけです。本日はそこ

のところも質問してみたいと思っております。

さて、いよいよ濱野さんが登場いたしましたので、前

座でこんなに長引かせる必要がなくなってしまいまし

た。では濱野さん、さっそくですが、講義をお願いいたし

ます。
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最近、本当に何をやっている人間なのか、よく分から

なくなってきました。もともとはSFCで情報社会論を学

びました。私の修士論文は、日本とアメリカにおいて、ブ

ログというものがどういうふうに浸透するのか、社会に

普及する過程で変わるのか、ということを研究して比較

しました。ジャンル的には比較社会学的な研究をやった

のです。評論家としてのデビューは情報社会論で、『アー

キテクチャの生態系』という本を執筆しました。特に日

本のインターネット社会論をやりたいということが、私

の研究者の出発としてのモチベーションとしてありまし

た。

どういうことかといいますと、インターネットが社会

を変える仕組みを形成する、といういわゆる情報社会論

というものは、基本的にすべてアメリカへのあこがれと

いいますか、文化批評的にいうと、アメリカの影を非常

に帯びたものとなっています。そして、基本的にはアメ

リカのような個人の自由、表現の自由が最高という人た

ちがつくったテクノロジーでして、実は日本にはあまり

マッチしない属性を持ったものなのですね。

私は今年の４月から大学の講義を担当していまして、

18歳とか19歳の学生を前にインターネット社会論と

いう授業をしています。最近の大学１年生は1995年と

か1996年生まれだったりするので、物心ついたときか

ら普通にブロードバンドのインターネットやYouTube

が あるという世代です。そして、最初から携帯で画像や

動画が送れるという世代なので、「どうしてインターネッ

トというものを使えているのか」という背景はまったく

知らないのですね。

ただ、本日ここにいらっしゃる皆さんは、さすがにそ

の辺は知っているぞみたいな感じですね。電話とかマス

メディアと違って、基本的にはインターネットというも

のは、アメリカのハッカーたちが個人の自由をエンパ

ワーメントするということを前提につくったということ

をご存じの方は多いと思います。例を挙げますと、昔、コ

ンピュータというものは、最初はパンチカードを使って、

後に文字ベースでメールを打って、機械語で命令を送っ

ていたのです。これに対して、コンピュータを誰でもが

使えるようにするために、GUI（グラフィック・ユーザー・

インターフェイス）が開発されました。現在私たちがパソ

コンやスマートフォンで普通に使っているものです。そ

れはアラン・ケイというエンジニアがパロアルト研究所

でつくったものなのです。そして、そのもともとの原理

はマクルーハンの「グーテンベルクの銀河系」や「メディ

ア論」にあり、アラン・ケイは「メディアは身体の拡張だ

から、誰でも使えなければいけない、そういうメタメディ

アこそが人間の自由を倍加する」というメッセージを読

んで、「おれもコンピュータをそうしよう」と思って、つ

くりあげたものです。さらにアラン・ケイがつくり、さ

らにそれをパクッってスティーブ・ジョブズがMacを

つくるという過程がありました。このように、インター

ネットはいかに人間の自由をエンパワーメントするかと

いうことを前提につくられているのです。そこで、イン

ターネットを通じて社会が変わるという議論も、基本的

に個人は自由であり、人間の情報処理能力や情報通信能

力を高めるとどんどんいいことになるに決まっている、

という前提ですべて考えられているのですね。

それに対して、日本の18とか19歳の大学生に、「お

まえら、インターネットというのはアメリカのハッカー

たちが個人の自由というのはいかに大事かと思ってつ

くったんだよ」とか言っても、みんなポワーンとして、何

のことだか分かんないみたいな顔されるのです。

これは私が必ず話すエピソードなのですけれども、

2004年頃の朝日新聞だったと思いますけれども、若手

の記者が会社に断りなく勝手にブログを始めたそうで

す。そうしたら、どうなったかというと、会社で大問題に

なり、その社員は謹慎処分か休職処分になったそうです。

ブログやっただけで処分とは、衝撃的ですよね。ちなみ

に朝日新聞は１、２年前から、各記者にツイッターをや

Part1：講義

はじめに：インターネットはどうして
始まったのか
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れ、ツイッターをやれといって、個人もツイッターをや

る時代だと言っているのです。でも、2003年ぐらいで

すと、朝日新聞の記者が勝手に社の方針と異なるような

ブログを書き込むようなことはまかりならんということ

で、「おまえ、なんで社の方針と違うことを勝手につぶや

いているのだ」という状況が普通にあったのですね。

ちなみに、日本で普通にブログをやる方は、一般的に

所属の組織名を出さないはずなのです。なぜかというと、

何かを発言しても所属組織の意見だと思われてしまうか

らです。たとえば、ここ数年の日本社会において、某電力

会社の社員が「脱原発」とブログで主張したら大問題にな

るわけですね。

つまり、日本は個人が自由に表現するということがで

きない社会であるようです。丸山眞男の言葉でいえば、

「無責任体制」でしょうか。山本七平も言っていますが、

日本人は何でか知らないけど、個々人が「本当はここは違

うのにな」と思っていても空気に流されてしまうのです。

日本の社会は、個々人の自由というよりも集団の空気の

論理が左右して、自由に物が言えないみたいなところが

あるようです。

私の研究では、そういう日本社会では、２ちゃんねる

ですとか、そのころですとニコニコ動画ですとか、個々

人の発言者のオーサーシップが明らかにならない、匿名

のインターネットサービスが異常に発達したのです。こ

うしたことが、『アーキテクチャの生態系』という本を書

くモチベーションでした。

私の場合は2003年ぐらいにブログに触れて研究を始

めたのですけれども、最初の動機は今お話ししたような

「何で日本では２ちゃんねるがはやったのだろう」という

疑問でした。そして、比較社会学的な条件があったうえ

で、社会構築的にその技術がなじんだという背景がある

のかもしれない、という仮説のもとで『アーキテクチャの

生態系』を書いたのです。実は当時から、特に海外から来

た人に、「何で日本では匿名の掲示板がはやるのだ」「個々

人がオーサーシップをもって発言する方がシンプルでい

いじゃないか」と言われていました。こういう時に、２

ちゃんねるがはやる理由を説明するロジックとして、日

本社会論で非常にオーソドックスな個人主義か集団主義

かというところをベースに読み解くという説明をしてお

り、そことが私のもともとの研究のモチベーションとし

てありました。

ただし、このモチベーションはあまり理解されなかっ

たのです。というのは、インターネットが好きな人はア

メリカ大好きな人間ばっかりでして、そこに無自覚な人

間が意外と多いのですよ。「アメリカでもこうなのだか

ら、普通日本もそうなるでしょう」みたいなロジックで語

る単純なタイプがほとんどなのです。こういう考え方を

社会学で「技術決定論、テクノロジカル・ディターミニズ

ム」と呼びます。つまり、アメリカでインターネットとい

う技術が生まれた、その技術を日本に導入すると、日本

もアメリカ式な個人社会になる、みたいな考え方です。

また、ここ10年ぐらいに日本ではやった情報社会論

としては、梅田望夫さんの『ウェブ進化論』という本があ

ります。梅田さんはウェブ2.0の状況を日本語で読み解

く本を書いたたわけです。そして、ブログが出てきたこ

とで、誰もがブログで自由に発言するような「総表現社

会」になると言っていました。

今はMITのメディアラボの所長になられたジョー・イ

トウ（伊藤穣一）さんも、ブログが普及した当時、エバン

ジェリスト的な働きをされていました。そして、日本で

私の研究のモチベーション
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は２ちゃんねるばっかりはやっていて、それはそれでい

いのだけれど、個人が自由に発言する社会じゃないとよ

くないから、みんなムーバブルタイプの日本語版をイン

ストールすれば、そういう社会へ変わるのではないか、

と伊藤さんは言っていました。

私はそれを見て「へぇー、そういうことがあるんだ」

と思ってブログを始めたという経緯があるのです。けれ

ども、たかがブログツール一個では日本社会は変わらな

かったわけですね。

その後１年ぐらいしてココログというニフティのブロ

グサービスが始まって、そこで眞鍋かをりさんというイ

ンテリ女性タレントが眼鏡かけた写メをアップしたとこ

ろ、それが日本で最初にトラックバックをたくさん集め

たというエピソードとなっています。

当時、伊藤穣一さんや梅田望夫さんは、個々人がみん

なに向かって自由にオピニオンを述べる場所としてのブ

ログの側面を重視していたと思います。アメリカでは、

ハーバーマスが言うところの「公共圏」を実現するツール

としてのブログ、というイメージが流布したのです。そ

れに対して、日本では眞鍋かをりとか芸能人が眼鏡をか

けると、みんなが「いいね、それ」とか言っちゃうのです。

結局、日本では、個人をエンパワーメントする情報技

術が導入された時に、それを活用できるほどまともに活

動している人間は芸能人ぐらいしかいなかった、という

ことなのです。もしくは、すごく皮肉なことなのですが、

日本でつい最近まで一番アクセス数が多かったブログ

は、「痛いニュース」のような、２ちゃんねるのまとめサ

イトだったのです。つまり、もともとは個々人が自由に発

言するためにつくったブログが、なぜか日本では２ちゃ

んねるという匿名サイトでみんながしゃべっている議論

のうちおもしろいところを抽出して張りつけて広告収入

を稼ぐものになっているという、大変な皮肉な現象が生

じているのです。インターネットとは、個人をエンパワー

メントするはずのものなのに、日本では匿名的なものが

わらわらと生成し、のさばってきたのです。

このように、何で日本では匿名的な文化の方が強く

なってしまうんだろう、という疑問が私のもともとの

モチベーションなのです。少なくともアメリカ人が考

えているように、インターネットで個人の自由がエンパ

ワーメントされて、それでオーケーみたいな社会観とい

うか人間観が成立しないのはなんでなのだろう、という

のが私のモチベーションとしてありました。もっとも、

2000年代中盤ぐらいまでは、２ちゃんねるという匿名

掲示板は、まともな研究の対象にすること自体がNGみ

たいな雰囲気がありました。それがいいとか悪いみたい

な価値判断するのは非常に簡単なことなので、きょうは

その話は捨象しておきますが。

もっとも、『アーキテクチャの生態系』の中では、そう

いうモチベーション自体についてはあまり書いていない

のです。この本はインターネットサービスが織りなす「生

態系」のビジュアライズ、というつもりで書きました。と

にかくこの進化の早いネット社会の生態系を俯瞰して描

きたいと思ったのです。

たとえばその本で書いたのは、グーグルはワールドワ

イドウェブのハイパーリンク性に着目し、ハイパーリン

クがたくさん張られているサイトはいい情報だろうと判

断した、というようなことでした。もう少し詳しくいう

と、ブログというものは、ほとんどパーマリンクという

記事単位でURLを生成しており、個別の記事から別の記

事への情報の流度が高まっているのです。イメージ的に

言うと、引き出しの中にたくさんの仕切りがあって、こ

こは「○○ゾーン」、ここは「××ゾーン」みたいな感じで、

あらかじめ整理がしやすくなっているのです。

このことが理由で、ブログはグーグルに引っかかりや

すくなり、それによって、ブログの認知度が高まっていっ

たのです。私は2002年か2003年頃からブログをやっ

ていたのですけど、ブログで記事を書くだけで、普通の

個人サイトよりはるかにグーグルのページランクが上位

にいくのです。私個人の実体験として、そのとき私は単

なる学部生でしたけれども、何かの事件があってそれに

「ブログ＋グーグル」のアーキテクチャ
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ついて論評すると、次の日にグーグル検索すると１位に

なるみたいな現象が起こりました。そして、会う人・会

う人に「濱野君のブログ、きのうグーグルで見たよ」みた

いなことを言われるのです。つまりこのとき、グーグル

＋ブログが組み合わさることで、情報収集を効率化する

アーキテクチャが生み出されていたということです。

これに対して日本の２ちゃんねるは、ブログとは全然

別で、検索を一切前提にしていないのです。というか、そ

もそもどのスレッドゾーンも1,000個埋まってしまっ

たら消えてしまうのです。過去ログについては、お金を

払っていれば見られますけれど。また、スレッドフロート

式といって、新たに書き込まれたおもしろい情報が上の

方に来て、まさに「つぎつぎとなりゆくいきほひ」となっ

ており、常に何かしらみんなが注目し、書き込みをしてい

るものが上の方に来る仕組みになっているのです。先ほ

ど言った通り、1,000個いったら消えるので、ひたすら

おもしろいものが常にコピペで生き残っていくのです。

コピペされなかったものは単に消えていくのです。なぜ

コピペされるかといったら、個々人の書き手は匿名です

ので、著作権を主張しようもないからです。また、「おま

え、おれが書いたそれをパクるな」という理由もないわけ

ですね。だからこそ、おもしろいと思ったらコピペされ

て、どんどん上の方で掲示されることになります。

個々人の発言のオーサーシップが残っているタイプの

情報処理のメカニズムではなく、集団主義的にというか、

誰が何を発言したというオーサーシップは決まってい

ないのだけれども、何となくこれはおもしろくねぇ、み

たいな空気が生き残りやすい。こうした2ちゃんねるの

ようなアーキテクチャを対象として、社会学的な視点と

情報環境と結びつけて分析するという試みは、当時はな

かったのではないかと自負しています。

しいていえば、グループウェアの研究や、コンピュー

タ・メディエーティッド・コミュニケーションの研究の

人たちは、どういうふうに設計するとみんなの意見が出

やすくなるみたいな感じで、意外と近いようなことを研

究しているのかもしれませんが、社会論にまで広がる視

野で研究しているというケースはなかったのではないで

しょうか。長々とお話してきましたが、私が『アーキテク

チャの生態系』を執筆したモチベーションとして、こうい

う背景がありました。

｠

ちなみに、日韓中台湾はそれぞれ２ちゃんねる的な

巨大なサイトがあります。dcinsideは韓国のサイトで、

2005年頃、私が国際大学GLOCOMの奨学生のときに、

実際に韓国に出張旅行で行って調べた事例です。

2003年ぐらいに２ちゃんねるに対してサイバーア

タックというか、F5ボタンを連打して、たくさんのアク

セス負荷をかけてつぶそうとした事件がありました。こ

れをしかけていたのが韓国の掲示板サイト群だったので

すが、これらは２ちゃんねるにまったくそっくりなので

す。

ちなみに、こうしたサイバー戦争についてはひとつ笑

い話があります。当時、２ちゃんねるに対してどこかが

サイバー戦争を仕掛けてきたのですけれども、実際には、

その一日で一番アクセス数が多かったのは、ハロープロ

ジェクトのモーニング娘。のスレッドを語っている狼板

だったのです。つまり、連続攻撃をされているサイトよ

りも、普通の日本のしょうもないアイドルおたくが見て

いるサイトの方がアクセスが多い、という逸話です。

さて、私が韓国へ行っていろいろ話を聞いた中で、す

ごくおもしろかったのは「犬糞女（ケトンニョ）事件」で

す。韓国の匿名掲示板が起こした、今でいうネット上の

炎上事件の走りです。私の記憶では2005年頃に、アメ

リカの新聞の１面か２面でも取り上げられました。

これはどういう事件かというと、韓国の地下鉄で女性

が乗っていて、犬を連れていたのですが、この犬がふん

をブルッとして、しかもまったく処理せず、そのまま電

車をおりたという事件です。そして、その一部始終の動

画か写真を誰かが撮っていて、ネットでさらされたので

す。日本で同じことがあったら、すごいことになりそう

だなと思う方もいるでしょうが、韓国でもたいへんなこ

韓国の「犬糞女（ケトンニョ）事件」
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となりました。dcinsideという匿名掲示板の住人が、「何

だ、こいつ。こいつの個人情報をさらそうぜ」といって、

当時、韓国のSNSのサイワールドというサービス、日本

でいうミクシイに掲載されている個人情報をみんなが勝

手に探して、「こいつだよ」みたいな特定が始まって、ネッ

ト上で魔女狩りのようなことが行われたのです。

このとき、ネットにおいて魔女狩りの危険性があると

はおそろしいということがアメリカの新聞で書かれてい

ました。私としては逆に、アメリカ人はネットが魔女狩り

の場になるかもしれないということをこの時点で始めて

知ったのか、と衝撃を受けました。2004年のことだっ

たので、日本では同じような炎上事件が起こりまくって

いて、「はっ、今さら気づいたの？」みたいな感じでした。

また、「どれだけアメリカは民度が高いのだろう」とも

思ったのです。その後、似たようなことがアメリカでも

起きまくったので、これはすごく印象に残っている事件

です。これを見て、dcinsideは日本の２ちゃんねるみた

いだという印象を受けました。

さらに、この話には落ちがあるのです。この事件の１

年後ぐらいに韓国に行って、現地のネット評論家といい

ますか、ITに詳しいし、社会批評もやられているという

方にインタビューさせていただき、この事件について聞

いたのですね。日本人の感覚で普通に考えたら、この事

件ではdcinsideが悪者じゃないですか。日本だったら、

２ちゃんねるがよろしくないということになるでしょ

う。匿名だから人の誹謗中傷、個人情報の流出、さらし上

げがどんどん起こってしまうのだと。去年の事件でいい

ますと、たとえばバイトテロといって、学生がアイスケー

スの中で「イェー」とか言っている写真を掲示したりして

います。そのまま放置すれば、ただの若者の悪ふざけな

のですけれど、２ちゃんねるがパッと拾い上げて、「こい

つ、こんなことをやっているぞ」みたいな感じで拡散して

いくのですね。あれはどう考えてもツイッターを使って

悪ふざけしている若者が悪いのです。また、今まではお

とがめなしでやっていたようなことを、２ちゃんねるが

無理やり拾っているのだから、２ちゃんねるも悪い感じ

がしますね。

ところが、ケトンニョ事件のときに誰が一番怒られた

かというと、韓国のNaverという企業なのです。Naver

とは、日本で有名なLINEをつくった会社の、韓国の親会

社です。Naverの日本支社がLINEをつくっているので

すね。もっと簡単にいえば、韓国のヤフーみたいな存在

でしょうか。2005年当時、韓国でグーグルはまったく

使われてない状況で、なぜかというと、Naverがあまり

にも強過ぎて、Naverの下にブログとか検索情報とか全

部統合されているみたいな状況だったからです。

ちなみに、韓国は日本よりもブロードバンド化が異常

に早くて、2001年ぐらいには人口の50％から60％が

ブロードバンドを利用できる環境になったのです。その

ようになった理由は簡単で、ソウルにほとんどの人口が

集中している都市集中型の国家で、さらにほとんどがマ

ンションに暮らしているのです。だから、あっという間

にブロードバンドが達成できたということです。そうす

ると、韓国ではインターネットが普及する初っぱなから、

画像とか動画がバンバン使われたらしいのです。これは

日本人にはあまりない感覚ですね。

動画は、当たり前ですがテキスト検索はできないでし、

動画の中身を検索できるわけではないのです。つまり

グーグルみたいなロボット検索は意味がないのですね。

そういう状況において、たとえばAKBの何々さんが映っ

ている動画を見たい、と思った時に、それに答えてくれ

るサービスがあると嬉しいですよね。そこで、テキスト
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では処理できない検索をしたいという人向けに、何か質

問すると、人間が見て「それはここにありますよ」みたい

に答えてくれるというサービス、すなわちQ&Aの仕組

みのNaverが韓国ではやったのです。Naverの検索結果

では、Naver Q&A検索の結果、Naver画像、Naverブロ

グ、Naver何たら、と続いて、最後にインターネットの検

索結果が出るのです。つい半年ぐらい前に検索したらそ

うだったから、今もそうだと思いますけれども。インター

ネットの検索結果が最後だというのは、衝撃ですよね。

それぐらい韓国はNaverに全部乗っ取られているという

か、インターネットに支配されているのです。

何が言いたいかというと、ケトンニョ事件で一番批判

されたのはdcinsideでなくて、Naverだということで

す。そんなくだらない事件をNaverニュースのヘッドラ

インに載せたNaverが悪いのだということです。これ

は結構おもしろい現象だと思いませんか。たとえば、日

本でいうと２ちゃんねるで祭り上げられたバイトテロ事

件について、ヤフーニュースのトップラインに挙げたヤ

フーニュースの見識が問われるみたいな感じです。分か

りますかね、この感じ。日本では、そこまでヤフーニュー

スが議題設定機能をもっているわけではないですよね。

逆にいうと、韓国ではみんながNaverしか見ていないか

ら、Naverの見識が問われたということなのです。どれ

だけ韓国でNaverが強かったのだということを示す事件

なのですね。どちらが正しいというわけではなくて、同

じインターネットを使っていても、これだけ社会ごとに

メディアの立ち位置や役割や振る舞い方が違うのか、と

いうことです。

ちなみにdcinsideとは、デジタル・カメラ・インサイ

トの略で、もともとデジタルカメラの画像をチェックす

るために画像をアップロードする機能がついているとい

う掲示板だったのです。

ちなみに、ソウル大学へ行くと、若い人が７、８人いた

ら、そのうち１人は妙に日本語ができるやつがいますの

で、通訳は要りません。そこで、「日本に来たことあるの」

と聞くと、「ないです」と答えるので、「どこで日本語を覚

えたの」と尋ねると、「アニメで覚えました」と答えるの

ですね。そんな彼らに「dcinside、ってどうなの」と聞い

たら、みんな「濱野さん、dcinsideについて聞いちゃだ

めです」みたいな答えなのです。分かりますよね。皆さん

だって、アメリカ人が来て、「２ちゃんねるについて教え

てください」って言われたら、みなさん「２ちゃんねるな

んて、研究しなくていいよ。もっとまともなことを研究

してよ」と答えますよね。それと同じです。

このとき、dcinside発のおもしろい遊びを紹介してく

れたのですが、それが「１、２、３遊び」です。日本でいう

ところのさいとう・たかを氏とか、「こち亀」の作者の秋

本治氏みたいな感じのマンガ家さんが韓国にいて、年間

300冊とか200冊の漫画を出している大衆作家らしい

のです。

そのマンガ家さんに、宇宙戦艦ヤマトの丸パクリみた

いな漫画があって、そのマンガで毎回、絶対に出てくる

コマがあるのです。それは、右側のページで戦艦の提督

みたいな人が「よし、何々号出撃」というらしいのですが、

そうすると、左側のページで構成員の部下が必ず「１、２、

３、出撃」と、船、行きますみたいな感じのコマが、見開

きで毎回、毎回、出るらしいのです。これで原稿料をもら

えるの、みたいな感じですよね。

これが韓国のおたくの中ではお決まりの「はい、はい。

あれね」みたいな感じで分かるらしいのです。たとえば

Naverの、日本でいうヤフーニュースのヤフートピック

スの掲示板とかに、全然普通に議論している時に、誰か

が「何々、仕切り」といって書くと、その後、「１、２、３、

出撃」って、続くらしいのです。これが成功すると、やっ

たーということですが、それだけの掲示です。

ソウル大学の学生が「これがはやっています」と教えて

くれたのですが、「そんなこと教えて、どうするの」みた

いな感じで学生たちはめっちゃシニカルに笑っていたの

が今も印象に残っています。それくらい、韓国の匿名サ

イトも、本当にびっくりするぐらい２ちゃんねるっぽい

dcinsideと２ちゃんねるの同質性
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というか、無意味なのです。でも、形式というか、フォー

マットだけはあるわけです。そして、そのことを分かっ

ているやつだけが投稿して楽しむというゲームなので

す。この遊びについて聞かされた時、２ちゃんねるは日

本だけの特別事例というわけでもないんだな、というこ

とを確信させられました。

ちなみに、『アーキテクチャの生態系』という本には

書いていないのですけれども、アメリカに「４ちゃんね

る」という２ちゃんねる的匿名サイトがあります。一言で

言ってしまうと、アメリカのアニメおたくの少年が、「お

れもアニメの情報とか知りてぇわ」と思って、日本の「ふ

たばちゃんねる」という、２ちゃんねるの画像掲示板に近

いものを勝手に始めたというようなサイトです。

今の話の流れでいうと、普通、欧米圏では匿名制は基

本的にないのです。匿名サイトは確かに日本から出てき

やすいものだというのが私の分析だったのですけれど

も、その後、日本以外でも意外と出てきているのです。

さて、４ちゃんねるは、2003年から運営されている

アメリカの匿名画像掲示板です。クリストファー・プー

ル氏（通称ムート）というアニメおたくの方が15歳のと

きにつくりました。2003年はまだYouTubeがないの

で、動画ではなく画像でもいいから日本のアニメの情報

を知りたいということで立ち上げたサイトです。今では、

アニメ好き、アメリカでいうギークですね、ギークだっ

たら知っているサイトのうち、20本の指ぐらいには入る

大きいサイトとなっています。ちなみに日本には、さっ

き申し上げた「ふたばちゃんねる」という匿名画像掲示板

が2008年に登場しました。匿名で、かつ情報がどんど

ん消えていくという、２ちゃんねると同じタイプのサイ

トです。

さて、2011年か2012年頃に、ムートさんが日本へ

来たときに、彼と直接会っていろいろ話を聞きました。

ムートさんは、コロンビア大学の文化人類学の学生で、

大変インテレクチュアルというか、クレーバーな方でし

た。そして、ムートさんは結構イケメンなんです。なんで

こいつがアニオタだったのだろうと、会った瞬間、思っ

たのですが。

それはさておき、４ちゃんねるには、本当に２ちゃん

ねると同じネタ的な感覚の遊びがいっぱいあります。た

とえば、４ちゃんねるでつくられたネタ画像として、ネッ

ト空間の生態系を人間の身体で表現したというものがあ

ります。人間の上の方から、TEDとかニューヨークタイ

ムズ、AP通信、ロイター、があげられています。そして、

redditとかソーシャルブックマークがきて、ウィキリー

クス、YouTube、が続いています。ちょっと質が下がる

というか、下品なものも入っていますね。その後、digg

とポイントがあって、最後に肛門に近いところに４ちゃ

んねるという感じになっています。

また、ネットサービスのユーザー層を勝手に漫画化し

てみましたみたいなものもあります。たとえば、ツイッ

ターはプログラムが好きそうな感じ。フェイスブックは

リア充で、大学のトレーナーとか着ちゃうんです。レイ

ジットやdiggはサブカル好き、マイスペースは音楽好き

みたいな感じです。今では違うと思いますけど。

この４ちゃんねるについて、私が初めてちゃんと認識

したのは、Nice boat.事件です。このNice boat.事件、

ニコニコ動画が好きな人はもしかしたら知っているかも

しれないですね。日本で『School Days』というアニメ

があって、最終回がすごく残虐的なシーンだったのです

ね。当時たまたま、ある殺傷事件が起きて、同じ武器を

使っているから不謹慎と言われかねないということで、

最終回は１週間、放送をお休みしたのですね。そのとき、

「都合により番組は変更して送ります」と放送された内容

が、船がふわっと浮かんでいる、資料映像みたいなもの

だったのです。

当時ニコニコ動画はアニメのアップロードを許してい

たので、これがアップロードされて、「おれたち、スクー

ルデイズの最終回を見たかったのにな。ふざけんな」みた

いな感じで、みんなぶち切れていたのです。これに対し

て、４ちゃんねるでは、これをスクールデイズ最終回と

アメリカのオタクがつくった「４ちゃんね
る」
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いうスレッドでアップして、さらにNice boat.と投稿し

たやつがいたのですね。「えっ、そこ？　関係なくねぇ？」

みたいな感じですよね。

これが２ちゃんねるで拾われて、「すげぇおもしろいこ

とを言っている」となったのです。そして、日本でもその

ときだけでしたけど、Nice boat.が注目されて、みんな

でこの動画をアップして、みんなでNice boatと言いま

くるみたいな、そういう遊びがニコニコ動画サイトでも

すごいブームになったのです。そういう事件です。

ところで、インターネットについて皆さんがどう思わ

れているのか分からないのですが、実際にはマクルーハ

ンが言いうところのグローバルビレッジ（世界村）ができ

ているわけではないのです。結局、言語の壁が高過ぎて、

インターネットは国境の壁を越えていないと思うので

すね。特に日本のインターネットは、日本語の情報で充

実しまくっていて、ほとんどの人は英語圏のことなんて

まったくいまだに気にしないまま生きているのです。

なのですが、Nice boat.みたいな匿名の無意味な

シュールさは国境の壁をあっさり越えてしまうのです。

ちなみにクリストファー・ムートさんに、アメリカにお

ける匿名文化圏ってどうなの、ということを質問したこ

とがあります。そうしたら、「アメリカでもフェイスブッ

クは、みんな好きじゃないですよ」みたいな回答でした。

みんながみんな実名でガンガン日常的なことを会話し

て、リア充な感じの話をするのは、そういうことが好き

なやつもいるけど、そういうことを「おたくは特に嫌なん

だ」と、はっきり言っていました。

別に日本でははやってないですけど、Diasporaとい

うフェイスブックまんまなのだけれども、フェイスブッ

クで運営されているのではなくて、勝手にサーバー上で

フェイスブック風サービスを立てられるというオープン

ソースのSNSがあります。そういうサービスが盛り上

がっている理由は、みんながみんなフェイスブックで相

互監視して、何かアップしたら誰かが必ず「いいね!」と

押してあげるみたいなことを好きなわけではなく、面倒

くさい、うざったいと思っている人が結構いるわけです。

まさにFacebookから「脱出 Diaspora」したいわけです

ね。だから、アメリカもみんながみんな実名主義なわけ

でもないのです。確かに統計でも、「アメリカで若い人た

ちは最近、フェイスブックをそんなに使っていない」とい

うデータも出ているので、みんながみんな実名で、個人

情報をさらしまくってもオーケーみたいな、そんな感じ

でもないという感じが、おたくのムートさんに言わせる

と、アメリカにもあるそうです。

「つぎつぎとなりゆくいきほひ」ということについて、

丸山眞男は「日本の歴史の古層」で、日本社会に埋め込ま

れたものだとしています。ただし、丸山眞男はこの言葉

をあまりいい文脈では使っていないのですね。「そんなこ

とをやっているから、日本人はいつまでたっても無責任

の体系に支配され、軍国主義の台頭とかを許してしまい、

市民革命をなし得ない、だめな国である」という感覚なの

です。

一方で、匿名文化圏に関して言うと、基本的には匿名

性こそが「ミーム」ですね。たとえば、ちょっとしたアイ

デアとか発想を否定せずに、どんどん拾い上げるって大

事じゃないですか。

その際に、みんなが匿名だと、ミスってもいいし、ど

んな変なことでもいいし、言いやすくなるわけです。エ

ラーも多いんだけど、エラーが多いからこそ、実はおも

しろいアイデアが生まれるみたいなメカニズムがあるの

ではないかと思います。そして、ちょっとポロッと言っ

たことが、おもしろいから「それ採用」みたいな感じで、

みんながコピペして広めていくみたいな感じで、本当に

がちゃがちゃと常に試行錯誤していくわけです。これは、

生命の遺伝のプロセスに近いといいますか、突然変異で

たまたま環境に適応したから、そいつが生き残っちゃう

みたいなことがあるわけです。

ムートさんはそこまで詳しくしゃべってはいなかった

のですけど、同じようなことをしゃべっていました。私

はこのとき、『アーキテクチャの生態系』を書き終わって

間違いからも生まれる創造性
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いたのですが、まったく同じことを考えている人がアメ

リカにもいるんだということに、私は新鮮な驚きを感じ

ました。

先ほどは、日本社会は集団主義であり、個人の自由は

あまりない、だから匿名サイトであるという説明をしま

した。こうした点については、どちらかというと、普通の

社会評論もしくは文化評論、社会批評、社会学、そして哲

学・思想の文脈では、日本のよろしくない点として長ら

く認識されたものだと思います。けれども、匿名性の方

が創造性は生まれやすいのだということは、ちょっとお

もろしい論点になるのだと思います。

たとえば、私は起源知りませんけど、すごい昔のネッ

ト言葉で「wktk」というものがあって、これは「わくわく

てかてかしている」という意味なのです。私の想像では、

誰かが「わくわくてかてかしている」と打つのが面倒くさ

くて、たまたまＡが抜けちゃって、急ぎ過ぎてこう打っ

たものなのだと思います。そうしたら、みんなが、これは

「わくてか」ということだなと分かって、この言葉が定着

しちゃった、みたいな感じです。

最近でいうと、２ちゃんねるって、誤字ベースのタイ

ポ（typo）の宝庫ですよね。タイポベースの創造性とい

うか、流行語がいっぱいあります。たとえば、２～３年前

に、サッカーの本田選手がPKを決めたときに、「本田△

（本田三角形→本田さんカッケー）」という流行語が生ま

れました。私は、これを２ちゃんねるで初めて見たとき、

「何だ、この△は」と思いました。でも、本田選手が格好

いいという文脈とそろっていれば、「本田△」、「ああ、は

い、はい」みたいに理解できるわけです。「本田さん、カッ

ケー」と打った人が変換したら、これが出てきちゃって、

そのまま投稿したのでしょう。普通なら「さん、かっけー」

と打ちかえなければいけないんだけど、あまりにも夢中

で、修正する暇がなく打っちゃったのだと思います。で

も意味は分かるじゃないですか。そして、「そうか。これ

からこういうふうにしよう」といって、この表現が定着し

て生き残っていくみたいな流れが生じたのです。ミスが

生む表現の構造は、２ちゃんねるに似ています。ある種、

突然変異型の創造性、いわゆる作家型の創造性とは違っ

て試行錯誤から生まれる、グッと残るミームみたいなも

のは、匿名サイトの方が生き残りやすいという話をムー

トさんとして、かつて盛り上がったという話です。

ここから後半の話題としてお話しする「アイドル」の

話は、実は私の壮大な仮説になります。皆さんがどう思

われているか知りませんが、最初の導入から話すと、私

は2011年から日本最大のアイドルAKB48に急にはま

りました。先に結論をいいますと、衝撃を受けたのは、こ

んなに２ちゃんねると結託しているカルチャーがあるの

か、と思ったことです。皆さんは、AKBのことは知って

いても、２ちゃんねると結託しているという点について

は意味が分からないと思うのですね。

私は『前田敦子はキリストを超えた』という本を書きま

したが、この本への反応は大きく分かれました。AKBが

好きな人は「濱野さん、よかったですよ」というのですけ

ど、AKBが嫌いな人は「何を書いているんだ、ばか」みた

いな感じなのです。内容は関係はないのですね。文章っ

て無力だな、と思いました。もっとも、おまえの文章能力

がないのだ、と言われてしまうと、それまでなんですけ

れども。評論とか社会学って、アカデミックには意味が

あるのでしょうけど、ここまで個人の体験によって違い

が出るのであれば、論じてもしょうがないし、書いても

全然意味がないと思っちゃいました。だから、この件に

むかついて、アイドルについて語るのをやめて、自分で

アイドルをつくることにしたのです。それがPIPという

アイドルグループです。きょうは、さすがにここには連

れてこなかったんですが。

ですので、ここでアイドルについて論じると自己矛盾

が生じるのですけれども、簡単に言うと、こういうこと

です。AKBは秋元さんがプロデュースしていますよね。

一方で２ちゃんねるがあり、AKBについていうと、地下

アイドル板という板があります。名称が何で「地下アイド

ル板」かというと、実は結構本質的な話となります。もと

アイドルをめぐる壮大な仮説
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もとは２ちゃんねるでは、「モーニング娘。」等に代表され

る、ハロー！プロジェクト所属のアイドルの話題を扱う

「狼板」がすごく栄えていて、ハロー！プロジェクト系だ

けでなく、アイドル全般についてあることないしゃべっ

ていたのです。そして、この「狼板」の人たちは、後発の

AKB等を、「あんなのテレビとかにろくに出られない、地

下アイドルだ」といってばかにしていたのです。だから、

AKBはこれだけでかくなっても、AKB板ではなく、いま

だに地下アイドル板なのです。

最初の頃のAKBは、実はテレビにも出ていたのです

けれども、メンバーもたくさんいたので、劇場公演と握

手会を積極的に展開していたのです。一方で、もともと

70年代とか80年代のアイドルはテレビの歌番組に出

て、本当は歌えないんだけど、口パクで音を流すという、

ことでつくられてきたわけです。メディアというものは、

やらせができますので。そうすると、みんな「かわいい」

といってCDを買ってしまう、という現象があったわけ

です。

そういう、やらせの存在としてのアイドル、虚構の存

在というものが、もともとのアイドルの定義だったわけ

です。けれども、秋元さんたちはそれを変えて、偶像では

なく実像というか、会いに行ける、実際に身体に接触で

きる、というアイドルを創造したのです。AKB劇場はこ

の部屋より狭いです。そこに250人の観客を詰めこん

で、めちゃくちゃ近い距離で見ると、顔も見えるし、頑

張っている姿も見えるし、しかも、２時間たっぷり踊る、

ということを行ったのです。

さて、私の推しメンの場合でいうと、私は、ぱるる（島

崎遥香）という子を２年ぐらい前から推しているのです

ね。ぱるるという子は、「ぽんこつ」と言われていて、ぽん

こつキャラなのです。

基本的に地下アイドル板では、AKBに関した何か大き

な事件が起こったら、スレッドをバアッと立てて、みん

なワアッと悪口を言うということが行われてきました。

ちなみに、地下アイドル板は悪口しか書いてありません。

みんなAKBが好きで２ちゃんまとめを見はじめるので

すけれど、めっちゃみんなたたくのですよ。何でかとい

うと、AKBのことをみんな好きなのだけど、AKBには

300人とか400人とかメンバーがいて、それぞれ推し

メンが、「私はぱるる」とか、「私は何々」とか、もしくは

チームごとに「おれはSKEが好き」とか、みんな決まっ

ているのですね。そうすると、逆に何かが嫌いになるの

ですよ。つまり、目の上のたんこぶでもいいし、ライバル

でもいいし、敵対関係とかにあるメンバーを嫌いになる

のですね。もしくは、似たようなポジションなんだけど、

自分の推しメンとは別のメンバーの方が売れている、こ

れを「推されている」という言い方するのですけど、とい

う状況等です。イメージ的には大企業の出世闘争に近い

状況で、みんながお互いの悪口をワアワアと言いまくっ

ている感じです。

それで、私の推しメンのぱるるという子は、かわいい

のですけれども、歌はうまくないし、握手会の対応も全

然できないのですね。そして、MCというか、劇場のとき

のマイクを持ってしゃべるのも全然できないし、基本的

に何もできないのです。何もできないから、「ぽんこつ」

とみんなで言っていたのです。ファンとしては、「ぱるる

のことを好きなのだけど、ぱるるってポンコツだからな」

みたいな感じだったのですね。「ぽんこつ」って、故障品

ということで、「アイドルとしてはだめかもしれないけれ

ども、かわいいからいいじゃん」みたいなことを、みんな

ぽんこつと２ちゃんねる
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が２ちゃんねるで言っていたわけです。

そうしたら、2012年の1月くらいのことだったと思

うのですけれども、ぱるるがラジオに出演したときに、

ラジオのリスナーから「ぱるるさんは何選抜だったら入

れると思いますか」という質問が投稿されて、それに対し

て、ぱるるが「私はファンの皆さんから『ぽんこつ選抜な

ら入れる』と言われると思うんですよ」と、ポロッと言っ

たのです。

要するに、ぱるるが２ちゃんねるのスレッドをチェッ

クしているということです。ちなみに、このように、自分

のことをネットでチェックすることを「エゴサーチ」とい

うのです。普段はしょうもないことを２ちゃんねるに書

き込んでいる者としては、「ぱるる、ぽんこつとか言って

いる」「ぱるる、見ているぞ、おれらのこと」「よし、きた」

といって、ガッと盛り上がったのです。これはファンと

しては大勝利と言えると思います。そして、盛り上がる

と、まとめサイトにまとめられて、さらに盛り上がって

いくことになります。

どうも話に聞くところでは、AKBの会議のたびに「最

近、２ちゃんねる、こんなので盛り上がっています。秋元

先生」みたいな感じてでプリントアウトして見せている

らしいのです。それで、秋元さんが「最近、ぽんこつとか

言われているんだ、おもしろいじゃん」と言ったかどうか

は分かりませんが、ぱるるをだんだんと売り出していく

ことになったのです。そして、グラビアに「ぽんこつエー

ス・ぱるる」みたいな感じで使われたり、しまいには、ぱ

るるのために秋元さんが「ぽんこつブルース」という曲を

書いて、テレビドラマ「マジすか学園３」の主題歌として

展開したりしました。

もともとファンがワアワア、ギャーギャーいっていた

ことを、秋元さんがちょっと違った文脈で使い始めた、

ということです。AKBファンからすると、「ぽんこつと

かおれらが言っていただけなのに、使われちゃいました」

「２ちゃんねるで、文句をいっていればおもしろいことが

起こる」という感じです。

ここ数年、ソーシャルメディア、特にツイッター、フェ

イスブックがはやりましたので、広告代理店等が、「ソー

シャルリスニング」とか「コ・クリエーション（共創）」と

いうことを言い始めています。これは、ツイッター、フェ

イスブック上で何がつぶやかれたのかを把握して、いか

に顧客の声を拾って即応して製品やサービスの改善に役

立てるか、という活動です。だけど、はっきり言って、ほ

とんどのコ・クリエーションは、AKBに比べると、大し

たことやっていないのです。AKBこそが、まさにコ・ク

リエーションであり、コ・プロデュースなのだと思いま

す。

秋元さんは、もともと深夜ラジオのはがき職人から放

送作家、作詞家という流れのキャリアの方なのです。深

夜ラジオのはがき職人とは、世の中とか芸能人のネタを、

ちょっとうがった目で見て、ずらして書いて笑いを取る

という常連投稿者のことですが、このアイロニカルに世

の中を見て笑いを取るというメンタリティは、２ちゃん

ねるにすごく近いのですね。そういうはがき職人が出自

で、今や希代の放送作家となった秋元さんと、はがき職

人みたいなことをネットでやっている２ちゃんねらー

は、似たようなことを展開しているわけです。２ちゃん

ねらーは、「秋元がこういうことをやってきたから、おれ

ら、この中でいじる」とすると、それを見て秋元さんが

それを使うというような関係です。片や匿名の巨大はが

き職人空間２ちゃんねると、片や希代のクリエーターの

秋元康が、ある意味で「結託」しているのです。このこと

は、私もAKBにはまって２ちゃんねるを見いだすまでは

まったく知らなかったことなのです。「なるほど、こうい

うことをやっているからAKBは売れるのか」と納得しま

した。

ところで、AKBはテレビでどうプッシュして売るのか

という企画もやっているのですけれども、基本的にもと

もとの出自が劇場とか握手会にあるので、そこでの評判

を重視しているのですね。たとえば、２ちゃんねるだっ

たら「握手レポ」というものがあります。AKBのメンバー

２ちゃんねると秋元康の「結託」
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が握手会でどういう対応をしてくれた、といったことを

２ちゃんねるに書くのですが、それがツイッターで流布

されて、それを見てみんなは「最近、みるきー、そんなこ

と言っているんだ。楽しそうだね。行こうか」とかいっ

て、さらに口コミとして流れて、ワアッとネット上で流

布されるのです。こうした動向を運営サイドが見て、「こ

のメンバー、最近、こうやって評価されているな。じゃ、

次の曲で選抜にしよう」みたいなサイクルが働いている

のです。だから、本当の意味で「コ・クリエーション」で

あり「ネット競争型」なのですね。

ただし、日本で２ちゃんねるがはやりすぎた結果、匿

名だから悪口を言っているだけだみたいなイメージがで

きており、ネットワークというものがあまり信用されな

くなってしまっています。それは当然、ある意味で間違っ

てはいないのですね。日本のインターネットに書かれて

いることを、まともに一々聞いていたらだめなのですね。

かといって、お行儀のいい正しいまじめな意見ばかり聞

いていてもつまらないわけです。お行儀のいい、まじめ

な意見ばかりでは、創造性が生まれないと言うか、今ま

で想像もしてなかったようなことが生まれてくる、とい

うことは起こらないわけです。

さて、普通は「ぱるるはぽんこつ」と言われたら、ほと

んど悪口のように、または「変なことを言っているな」と

しか受け取れないと思うのですが、AKBでやっているこ

とは、秋元康ほか運営サイドが、こうしたことをグワッ

と使うという乱暴さといいますか、ダイナミズムがある

のですね。AKBは、ユーザーと秋元康さんがインタラク

ティブなコミュニケーションをかわして、そこから予想

もしないようなアイデアとかプロデュース方針が生まれ

てきて、それがダイナミズムをいまだに生んでいるので

す。これは結構すごいとだと思います。

秋元さんは、はがき職人からガアッとのし上がってき

て、とんねるずとか、おニャン子とか、80年代当時から

やっていることと変わらないはずなのだけど、2000年

代後半以降にコミュニケーションの観察アイテムであ

る、２ちゃんねるもしくはソーシャルメディアが出てき

た中でAKBが成功したことには、時代的な必然があると

私は思います。AKBって、インターネットがなかったら

成功してないはずなのですね。そこがすごくおもしろい

ところとだと思います。

私が言いたいのは、匿名掲示板だからこそ逆に自由な

悪口が言えるということです。悪口って、もちろんよい

ことではないのですけれど、人間が一番創造性を発揮し

やすい分野のひとつではないでしょうか。

日本語圏ではどうなのかについて私は詳しくないので

すけれども、英語圏では、ブラックジョーク的な悪口を

うまく言う方が勝ち、みたいな文化がありますよね。同

じような意味で、２ちゃんねるも、ただ悪口言っている

だけではないのです。おととし指原梨乃さんが男性と交

際していたことが発覚して、左遷を食らった時のことで

す。指原さんは、「さっしー」とか「さしこ」というあだ名

があったのですが、２ちゃんねるではたった３日のうち

に30個ぐらいのバリエーションの悪口が生まれたので

す。基本的には、悪口で個人の実存を破壊してしまうこ

とは言葉の暴力であり、もちろんよくないことなのです

けど、一方で、悪口は言葉の創造性みたいなものを生み

出しているだと思います。そうした２ちゃんねると結託

することに成功した初めてのアイドルグループがAKB

だと思います。

最後に壮大な仮説の話をしたいと思います。

ところで、私も影響を受けているのは、浅田彰さんと

か柄谷行人さん、東浩紀さんとかの、ポストモダン社会

論です。ざっくりいえば、デカルト、カントとか、要する

に主体が自分自身を律するというアイデンティティにつ

いて疑問を抱いているんです。

しかし普通の情報社会論はそうではなく、近代社会モ

デルの延長にあります。個人が自己責任を前提として自

由に振る舞う社会、これが近代社会のモデルとなりまし

た。マクルーハン流にいうと、こうした意思決定や情報

処理を拡張するのがメディアの役割ということになりま

日本型情報社会論



ゼロ年代の思考

102 季刊  政策・経営研究　2014  vol.4

す。この図式は今のところ本当に揺るぎないというか、

基本的にはアメリカ人が新たにつくるサービスというも

のは、個人の自由を拡張するという観点からつくられて

いるのですね。たとえば、匿名性に関しても、４ちゃんね

るになると違いますけれども、ウィキリークスは普通に

は発言できないような内容を匿名で流出させて情報漏洩

させてしまう仕組みになっているわけです。つまり、基

本的には個人の自由を、ひとりひとりが独立していると

いうことを大前提としていると思うのです。けれども、

私の考えだと、日本型集団主義の社会はこれとは違うモ

デルなのだと思います。たとえば、AKBは、先ほどお話

しした通り、運営サイドとおたく、さらにはメンバーが

相互にモニタリングし合うわけです。

実際、AKBに代表されるアイドルのツイッターやフェ

イスブック等、ソーシャルメディアの使い方ってすご

いものがあるのです。３年ぐらい前の例なのですけど、

SKEに中村くんという15歳ぐらいのメンバーがいて、

すごい逸材と言われていたのですけど、高校受験のため

に卒業しますといってアイドルをやめちゃったんです

ね。その後、ツイッターを始めたのですが、そのツイッ

ターのフォローワー数は１万人ぐらいいたのです。１万

人ですよ、１万人。私は、その当時、１万人弱しかフォ

ローワーがいなかったので、「おれより多いんかい」みた

いな感じでした。全然世間の人は知らなくても、アイド

ルをやめても、アイドルおたくは「ツイッター始めた」と

いったら、フォローしちゃうわけです。

それで、その中村くんがツイッターで何をやっていた

かというと、「この期末テストの勉強、わかんないから教

えてください」といって、写メをバアッと送ったりしてい

たのです。そうすると、おたくが１万人フォローしてい

るので誰かが速攻で答えるわけです。何でもない、普通

の15歳の女の子に１万人のフォロワーがいて、常にエ

ンパワーメントされているというか、ある意味では共依

存の関係にあるわけです。

アニメの「エヴァンゲリオン」で、母親の魂から作られ

たAIとパイロットとの「シンクロ率」なるものが高まる

と、すごく強くなるという設定があるのですが、まさに

アイドルってそうなのですよ。ファンとメンバーのシン

クロ率です。エヴァを知らない方には、たとえが分から

なくて申しわけないのですけれども。

アイドルグループのメンバーが頑張っている、その姿

を見てファンも応援したいと思っている。それで、いわ

ゆる応援するという意味の「推す」という活動をするので

す。けれども、まじめにやっていないメンバーだとか、た

だかわいいだけのメンバーは「おまえ、調子こいている」

みたいな感じで応援されないのです。

AKB商法は、まさにファンの力がなくてはなし得ない

ものなのです。皆さんもご存じかと思いますが、AKBの

CDは100万も売れていますけど、実はだいたい10万

人しか買ってないのです。平均して１人10枚です。ちな

みに、私は同じシングルをマックスで210枚ぐらい買っ

たことがあるのです。でもこれは割と普通です。私の周

りでも年齢とか年収が同じぐらいで、「好きだったら買っ

ています」みたいな人がたぶん1,000人ぐらいはいま

す。さらに、その下に50枚ぐらい買うという人がいるの

です。実際にはCDを買うとか、握手会行く人は10万人

しかいないのです。それでもすごい人数だとは思います

が。

一方で、YouTube等で無料でAKBを見ていて「メン

バーは知っています」というライトファンは100万人か

ら200万人くらいいると思います。昔はそういう人も

CDを買っていたのだけれど、CDが売れなくなっちゃっ

たから、しょうがなく売先が変わったということです。
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日本だけが、こうしたわけの分からないガラパゴス商法

を始めちゃったので、もちろん100万人には売れていな

いのですけれど、いまだにCDが一応100万枚も売れ続

けているわけです。それによって、オリコン１位ですご

い、みたいなことが起こるから、あの子たちのプレステー

ジが上がるわけです。

ちなみに、RHYMESTER宇多丸さんというアイドル

評論で有名なラッパーの方がいるのですけど、彼がアイ

ドルの定義を「アイドルというのは実力ではなくて、魅力

のほうがまさっている存在」と定義しています。これはな

かなかうまい定義だと思います。実際、歌はうまくない、

ダンスはうまくないわけです。でも、芸能の世界におい

てはこれでいいわけですね。本来なら実力で評価されな

ければいけないのだけど、かわいいからいいじゃないと

いうことです。今は10代でまだ未成熟な主体なのだし、

実力よりも魅力の方がまさっているかもしれないけれど

も、将来的に女優になるとか、バラエティアイドルになっ

たりして、実力の方で評価されるような人になるように、

ということですね。たとえば、誤解を恐れずにいえば、そ

の意味では小保方さんもまさに科学界のアイドルなので

す。

一方で、欧米圏ではアイドル的なものは受けないと思

うのですね。欧米の社会では、女性でも結構マッチョな

感じで、一人立ちしていています。それこそ「アナと雪の

女王」は、王子なんか要らない、私たちありのままで生き

るんだという、まさにそういう世界観ですね。

日本でいまだにAKBが受けているのは、ある意味で社

会の未熟の結果なのだと思います。おたくとは、まさに

大人になることを否定した未熟な存在です。それは普通

に考えれば、否定されるべきことだった。しかしアイド

ルは違うのです。未熟なアイドルとオタク（＝匿名的２

ちゃんねる）が結託してシンクロ率を高めて社会的影響

力を発揮してしまうのです。

また、日本社会では、先ほどお話しした通り、メンバー

とファンが情報技術を媒介してつながっているという特

別な関係があります。一方で、これからはウェアラブル

とかグーグルグラス的なものを通じて、あらゆる人たち

が四六時中、ソーシャルメディアにつながっているとい

う社会にどんどんなっていくでしょうね。そして、普通

の人はソーシャルメディアでつながっていても、せいぜ

い150人とかで、いわゆるダンバー数（人間関係の最大

数）を超えないのですね。でも、アイドルの場合は、15

歳でも１万人からバアッとエンパワーされてしまうとい

うか、推されてしまうのです。

私は、ここに日本社会のある新しい主体性の可能性を

見たと思うのです。こうした関係性について、私はまだ

名前をつけていないのだけれど、「アイドル的主体性」と

いうか、「アイドル的共依存的主体性」というのが良いで

しょうか。私はここに日本社会の情報技術かつ社会的な

影響力の持たせ方の可能性を見ていているのです。

そして、現在のアイドルという存在は、芸能と音楽界

に閉じているのですけれども、これを政治、医療、介護、

もしくは科学とかに拡張していきたいと考えています。

このように言ってもさっぱり分からなかったかもしれな

いですが。

丸山眞男をはじめとして、基本的には、日本における

評論とか、批評とか、哲学とか、学問的な意識を持った人

は、正当な近代社会の構成要素として、主体性がなし崩

しになっているということはよくないと思われているの

ですね。

だけど、日本をはじめ中国とかアジア圏は、キリスト

教文化圏とは異なり、そのような共依存的な主体性の社

会であったりするわけです。また、そういう人たちは少

数派ですけれども、確実に世界中にいて、みんな日本の

おたくとそっくりなのです。

私としては、「何でおまえら、同じなんだよ」というか

「なぜ国境を超えてしまうのか」と思います。一般論とし

て、社会が都市化すると、自由意思では恋愛に乗り出せ

ないやつらがふえていくと思います。そうした社会の中

である構成要素としての共依存的主体性みたいなものを

「アイドル的・共依存的関係」とは
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私は追求していきたいと思っているのです。

今、私がつくろうとしているアイドルは、ある研究所

の方たちとコラボレーションをやろうとしています。た

とえばそこでは、布に電極を織り込んで、着ているだけで

心拍数がはかれるウェアを開発しています。それを使っ

て、ライブ中にメンバーの心拍計測をして、その心拍デー

タを電波でスマートファンに飛ばし、ファンが胸に当て

るとバイブレーションでメンバーの心拍数が分かるみた

いなことにチャレンジしてみたいと考えています。こう

すると、東京ドームとか武道館みたいな大きい箱で観て

も、豆つぶのようにしか見えないかもしれないけれども、

心拍数をダイレクトに感じることで、メンバーが大変緊

張しているとか、鼓動が大変高まっていることかがわか

るわけです。そうすると、応援している身としては、「あ

あ、すげぇ、大変そう。でも、分かる。おれも高まる」みた

いな感じになると思うので、こういうことをやりたいの

です。

これは単に演出の一例でしかないので、あまり大した

話ではないかもしれません。でも、まさに妙につながっ

ている感じがしてしまうという感覚を使って、メンバー

とファンの一体感を高め、シンクロ率を高めることで、

ただCD売るとかではない方向にもっていきたいと思い

ます。たとえば、政治に応用して、新しい時代の票田獲得

にこれを使いたいと思っているのです。

残り時間がほとんどないので、結論になっていない

じゃないかという感じかもしれないですが、一応私が話

そうと思っていたことは以上になります。
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【太下】  濱野先生、怒濤のごとき１時間超、どうもありが

とうございました。

ちなみに、濱野先生から先ほど、間違いの結果とし

ての表現も創造性なのではないか、という問いかけが

ありました。こうしたエラーやミスによる表現も、現

代芸術の分野ではれっきとした表現だということに

なっています。音楽でいうと、ジョン・ケージ等が行っ

たチャンスオペレーションですとか、アートの分野で

いうと、アクションペインティングのようなことです

とか、いろいろと事例があります。これらは十分に創

造的な行為ということになっています。

というわけで、巌流塾のメンバーも事前に質問を用

意してきたんですけれども、最初に中谷理事長からお

願いいたします。

【中谷理事長】  丸山眞男が「歴史意識の古層」を書いたと

きは、単純な「アメリカ崇拝型」の進歩的文化人から、

より成熟した思想家に転向していました。もちろん、

そのときAKBはなかったのですけれども、ああいう西

洋型の個人主義とか一神教の世界ではないような世界

をイメージしていたように思います。

きょうの濱野さんのお話は、「つぎつぎになりゆく

いきほひ」という丸山眞男が言う日本人の思想のかた

ちを肯定的にとらえようとしていると感じました。日

本の場合、ひとりひとりが確固とした個人を持ってい

たり、また、ひとりひとり自分の城をつくってやって

いくという西洋的な世界ではなくて、与えられた状況

の中で没個性的に、しかしお互いの感性を刺激し合う

ような「連歌」的コミュニケーションをやりながら、新

しい世界をつぎつぎに創っていくという世界なのです

ね。きょうの濱野さんのお話は、そういう比較文化論

的な意味で極めて興味深かった。問題は、これからそ

れをどうやって概念化していくかということのような

気がします。

人間というものは、本当は相互依存の中で与えられ

たアーキテクチャの中で、みんなで共振しながら生き

ている動物なのに、西洋は何を間違ったか、ひとり（個

人）で創造するなんていうとんでもないことを言って

きた。日本的なネット社会のあり方から、濱野さんみ

たいな仮説を立てられるというのはすごくおもしろい

ことで、これをどうやってうまく表現し、命名し、みん

なを説得するかというのは、これから２、３年の仕事

として大いに期待したいと思います。

【濱野講師】  ありがとうございます。

ポストモダン系の議論で「リゾーム」だの、「怨恨性」

だの、名称と概念の輸入だけは早かったけれども、輸

入しても日本社会に定着せず、グズグスみたいな感じ

であったのが40年ぐらい前の時代の話だと思います。

また、「行動する評論家」みたいな立場って、ずうっと

ありましたけれども、私はそういう乗りでいちいち論

じることもあまり意味ないかなと思っています。

Part2：質疑応答

中谷理事長
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私も概念に名前をつけることが大事だと思うのです

けれども、今はとりあえずは実例をつくることを重視

しようかと考えています。私は、哲学思想とか評論の

言葉にあまり期待をしていなくて、実現してから名づ

ける方が良いのではないかと思います。そうすると、

本当になるので。まずはパフォーマンスでやってしま

おうということです。

【太下】  では１番手の質問は萩原くん、お願いします。

【萩原】  ふだんは農産品とかキャラクタービジネス等の

調査研究や事業化支援を行っております。

質問ですが、『アーキテクチャの生態系』では、イン

ターネットのアーキテクチャから日本社会が見えてく

るという話がある一方で、アイドルのアーキテクチャ

を分析することでも日本社会が見えてくるのではな

いかと思います。特にアイドルという存在はインター

ネットの活用だったり、コミュニケーションのあり方

等、先を行っている存在であると感じています。この

ため、アイドルの未来が分かれば、われわれが研究し

ているような将来の日本が分かるのではないかと考え

ています。今後のアイドルの行方をどのようにとらえ

ていらっしゃるのでしょうか。

【濱野講師】  ありがとうございます。

きょうここにお伺いする前に、フジテレビでAKB総

選挙の前日の深夜にAKB評論家と言われているよう

な人たちを集めて討論するという番組の収録があった

のですが、そこでアイドル評論家の中森明夫さんとい

う方が、まさに同じことを言っていました。アイドル

というのは時代を先取りするというか、エッジがきき

過ぎているので、そこで起きていることが、その後の

日本社会を反映するのだ、みたいなことです。

実際、AKBより売れていない、これから頑張らなけ

ればいけないアイドルたちにおいて、四六時中、イン

ターネットでファンや自分を支援してくれる人とつ

ながり、交流し続けるという現象が生じています。た

とえば、３万枚ぐらいCDが売れている「アリス十番」

というメタルアイドルユニットがいますけれども、誰

かがツイッターで「アリス十番」とつぶやくと、メン

バーから勝手にフォローされるのです。普通はファン

がアイドルをフォローするわけではないですか。基本

的にアイドルはファンと直接につながってはいけない

から、普通はフォローをしないのですけれども。そう

いう状況で、アリス十番のかわいいメンバーに勝手に

フォローされると、「エッ、フォローされている」みた

いな感じで、好きなやつらが勘違いするわけです。ア

リス十番は１万人とか２万人がフォローしているの

です。この１万人とか２万人のフォロワーを媒介とし

て、「とにかく、アリス十番を知らなくても何でもいい

から、興味を持ってください」という、積極的な営業を

仕掛けているのです。そして、四六時中、ツイッターで

ファンとつながっていて、いかに常にファンとコミュ

ニケーションし続けるかという限界に突入していこう

としています。

また、「私信」という手法もありますので、私が実際

にもらったことのある「私信」のことをお話しします。

苦笑していただいてまったく構わない例なのですけど

も。

実は、私はメロンちゃんという子との握手会のとき

にiPhoneケースをあげたのです。メロンちゃんは、そ

れについて「ありがとね」と言いたいわけですね。それ

で、メロンちゃんが自分の写真をアップして、「私、変

わったところが２ヵ所あります。みんなわかるかな」

といったのです。僕は瞬時に分かるんです。なぜかと

萩原氏
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いうと、僕があげたiPhoneケースをメロンちゃんが

持っているからです。つまり、こういうかたちでさり

げなく、「iPhoneケースをくれてありがとね」と伝え

てくれたわけですね。でも、私をはじめ特定のファン

に向けて「濱野さん、メロンのケースをくれてありがと

う」なんて書いた日には、他のファンから「てめぇ、何、

勝手に出し抜いているんだ」みたいに怒られてしまう

わけです。アイドルはファンに対してあくまで公共的

で平等の存在でなければいけないのです。でも、感謝

の言葉は言いたいと言う時に、アイドルはどうするの

かというと、ちょっとメッセージを変換してメタメッ

セージを入れるということをやっているのです。

その他、AKBでも、「あの、今着ているＴシャツはお

れがプレゼントしたやつじゃん」「やっときた」「いい

ね。ヨッシャ」みたいな感じの、そういうしょうもない

自慢合戦が起こるのですが、あげた身としてはとても

うれしいわけですね。だから、私もその時の画像を保

存しておいて、どや、と本日プレゼンしているわけで

す。端から見れば何の意味もないことなのですけれど

も、まさに応援しているファンの立場としては、とて

も重要なことなのです。

ちなみに、『前田敦子はキリストを超えた』でも書い

たのですけれども、アイドルのライブ中に、アイドルと

目が合うことがあるのです。こういう会場で目が合っ

ても別に普通というか、いくらでも目線をかえるのは

自由なのですけれど、アイドル劇場って、もっと狭い

空間なのですね。また、アイドルがファンを指さす「振

り」があるのです。たとえば「会いたかった」と、ぐっ

とやるという振りがあるのです。そのときに、誰に指

を差すかということは実に重要な問題なのです。ファ

ンの側は、「フリコピ」と言って、アイドルの振りをま

ねたりするのです。これが合うと、「おれに来た」みた

いな感じで、すごい興奮するのです。本来ならみんな

に向けて踊っているものなのに、ある瞬間だけ私的に

というか、ワンツーワンにコミュニケーションするみ

たいな感じになるのです。これを「レス」と言います。

こうしたコミュニケーションモデルには、すごくおも

しろいものがあります。私はその魅力について、「この

すさまじさって何なのだろう」ということを、社会学と

かメディア論の視点からずうっと考え続けているので

す。

最初の質問に答えているかどうか分からないのです

けれど、たとえば地域振興に関しても、Ｂ級グルメお

いしいですとか、キャラクターがおもしろいですとか、

普通に価値を発信してもしょうがなくて、「私に直接来

た」みたいな「レス」や「私信」をどう送るのかがすごく

大事だと思っています。これは、地域振興だけではな

く、ありとあらゆる領域で当てはまりますね。政治家

でもいいし、アナウンサーでもいいし、学者でもいい

し、皆さんのようなリサーチャーでもいいし、「自分に

来た」と思わせることが大事です。だって、その効果が

全然違いますよ。

たとえば、しっかり実名で手紙を書くとか、そうい

うことをやれば相手に届くのですけれども、それでは

年に数十件とかなっちゃうので、明らかに効率が悪い

わけですね。

私の考えるアイドルは、ある意味勘違いでいいので

すけれど、まさに「自分に来た」と思わせるコミュニ

ケーション・モデルを大量生産しようと考えています。

そして、このモデルをどうほかの領域に拡張するのか、

ということを考えていくつもりです。

【太下】  どうもありがとうございました。では次に船越さ

濱野講師
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ん、お願いします。

【船越】  濱野さんのお話の中で一番興味があったのが、ア

イドルの仕組みを政治に適用することができるという

お考えです。たとえば永田町の政治がAKBのような

オープンでフィードバックを重視するような仕組みで

将来は変わるとお考えですか。

【濱野講師】  永田町はすぐには変わらないでしょうね。

私は、AKBは自民党のどぶ板政治の正当な後継者だ

と思っているのです。

たとえば、AKBで今年16位に入る須田亜香里さん

というSKEのメンバーがいて、はっきり言って全然

かわいくなくて、公演でもいいポジションにいなかっ

たのです。でも、彼女は握手をすごい頑張る人で、い

つもファンレターをくれるお客さんとか、握手会によ

く来るお客さんのことを全部ノートにメモっているの

です。たとえば、「この間、こんな話しした」「こんな手

紙をもらった」「この人はこれが好きみたい」という情

報を全部メモっていて、握手会の前にそれを読み直し

てから行くのです。だから、２回、３回行っただけで、

「何々さん、また来てくれたの」と言ってくれるのです。

ちなみに、これをファンの間では「認知」というのです

が、すごいことなのです。普通は、ハイテンションで握

手するということを７、８回繰り返すと、ようやく顔

を覚えてくれたりするのですけれども、３回目では普

通はあり得ないのです。だから、有権者というかファ

ンのことをめちゃくちゃ気遣って覚えているわけで

す。

もともと田中角栄とか田舎の政治家は、たとえば有

権者のおばあちゃんの孫の就職なんかについてメモっ

ておいて、便宜を図るわけです。そうすると、おばあ

ちゃんが「あの人はいい人だ」「自民党の田中さんはえ

らい」と自分たちの子どもや孫に言って、その結果、た

くさんの票が集まるわけです。

こういう方法をやっているかぎり、政策もくそも関

係ないわけですね。だから、「あの人はいい人や」と言

われるために、どぶ板で接触して、握手しまくるわけ

です。これはAKBと何が違いますか。やっていること

は同じやん、という感じですよね。ただ、やっている分

野が、政治じゃなくて芸能にかわっただけです。僕は

それをもう一回、政治に差し戻したいと思っているの

です。

さらに、どぶ板の場合はおばあちゃんからアプロー

チしましたが、今回のポイントは違うのです。ちなみ

に僕がつくるアイドルは、20代はアイドルをやって

いるのですけど、30代になったらさすがに歌って踊っ

てはつらくなるので、介護士にしようと思っています。

介護士になるメンバーはアイドルのときに培ったおも

てなしの技術を生かして、料金はちょっと高いけど、

おじいちゃんやおばあちゃんにやさしい介護サービス

をするというイメージです。

また、地方議会の政治家になるアイドルも育ててい

こうと考えています。そして、５年後とか10年を目処

船越氏
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に、おたくを対象として「東京都何々区に移住してくれ

たら何々特典あげます」みたいなかたちで、有権者をふ

やすキャンペーンをやろうと思っています。

以前、２ちゃんねるで西村博之さんがポロッと言っ

ていたことがあるのですけれど、秋葉原がある東京都

千代田区は人口数万人しかいないのですね。ですから、

おたくが一気に住民票を移して、５万人ぐらいになっ

たら議会の半数ぐらいは乗っ取ることができるので

す。これと同じことを、アイドルの力を通じてやろう

と思ったのです。地方議会に「おたく自治区」をつくっ

て、それを通じて中央政界まで進出も考えています。

私は一応リベラルなので、このアイドルの仕組みに、

政治理念とか目標とかの要素をどう入れるのか、とい

うことを考えています。

【太下】  では宮本君、どうぞ。

【宮本】  「共依存」という現象は日本の風土に合っている

と思うのですけれども、それを利用した場合、政策で

はなくて、完全に人ベースで政治が行われてしまうこ

とになると考えます。そのシステムを補完するための

考えについてお聞かせください。

【濱野講師】  まさにおっしゃる通りで、どうしていくかが

問題です。さっきのご質問の最後に答えた、どうやっ

て、そういう理念とくっつけるのか、と言ったところ

にかかわる部分です。今の方法のままでいくと、破壊

主義的な政党になる懸念もありますので、ではいった

いどう制御するのだということですね。

普通の政党というものには政治家がいて、その政治

家が有権者から信任されるかどうかという仕組みです

ね。そして、政治家が議会で投票して政策を決めるわ

けですが、その投票する政治家を投票で決める、とい

う入れ子構造になっており、それで全体を制御するみ

たいな感じです。

海外だと、津田大介さんが興味を持っているイン

ターネット政党があります。これは、政党なのですけ

れど、市民のネット経由の投票で政策を決定しており、

政党はただの入れ物でしかないのです。私もこれに近

いことを考えていました。実は私がかつてウェブ学会

で「初音ミク、出馬せよ」と言ったときに、全く同じこ

とを言っていて、考えることは同じなのだなと思った

のです。これに近いモデルをやることになるのだろう

な、という気がしています。つまり、間接民主主義を間

接化するみたいな話です。ただし、それもコスパが悪

い感じがしており、どうすればいいのか、考えはまだ

練れてないのです。

AKBの場合、総選挙はあまりにもよくできた仕組み

なのです。総選挙の結果が決まると、「この順位だな」

みたいなすごい納得感があり、とんでもなく民主的な

決定が行われた感があるのです。このメカニズムは、

ある意味で魔術的なもので、投票や政治の根源でもあ

ると感じています。そもそも投票することのおもしろ

さが、人間にはあるのだなということが、AKBには

まって初めて分かりました。

たとえば、ボランティアに参加したことがある人は、

「政治っておもしろい」と思うはずなのですけど、ほと

んどの人にとって政治なんかまったくおもしろくない

のですよね。「朝早くから選挙カーなんか走らせるん

じゃねぇ」という程度のものでしかないのですね。私も

33歳になるまで完全にそう思っていました。自慢じゃ

ないですけど、小選挙区制になったし、そもそも無駄

だと思っているからほとんど投票に行ったことがない

のです。超無責任ウルトラ社会学者でしたから。

でも、AKBの選挙システムは死に票がないのです

宮本氏
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ね。今ちょうど投票期間ですけれども、80位まで発表

されて票数も出るのです。普通、小選挙区制だと１位

しか当選しないですから、１位にならなかったら意味

がないわけですし、票は死ぬのです。ですから、1位に

なる見込みがない候補を応援する場合、そもそも自分

が投票する意味がないことになります。でも、AKB総

選挙は、たとえ60位であっても、「このグループのこ

の立ち位置で60位だったら、次から結構ファンも入

れてくれるだろうし、次の選抜に入れてあげようかな」

とか、運営側も考えるわけです。つまり、死に票ではな

くて、人気の指標になるのですね。

このように、AKB総選挙の「死に票ではなく、指標

になる」という要素について、現実の政治にどううまく

使えるかについて、考えていきたいと思っています。

【太下】  ありがとうございました。すでに時間はオーバー

しているのですけれども、どなたかどうしても聞きた

いということがあればどうぞ。

【張】  濱野さんが、アイドルのプロデュースを始めた最大

のきっかけは何なのでしょうか。お話にあったように、

何かを検証することが目的なのか、単にアイドルが好

きだからやりたいのか、そうではなくて、お金のため

であるとか。

【濱野講師】  すごくいい質問ですね。その通りですね。実

は何でやろうと思っているのか自分ではよくわからな

いのです。権力欲なのか、金なのか、性欲なのか。

まずひとつは、アイドルが好き過ぎたからですね。

AKBはすごいのだけれど、規模がでかくなり過ぎて、

だんだんとだめになっているのです。秋元さんの目が

行き届いていないみたいですし、おれがマネージャー

なら絶対こんなことしない、みたいなことのオンパ

レードなのです。

ちなみに、このことは雑誌等で書いているのですけ

ど、私がつくるアイドルは、「アイドルがつくるアイド

ル」というコンセプトにしようと思っています。簡単に

言うと、私のつくるアイドルには、マネージャー層等

の運営がいない予定なのです。アイドルって、どうし

ても黒服着たおっさんが女の子を働かせて搾取してい

るみたいなイメージがありますよね。実際にはそんな

やつはあまりいないのですけれども。

いずれにしても、アイドルがファンから得た金につ

いては、普通は運営が中抜きというか中間搾取するわ

けです。中間搾取というと大げさですけれども。もち

ろん私も、全部はあげないで、うちの投資分は回収し

ます。けれども、ざっくりいうと、20代の女の子が月

収でマックス30万ぐらいもらえるぐらいの仕組みを

目指しています。そして、アイドル運営になると実際

にもらえるのですよ。

おっさんがちんたら運営しているアイドルを全部つ

ぶすために、アイドル運営をしようと考えています。結

局、マネージメントなんて大したことじゃないのです。

アイドルグループの運営で私が何をやっているのかと

いうと、全員Ｇメール作成とか、GRつくってiPhone

に入れるとか、グーグルカレンダーでスケジュールを

管理するとかです。

マネージメントの基本って、スケジュール調整なの

ですね。特にAKBだとメンバーが何十人といるので、

スケジュール調整がすごい大変らしいですよ。たとえ

ば、AKBは週末には握手会等で、岩手なり北海道なり

九州なり全国に行くのですね。そして、実際に行くメ

ンバーは、だいたい３日前とか２日ぐらい前という直

前になって決まるのです。AKBの公式のブログに、「今
張氏
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回行くメンバーは、○○です。皆さん来てください」み

たいな感じで告示されるのです。それを見て、おたく

のファンは、「今週末、東京に来るのか、じゃ行こうか

な」みたいな感じになるのです。ちなみに、メンバーも

そのブログを見て、「私、行くんだ」と知るらしいです。

これは私が必ずしゃべる逸話なのですけれども。どう

いうことか、分かりますか。ファンとメンバーが同じ

タイミングでスケジュールを把握しているというこの

めちゃくちゃさです。たぶん、事前にマネージャーが

関係各所に電話とかしまくったりして、各事務所の仕

事がかぶっていないかとかチェックして、それで決め

ているのだと思います。けれども、そんな杜撰さ、あり

得なくねぇみたいな感じですよね。僕は電話を使わず

にいかにマネージメントするかを考えていて、グーグ

ルカレンダーでバアッと予定を入れることを想定して

います。グーグルカレンダーが秘書２人分ぐらいの仕

事をなくすことになると思います。秘書２人が要らな

いのだったら、マネージャーも要らないじゃないか、

ということです。そして、その分の金を全部アイドル

にあげるということです。

結局のところ、何でそれをやりたいのかと言われる

と、僕も分からないのです。とにかくアイドルのこと

を好き過ぎて、アイドルのカルチャーとか文化をもっ

と世の中に広めたいという感じです。アイドルの文化

が芸能の世界以外に拡張した方が、日本社会は絶対よ

くなるはずという確信があります。また、アイドルが

芸能界に搾取されて終わり、ということにしたくない

という２つですかね。これは、ほかの芸能事務所には

絶対できないというか、一言で言うと従来型の芸能事

務所の否定なのです。でも絶対に勝つ自信はあります。

さらにもうひとつの理由として、アイドル文化に対

する危機感がありますね。AKBも限界がきていて、こ

のままだと終わると思います。その限界とは、ほとん

どマネジメントと組織力の問題なのです。要はでかく

なり過ぎたのですよ。最初のころはファンも少ないか

ら共依存の関係がうまくつくれて、しかも成長してい

くということが実現できたのですね。共依存かつ売れ

てきて、ファンがふえていくから、日本でほぼ唯一の

右肩上がりの夢が見られる世界だったのです。だけど、

それがプラトーに到達して、ちょっとがたがき始めて

いるなというのが僕から見ての認識です。ですから、

もっと軽量コンパクトでアメーバ経営みたいな感じの

別のモデルにしたらうまくいくのではないか、という

のが僕の発想です。思いついたからやるみたいな、そ

んな感じです。

【太下】  みなさん、質問はよろしいでしょうか。本日は、

社会学の研究者からエバンゲリストに変身した濱野さ

んの怒濤の講義でした。これできょうの巌流塾は終わ

りにします。濱野さん、どうもありがとうございまし

た。

太下氏
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ゼロ年代の思考

2020年を考えるための、『いま・ここ』への
ヒント

評論家／批評誌〈PLANETS〉編集長　宇野 常寛 氏

ご紹介にあずかりました宇野と申します。皆さん、きょ

うはよろしくお願いいたします。

前回、この「厳流塾」に呼ばれた濱野智史君は本当に僕

の友人でして、僕が彼と知り合ったころは、彼は全然ア

イドルには興味ががなくて、僕が「AKB、いいよ」みたい

なことを言っても、「はぁ、宇野さん、何言ってるんです

か」みたいな感じでだったのですよ。それがある日突然は

まって、気がついたらアイドルプロデューサーとしてデ

ビューしてしまったわけで、人間の人生というのは分か

らないものだと思います。

当時、濱野君はジョギングと自転車と水泳とボルタリ

ング等の「運動」にはまっていたのですね。僕はちょう

どそのころ結婚太りで今より20kgぐらい太っていたの

で、ダイエットをしていて、僕も彼の影響で自転車とジョ

ギングにはまっていました。実はこう見えて僕は既婚者

なのです。みんなすごく驚かれるので定番のギャグにし

ているのですけれども、もう7年目です。僕はそうやっ

て結婚太りを解消して独身のころの体形に戻っていっ

た。でも、濱野君は逆に僕の影響でアイドルにはまって

しまったわけです。よく言われるのは、濱野は宇野をリ

ア充にしたけれども、宇野は濱野を悪い道に引き込んだ、

というふうにいつもいろいろな人から責められていま

す。

そんな濱野君に続いて、僕がきょうここにやってこき

たわけなのですけれども、きょうは「2020年を考える

ための、『いま・ここ』へのヒント」というタイトルをつ

けさせていただきました。これは、東京オリンピックと

いうものがこれからやってくるということに対して、自

分の雑誌『PLANETS』を通じて一種の社会提案のよう

なものをやってみようと今考えていることについての話

です。ここに行き着くまでに僕はいったい何を考えてい

たのかということをきょうはここで説明しようと思いま

す。もともとサブカルチャー批評から出発した僕がここ

にたどり着いたということを話すことが、結果的に何か

今の世の中を考えるうえでのいくつか大きな問題提起に

つながっていくのではないか、そんなことを考えてこう

いうタイトルをつけさせていただきました。

最初に軽く自己紹介させてください。1978年生まれ

で、最初に書いた本が『ゼロ年代の想像力』という本で

す。言ってしまうと同時代のサブカルチャー評論ですね。

世紀の変わり目あたりを潮流の節目として、潮の変わり

目に日本のサブカルチャーの、特に物語系の、漫画だっ

たりドラマだったりアニメだったり映画だったり、そう

いった若者向けの物語系のコンテンツの物語構造がどう

変わっていったのかというようなことを論じていた本で

す。

次に書いたのが今回の講義に先立って課題図書にも指

定させていただきました『リトル・ピープルの時代』と

いう本で、これは半分は村上春樹論です。だけれども、残

りの半分は仮面ライダー論です。自分でも気に入ってい

る本なのですけれども、村上春樹と仮面ライダーという

一見全然関係ないものを並べて論じることによって、70

はじめに：サブカルチャー批評から社
会提案へ

Part1：講義



2020年を考えるための、『いま・ここ』へのヒント

113

年代以降の日本の消費社会史というものを別の角度から

えぐり出せるのではないかと思って書いた本です。ちょ

うど村上春樹が青春を送っていた、そして全共闘の運動

が盛んだった68年くらいから現代までの40年という

時間と、日本でウルトラマンや、仮面ライダー等の特撮

ヒーローが盛り上がって現代に至るまでの40年という

時間がきれいに重なり合うのです。これをうまく自分で

は使ったつもりなのです。

こうした若者向けの、どちらかというとサブカル

チャーの、大衆文化の評論から僕の仕事は始まっている

わけなのですけれども、大衆文化の評論をするとどうし

てもメディア論とか若者論にぶつかってしまうのです

ね。たとえば80年代のカルチャーを話すときには、テ

レビが一番偉い存在になっていった時代ですから、テレ

ビ文化というものを抜きには語れないのです。同様に、

90年代後半以降のカルチャーを語るときには、インター

ネットの普及とどうサブカルチャーが絡んでいったかと

いうことを抜きに、メディアの変化だったり物語の内容

の変化とかを語ることは非常に難しいのですね。また同

様に、たとえば90年代の文化を語るのだったらオウム

真理教の事件とか、酒鬼薔薇事件とかを抜きに語ること

は難しいです。さらに、ゼロ年代とか21世紀初頭のカル

チャーを語るときには、9.11という事件はかなり露骨な

影響があったので、それを抜きに語ることは非常に難し

いのですね。なので、結果的にですけれども、僕も政治や

社会を論じることが多くなっていって、僕としては自分

の本来の専門ジャンルとはちょっとずれたようなところ

で仕事をすることも多くなっていったという経歴を持っ

ているわけです。

その中でもとりわけ僕にとって転機になった本

があります。それは僕が自分でつくっている雑誌で

『PLANETS』という雑誌です。Vol.8の表紙は僕の推し

メンの横山由依ちゃんなのですが、ちなみにこれ、僕、自

分でディレクションしています。僕はたぶん日本で唯一、

グラビアのディレクションができる評論家だと思うので

すよ。この『PLANETS』という雑誌は、僕が足かけ10

年ぐらいつくり続けている雑誌で、１年に１冊ぐらい出

しているのですけれども、９冊もつくっているとグラビ

アディレクションができるようになるのですね。たとえ

ば、このタイトル、メインカラーと胸元の赤のワンポイ

ントの色を合わせるとか、最初から決めているのです。

でも、白と黒で色数を落としてモノトーンで攻めたい。

そして、これが制服に見えるのは嫌だから素材を工夫し

てくれとか、赤でワンポイントは欲しいけれども、制服

に見せたくないからタイは絶対に嫌とか言って、スタイ

リストと相談してこのコサージュをつくるとか、僕はそ

ういうようないろいろな細かい指示もしているのです。

まあ、これはちょっと余談ですけれどもね。

さて、そうやって表紙は僕個人のこだわりを発揮して

いる『PLANETS Vol.8』ですが、目次を開いていただく

と分かると思いますけれども、ほとんどサブカルチャー

の話が載っていないのですね。サブカルチャーの話は、終

わりの方にちょっと、エッセーが１編載っているだけで、

ほとんど入っていないのですね。今までの『ゼロ年代の想

像力』や『リトル・ピープルの時代』で僕を知った人がこ

の本を手に取った時、結構驚かれたのではないかと思い

ます。それはなぜかというと、『リトル・ピープルの時代』

を読まれた方ならたぶん分かると思うのですけれども、

僕の中心的な関心というのは、人間が自分の存在を社会

と結びつけるとき、人間が社会にコミットしようとする

ときに、どんなイメージを描くのかということですね。

もちろん社会とか国家とか、そういうある種の共同幻想

は、たとえば時代の変化だったりメディアの変化につれ

て移り変わっていくものです。そこに、物語世界がどう

干渉してくるのか、たとえば性的なメタファーとかはど

う変わっていくのか、ということに僕は関心があるので

す。だから村上春樹とか、ヒーローものだったりとか、ロ

ボットアニメだったりとか、そういったものをよく扱っ

ているのです。あれはまさに性的なメタファーを通じて、

男の子の成長願望というものを満たしていくという仕組

転機となった『PLANETS Vol.8』
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みですね。そして子供は社会化のイメージを得ていくと

いう、そういう装置だと思うのですね。つまり、サブカル

チャーの中の性的なメタファーがどう人間の社会化に関

与しているのかとか、そういったことがたぶん僕の関心

の中心なのです。そのことを全面展開したのが、『リトル・

ピープルの時代』という本だったのですね。

そういったことを考えていた僕が、この『PLANETS 

Vol.8』でバッサリとそういったものを一切切り捨てて、

ひたすら社会の仕組みの話ばかりしているのですね。こ

の特集を見ると、「いま東京と東京論を問い直す」という

都市論がありますね。また、「『装い』の環境分析」、これは

ファッション論、すなわち被服の話ですね。そして、「『食

べログ』の研究」、これはもう皆さんご存じだと思います

けれども、有名なグルメレビューサイトの研究です。こ

のように、たとえば、日本の福祉の問題だったり、労働の

問題だったり、ナショナリズムの問題であったりといっ

た、今日本が直面しているようなことに、僕と同年代の

識者が集まって、若手論壇全員集合みたいなかたちで、

みんなで知恵を出している、まるで「朝生」とか、「日本の

ジレンマ」だとか、そんな感じのものですね。

こういった雑誌をつくって結構驚かれましたが、反響

が非常に大きくて良く売れ、編集者宇野の代表作とも言

えるような本になったと思います。年取ったから今さら

サブカルチャーじゃないだろう、とか思ってこういうふ

うにしたわけではないのですよ。むしろ逆で、今まで自分

がサブカルチャーの分析を通じて考えてきたことを、情

報社会の分析だったりとか日本の衣食住環境の分析だっ

たりとかに当てはめてみたら、また違ったものが見えて

くるのではないか、と考えてこういった目次をつくり上

げていったという経緯なのです。

もう少し具体的に言うと、僕が読ませたかったのは、

僕が今までサブカルチャー分析で培ったノウハウで日本

の情報社会というものを考えてみよう、という内容です。

皆さんもご存じかもしれませんが、日本の情報社会とい

うものは明らかにアメリカとか西欧の情報社会とは違っ

た形の発展を遂げています。前回来た濱野君もたぶん似

たような話をしたかもしれませんね。濱野君は、そういっ

たことについて、独自の分析をちゃんと行ってみようと、

日本が生んでいるアジア的な情報社会といったものは果

たしてどんな形をしているのかということをさまざまな

角度から検証していますね。たとえば、日本のソーシャ

ルメディアについて考えてみる、日本の二次創作環境に

ついて考えてみる、日本におけるゲーミフィケーション

について考えてみる、そういったことをやっているわけ

ですね。

そこを出発点として、じゃあ日本をどうするのか、とい

うところに向かって行ったわけです。ちなみにこの「じゃ

あ日本をどうするのだ」というところは、NHKの「日本

のジレンマ」という、僕も昔よく出ていた討論番組に対

抗してつくったという側面もあります。彼らは自分たち

ではいろいろなことを分かっているつもりなのでしょう

けれども、やはり編集とかでこざかしい注釈をつけてく

るわけです。そういったものに対して、「いやそうではな

い、NHKのプロデューサーよりも僕の方が全然、若手論

壇人のいいところを発揮させることができる」というポ

ジティブな意味での宣戦布告のようなつもりでこの本を

つくったわけですね。

何でこんな構成にしたのかという点については、僕も

すごく考えたことがあるのです。それについては、僕と

濱野君の共同巻頭言が載っています。この巻頭言で「昼の

世界と夜の世界」という比喩を使っています。

ちなみに、僕と濱野君が震災の年に出した『希望論』と

いう本があるのですね。タイトルがちょっと恥ずかしく

て僕は反対したのですけれども、編集者と濱野君は賛成

してこのタイトルになってしまった本なのですが、この

本の後書きで濱野君が「昼の世界と夜の世界」という比

喩を使っているのです。これはどういう比喩かというと、

「昼の世界」というのは言ってしまうと政治の中枢だった

りとか、日本の古いものづくりの社会だったりとか、あ

とはマスメディアの世界だったりとか、いわゆる日本の

「昼の世界」と「夜の世界」
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表社会のことですね。

これに対して「夜の世界」というのは、インターネッ

トがこんなに普及する前の、インターネットがちょっと

マニアックなインテリのものだったころのインターネッ

トの世界や、若者向けのサブカルチャーの世界であると

いったものです。

残念ながら、「失われた20年」と言われている日本の

平成以降のこの20年間というものは、「昼の世界」はひ

たすら元気がなかったのです。対して、「夜の世界」から

は非常にクリエイティブでイノベーティブなものが生ま

れていったのです。これは海外への輸出能力や対外的な

価値で考えたら明らかだと思うのですけれども、残念な

がら「昼の世界」は元気がなくて、「夜の世界」だけに希

望があったのです。しかし、「夜の世界」から生まれたも

のは「夜の世界」に出自を持つがゆえに、「昼の世界」、す

なわち世間から全く顧みられていないのです。ですので、

われわれがやるべきことというのは、この「夜の世界」で

育まれた知恵をいかに「昼の世界」に持ち込むべきか、と

いうことなのです。そんな議論を僕と濱野君は共著を書

いて宣言していて、そしてそれがそのままこの巻頭言に

なっているということです。

そう思って、僕はこの目次をつくったわけです。つま

り、「今、日本をどうするか」。これが政治であり、要は「昼

の世界」なのです。これは「朝まで生テレビ」で田原さん

が仕切っているような世界ですね。あれは時間的には「夜

の世界」なのですけれどもね。

具体的に政治制度をどうするかとか、NPOとか社会運

動をどうするかとか、原発をどうするかとか、そんな具

体的な話を後半で僕はしているのです。でも、僕が本当

に言いたいのはこういうことなのですね。つまり、日本

の情報社会というのは一見、ソーシャルゲームとかLINE

とか、そんなに華々しいサービスはないのかもしれない

けれども、ここから21世紀の基本的な社会設計の原理

になるようなものをいくつも導き出せるのではないか、

そんな考察を僕らは一生懸命やっているのです。これは

実は「夜の世界」の知恵の結晶なのですね。それをいかに

「昼の世界」に持ち込むのか、ということを一生懸命やっ

たのがこの号だというわけです。

ただし、「夜の世界」の領域というものは仮に具体的な

サービスに落とし込まれているとはいえ、まだまだ文化

の領域であり、想像力の領域なのですね。一方で、「昼の

世界」は実際の生々しい社会や政治の世界です。そこで、

「夜の世界」からいきなり「昼の世界」に直接持ち込むの

ではなくて、一度何かを経由した方が良いと考えました。

その意味で、2つの世界の真ん中に置いたのが、「衣食住」

なのですね。言ってしまうと生活領域です。なので、文化

からいきなり社会を変える、思想からいきなり政治を変

えるのではなくて、１回生活というものを中間に挟むこ

とによって政治領域に進出していこうという、そういう

意図を持ってこういう目次を形成しました。

これは僕なりの知識人論とすごく結びついていると

ころがあります。たとえば、日本のインテリ、特に進歩

的知識人と言われた人たちの語り口の相場ってあります

よね。たとえばこんな感じです。「自分は若いころにヨー

ロッパとかに留学した超インテリである、したがって高

い市民意識に目覚めていて、大衆の啓蒙を一生懸命やっ

ております。しかし、日本というのは非常に後進的な国

であり、自分の高い意識の啓蒙パワーでもまったく通用

しない。そして、自民党が超勝ちまくっていて日々鬱に

なるのだけれども、自分はそれでも諦めずに、言葉を朝

中間領域としての衣食住
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日新聞や岩波書店の『論壇』に投げ続けます」みたいな感

じです。そんなことを言って、言葉は届かないのだけれ

ども、でも届かない言葉をそれでも投げ続けるおれ、格

好いいみたいなことで自分を納得させながら死んでいく

というのが、日本の進歩的知識人の代表的な語り口なの

ですね。

でも、これについては僕は何かが間違っていると思い

ます。彼ら進歩的知識人は、自分の考えている思想と、思

想が直接社会を変えるということを信じてまったく疑っ

ていないのですね。そして、思想というものを、大衆の生

活実感とか、生活領域にいったん落とし込んでいって、

それが社会を変えていくというイメージがほとんどない

のですね。そこが生活から非常に遊離しているな、とい

うことを僕はずっと思っていました。ちなみに僕は、丸

山派か吉本派かというと圧倒的に吉本派的な考えをする

人間なのですね。なので一度、生活領域というものをしっ

かり挟もうということを考えて、こういった目次をつ

くっていったというわけです。

古い言葉で言えば、「政治」とか「文学」という問題につ

いて、文学イコール個人の実存の問題、政治イコール社

会の構造の問題、というように思想が実社会ときれいに

つながるかつながらないかという議論を戦後の思想史で

ずっとしてきているわけですけれども、そこに僕はずっ

と違和感を持っていました。というのは、この2つが直

接つながるとか断絶するとか、そんな話をしてもあまり

意味がなくて、一度、生活領域というものを経ることが

重要なのではないかということを考えていたわけです。

ですので、こういった目次をつくっていったという、そ

ういった背景があったりもします。

ここに関してもう少し内容を見ていくというか、

ちょっと本題に近づいていきたいと思います。では、こ

の特集で考えた「夜の世界」の知恵というのはいったい何

なのかということについて、ダイジェストでお話をして

いきたいと思います。

たとえば「ゲーミフィケーション」という言葉がありま

すね。この『PLANETS Vol.8』の目次に、「ゲームとゲー

ミィフィケーションのあいだで〈人間と情報〉の関係はい

かに更新されてきたか」という対談が掲載されています。

この雑誌にも出てもらった私の友人でもあるゲーム研究

者の井上明人君が、２年ぐらい前に『ゲーミフィケーショ

ン』という本を書いて結構話題になりましたね。その前後

からずっと議論されていることなのですけれども、「ゲー

ミフィケーション」というものは、物事をゲームに見立て

ることによって効率化していく、没入の精度を高めてい

くという発想ですね。もちろんこういう発想は昔からあ

るわけです。語呂合わせにすると記憶しやすいとか、小

学校で真面目に掃除をすると先生からシールをいっぱい

もらえるか、いくらでもあったことですね。それがなぜ

今改めて注目されているのかという議論をここで僕らは

しているわけなのです。

このときにわれわれがまず考えなければいけないこと

は、なぜ今ゲーミフィケーションが再注目されているの

かということだと思います。なぜかというと、それはゲー

ミフィケーションできるようになった領域が膨らんだか

らですね。一般的に現代における情報技術というものは、

ほとんどネットワークの話なのですよ。たとえば、ネッ

トワーク化することによって人々が瞬時につながるの

だ、メディアは双方向化するのだ、ということは、もちろ

んそうであり、それらは非常に重要な変化で人類社会を

根本から書き換えることでしょう。しかし、僕らがここ

で注目しているのはもうちょっと違う側面なのですね。

つまり、情報技術が発達することによって今まで見えな

かったものがどんどん見えるようになっていると思うの

ですよ。

たとえば、これはちょっと冗談みたいな話ですけれど

も、皆さん、Facebookとかされていますか？　超されて

いますよね。僕もすごいしていますけれども、Facebook

に「いいね！」ボタンがありますね。あれは実は、結構ヤ

バイのですよ。皆さんのFacebookに登録している友達

に、結構仲がいい、ときどき差しでも飲みに行っている

なぜゲーミフィケーションが注目されて
いるのか
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なという感じがする男性と女性ががいたとしますね。そ

の男女が、ある日突然「いいね！」をつけ合わなくなる、

とすると、これは何があったか何となく分かりますよね。

今、たとえ話で僕はすごいばかな例を話しましたけれ

ども、これは結構大事なことなのです。つまり、われわれ

が今まで「空気」とか「雰囲気」とかと呼んでいたものが、

情報技術の発達とネットワーク化によって可視化されて

いっているのですね。いわゆる「ビッグデータ解析」等と

今さら言われ始めているのは、こういったものの有用性

に世間が気付き始めているからですね。なので、今まで

見えなかったものがどんどん見えるようになっていくと

いうのがインターネットなのですね。

そもそもプラットフォームにおける動線設計は、人間

がどのような行動をとるのかとか、どうするとコミュニ

ケーションが活性化するのかということを想定して設計

していくわけなのです。それがなぜ可能かというと、今

まで見えなかった人間の心理だったりとか、人間のコ

ミュニケーションだったりとか、そういったものが数値

になっていたり、フロー・チャートのような形で見える

ようになったからなのですね。なので、コミュニケーショ

ンの可視化に代表されるような、今まで見えなかった側

面を見えるようにする力がゲーミフィケーションを可

能にしているというわけです。人間にとって、今まで操

作できなかった部分を操作できるようになったことが、

ゲーミフィケーションという言葉を、今非常にバブらせ

ている、再注目させている背景にあると言えると思いま

す。このことは、実は哲学的または思想的にも大きな問

題であると僕は思います。

ところで皆さん、「中動態」という言葉をご存じですか。

これは能動態と受動態の中間の概念ですね。これはラテ

ン語等の概念らしくて、ギリシャ哲学に詳しい哲学の先

生から僕も教わったことなのです。どういうことかと言

うと、20世紀までのメディアは極端に能動的な主体か極

端に受動的な主体以外、想定していないのですね。たと

えば、映画というものは極めて能動的な観客を想定した

メディアですね。1,800円払って、さあ自分を楽しませ

てくれ、と待機しているが映画の観客ですね。対してテ

レビというメディアは、視聴率の計測システムから明ら

かなように、非常に受動的な視聴者というものを想定し

ています。基本的にはつけっぱなしをしていて、ちょっ

とおいしそうな料理が映るとか、ちょっとめずらしい動

物が走ってきた時に、「おっ」と視聴者の注目を惹くわけ

です。対して、インターネットはどうかというと、おそら

くそのどちらでもないし、どちらでもあるのですね。た

とえば、映画に必要とされる能動性が100でテレビに必

要とされる能動性が0だとしましょう。そのとき、おそ

らくインターネットはマイナス30にもできるしプラス

150にもできる、もちろん50にも80にもできるので

す。つまり、現代の情報技術は、人間個々人の常に移り変

わっていく能動性に合わせたメディアを提供することに

初めて成功したのですね。ここが僕は大きなポイントだ

と思います。人間という存在はおそらく能動的な主体で

もなければ受動的な主体でもなくて、中動的な主体なの

ですね。しかし、今まではテクノロジーの限界があった

ため、能動的な主体と受動的な主体をあらかじめ仮定す

るしか方法がなかったのです。

僕は今、メディアの話をしました。しかし、同じような

ことがおそらく政治制度についても言えると思います。

たとえば、アメリカの上院と下院、日本の参議院と衆議

院の問題があります。要するに、熟議とポピュリズムで

バランスをとるということが、現代の民主制度の思考の

相場ですが、多くの先進国でこれは破綻していますね。

日本はもう言うまでもないでしょうけれども、たとえば

アメリカの上院・下院というのは、実質として同じ全国

区での選出方法の違いだけになって久しいと思います。

また、メディアが発達するとどうしても受動的なスタ

イル、すなわちポピュリズムの方が勝ってしまうという

問題が出てくるのですが、そこに対して熟議というもの

を大事にしようとすればするほど「明るい独裁」に近づい

ていくという、ある種の限界にぶつかっていくことにな

中動態とインターネットの可能性
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ります。そこで、中動態的な主体であるところの人間の

本来性、そこにテクノロジーが初めてアクセスできるよ

うになったということは、とても大きな突破口として考

えることができるのではないかと思います。

「ゲーミフィケーション」は、一般的には一部の社会運

動、エンターテイメント、企業研修、という３つの分野

で主に使われているテクニックだと思うのですが、こう

いったものを真剣に考えることによって、これからの人

間社会における個人と国家の関係だったり、個人と社会

の関係だったり、そういった個人ともっと大きなものの

エンゲージメントの問題を考えることができるのではな

いか、といった話をこの雑誌で展開していたりするわけ

です。

また、この『PLANETS Vol.8』では、「地理と文化」と

いう話もしています。雑誌の目次で言うと、特集ではな

いのですけれども、「いま東京と東京論を問い直す」とい

う対談で、ある種の東京論の話をしています。ここで論

じていることは、インターネットが発達すると地理と文

化の関係はどんどん切断されていくということです。若

者の盛り場は、特に戦後社会において時代とともに10

年単位で移り変わってきました。かつて浅草・銀座の時

代があり、70年代に新宿に移り、そして80年代に渋谷

に移ったわけです。「じゃあ、渋谷の次はどこだ」と問い

かけると、ある人は下北沢と言うかもしれないと、ある

人は秋葉原と言うかもしれないと、ある人は代官山や中

目黒と言うかもしれないのですが、結論から言うともは

やジャンルごとに細分化されており、総合的な盛り場と

いう存在がないのですね。たとえば、オタクの人たちは

秋葉原に行き、ちょっと貧乏でサブカルが好きな人は下

北沢に行き、まだ頭の中の80年代が終わっていない人

は代官山や中目黒に行く、そういうことがたぶん言える

のだと思いますね。

では、インターネットの時代以降、21世紀になってか

ら、街と結びついた新しいカルチャーがボトムアップで

勃興したことがあったのか、と言われると、たぶんない

と僕は思うのです。おそらく90年代後半の裏原宿が最

後だったと思います。たとえば、「初音ミク」が秋葉原と

結びついているか、今のアイドル文化と秋葉原が発祥の

レベルで結びついているか、というと、たぶん結びつい

ていないのですね。具体的には、インターネットでまず

最初にはやったものが秋葉原にやってくる。そして、秋

葉原にオタクがいっぱいいるからそこにショップをつく

ろうとやってくるということで、発生源はほとんどイン

ターネットなのです。「魔法のｉらんど」が携帯小説を生

み、そしてニコニコ動画が「初音ミク」を育て、pixivがい

わゆる二次創作文化のプラットフォームとなり、２ちゃ

んねるが「電車男」や「やる夫」等を生んでいきました。こ

のように、インターネット上のコミュニティからサブカ

ルチャーが生まれていくということを繰り返しているの

です。こういったサブカルチャーというものは基本的に

はインディーズのコミュニティから発生していくものが

非常に多いですね。たとえば、かつての裏原宿もそうで

したし、昔のコミックマーケットもそうでした。日本の

漫画・アニメ文化というものはもちろん中央沿線に代表

されるような漫画家のコミュニティだったりとか、アニ

メ製作会社のコミュニティというものが片方では支えて

いるのですが、もう片方ではコミックマーケットが代表

するような膨大な二次創作市場というものが人材供給源

になっているということは、これは有名な話です。

しかし、そういったものが2000年代以降、明らかに

ネットワークの方に移動してしまっているということ

です。つまり、インターネットの有力なコミュニティサ

イトからしか新しい文化はほとんど生まれていないとい

う現状があるのです。2008年に秋葉原の連続通り魔事

件がありましたね。あのときに秋葉原の歩行者天国がつ

ぶされて、これで秋葉原はすごく衰退するのではないか

という説がありました。なぜかというと、90年代前半

に原宿では歩行者天国があって非常に栄えていたのです

が、一時的に歩行者天国がなくなったときに当時のカル

チャーが一時断絶して衰退したということがあったので

逆転する「地理」と「文化」
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すね。同じように秋葉原もヤバイのではないかと言われ

ていたわけです。ところが、そうはならなかった。なぜか

というと、秋葉原に集うオタクたちは常に日常のレベル

ではニコニコ動画や２ちゃんねるや他の種々のまとめサ

イト等でコミニュケーションをとっていて、秋葉原には

単にイベントや買い物に行くだけだからなのですね。コ

ミュニティの本体が街になかった、そのために文化生成

力にはダメージがなかったということが言われているの

です。つまり、地理と文化の関係が逆転しつつある、そう

いうことが言えると思います。地理が文化を生んでいる

のではなくて、文化が地理を決定している、そういった

状況がだんだん生まれているのだと思います。

では、そのときにリアルの空間はまったく意味はない

のか、リアルの空間に残された役割はないのか、という

と、それに対する僕の答えは「ノー」なのですね。リアル

の空間にはもちろん役割があるのです。でも、それは残

念ながら、多様なコミュニティが生まれ、濃厚なコミュ

ニケーションがそこで行われ、そこから新しい文化が生

まれていくというような、建築学者や社会学者の人たち

が好きな感じの話ではまったくありません。むしろ逆で

す。どれだけ頑張っても街から文化は生まれないです。

繰り返しとなりますが、今明らかにサブカルチャーを生

んでいく、文化の生成を行っていくコミュニケーション

の場はインターネットに移っているのです。しかし、そ

のインターネットの文化を活性化させるためには半年に

1度、3ヵ月に1度、あるいは1ヵ月に1度の祝祭の場

がリアルな空間に必要なのですね。たとえば、１年に２

回開催されるコミックマーケットもそうですし、もしか

したらAKBの総選挙等もそうかもしれないですね。そ

ういった時に必要なのは、むしろその１年に１回、半年

に１回の大花火に必要な大箱なのですね。それは東京の

ビッグサイトであり、幕張メッセであり、パシフィコ横

浜であったりするのです。ここから何が言えるかという

と、これらの装置は、都市ではなくて「建築」なのですね。

つまり、インターネットにある日常というものを爆発さ

せるための、ドライブするための非日常としてのリアル

な空間が必要とされているわけで、その非日常のリアル

な空間というのはまさに大きなお祭りを実現するための

何か大箱でなければならないのですが、そうした場とし

て、都市ではなくて建築が必要とされている、そんな議

論をここではしていたりします。

以上のように、「いま東京と東京論を問い直す」という

対談は、目次の上では特集からはずれた位置づけとなっ

ているのですが、ネットワーク化によってわれわれの現

実がすでに決定的に変化してしまっている、そのことに

ついてはどういった意味があるのかということを考えて

いる、という点では特集と同じ流れにあるわけです。

特集の基調座談会2とした「日本的想像力と『新しい人

間性』のゆくえ」という対談の内容は、比較的私の本来の

ジャンルに近いところの議論ですので、これに関して少

し紹介してみたいと思います。この対談では、「キャラク

ターと日本的想像力」という問題を論じています。

皆さん、たとえば、鉄腕アトム、鉄人28号、マジンガー

Z、ガンダム、エヴァンゲリオン、とずらりとキャラク

ターを並べてみた場合、この中で「ロボット」はどれか分

かりますか？　普通に考えれば全部ですよね。でも、こ

の中には、「ロボット」と「ロボットではないもの」がある

のですよ。では、どこで線が引けるか分かりますか。この

問題、結構意外だと思います。厳密な定義から言うとロ

ボットはアトムだけですね。ほかは全部違います。理由

は何かというと、人工知能の夢です。ロボットというも

のは、人工知能の夢の結晶なのです。ところが、日本のア

ニメーションの中で発達してきたロボットというのは、

ほとんどが乗り物なのです。つまり、車と変わらないの

ですね。外国人からは「それってそもそもロボットでも何

でもないじゃん」みたいに見えるらしいです。僕はガンダ

ムの時代に生まれているので、僕にとってのロボットと

いうのは基本的に乗り物だったのですけれども、後から、

「へぇ、ロボットというのは人工知能があるのが定義だっ

のか」ということを知ってショックを受けました。これは

「ロボット」とは何か
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結構おもしろいことなのではないかなと思います。つま

り、日本におけるロボットというものは、男の子の成長

願望のある種のはけ口というか、男の子の成長願望に根

ざした玩具タイアップ商品として発達してきたという側

面があるのですね。

そこでは、日本人の男子が抱く社会参加とか大人にな

ることのイメージと密接に結びついていると考えるのが

自然だと思います。つまり、自分の体を鍛えて大きくな

るとか、自分の体自体が進化するのではなくて、より大

きな体を手に入れて、自分ではない何かと合一すること

によって大人社会に加わって参加していく、そういった

イメージが日本ではとても良く受け入れられているとい

うことであり、このことを僕は非常におもしろく感じて

います。

たとえば、鉄人28号もマジンガーZも、ガンダムも

エヴァンゲリオンも全部そうですけれども、ロボットを

つくったのは、だいたいが主人公の少年のお父さんやお

じいちゃんですよね。そして、小さな主人公の少年にこ

の機械の体を与え、そして主人公の少年はこの機械の体、

すなわちかりそめの肉体を操ることによって戦いに参加

したりして、社会参加の快楽とか、悪と戦う快楽という

ものを得ていく、そういった道筋をたどっていくという

ことですね。

これは極めて日本ならではの想像力だというふうに私

は考えています。その背景は、難しい問題でもあるので

すが、自分が直接社会にコミットするということに対し

てのある種のためらいというか、イメージの持ちづらさ

というものにも起因しているのだというふうに私は個人

的には考えています。

また、これはよく言われることですが、「無責任の体

系」という言葉であらわされる責任主体と天皇制につい

ての議論がありますね。自分もその空気をつくっている

一員なのですけれども、「これは天皇の言葉なのだ」と

いう仮定を置くことによって、すなわち天皇というキャ

ラクターを１回経由することによって、自分自身はどこ

か責任から解放されたような形で意思決定に参加する、

という文化の在り方です。そういった文化とも、日本的

なキャラクターの在り方は密接に関係しているのだと

思います。これまでも多少触れてきましたが、たとえば

VOCALOIDに代表されるような二次創作文化において、

個人がイニシャルを残したくないとか、むしろ個人のイ

ニシャルが抹消されることによって積極的に創作に参

加することができるという、そういった日本のサブカル

チャーや日本の文化空間というものを象徴するのが、こ

のロボットの問題であるように思えます。

同じように、ウルトラマンや仮面ライダーといった、

「リトル・ピープルの時代」について私は論じました。す

なわち、アメリカのヒーローというものはたいてい生身

でも強いのですけれども、正体を隠すためにマスクをし

ているだけですね。ところが、日本におけるヒーローは

元の主人公とはまったく別物になってしまうのです。ハ

ヤタ隊員も本郷猛も変身することで初めて超能力を発揮

することができるのです。

先ほどお話しした日本のキャラクターの問題は、こう

いったこととも深く関わっているというか、基本的には

同じ問題だと思っています。こういった前提としての日

本のキャラクター論というか、キャラクターというもの

が代表する日本的想像力の問題というものをベースに、

情報社会の問題をこの雑誌では論じています。

では、それはどういうことかということを少し解説し

たいと思います。具体的には、「日本的想像力と『新しい

人間性』のゆくえ」という記事です。先ほど名前が出た

ゲーム研究者の井上明人君と濱野君と、ご存じの方もい

らっしゃると思いますがチームラボの猪子寿之さん、そ

して私の４人で対談をしています。どんな話をしている

のかというと、大きく２つです。ひとつは先ほど私が述

べた日本的想像力、特にキャラクターに関しての日本的

想像力という問題です。もうひとつは、情報社会という

ものが見いだした新しい人間性という問題です。後者に

関してこれから説明したいと思います。

情報社会が見いだした新しい人間性
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この論考では、前半と後半で一見まったく別の話をし

ていますが、実はつながっているのです。後者は先ほど

説明した、日本的想像力の本質についてということです

ね。キャラクターというものに仮託して日本的想像力の

本質について語っているわけです。これに対して前半の

テーマは「新しい人間性のゆくえ」についてです。情報化

で変化する人間像、情報工学が人間や社会像を変えてき

た過去50年。マーケットこそが世界を変える、と軽く

言っていますが、これは本質的なことです。先ほどのゲー

ミフィケーションの議論に象徴されるように、いわゆる

インターネット論というものは、ほとんどいかにつなが

るのかということを論じてきたわけです。すなわち、つ

ながり方が変わること、社会のつなぎ方が変わることに

よって社会の仕組みが変わるということ、たとえば物の

値段が安くなったりとか、すごく便利になったりとか、

効率がよくなったりとか、そういったことをずっと論じ

ているわけですね。それに対して、人文的な知の訓練を

受けてきた人のほとんどが、「それは本質的な変化ではな

い」と言っているのですよ。単に効率がよくなるだけと

か、情報を効率よく集めて、それを検索できるようになっ

ただけだとか、そういうことを言っているわけです。イ

ンターネットというものが出現して人間同士のつながり

方が変わる、コミュニケーションが変わるが、それは社

会にとって本質的な変化ではないと考える人の方が実は

多数派なのです。ほとんどの人文系の人たちは、この情

報化による変化を単にクラスの席替えのようなものだと

思っているのですね。すなわち、席替えすると以前より

も通路が通りやすくなるとか、掃除がしやすくなるとか、

そういった変化にしかすぎないと思っているのです。

ところが、僕らはそうした人たちとは違う考え方をし

ているのです。すなわち、インターネットが象徴する情

報化というものは、人間同士のつなぎ方を変えるだけで

はないのです。この「席替え」を可能にしたいくつかの情

報革新というものは、われわれの人間像や社会像そのも

のを根本から変えているのではないか、という議論をし

ているのです。その議論の一端が、冒頭にお話をしたゲー

ミフィケーションの議論です。かつては、情報サービス

を提供する制度を設計するときに想定した人間像という

ものは、極めて能動的で意欲的な市民か、受動的で消極

的な動物かの２パターンしかなかったわけです。それに

対して、情報技術の発展は、極めて中動的な人間本来の

姿というまったく別の人間像の存在を可能にするという

ことですね。こうした中動的な人間像を、われわれは政

治サービスの受容者として、あるいは商業サービスの受

容者として想定することができるようになったというこ

とです。ほかにも、情報技術の発展によって人間像や社

会像自体を変えることができるのではないかという議論

をこの対談でしています。

たとえば、ここでチームラボの猪子氏が論じているこ

とは、非言語領域の開拓についてです。人間が思考でき

ることのうち、言語で表現できることはむしろ少ない、

そういった立場に立って考えてみます。一方で、今の情

報技術は言語化できないものをコミュニケーションの手

段に使えるという技術が非常に向上しているわけです。

こう言ってしまうとちょっと小むずかしく聞こえるかも

しれませんけれども、皆さんもLINEでスタンプを普通に

送りますよね。まあLINEのスタンプはちょっと極端すぎ

る例かもしれませんが、何かコミュニケーションをする

ときに、いちいち文字を入力するよりも、自分の気分を

伝えるような画像をフォルダから選んで送ったりするこ

との方が多かったりしますね。そういったことが一例だ

と思うのです。そもそもインターネットがテキストベー

スの言語コミュニケーションだったということはむしろ

初期の段階でしかないのではないか、という考え方もあ

り得ると思うのです。もちろん、それが正しいかどうか

は厳密に検証しなければいけないと思いますけれども。

このように、今の情報技術が人間像や社会像そのもの

を変えてきたと考えていくということです。別の言い方

をすると、現在の哲学や思想は、工学に追いついていな

いという立場をわれわれはとっています。

たとえば、Amazon、ZOZOTOWN、楽天、地図情報

サービスのGoogleマップ、食べログ等、ITCのサービス
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業者は、おそらく大学の研究施設、行動経済学や社会心

理学の研究室でも持っていないような、人間の行動に関

する新しいデータを持っていると思います。こんなケー

スで選択肢がいくつかあると、人間はこういったものを

選びやすいとか、そういった情報について、こうした企

業はかなりのデータを持っているはずです。ただし、そ

れらに対しての人文科学的な意味づけは、ほとんどされ

ていない状態なのですね。なので、「人間というものは、

Ａ、Ｂ、Ｃという３つの条件があるとなぜかＣを選びや

すい」とか、それがなぜなのかよく分からないけれども、

そういうデータが山のようにたまっていて、分析を待っ

ている状態が生まれているのですね。しかし、その傾向

だけを使ってもかなり世の中を変えていくことができる

はずです。現在はそういった状態になっているというこ

とです。

というわけで、「情報工学的なテクノロジーは人間像や

社会像を変えるわけではない」と考えている人たちが時

代の最先端から置いていかれてしまっているので。そう

いった前提に基づいて、われわれはいかに追いつくかと

いう議論をずっとしているということです。

そういった中で、皆さんに、「オウム真理教による地下

鉄サリン事件」という事件を思い出してもらいたいので

す。この事件が起こった1995年のとき、私は高校２年

生で17歳でした。あのときのことを思い出してほしい

のですね。あのオウム真理教の事件は非常に痛ましい事

件でしたし、社会に大きなインパクトがあったと思いま

す。いわゆる学歴エリートと呼ばれていた、しかも理系

の人たちがオカルトな思想にはまっていったという事実

が、非常にショッキングなこととして社会に提示された

と思うのですが、あのときにいろいろな人がいろいろな

ことを言っている中で、これも非常に有名な人ですけれ

ども、僕の最初の本の帯を書いた人なのですが、社会学

者の宮台真司さんという人が発言していました。私は最

近ある機会があって、当時のオウム真理教に対していろ

いろな知識人が何と言ったかということを結構まとめて

読み直す機会があったのですけれども、宮台さんだけが

ひとりだけどう考えても、いい意味で頭がおかしいこと

を言っているのです。ほかの人はだいたい、「オウム真理

教はちゃんとしていないからだめだ」と言っているので

すね。たとえば、オウム真理教は、ドラッグを使っている

し、教義はでたらめだし、犯罪も犯しているし、あんな偽

物の宗教に騙されるような若者は知的に脆弱だからだめ

なのだ、と言っているのです。私もまったくその通りだと

思います。しかし、そのときに宮台さんだけがちょっと

おかしいことを言っているのです。「オウム真理教はだめ

だ」という結論は彼も変わらないのですけれども、何でだ

めか、というところで、「オウム真理教はやり込みがぬる

いからだめだ」みたいなちょっとおかしいことを言って

いるのですよ。何でやり込みがぬるいからだめかという

と、つまり彼はこう言っているのです。「自分は、自己開

発セミナーとか自己啓発プログラムというものを、最初

にはやり始めた80年代の末とか後半の頃に結構趣味と

実益をかねてすごくマスターしていた」と言っています。

そして、「そんな自己啓発セミナーのメソッドを完璧に身

につけた自分は、オウムごときの洗脳には負けない」みた

いなことを宮台さんは言っているのです。つまり、「オウ

ムは自己開発セミナーの劣化コピーだからだめなのだ」

みたいなことを彼は言っているのですね。

実は、これは僕は非常におもしろいことだと思います。

つまり、当時の自己開発セミナーの方法論というものは、

情報化の中で実装されるもの
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自分で自分を管理するにはどうしたらいいのかというこ

とをずっとやっているわけなのですね。人間が人間自身

をコントロールするにはどうしたらいいのかということ

を、方法論的に洗練していったようなところがあるわけ

です。しかし、そうした機能のうちの何割かは、実は今、

ウェブサービスに置き換わっているのですね。たとえば、

分かりやすい事例としては、カロリーコントロールのた

めに自分のカロリーを記録していくというアプリである

とか、ナイキプラスiPodで自分のジョギングの状態を常

に把握して、それをモチベーションにつなげていくとい

うケースであるとか、自分のタスク管理のアプリである

とかです。いわゆる仕事術とか健康管理のアプリは、か

つて自己開発セミナーで語られていた自己管理術に近い

発想でつくられていっていると思うのですよ。つまり、

それ以前は人間力とか精神論の次元で語られていたもの

をしっかりと定式化してコントロールするのだという思

想で、当時の自己開発セミナーはつくられていたのです

ね。そのうちの何割かは人間のコミュニケーションや心

理、テンションの部分ですね。そういったものを可視化

してコントロールする情報技術の発展によって、普通に

カジュアルなウェブサービスその他によって、それらが

可視化できるようになり、コントロールがすることがで

きるようになっていったわけです。

それまでは、一歩間違えばオカルトだったりとか、一

歩間違えれば金八先生っぽいものにあこがれている先生

による、ありがたかったり、ありがたくなかったりする

ようなお説教だったりとか、そういったたぐいのものが

たくさんあったわけです。そして、われわれが情報化の

進展の中でやってきたとことは、そういったものをどん

どん技術に落としこんでいって、そして実際に実装して

いく、そういった過程であったとも言えると思います。

こういったことが、私がちょうど１年ちょっと前に自

費出版した雑誌『PLANETS vol.8』の大まかな内容で

す。大まかな内容というよりも象徴的なポイントであり、

こういうポイントをつないで、大きな世界観で絵を描き

出したということですね。それは一言で言うと、今ここ

で起こっていることなのですね。さらに言えば、もうす

でに起こって市場の中にあふれている、あるいはネット

ワークの中にあふれているのだけれども、おそらくその

意味づけについてまだあまり論じられていないものにつ

いて、どれだけ掘り返せるかということをずっと考えて

いたということです。

それから１年か２年ぐらいたっていて、その後にわれ

われが何を考えているのか、次の号をつくるときに何を

考えているかという話を最後に簡単にしていきたいと思

います。

『PLANETS』のvol.9は、「特集：東京2020（仮）」です。

これはタイトルから分かるようにオリンピックに関連す

る社会提案を今のところ考えています。

前回の８号は、今までお話ししてきた通り、現実の写

し絵、すなわち現実に対してより深い理解をする、すで

に存在しているものの意味づけというものをしっかりや

り直すことによってわれわれの足下をしっかり照らし出

そうという特集だったわけです。

それに対して、Vol.9では、実際に近未来を構想する

ということをやってみよう、という発想に切り替わって

いったということが言えるのだと思います。その中の内

容を簡単に説明しながらこの主旨を追っていきたいと思

います。

この特集は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４パートからなりたって

います。最初はＡです。2020年のオリンピックは、64

年をいかに取り戻すか、日本をいかに取り戻すか、そう

いったオリンピックになっていくというふうに思われま

す。それはわれわれの世界から見ると端的にはおもしろ

くないということですね。「一生、『ALWAYS三丁目の夕

日』とか見ていろよ、おまえら」みたいな気にしかならな

いわけですよ、はっきり言って。そういったものに対し

て、じゃあわれわれだったらどうするのか、というポジ

ティブなビジョンを出してみようと考えています。それ

は開会式のビジョンでもあり、競技中継のビジョンでも

東京2020
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あり、あるいはパラリンピックの在り方そのものに関し

てのアイデアの提出になると思います。

もう少し内容に踏み込むと、ロサンゼルス・オリンピッ

ク以降の、テレビオリンピックや商業オリンピックに対

するオルタナティブをどう提案していくのかというこ

とですね。もちろん、経済的にそれを否定することはで

きないわけです。その中で、変容しつつある近代オリン

ピックの意義というものをどうとらえ直すかということ

がひとつの大きな課題になっていくかと思います。実際

に招致のときにあれだけ反対がありましたし。疑似的な

ナショナリズムの高揚装置という近代オリンピックの役

割は、先進国においては終わりつつあるということのひ

とつの象徴なのではないかと思っています。別にオリン

ピックやワールドカップで国民が心をひとつにしなくて

も、もはや江藤新平みたいに反乱を起こしたりするわけ

ではないですよね。マスメディアがひとつの大きな話題

を提供して、それをみんなが眺めるといった形とは違う

形での公共性の在り方というものを問う、そういった契

機になればと思い、このテーマを設定しています。

そして、パラリンピックの方で問われるのは人間観そ

のものです。オリンピックとパラリンピックの間に境界

を設けるべきではないという議論が昔からずっと続いて

います。日本では乙武洋匡さんがその代表的な論者のひ

とりだと思います。パラリンピックには、どこまでが正

常な人間か、どこからが正常な人間ではないのか、とい

う議論が常につきまとっています。パラリンピックの障

害の度合いの判断も結構いい加減で、どこからどこまで

の障害だったらこのランクなのか、どこからどこまでの

障害だったのどのランクなのか、それによってメダルの

とれ方も全然違うわけですね。なので、パラリンピック

におけるフェアネスとかゲームルールの公正を巡る議

論は、そのままわれわれの社会がどこまでを正常な人間

として許容するのかとか、あるいは人間というものは基

本的に不平等な生き物なのだけれども、それでも平等を

実現するためにはどうしたらいいのかとか、そういった

問題と常に隣り合わせにあるということを意味していま

す。そういったテーマを扱おうというのがこのＡパート

「オルタナティブ　オリンピック・パラリンピック」です。

当然ですが、こうした議論は『PLANETS Vol.8』で展

開した、われわれの情報テクノロジーの発展が人間観や

社会観それ自体を変えるという立場に基づいているから

こそ、こういった発想が出てくるということです。

Ｂパートのテーマは「都市開発」のBLUEPRINTです。

このパートでは、ネットワーク化以降の都市論というも

のの集大成をやってみたいということです。現在、新し

い国立競技場の件が非常に紛糾していますが、2020年

における東京開発は、東京都あるいは国がずっと手がけ

たかった湾岸新都心の開発にほかならないと考えていま

す。そこに対してどうポジティブな介入を図っていくの

かというテーマ設定をしたいと思います。もちろんそこ

には文化論的なものが非常に大きな影響を及ぼすと考え

ています。また、現在における都心回帰をどう意味づけ

るかという議論もここに絡んでくるでしょう。

これは『PLANETS Vol.8』の「いま東京と東京論を問

い直す」という対談でわれわれが論じたことでもあるの

です。現在の都心回帰という現象は、戦後の中流文化の

終わりの象徴だと僕は思うのですね。戦後、新宿と渋谷

をターミナル駅とする私鉄の沿線に沿って東京が西へ西

へと延びていくとともに、戦後の中流文化というものは

発達していったわけです。そして現在、その傾向は一段

落しています。現在の20代、30代のホワイトカラーの

ほとんどは、調布に一軒家を買わないと思うのですよね。

それはなぜかというと、ひとつは単純で共働きをしてい

るからですよ。専業主婦を家に囲わない限り、郊外から

の通勤スタイルはあり得ないですね。

そして、ホワイトカラーが調布に一軒家を買わなくな

るとすると、賃貸を借りる人が多くなるので、財産の持

ち方が変わってきます。また、そもそも勤務形態がフレッ

クスだったり、年俸制だったりするので、雇用状態とか

生活スタイルとか、24時間の使い方もおそらく戦後の

新しい中流のための都市開発
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サラリーマンとは全然違うものになってきます。さらに、

買い物する場所も全然違うわけです。ターミナル駅で乗

り換えないから百貨店に行かなくなりますね。そういっ

た新しいホワイトカラー、新しいクリエイティブクラス、

新しい中流というものが都心に出現しているのではない

か、そういった仮定のもとにわれわれは議論を進めてい

ます。そして、その仮設に合った都市計画とは何かとい

うことを議論するのがこのＢパートです。

次にＣは、CULTURAL FESTIVALについてです。僕

らのようなオタクの人間にとって基本的にはオリンピッ

クは苦痛なイベントなのですね。今回のワールドカップ

もそうですけれども、何でみんなで同じものを楽しまな

ければいけないのだ、とか思うところがあるのです。で

も、このことは、ある意味で国家や社会の成熟の証でも

あると思うのですね、つまり、みんなが同じもので楽し

まなくても公共性が保てるということなのですから。そ

こで、オリンピックにのっかれない文化系の人たちのた

めの文化祭をやろうということを提案しています。せっ

かく外国人観光客もいっぱい来るのですから、そこで漫

画でもアニメでも、アイドルでもビジュアル系でも何で

もいいのですが、そういったものが一堂に会して楽しく

やろうという、提案ありきの企画になると思います。

最後のDは、DESTRUCTION、すなわち全部破壊す

るということで、「オリンピック破壊計画」です。これ

は、まあ冗談のような企画と言えば冗談のような企画な

のですが、オリンピックを仮にテロで破壊するとしたら

どういったことがあり得るのかということについて、ポ

リティカルフィクションの形態をとって、かなりシリア

スにシミュレーションしようと思っています。これは、

ジョーク企画と言えばジョーク企画なのですが、非常に

シリアスな内容でもあると思います。

ところで、日本においてポリティカルフィクションと

いうものは長らく成立していないと私は思っているので

すね。おそらくは日本におけるポリティカルフィクショ

ンで、しかも海外に輸出可能だったものというと、かつ

ての押井守監督の『機動警察パトレイバー』までさかの

ぼらなければいけないのではないかと思います。つまり、

アニメーションや特撮の世界等、擬似的な形でしか日本

においてはポリティカルフィクションは成立していな

い、ということが戦後文化のひとつの特徴だと思うので

すね。そのことは、日本の戦後文化の本質に関わるよう

な問題だと思います。徹底的に個人的であることが、つ

まり反国家的であることということが、結果的に公共性

につながるのだという、そういった戦後民主主義的なロ

ジックがかつてありました。それを肯定しようと、また

は否定しようとする過程で、日本において、個人と社会、

文学と政治とが結びつかないという、そういった断絶ス

タイルを生んでしまったということが、日本におけるポ

リティカルフィクションの不在と結びついているのでは

ないか、そういった前提が僕らの中にあります。そこで、

じゃあどうやって超えていくのかということを、この主

題にしていきたいと考えています。

以上、駆け足ですが、１年前に僕のつくった本と今つ

くっているもうひとつの本と、この２つの間柄を考える

ことによって、今ここで起こっている変化というものか

ら未来をどのように構想していくのか、そういった話を

今日ははさせていただきました。とりあえずはこんな形

で締めさせていただきたいと思います。皆さん、ありが

とうございました。（拍手）

オタフェスとオリンピック破壊計画
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【太 下】  宇野さん、どうもありがとうございました。で

は、塾生の方も事前に宇野先生の本を読んできて、質

問あるかと思います。まず、大澤さんから行きましょ

うか。

【大澤】  非常に興味深いお話をありがとうございました。

私自身はビルを眺めたりするのがけっこう好きなも

ので、先日完成した虎ノ門ヒルズも建設中から定期的

に観察しているうちに、今後、東京はどうなっていく

のだろうと漠然と考えるようになりました。今回、東

京オリンピックの開催が決まって、虎ノ門ヒルズの下

に道路を通したように、晴海の選手村からメイン会場

となる外苑までを中心に再開発が進んでいくと思いま

す。こちらの『PLANET』にも書かれているとおり、港

区・中央区・千代田区の都心３区の開発が優先される

ということでもあり、また、家族の在り方も変わって

共働きが多くなる中で、働いているところと近い都心

への移住が進んでいくと、いわゆる郊外の、私たちの

親世代が住んでいるような地域は、たぶん老人しか住

まなくなるのではないかと思います。それら郊外は人

口減少にともなって消滅してしまうのか、あるいは何

か新しい、別の形で再興を目指すことができるのか、

そのあたりについてお考えがありましたらお聞かせい

ただきたいです。たとえば、かつてのベッドタウンだっ

た団地等は、すでに衰退していますけれども、郊外も

やはり同じ道をたどるしかないのでしょうか。

【宇野講師】  これから“衰退”していくであろう東京西部

のベッドタウンがどうなるかということですね。僕の

考えで言うと、外国人と学生が住むのではないでしょ

うか。それを衰退ととるかどうかは価値観だと思いま

す。そこでどうでもいいようなプロジェクトを実施し

てお茶を濁すということが、僕は一番だめなことだと

思いますね。はっきり言って、セントラル・イースト・

東京みたいな展開しても、クリエーターは絶対出てこ

ないですからね。そうではなくて、都心部に膨大な空

き家があるという場合に、それを福祉や社会保障等、

弱者のためのセーフティネットとしていかに使ってく

のかということが政治的な課題になるのだと思いま

す。もう一方の課題としては、そこに社会企業的なビ

ジネスがどう成立するのかということで、この２点で

はないかなと思います。つまり、リノベーションとか

住み替えというものを、役所仕事でやるよりは民間で

やった方がうまくできるというところがいっぱいある

と思うのですね。そういったところにいかに誘導して

いくのかというのが民間の考えることで、行政の考え

るべきことは、そういった膨大な昭和の遺産というも

のを、いかにセーフティネットとして機能させていく

のかということではないかと思います。僕は、そこに

たとえばアートが好きな人を集めるとか、何かの職人

たちを集めるとか、ある種のコミュニティアート的な

発想というか、テーマコミュニティをそこに植え付け

るという発想はあまりうまくいかないのではないかな

と考えています。なぜかというと、きょうの講演でも

述べたように、文化の生成力を持ったコミュニティを

つくる力は、今はネットワークの方が圧倒的に強いか

らですね。

【大澤】  ありがとうございました。

【美濃地】  大阪から参りました美濃地と申します。官公庁

の関係の仕事をいろいろやっています。きょう最後に

お話をされた点、順番から行って最後になってしまい

Part2：質疑応答

大澤氏
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ますけれども、オリンピックの件でお話をされたとこ

ろで、オルタナティブということで新しいオリンピッ

クの在り方というのをご提案されるというお話で、私

もどういうことかなと思って半年ほど考えています

が、確かにロス五輪以降というのは非常に商業化をし

て、それで逆にうまくいっているというところはある

と思うのですけれども、ですから、スポーツイベント

としてのオリンピックは2020年もその文脈で行けば

大成功するのではないかなという気はするのですが、

それ以外の部分で文化的な、宇野さんがご提案される

ような文化祭的なもの、いわゆるスポーツイベントで

はないオリンピックに関わる何かイベントというもの

も非常にお金がかかることではないかなという気はす

るのですけれども、その資金的なものというのはどう

やって賄っていくのかなと。

【宇野講師】  僕は税金を使うとか、公的な資金を投入し

ようとかは一切考えていません。しかも実は、箱物を

つくるということも僕は一切このプランでは考えてな

いのですね。つまり一言で言うと、たとえば観光客が

落とすお金だったりとか、出展する企業の広報費とか、

そういったもので賄えるようなプランを今考えている

のですね。いわゆる文化人とか評論家筋とか、学者と

かそういった人たちが社会提案すると、いきなり巨大

な箱物をつくろうということになってしまい、「こんな

箱に50億円もかかってどうするの、ばかじゃないの」

と言われて終わるというケースがすごくいっぱいある

と思うのですね。そういったことで僕らはばかにされ

たくないのです。そこに関して言うと、きっちりとそ

ろばん勘定が合うものを提案していきたいと思ってい

るのですね。たとえば、Ａパートの「オルタナティブ　

オリンピック・パラリンピック」で、このような開会

式や中継方法があるという提案に関して言うと、実際

に予算表をつけようと思っているのですよ。われわれ

の考えるこのプランで、こんなテクノロジーを使って

こうやるとこれぐらいの予算がかかって、それは北京

オリンピックでやったこれぐらいの舞台にかかったお

金と比べるとこれだけ安いですよ、みたいな、そういっ

た見せ方をきっちりしていきたいなというふうに考え

ています。

また、ここで話を整理しておきたいのですけれども、

４つの計画のうちのＡパートが、「もしわれわれに開

会式やオリンピック本体、パラリンピック本体を任せ

てくれるのだったらこうしたい」というプランですね。

Ｂパートは「都市開発に対してはこういった意見があ

ります」というパートですね。Ｃパートに関しては、こ

れは完全に民間ベースです。つまり、「ドワンゴとかコ

ミケの準備会とか、そういったところに声をかけたら

実現できると思いますよ」というものです。そして、Ｄ

パートは完全なフィクションです。そういった体裁で

すね。

【美濃地】  分かりました。ありがとうございます。

【小西】  前回の濱野さんのお話でもそうだったのですが、

日本独自の文化といいますか、日本独自のものがある

というお話が前提にあったと思います。たとえばこの

『PLANETS』にもありましたように、手段と目的だっ

たら日本では手段ですね、過程、プロセス、それそのも

のがネタになる、そういった独特の日本の文化がある

というお話でしたが、一方で、たとえば先進国として

の成熟性、お話の中にあった成熟性・多様性、ワール

ドカップやオリンピックで国が一丸となって同じこと

をやらなくてもいいという冷めた目線、それは先進国

文化の成熟性だというお話があったように、インター

美濃地氏
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ネット社会においては日本独自のものもある一方で、

世界全体が同質化していくというようなところもある

と思います。その同じようになっていく側面と日本独

自で発達していく側面、それはどう理解したら良いの

でしょうか。

【宇野講師】  たぶん２つのレベルでこれは答えられると

思うのですね。ひとつ目は一般論ですね。超一般論で

すけれども、一般的には、インターネットが進んでい

くと、プラットフォームやハードウエアはどんどん画

一化されていくけれども、コンテンツは多様化してい

くという一般的な理解があります。これはGoogleで

もアマゾンでも全部そうなっていて、プラットフォー

ムはどんどん一元化されていくのだけれども、一元化

されればされるほどその上に乗っかっているもの、た

とえばGoogleで検索できる情報はたくさんになって

いくし、アマゾンで買える商品は多様化していくとい

うことです。つまり、一元化と多様化ということが同

時に起こっていくというわけですね。

もうひとつの説明はこうです。日本という国の中で

は、日本でしか流行っていないとか、日本でしか生ま

れていないというものがあまりにも多すぎて、ガラパ

ゴス化問題というのがよくも悪くも問題になっている

ということです。一般的にはこのガラパゴス化という

のは悪いことだと思われていることが多いですね。し

かし、最近で言うと日韓でつくったLINEがこれだけグ

ローバルになったという事実で、結構変わってきたな

という空気もあるようです。日本ではガラパゴスだと

思われていた想像力やガラパゴスだと思われていたテ

クノロジー、ガラパゴスだと思われていた思想という

ものが、意外とグローバルな批判力を持っていく、グ

ローバルな商業価値を抱いていくというなシナリオは

これまでもあったし、これからもあり得ると思うので

すね。しかも、この先、少なくともアメリカやヨーロッ

パよりは日本に対する親和性の高い国々、たとえば東

南アジアだったりとかインドだったりとか、それらの

国でライフスタイルがどんどん中流化していくわけで

す。そこには大きなビジネスチャンスだったり、文化

的な浸透の可能性があるのではないかというのがわれ

われの立場です。

【吉田】  吉田と申します。よろしくお願いします。先ほ

どプライベート以外の質問ならという話がありました

が、これからお聞きする内容はちょっとプライベート

に関わる質問になるかもしれません。できましたら差

し支えない範囲でお答えいただければと思います。今

回、この『リトル・ピープルの時代』を熟読させていた

だきました。それで、後書きのところで、ご自身のお名

前はお父さんのお名前を使われているという話が書か

れていました。全体的にこの本を読ませていただきま

すと、要はビック・ブラザーからリトル・ピープルへ、

あるいはウルトラマンから仮面ライダーへ、大きなお

父さんから小さなお父さんへ、のようなメッセージが

背景にありそうな感じがしております。ご自身もペン

ネームでお父さんの名前を使われているということ

で、ひょっとしたら何かしらそういう、父親的なもの

やいわゆる父性、父親の性的なところに対して何か特

段のこだわりがあるとか、そういうものがおありなの

かなという感じがしています。このあたりのところは、

実際にはどのようにお考えでしょうか。

【宇野講師】  それは後書きに書いてある通りですね。僕個

人のライフヒストリーで言うと、僕は15歳から高校

の寮に入ったので、ずっと家にいなかったのです。む

しろ家族関係は希薄な方で、非常にホモソーシャルな

小西氏
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世界に生きてきた人間なのです。どちらかというと家

族といるよりは同世代の友達と群れている方が好きと

いうようなスタイルをずっと続けてきた人間なのです

ね。

だから、僕個人は家族とか女性を得ることとか、家

族形成をすることで人間が救われるとは思っていない

のです。どちらかというと、対等なプレイヤー同士が

群れているという状態の方が人間にとって本質的な承

認になるのではないかと思っているのですね。なので、

村上春樹批判ということについても、女性の神聖化イ

コール個性化みたいなところで、村上春樹がずっと向

き合ってきた大きなテーマを埋め合わせようとするよ

うになってしまったということに対して、僕はすごく

批判的に解釈しているわけです。

たとえば最近、吉本隆明全集刊行記念シンポジウム

の司会をやったので、吉本隆明を読み返す機会があり

ました。それであらためて気付いたのですが、吉本さ

んは上野千鶴子氏からの批判にうまく防御できていな

いと思うのですよ。つまり、「対幻想」だけをブラック

ボックスにしてしまっているという批判ですよね。吉

本隆明氏は、近代のパラダイムでの思考を疑って、古

事記にまでさかのぼってもっと根源的に物事を考えろ

と言っているくせに、「対幻想」だけは極めてベタで近

代的な家族観に寄っかかって議論を立ててしまってい

るという批判です。あの批判は、僕は結構正しいと思

うのですね。たとえばインターネットが生まれて、個

人が国家とか地域コミュニティを経由しなくても直

接マーケットに向き合うことができるようになりまし

た。これは吉本隆明用語で言うと、「共同幻想」がなく

ても生きていける状態に近づいていると言えると思う

のですね。そのときに「対幻想」という、ある種の男性

中心主義的なブラックボックスを使わなくても、自己

幻想と市場が対等に向き合っていける、個人と市場が

直接つながっていくような社会を構想することが求め

られていると思うのです。そういったモチーフについ

て僕は考えみたいのです。なので、インターネット社

会と性的なメタファー、家族間の問題というものは一

見離れているけれども、僕の中ではすごく結びついて

いるのです。それで、『リトル・ピープルの時代』はこ

んな本になっているということなのです。

【吉田】  そうですか、分かりました。ありがとうございま

す。

【太下】  では中谷理事長、お願いします。

【中谷理事長】  どうもありがとうございました。

「夜の世界」が、この失われた20年の中で非常にイ

ノベーティブであったとおっしゃったわけですけれど

も、これは日本独特の現象と考えておられるのでしょ

うか。

【宇野講師】  そこに関しては、おそらく日本だけではない

と思います。しかし、日本においてはそれが非常に顕

著だったと思います。なぜかというと、日本において

インターネット以前・以降は、戦後以前・以降とイコー

ルだからです。先ほど僕が述べたように、インターネッ

ト世代は、これは偶然の一致かもしれませんが、労働

環境的に言うと戦後の中流文化の崩壊以後に社会に出

た人とほぼ重なり合ってしまうのですね。そのことは、

僕と濱野君の言葉で言うところの「夜の世界」の業績

というものが過小評価されている原因ともたぶんつな

がっているのではないかなと思っております。

【中谷理事長】  今日本でインターネットオタクと言われ

ている人のレベルというのは世界的に非常に高いです

よね。

吉田氏
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所得はあまりないけれども、知的レベルは高くて、

そこから生み出されるいろいろなコラボレーティブな

仕事の中には世界的にも結構見るべきものがある。そ

ういう話も聞いたことがありますけれども、この「夜の

世界」の成果や知恵というものを、いかにして「昼の世

界」に持ち込むのか。これが宇野さんのテーマですよ

ね。

それについてすでにかなりお話しされたと思うので

すけれども、もう一回整理してお話いただけませんか。

【宇野講師】  今ご質問されている背景は、「こういったも

のを持ち込んだらいいのではないか」という内容の話

を僕がしてしまったためだと思うのですね。その方法

論の方をお話しした方がいいということだと思いま

す。その方法は一言で言うと、「昼の世界」の人たちの

目が光っていないところで成功例を出すことだと思い

ます。そうしないとたぶん、理解をしてもらえないと

思います。別の表現で言うと、鎌倉幕府みたいなもの

がいいと思います。朝廷は京都に厳然としてあるわけ

ですね。そこでは雅な人たちが雅な生活をしているわ

けです。そうした中で、鎌倉という当時のど田舎に勝

手に軍事政権をつくってしまい、勝手に守護や地頭を

全国にばらまいて、いつの間にか日本を実効支配して

いたわけです。これはちょっと冗談みたいな例えです

けれども、目に見える形での成功例を出すという以外

に、説得力を持つことはたぶんないのではないかと思

います。実際に世界中でダウンロードされるアプリが

あるとか、文化論で言うとグローバルなマーケットで

評価されるアーティストがまったく違う文脈から出て

くるとか、世界中で商流される家電が出てくるとか、

そういうことなのではないのかと思います。

【中谷理事長】  「ガラパゴス化」という言い方に表れてい

るように、日本人は結構自虐的に、自分たちの創った

ものに対して否定的になることが多いのですが、実は、

この「夜の世界」のいろいろなイノベーションを見て

みると、中には結構おもしろくて、しかも世界的な文

脈でみても、結構普遍的な価値を見いだせるものがあ

る、そういうお話だったのですけれども、それが日本

のポップカルチャーの出現ということとつながってい

るということですか。

【宇野講師】  そうですね。日本のポップカルチャーに一

番先鋭的にあらわれていたのだと思うのです。日本の

ポップカルチャーの特徴については、ちょっと前だっ

たら、戦後日本が置かれていた特別な政治状況にその

根拠を求める人が多かったのです。つまり、日本とい

うのはアメリカの核の傘に守られてぬくぬくと成長し

てきたお子様国家だから、オタク文化のような子供っ

ぽいものがはやるのだ、という村上隆のロジックです

ね。でも、そのロジックだけでは「初音ミク」という現

象を説明できないと僕は思うのですね。実際にあの「初

音ミク」のメカニズムを考えたときに、そこにはもっ

と射程の長い日本文化論を再構築できるのではないか

ということです。それこそ連歌から「初音ミク」をつな

ぐというような射程の長い日本文化論というものが仮

定できるはずで、そういったものがこの先のインター

ネット以降のグローバルな文化の中で特別な位置を

占めていくというシナリオを真剣に模索していかない

と、たぶんこの国で文化に携わっている意味もあまり

ないと思うのです。

【中谷理事長】  宇野さんは相当根源的なことを提起され

ているのではないかと僕は思うのです。というのは、

日本で展開されているこの「夜の世界」のイノベーショ

ンというものは、西洋社会での文化展開とは根本的に

違うところがある。このことをもう少し突き詰めてみ
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たいと僕は思ったのですが、やはり1000年以上に

わたる、日本と西欧の歴史の差に原因があるのだろう

と思いますね。「初音ミク」の話もそうですが、普通の

人たちが匿名でどんどんあるプロジェクトに参画して

いって、それがダイナミックに展開していくというか

たちですね。

こういうことができるのは、たとえば江戸時代の庶

民文化について考えると分かりやすいのかもしれませ

ん。江戸時代の文化をつくったのは庶民ですよね。も

ちろんインターネットはなかったけれども、いろいろ

な口コミとかコミュニティをつくって、次々におもし

ろいものをつくっていったわけですね。それと初音ミ

クは構造的に似ている。江戸時代は身分社会ではあっ

たけれども、庶民にも相当の自由があって、特に商人、

町人という人たちは、人によっては武士よりもお金持

ちだし、身分的には低いけれども、文化的には相当自

由な活動が許されていた。つまり、庶民が相当のパワー

を持ち得る社会構造になっていたわけですね。ところ

が、西洋社会は封建制度とか絶対王制とか貴族社会が

続いて、階級社会的な構造が強かった。だから、一般

庶民にはそういうパワーがあまりなかったということ

なのではないでしょうか。その流れというものが今日

まで続いてきていて、インターネットみたいに庶民が

積極的に参加できるような技術ができてしまうと、非

常にダイナミックな動きが出てくる。先ほど申し上げ

ましたけれども、インターネットにおけるオタクのパ

ワーというものは西洋社会等に比べると圧倒的に強

い。というわけで、もう少し歴史的な文化論の観点か

ら今日の議論を眺めていったら、おもしろい展開が可

能ではないでしょうか。

【宇野講師】  まったくおっしゃる通りだと思います。なの

で、私自身がやるかどうかは分からないのですが、この

先に必要なのは、インターネットサービス、あるいは

インターネットを前提とした現象、たとえばLINEだっ

たり、ニコニコ動画等について、小説を読むように、あ

るいは映画を評するように文化論として論じていくと

いうことだと思うのですね。たとえば、経済誌で「この

IT企業が強い」といった記事か掲載されていたとして

も、どういう発想でそれがつくられていったのかとか、

そこでどんなコミュニティが生まれているのかといっ

たITをめぐる文化論は全然展開されていないですよ

ね。いかにできる社長が格好いいことを言ってお金を

もうけたかとか、Googleはこんなオフィスをつくっ

たからみんなイノベーティブになったみたいな、そん

な話がいっぱいです。しかし、文化論としてネットサー

ビスを読むとか、情報サービスを読むとか、そういっ

たことが僕は必要なのではないかと思っています。な

ので、私自身がネット事業者の人たちに最近よく取材

しているのは、そういったことに関心があるからなの

ですね。彼らがやっているようなことを経済史的な視

点ではなくて、文化史的な視点で読んでいくこと、文

化論として今の情報社会を読んでいくということがこ

の先、必要なのではないかと強く感じています。

【中谷理事長】  その場合に、僕は一番根源的なのは神話の

世界を勉強することではないかと思います。日本の神

話と西洋の神話とでは全然違うのですね。これが綿々

と今日まで続いていて、それが今のインターネット社

会の対応能力の差というものにあらわれているという

ふうに思うのです。だから、神話の比較をやってみら

れるとおもしろい議論がいっぱいできるのではないか

と思ったりしているのですけれども。

【宇野講師】  分かりました。精進いたします。

中谷理事長
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【萩原】  公共経営・地域政策部の萩原と申します。部署名

からは仕事内容が分かりにくいかもしれませんが、普

段は農業とか、マニアックなものではアニメの聖地巡

礼とかの調査に携わっています。

【宇野講師】  僕、仮面ライダーのロケ地巡りとか、すごく

好きですよ。

【萩原】  ありがとうございます。では、質問ですが、一番

印象的だったのが、地域から文化が起こるという状態

から、インターネットから文化が起こっていくことに

シフトした中で、今後、われわれは日本のガラパゴス

と言われているような文化を守っていくという障壁と

いうか、それを育んでいくためのもの、いいかえると

ガード、障壁になるものは、要は日本語という言語だ

から他の文化が入り込まないものなのでしょうか。も

しくは、要は現実でのイベント、祝祭、お祭りがある

から維持されるのでしょうか。今後そういったガラパ

ゴス的なインターネットに文化の発祥の場が移ったと

きに日本的な文化を育んでいくための手段、守ってい

くための手段はどういったものにシフトしていくので

しょうか。

【宇野講師】  その背景にあるものは、文化の本質は何に

よって規定されるているのかという話だと僕は思うの

ですね。この場合はコミュニケーション様式だと僕は

思います。つまり、たとえばニコニコ動画があります

ね。なぜニコニコ動画でVOCALOID文化やMAD動

画文化、二次創作文化があのように発達したのかとい

うと、あれは匿名コミュニティをうまく使っているの

ですね。匿名のユーザーがインターネット上に不特定

集まったときに、どうすればコミュニケーションが適

度に起こるのか、クリエイティブなN次創作の連鎖が

一番起こりやすい頻度と厚さはどういうものか、とい

うところをすごく考えてつくられていると思います

ね。先ほどロボットの例を出しましたけれども、自分

が直接コミットしない、自分が何者かに一緒に溶け込

んでからコミュニケーションをするという日本のコ

ミュニケーション様式に対しての深い洞察が、その背

景にあったと思うのですね。なので、場所は東京また

は日本でなくとも、たとえジャカルタであったとして

も、たとえ上海であったとしても、たとえ台北であっ

たとしても、たまたまニューヨークであったとしても、

匿名性という日本的なコミュニケーションの様式さ

えあれば、日本的なカルチャーはそこから生まれてい

くと僕は考えています。ですので、僕はコミックマー

ケットのようなコミュニティ文化だったりとか、ニコ

ニコ動画のようなコミュニティサイト、つまり日本的

なコミュニケーション様式というものを実装したイベ

ントだったりとか、ウェブインフラのようなプラット

フォームがあれば、日本的なカルチャーというのは世

界中のどこからでも、たとえスペースコロニーからで

も生まれてくると思います。

【萩原】  分かりました。ありがとうございます。

【西尾】  西尾と申します。地方自治とか地域に関する仕事

をしています。きょうは幸せ観とか家族像とか、そう

いったものがこれからどうなっていくのか、というこ

とを気にしながらお話を聞いていました。お話の中で、

インターネットというものに非常に文化生成力があっ

て、それがサブカルチャー文化を発展させたりとか、

一番気になったのが家族観を変えていくというか、私

の受け取り方だと家族観を崩壊させていくぐらいの力

を持っているという話だったかなと思うのですけれど

も、ただ、その中でも当事者はもしかしたら幸せかも
萩原氏
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しれないなと思ったのです。それならそれでいいかな、

今までとは違う新しい幸せ観が生まれているのかな、

とも思ったのですが、非常に刹那的だという気がする

のです。特に家族観が崩壊していくということと絡め

て思ったのは、今、出生率が下がっていて、どんどん人

口が減っていって、50年後には半分ぐらいの地域がな

くなってしまうのではないかというようなことが言わ

れている中で、どうしたら社会が持続していけるかと

いう視点が大事ではないか。そういった、社会を持続

させるということにつながっていかないのではないか

なという気がしたのですが、その点はいかがでしょう

か。

【宇野講師】  僕の考えはこうですね。昔ながらの家族を維

持しないと再生産ができない社会は駄目ですよ、そう

思いませんか。たとえば、日本はシングルマザーに対す

る保護が弱いということはずっと言われていることで

すね。それが21世紀の今になってもろくすっぽ改善

していないわけです。シングルマザーの保護を手厚く

することはどういうことかというと、「典型家族」とい

う概念を捨てるということなのですよ。今おっしゃっ

たように、ある種、伝統的に大切にされてきた家族と

いう概念が、もうスタンダードではないのです。言葉

は悪いですけれども、片親だろうが、あるいはゲイの

カップルであろうが、養子縁組だろうが何だろうが、

次の世代を育んでいけば何だっていいではないかとい

う、この開き直りだけが僕は社会を持続させると思っ

ているのです。実際問題、一世代上が子供を育てた時

期は、日本のここ数百年の歴史を見ても、結構長かっ

たりするわけですね。つまり、社会的な条件だったり、

コミュニティの規模感だったり、そういったものと同

時に家族像も移り変わってきているのです。しかも日

本の場合、いわゆる「クレヨンしんちゃん」的な核家族

というものが本当の主流になったのというのは、せい

ぜいここ30年ぐらいの話なのですね。その30年間を

特別に神聖なものとしてあがめ奉る必要はまったくな

いと思うのですよ。今、われわれが「家族」と呼んでい

るものは僕は非常に狭い概念だと思っており、あまり

好きではないのですけれども、そういった狭義の家族

というものが全然なくなったとしても、子供が育つ社

会の方が正常だし、建設的だと僕は思っているのです。

【西尾】  その点、全面的に賛成なのですけれども、もう一

点関連して、先ほど生い立ちのお話の中で非常にホモ

ソーシャルな世界で生きてきたというお話がありまし

たが、そういう傾向がサブカルチャーというのはすご

く強いのではないかなという気がしていまして、家族

観ということはちょっと別に置いたとしても、何か社

会が持続していくのではなくて、縮小・崩壊に向かっ

ていくような力があるような気がするのですけれども

ね。

【宇野講師】  それはすごい考え方ですね。でも仮にそうだ

としても、サブカルチャーの中で現実社会にはあり得

ないコミュニティというものが称揚されるとして、は

て、それはそれで文化としては非常にすばらしいこと

ではないでしょうか、というのがまず僕が思ったこと

ですね。

もっと言ってしまうと、ここで言っているホモソー

シャルというものは、おそらく人間の実存をどこに置

くかという問題だと思うのですね。つまり、人間の根

本的な承認欲求をどこに置くかということなのです

ね。それが仕事なのか、それとも家庭なのか、それとも

趣味のホモソーシャルなのかということなのですよ。

そのように考えると、カップル文化の非常に弱い日本

西尾氏
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という国の中で、ホモソーシャルの、家庭でも会社で

もないような空間がすごく強い意味を持っていると

いうことは、僕はこの先の社会政策に非常にポジティ

ブなビジョンを持っていると思います。つまり、家族

をちゃんと運営するということと、家族に生き甲斐を

持ち、家族を大事に思い、家族の中での自分が一番好

きと思うこと、とは別問題だと思うのですよ。現実問

題として、むしろお父さんとして尊敬されたいと強く

思っている人間の方が、えてしてDV夫になったりす

るわけですよね。なので、僕はむしろ家族ではないと

ころで自己実現ができる社会の方が、広い意味で、可

能性が開かれているのではないかと思っています。そ

ういう意味で、たとえば、現代のホモソーシャリズム

にあふれたマンガ「クローズ」とか、ああいった作品に

あらわれているモチーフに対して、僕は非常に豊かな

ものに感じるのです。

【西尾】  ありがとうございました。

【中谷理事長】  済みません、今の論点に関連した話なの

ですけれども、確かに今までの家族とか限定された人

間関係だけではなくて、いわゆる「ONE PIECE」的な

というか、仲間意識でいろいろなところでいろいろな

人と関わりをもつことができる、そういうことに自分

がコミットできて、幸せになれるのだったらその方が

チョイスもたくさんあるし、いいじゃないか、という

話ですよね。

ただし、人間のコミュニケーションのキャパシティ

というものを考えたときに、これは鈴木謙介さんが

言っておられた「多孔化」のような話で、自分のコミュ

ニケーションがかなり分散されると思います。という

ことは、あるところには自分のこういう部分を出し、

別のところには別にこういう部分を出し、自分という

ものが非常に分割されてしまうわけです。そして、か

つての共同体の縛りのような否が応でもひとつのとこ

ろにコミットしなければいけないという世界から人間

は解放されて、非常に分属的になっていくわけですね。

それが今、西尾さんが心配されていたことと関係があ

ると思うのは、人間ってそんなにキャパシティは大き

くないから、いろいろなチョイスがあっていろいろな

ところに少しずつコミットして「いいね！」「いいね！」

という話でつながっているだけでは、人間関係が非常

に薄いのではないか。そういうことで本当に、まあそ

こそこ良い社会ができるのかということについて、い

かがですか。

【宇野講師】  僕らは、そういう感覚はないですね。なぜか

というと、ほとんどの人はそんなにたくさんのコミュ

ニティに同時に所属できないからです。つまり、人間

にキャパシティがあるということは、自分のキャパシ

ティを超えてコミュニティに積極的に所属する人とい

うのはよっぽどの特別な性欲に駆動されているとか、

特別な権力欲や金銭欲に取り付かれている人でもない

といないと思うのですよ。一方で、大事なことは、き

ついときに下りられることだと僕は思うのですね。ひ

とつの共同体の縛りから抜けようと思ったときに、そ

こでの承認を失ってしまうと自分には何も残らないと

なると、家族関係がこじれてしまうとか、そういう人

は世の中にいっぱいいるではないですか。そういった

人々に対してのガス抜き装置が何かが必要だと思いま

す。そして、ネットワーク社会の中で発生しているこ

とは、僕はもう否応なく起こっていることであり、こ

のことは肯定していいと僕は思っているのですよ。

【谷口】  すばらしい話、ありがとうございました。大阪か
宇野講師
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ら来ました谷口と申します。最近感じていることとし

て、政治だったり経済だったり、そんなことに関心を

持った若い人が周辺に少ないなと感じていまして、も

しかすると昔はそういうことを考えて生きていかない

と社会から脱落してしまって、いろいろと公や上司に

怒られるという感じがあったのですが、いわゆる価値

観がかなり自由になってきているので、むしろ自分の

好きなことをやるのが幸せだと、たとえば結婚もしな

いし、自分の好きなコミュニティに入って自分の好き

なものをひたすら追求するのだという、そういう方が

ふえているなというのが実感としてあるのですが、た

ぶんこの傾向はもっと進んでいくのかなと思っていま

して、その点についてご意見を伺いたいのですが。

【宇野講師】  後半の質問に関してはその通りだと思いま

す。そして、それができるようになったことはいいこ

となのではないかと僕は思います。政治や経済に対し

て意識が下がっているということについては、端的に

言論人や出版人等、僕らメディアの側の人間の責任で

はないでしょうか。われわれが総じて無能だったおか

げでお客さんを逃している、それだけの話です。その

結果、世の中は悪い方向に向かっているので非常に責

任を感じています。

【谷口】  もう少しよろしいでしょうか。それで、たとえば

政治や経済に関わっていて見ていると、私、衆議院議

員で落選した方の応援等で走り回ってそれなりに楽し

んではいたのですが、こっちの人はどうも皆さん無関

心だと。ただ、ネットの方を見てみるとネット右翼さ

んは結構頻繁に活発に活動していて……。

そういう意味ではネットの中では能動だったり受動

だったりの感の中動態でしたか、ネットでそういう意

見を言っている人は自分がそれで若干、能動か中動に

近い立場だと思っていて、実際にはほとんど何も影響

は与えていないのですけれども、文化に関しては自分

が作品をつくることはできるので、参加した時間が、

なおかつ楽しいコミュニティになるので、そちらの方

に皆さん、若い方を中心にエネルギーは向かっている

のかなというような気がしているのですが。

【宇野講師】  そうですね、若い者の政治参加問題について

は、僕はちょっと違った感想を持っています。選挙を

やるたびに、「ポピュリズム」がだいたい問題になりま

すね。たとえば、「今回の選挙は、マスコミがちょっと

煽りすぎたのだ。その結果、こんな選挙結果になって

しまったのではないか。何で○○が落ちて、△△が当

選するのだ」とか、「目立つやつが選挙で勝ちなのか、

ふざけるな」とか、「何で××が60万票取るのだ、あ

り得ぬだろう」みたいな意見については、僕もそう思

いました。一方で、「でも、実際に票を取っているのだ

から、しゃあないじゃないか」といった議論が常にあ

ります。僕の考えで言うと、「ポピュリズム」というも

の関しては、悪いポピュリズムに対して良いポピュリ

ズムで対抗しようとするのは、僕は間違った考えだと

思います。ポピュリズムをくいとめたいのであれば、

はっきり言って組織票をふやす以外に方法はないので

す。ポピュリズムというのは、要は近代社会において

は主に都市部に発生しているいわゆる無党派層や浮動

層が、それがマスだろうがソーシャルだろうが、メディ

アの煽動というかアジテーションによって投票行動を

決定するという現象ですよね。なので、それを阻止す

るのだったら、組織票をふやすしか方法はないのです

よ。医師会とか連合とか農協とか、そういった連中が

動員するような票をふやすしかないのです。

本質的な問題は何かとはっきり言ってしまうと、今

谷口氏
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の若者層の生活実感を代弁する、中間的な共同体がな

いことだと僕は思うのですね。一方で、これだけ行政

が専門化した現在、よほどのマニアでない限り政策議

論はできないと僕は思っています。特に、軍事とか農

政とかはプロ以外は政策議論がほとんど不可能になっ

ていると思うのですね。たとえば、ミサイルの射程距

離とか、この農薬が何に効いて何に効かないとか、そ

ういったことが大きな政策に直結しているような世の

中になってしまっているのです。そうした状況で、専

門家以外が政策について議論するのはほぼ不可能なの

ですね。そこで、ポピュリズムみたいなものを「キャッ

チフレーズ提示」とか批判しても、僕は無力だと思うの

ですよ。だって政治が分からないのだから、専門家以

外分かりようがないのですから。

そうなったときに一番大事なことは、先ほども述べ

ましたけれども、生活をちゃんと見据えることだと僕

は思うのです。ほとんどの人間は自分の生活を守るた

めに政治にコミットしたいと考えている。逆に言うと、

自分の生活を守ることぐらいしか政治にコミットする

動機が調達できないのです。これは社会がこのぐらい

複雑化してしまったら、当たり前のことだと思うので

す。ところが、残念ながら今の日本の中間的なコミュ

ニティというものは、たとえば、農協にせよ、連合や労

働組合にせよ、医師会にしろ、全部70年代ぐらいまで

に完成された戦後社会にほとんどが強く依存している

のです。

こうした戦後的な中流文化が崩壊した後に社会に出

た20代から30代にかけての、かといって昭和の世界

がまだ残っている大企業に勤めてもいないような、そ

ういった若い人たちが肩を寄せ合うことができ、そう

いった人たちの利益を代弁するような団体があっても

いいと僕は思うのですよ。実際にフリーランスの人間

もどんどんふえているし、非正規雇用もふえていって

います。もちろん、ITベンチャー等に勤めて、「いつか

おれも起業しよう」と思ってバリバリやっている人と、

単に派遣で使い回される人では、守るべき利益も全然

違うでしょう。だったら、そういう人たちのための団

体をつくればいいと思うのです。そういった形で、脱

戦後的な政治性に基づいた中間団体がたくさん産まれ

ていくということが、結果的には安易なポピュリズム

を食い止めることにもなるし、若い世代の、20代、30

代の政治参加の動機も調達していくだろうと僕は考え

ています。

【谷口】  ありがとうございます。

【太下】  ほかに質問がなければ私から、2020年の東京

オリンピックについての私なりの意見を申し上げて、

それについて宇野さんのコメントがあればお聞きした

いと思います。

その前提としてまず第一に、オリンピックというも

のが実はスポーツイベントだけではないということは

ここでお話ししておきたいと思います。前回の2012

年のロンドンオリンピックのときから、実はオリン

ピックでは「文化プログラム」が非常に重視されている

のです。

２点目として、特に地方に住んでいる方からすると、

東京の一人勝ちと思われているようですけれども、実

はそうではないのです。この「文化プログラム」に関し

ては、ロンドンオリンピックでは、もちろんロンドン

市内でも「文化プログラム」は実施されたのですけれど

も、全体の件数の80%はロンドン以外のイギリス全

土で行われたのです。そういった意味で言うと、日本

で行われるオリンピックの「文化プログラム」も、かな

りの部分が地方で行われることになります。実際、そ

のことを前提として昨年の11月末に、観光庁と文化

庁が包括協定を結んでいます。要は人はきっと文化で

動き、地域にかなりインパクトが出てくるだろうとい

うことを観光庁が察知して、事前に包括協定を結んだ

ということですね。

3つ目が、2020年はまだずいぶん先ではないかと

たいていの方が思っているのですけれども、この文化

プログラムは2016年から始まるのです。なぜ2016

年かというと、2016年には今ちょうどワールドカッ
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プを開催しているブラジルのリオデジャネイロで次の

オリンピックが行われて、その最後に閉幕式が行われ

て、閉幕式の最後の最後にハンドオーバーセレモニー

というリオから東京へのバトンタッチの儀式があるの

ですけれども、そのバトンを受けた瞬間から東京、そ

して日本は「文化プログラム」を開始することになるの

です。これが2016年の夏です。政策的な視点で考え

ると、2016年の夏に「文化プログラム」が動き出すと

いうことは、その前年の2015年の夏には、資金と組

織に関するブループリントができていないといけない

わけです。そして、2015年の夏というのは今から１

年後です。では、それをいつ検討するかのと言えば、そ

れはまさに今であるということです。

実はもう時間が全然ないという状況を前提として、

さらに3つのお話をしたいと思います。１点目は、東

京オリンピックのインパクトを、いかに地域に波及さ

せるのか、ということです。それで私は今、観光振興と

文化振興を結びつけるということを文化庁に提案して

いるのですけれども、実はロンドンオリンピックのと

きには「ロンドンプラス」という政策がとられたので

すね。これは何かというと、世界中から人がロンドン

に来るだろうから、ロンドンだけで帰ってもらっては

もったいないので、ロンドンプラスもう一都市どこか

に観光してもらおうという政策だったのです。

こういう事例があると日本人の感覚として、では同

じようなことをやればいいではないかというふうに思

うかもしれませんね。具体的には「トーキョー＋（プラ

ス）」という観光政策を立案して、東京に来た観光客を

地方にもう1都市に誘導するというイメージです。で

すけれども、私は実はこれは逆だと思っています。何が

逆かというと、実際に2020年の７月から８月の東京

の状況をイメージしていただけるといいのですけれど

も、空の玄関は羽田と成田という2つの国際空港があ

り、どちらの空港もかなり増便がなされることと思い

ますが、海外からのフライトはたぶん全部満席になっ

ていると思います。また、都内にはシティホテルは多

数立地していますけれども、ほとんどが満室になって

いると思います。つまり実際問題として、東京はこれ

以上、観光プロモーションを行う必要はないのです。

ほっておいても海外から観光客は確実に来ます。一方

で、日本とイギリスの国土構造の違いは何かというと、

それは日本における新幹線に代表される公共交通ネッ

トワークの圧倒的な充実度です。さらに言うと、今ま

では無駄な公共工事の象徴のように言われてきた、な

ぜか各地域に整備されている国際空港の存在です。こ

ういう既存のインフラとネットワークがあるのですか

ら、満席・満室の東京に観光客を引っ張るのではなく、

海外から地方の国際空港に直接来てもらって、地方都

市にステイしてもらって、見たい試合があれば新幹線

で通って帰ってもらえばいいのだと思います。僕は「ロ

ンドンプラス」を逆転させて、「プラス東京」という戦

略をぜひやるべきだと思うのですね。ただし、そのよ

うな「プラス東京」戦略を導入した場合、海外の人は東

京という目的地がなくなってしまうので、どの都市に

行っても同じになってしまいます。そのときに、各都

市が海外からの観光客を惹きつける要素として、「文化

プログラム」があるのではないかと思います。こういう

戦略をぜひ実施すべきではないかということを、文化

庁に提案しているところです。

２点目が、きょうの宇野さんのお話のテーマのひと

つとして、インターネットの中に一番クリエイティビ

ティが集中しているというお話がありました。日本は

太下氏
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やはりこうした点をきちんとアピールすべきだろうと

思います。その際に、実は日本ではデジタルコンテン

ツがきちんとアーカイブされていないという問題があ

ります。これだけ二次創作文化、Ｎ次創作文化が盛ん

だと言っておきながら、その創造の根源となるコンテ

ンツが実は全然保存されていないわけですね。ぜひ私

はナショナル・デジタル・アーカイブみたいなものが

あるべきだと思うのです。これは別に新しい箱物をつ

くるという発想ではなくて、既存のすくつかの施設に、

デジタル・アーカイヴの要素を付加していく、それら

をネットワーク化していけば、できるのではないかと

思うのです。

さらに言うと、こういったデジタル・コンテンツを

アーカイブ化していくときに一番問題になるのは著作

権ですね。著作者の承諾をとらなければいけないとい

うことです。コンテンツの著作者の所在が分かって、か

つ確認がとれればOKなのですけれども、実はこの著

作者の所在を探すということが、サーチコストと俗に

言われますけれども、膨大なコストになるのです。さら

に、探しても著作者の所在が分からないというケース

が非常に多いのですね。実際の物はあるし、著作者の

名前も分かるけれども、その著作者が生きているのか

死んでいるのかも分からない、遺族がいるのかどうか

も分からないというケースが、今非常に増えています。

こういうケースは、「孤児作品（オーファン・ワークス）」

と言われていまして、今、アメリカでもEUでも大問題

になりつつあるのです。ほっておけば、こうした「孤児

作品」はどんどんふえていきます。そしてこうしたコン

テンツは誰も使えなくなってしまうのです。そういっ

た意味で、私はぜひ、「オーファン・ワークス・ミュー

ジアム」というものをつくったらいいと思っています。

たとえば、「これは孤児作品ではないか」と推測される

漫画本があった場合、そうした漫画をいくつか集めて、

１ヵ月ほど「オーファン漫画展」として展示をして、誰

も著作者として名乗りをあげないようであれば、「これ

はやはりオーファンだ」ということで認定して、その

漫画を二次創作等で活用していく、というアイデアで

す。その後、二次創作等で収益が出た場合には、その収

益の一定部分をちゃんとプールしておけばいいと思い

ます。そして、後日に著作者が見つかった場合、その

プールしたお金をちゃんとお支払いすれば良いと思い

ます。そういう政策を展開すれば、今、日本が立ち後

れているデジタルコンテンツに対する政策というもの

がかなり補完できるのではないかと思います。先ほど

中谷理事長もおっしゃっていましたけれども、こうい

うN次創作という文化的作法は、連歌とか和歌の本歌

取りにその起源をみとめることができますので、日本

にはものすごい深い伝統があるわけですね。和歌で本

歌取りの理論ができたのがだいたい1220年ごろと言

われます。藤原定家がその理論の基礎をつくったそう

なのですけれども、今度の2020年という年はそれか

らだいたい800年ぐらいたっているのですね。正確に

1220年ではないですけれども、仮に1220年という

ことにして、リミックス800年祭とか言って、N次創

作のフェスティバルを開催してしまえばいいのではな

いかと思うのです。

３つ目は、主に民間の資金で実現したら良いプログ

ラムです。実はロンドン・オリンピックで実施された

スポーツ競技は26種類でした。これを男女別とか階

級別に分類するもっと数が増えるのですが、大きく言

うと26種類あるわけです。そこで、それぞれの競技

に、日本の漫画・アニメのキャラクターを当てはめて

しまうというプログラムです。一番分かりやすい例と

しては、たとえば男子サッカーであれば「キャプテン

翼」という感じです。もしもマイナー競技で、めぼしい

キャラクターがいない場合は、新たに公募でもして、

キャラクターをつくってしまえばいいと思います。ご

案内の通り、オリンピックのスポンサー制度は、ガチ

ガチに縛りのある制度なのですけれども、それと一緒

にやろうとするとすごく大変ですので、「勝手にスポー

ツ競技を応援しています」というスタイルをとってし

まえばいいのではないかと私は思っているのです。「別
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にオリンピック関係ないです。たまたまサッカーとい

う競技を応援していたら、オリンピックでもサッカー

をやってました」みたいな感じです。そして、オリン

ピックで実施する全部の競技にキャラクターをあては

めて、さらにそこに企業スポンサーをつけていくとい

う計画です。そうすれば、かなりの資金をスポンサー

から集めることができるのではないかと思います。そ

の資金で何をするのかというと、ひとつには採用した

漫画キャラを主人公にした日本語教材をつくって、そ

れを無償でネットで展開するといいと思うのです。オ

リンピックの競技を契機として、もっと日本に関心を

持って日本語を覚えてもらうという作戦です。だけれ

ども、それだけだと資金が相当余るはずですので、そ

の余剰資金を今後の文化振興のための基金にする、と

いうアイデアです。

私は2016年と2020年の両方のオリンピック招

致に関わった立場で、そんなようなことを文化庁等に

提案しているところです。

【宇野講師】  どうもありがとうございます。非常に勉強に

なりました。２番と３番のアイデアに関して言います

と、本当におっしゃる通り、ぜひとも実現していただ

きたいです。

１番目のアイデアに関しては、もちろんアグリーと

いうか、すばらしい計画だと思います。やはり１点気

になるところとしては、地方に外国人の人たちを誘致

するといったときに、そこに付随する文化プログラム

というものに関して僕は慎重に考えなければいけない

と思うのですね。僕は、そこでコミュニティアートみ

たいなことをやるのは反対ですし、実は漫画、アニメ

とかをやるのも反対なのですよ。

「プラス東京」の発想で行くときには、各地域での食

文化とか生活文化とかを合わせるということが一番

いいと思っています。理由は２つあって、ひとつは日

本のサブカルチャーのほとんどが、地理的に規定され

ていないということです。もともと日本のポップカル

チャーが肥大したのは80年代前半だと言われている

のですが、それは日本の雑誌インフラとテレビインフ

ラという、強烈に均一性の高いものに育まれていて、

土着性が非常に低いのですね。そういった地理的に規

定されていないことを強みにしている文化というもの

を、「さあクールジャパンだ」と言って、地域で展開す

るのは結局難しいのではないかと思っています。

また、日本におけるコミュニティアートプロジェ

クトのほとんどは、実はどこに行っても変わらない

「ちょっといい話」で終わっているように思います。一

応その土地に昔から伝わっている昔話とか神話とか、

歴史性にちょっとちなんだ意匠が入っていたりするの

だけれども、そういった口当たりのいいテーマをポン

と持ち出していて、それだけで終わっていて、固有の

批判力はほとんどないのですね。この問題は、アート

というものが日本では全然定着していないという問題

と深く結びついていると考えています。そこで、これ

を２年、３年という短い間でひっくり返すことは非常

に難しいと思うのです。だから、僕は消去法で生活文

化推しで行くのがいいのではないかなということが、

今お伺いしたことに対する意見ですね。

【太下】  ご意見、どうもありがとうございました。

そうこうしているうちに予定した時間を過ぎてしま

いました。宇野さん、改めまして、本日はどうもありが

とうございました。

【宇野講師】  ありがとうございました。



　発行責任者：藤井  秀延 取締役社長
　　　　　　　中谷  巌 理事長
　　　編集長：太下  義之（政策研究事業本部）
　　編集委員：鈴木  明彦（調査本部）
　　　　　　　名藤  大樹（コンサルティング・国際事業本部）
　　　　　　　国松  麻季（政策研究事業本部）
　　　　　　　相川  高信（政策研究事業本部）
　　　　　　　加藤  三貴式（会員・人財開発事業本部）

本誌掲載記事のご照会は
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング  
革新創造センター（広報）までご連絡ください。
連絡先：TELO3－6733－1653（東京）

編集・発行　
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社
東　京　〒105－8501 東京都港区虎ノ門5－11－2
 オランダヒルズ森タワー
            TEL：03－6733－1000　FAX：03－6733－1009
名古屋　〒461－8516 名古屋市東区葵1－19－30 
 マザックアートプラザ
            TEL：052－307－1110　FAX：052－307－1126
大　阪　〒530－8213 大阪市北区梅田2－5－25 
 ハービスOSAKA
            TEL：06－7637－1500　FAX：06－7637－1501
E－mail：info＠murc.jp   http：//www.murc.jp

印刷・製本　株式会社 カントー
2014年10月発行
（禁無断転載複写）落丁本・乱丁本はお取り替えいたします。 lSSN 1881－5308

2014  vol.4（2014年4号）通巻第32号

2013 vol.4（通巻第28号）
特集：100年後の世界と日本
2014 vol.1（通巻第29号）
特集：21世紀の国土・自然資源管理
2014 vol.2（通巻第30号）
特集：グローバル人材マネジメントの視界
2014 vol.3（通巻第31号）
特集：自然資本管理への
　　　　　　　　世界の潮流と日本の動き
http://www.murc.jp/thinktank/rc/jorunal/quaterly/

Vol.4
2014

特集：「阪神・淡路大震災から20年、
　　　　　われわれが学んだこと（仮題）」

次号予告 2015年1月発行予定

既　刊

三菱UFJリサーチ&コンサルティングでは、2010年度より、

弊社の研究員及びコンサルタントの基礎的教養を高め、クライ

アントに対してより魅力的で洞察力のある知恵の提供ができる

ようになることを目的に、「学び」の場として『巌流塾』を開催し

ている。

この目的を達成するため、『巌流塾』では表面的な知識やスキ

ルを習得する場所としてではなく、物事の実体、本質に迫ること

ができるようなテーマを用意し、自己鍛錬、塾生同士の相互研鑽

の場を提供することを目指している。

5年目となる2014年度においては、『巌流塾』の活動テーマ

を「ゼロ年代の思考」と設定した。「ゼロ年代」、すなわち2000

年以降に活躍してきている若い世代の学識者の言説を通じて、

新しい思考の潮流を学ぶことを目標とした。

そして、外部から有識者を講師としてお招きして、有識者の

方々とのディスカッションを軸に、さまざまな視点からあるべき

日本および世界の姿についての検討を進めた。お招きした有識

者は、次の5名である。

1. 中央大学経済学部  教授　瀧澤  弘和  氏

2. 早稲田大学ビジネススクール准教授　入山  章栄  氏

3. 社会学者　古市  憲寿  氏

4. 千葉商科大学商経学部非常勤講師／

　　  　　　　　PIP総合プロデューサー　濱野  智史  氏

5. 評論家／批評誌 〈PLANETS〉 編集長　宇野  常寛  氏

そして、これらの議論を総括するものとして、本号においては

弊社・中谷巌理事長の巻頭言を収録した。これら一連の議論が、

これからの日本および世界の進むべき道を導く指標の構想にお

いて一助となれば幸いである。

編集長　太下 義之

コラム　サーチ・ナウ
　サーチ・ナウは政策研究事業本部の研究員が個々の
専門分野で得た知見を元に政策提言や社会動向に対す
る推察などを、わかりやすく読み切りサイズで定期的
に執筆・公表しているコラムです。
　社会の「今」を鋭い視点で切り開く多彩なコラムを
是非、一度ご覧ください。
（http://www.murc.jp/thinktank/rc/column/search_now）
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